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序

本県には、旧石器時代をはじめとする 1万箇所を超す遺跡や貴重な埋蔵文化財が数多く残されてい

ます。それらは、地域の風土と歴史が生み出した遺産であり、本県の歴史や文化、伝統を正しく理解

するのに欠くことのできない歴史資料です。同時に、それらは県民のみならず国民的財産であり、将

来にわたって大切に保存し、活用を図らなければなりません。

一方、豊かな県土づくりには公共事業や社会資本整備が必要ですが、それらの開発にあたっては、

環境との調和はもちろんのこと、地中に埋もれ、その土地とともにある埋蔵文化財保護との調和も求

められるところです。

当事業団埋蔵文化財センターは、設立以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもとに、開発事業に

よってやむを得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、その調査の記録を保存する措置をとってまい

りました。

本報告書は、一関遊水地衣川本川築堤工事に関連して平成19年度に発掘調査された鵜ノ木遺跡の調

査成果をまとめたものです。今回の調査では後期旧石器時代の石器製作跡、弥生時代の集落跡である

ことが明らかとなり、北上盆地中流域の当該期の実態を解明する上で貴重な資料になることと思われ

ます。

本書が広く活用され、埋蔵文化財についての関心や理解につながると同時に、その保護や活用、学

術研究、教育活動などに役立てられれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び報告書の作成にあたり、ご理解とご協力をいただきました国土

交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、奥州市教育委員会前沢総合支所、をはじめとする関係各

位に対し、深く感謝の意を表します。

平成21年 2月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長 武 田 牧 雄



例   言

1 本報告書は、岩手県奥州市前沢区鵜ノ木102-1ほ かに所在する鵜ノ木遺跡において、平成19年

度に実施 した発掘調査の結果を収録 したものである。

2 本遺跡の発掘調査は、一関遊水地衣川本川築堤工事に伴 う緊急事前調査である。調査は岩手県教

育委員会事務局生涯学習文化課の調整を経て、国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所の委

託を受けた働岩手県文化振興事業団埋蔵文化勁センターが実施 した。

3 岩手県遺跡情報検索システムに記載される遺跡番号はN E76-0051、 遺跡略号はUK-07である。

4 発掘調査期間は平成19年 4月 9日 ～ 5月 31日 、発掘調査面積は996だ 、野外調査担当者は北村忠

昭・吉田泰治・高橋聡子、室内整理期間は平成19年 11月 1日 ～平成20年 3月 31日 、室内整理担当者

は北村忠昭である。

5 本書の執筆は、第 I章 を国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、第Ⅱ章を高橋聡子、そ

れ以外を北村忠昭が担当し、編集は北村が行った。

6 遺構写真は北村 。高橋が、遺物写真は岩間和幸・藤田祐が撮影 した。

7 本書で用いる方位は世界測地系による座標北を示す。レベル高は海抜である。

8 各種委託業務は以下の機関に委託 した (敬称略)。 なお、黒曜石産地同定・火山灰分析・放射性

炭素年代測定の報告は附編に収録 している。

石質鑑定 :花聞岩研究会

黒曜石産地同定 :パ リノ・サーヴェイ株式会社

火山灰分析 :パ リノ・サーヴェイ株式会社

放射性炭素年代測定 :株式会社 加速器分析研究所

基準J点測量 :llllア クト技術開発

航空写真 :東邦航空株式会社

石器実測 。トレース (旧石器時代):株式会社 ラング

遺構平面図作成測量 imシ ン技術 コンサル

9 野外調査、室内整理にあたり国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所、奥州市教育委員会

前沢総合支所、近隣住民の方々の御理解 と御協力をいただいた。

10 発掘調査や整理・報告書の作成は以下の方々に御教示・御協力をいただいた。 (順不同、敬称略)

赤沼英男 (岩手県立博物館 )、 井上雅孝 (滝沢村埋蔵文化財センター)、 及川真紀 (奥州市総合政策

部企画調整課)、 菊池強一、島原弘征 (平泉町教育委員会 )、 菅原計二 (平泉町教育委員会 )、 八重

樫忠郎 (平泉町)、 吉川耕太郎 (秋田県教育委員会 )

ll 本報告書では、国土地理院発行「水沢 1:50,000」 、「一関 1:50,000」 、「水沢 ● 25,000」 、「前

沢  1:25,000」 地形図を使用 した。

12 土層注記及び出土土器の色調の記載は、農林水産省農林水産技術会議事務局・財団法人日本色彩

研究所 色票監修『新版 標準土色帖』2002年度版に準拠 した。

13 本遺跡の出土遺物、記録類は岩手県立埋蔵文化財センターにおいて保管 している。

14 本報告書発行以前に平成19年度発掘調査報告書 。現地説明会等で調査成果を公表 したが、本報告

書を正とする。
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調査に至る経過

鵜ノ木遺跡は、北上川上流改修一関遊水地事業衣川地区の事業地内に位置しているため、当該事業

の施行に伴い発掘調査を実施することになったものである。

当該地区は、築堤工事を行うこととし、平成16年度に用地取得を始めとし事業着手をしており、北

上川本川において周辺地域を決水から守るために堤防整備を進めていくことにしている。

当該事業区域の埋蔵文化財包蔵地については、当該事業の施行主体である国土交通省東北地方整備

局岩手河川国道事務所の依頼を受け、平成18年度に岩手県教育委員会事務局との協議により、平成19

年度側岩手県文化振興事業国に調査を委託することになったものである。

(国土交通省東北地方整備局岩手河川国道事務所)
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50.000地形図「水沢」「一関」を50%縮州→

第 1図 遺跡の位置

-1-



0       (lf2,500)      100m

-2-

調査区

第 2図 調査区と周辺の地形



遺跡の立地 。環境

1地 理 的 環 境

(1)遺跡の位置 と立地

鵜ノ木遺跡の所在する奥州市前沢区は岩手県南部に位置し、北上川低地帯の中央部、東経141度 3

分25秒～ 141度13分28秒、北緯39度 0分31秒～39度 5分36秒の地域に所在する。平成18年 に旧水沢市、

江刺市、前沢町、胆沢町、衣川村の2市 2町 1村による広域合併により誕生した奥州市は、北は北上

市・金ヶ崎町、南は一関市・平泉町と接している。面積では一関市に次いで県内第2位の規模を誇り、

人口約13万人 (平成20年 3月 現在)を抱える都市となっている。奥州市は北上川により齊された肥沃

かつ広大な土壊を活かした農業が盛んであり、江刺金札米や江刺りんごをはじめとして前沢牛等の畜

産物にも力を入れ、その名を全国に轟かせている。

前沢区は北上川西岸側に」R東北本線、国道4号線、東北縦貫自動車道が、東岸側にはJR東北新

幹線が縦断しており、平泉町との市町村界付近には東北縦貫自動車道の平泉・前沢インターチェンジ

が開設されるなど、交通の要所となっている。

本遺跡は奥州市役所前沢支所の南東約3.2kmに 位置し、前沢区南部の白鳥地区に所在する。遺跡は

北上川西岸の水沢高位段丘の東縁辺部南端に立地しており、遺跡の現況は山林であった。標高は遺跡

北側で30m前後、東側で23m前後である。遺跡東側を南北に流れる北上川は、北東約750mの 一首坂

段丘が半島状に突出している付近で大きく蛇行し、前沢区の生母地区と前沢地区を分断している。現

在は遺跡北東側にある箱石橋によって両地区は結ばれているが、構架以前には船による渡しが行われ

ており、近世期には船の難所として溺死者や積荷の被害が起こる地点として知られていたという。

(2)遺跡周辺の地形 と地質

北上川は岩手県北部の岩手町御堂観音境内に源を発し、全長243km、 流域面積10,720k面 を誇る東北

地方最大の一級河川である。216イこ及ぶ支流を合流しながら南へ流れ、約100km下流の宮城県石巻市追

波湾へ注いでいる。鵜ノ木遺跡は北上川のほぼ中間地点に位置しており、遺跡から北東約800mの地

点では胆沢扇状地に水源を発する白`鳥川が北上川へ合流している。

前沢区の地形区分は、東部の北上山地西縁の山麓丘陵地区、北上川西岸に発達する沖積低地及び低

位段丘面を含む低地地区、西部に形成された段丘地区に3区分される (前沢町教委 1998)。 北上川

西岸には北上川流域で最大の扇状地形が発達しており、奥州市胆沢区市野々地区を扇頂として面積約

200kご に達する胆沢扇状地が形成されている。胆沢扇状地は胆沢川の影響を受け段丘化しており、高

位から順に大歩段丘、一首坂段丘、西根段丘、上野原段丘、横道段丘、堀切段丘、福原段丘、水沢高

位段丘、水沢低位段丘と呼ばれており、鵜ノ木遺跡は水沢高位段丘の東側縁辺部南端に位置する。一

方北上川東岸の生母地区においては段丘の発達は乏しく、大東町方向の山麓側に僅かに中位・低位段

丘に比定できる平坦面が点在している。北上川の流路沿いには沖積地が形成されている。

本遺跡周辺の地質に関しては、胆沢扇状地に形成された河岸段丘の基盤地層は新第三系更新統の本

畑層 (金沢層)であり、古生界、中生界の古い地層が分布する北上川東岸の生母地区側と、本遺跡の

所在する北上川西岸では対照的な地質区となっている (前沢町教委 1998)。 生母地区側では石英モ

-3-



1 地理的環境
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H 遺跡の立地・環境

ゾンニ岩、花筒閑緑斑岩、花商斑岩、花筒岩、母体変成岩、蛇紋岩、石灰岩、粉岩等の分布が確認 さ

れている。

(3)基 本 層 序 (第 4図 )

本調査区は平坦部と斜面部に大きく分かれるが、遺構・遺物の中心が平坦部であるため、層序の記

録は平坦部を中心に行っている。遺構が検出されたエリア付近の調査区壁である2Hグ リッドの東壁

(北側セクション)を メインの基本層序として設定し、基盤となる礫層まで深掘りを行った。旧石器

ブロック 1内 に十字のベルトを設定して、層序の記録を行っているが、それとは別に基本層序を記録

した地点とやや離れているため、4Eグ リッドの東壁 (南側セクシヨン)で も基本層序との対比のた

めの深掘 りを行い、層序の記録を行っている。なお、南額1セ クションにおいて基盤層となる礫層を露

出させようと試みたが、Ⅱe層の上面から90cm掘 り下げても確認できず、安全面と時間の関係から断

念している。各層は以下のとおりである。

I層 黒褐色腐植土層である。大きく3層 に分層される。

Ia層 近世から現代の堆積層である。黒褐色 (10YR2/3)を呈するIa①層と黒掲色 (10YR2/2)

を呈する Ia②層に分かれる。 Ia①層は現在の表土層で層厚は10～ 30cmである。 Ia②層は場所

によって層厚に差が見られ、3G～ 4Hグ リッド周辺が最も厚く、周辺に行 くほど薄くなっている。

層厚は0～ 20cmで ある。

北側セクション(第 1地点)

―-O     L=31980m

」
J9

サンプル

※②・③はISのとⅡo③

南側セクション(第 2地点)
―-0 し‐31

工o              
フオ´ ‐́

(90cm下げてもlll層 を確認できない)

0       (1:81Xl)      211m
|

第 4図 基本層序
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2 歴史的環境

Ib層 主に古代の遺物を包含する堆積層である。主に黒褐色 (7.5YR2/2)で あるが、場所によっ

て暗褐色を呈する。平坦部の北半で見られ、斜面に水平に堆積 している。直径 1～ 4 mmの え化物を 10/O

含む。層厚は0～ 30cmで ある。

Ic層 主に縄文時代の遺物を包含する堆積層である。本来は古代の遺構検出面と考えられる。

全体的に直径 2 mm前 後の災化物を1%程含んでいる。黒色 (10YR2/1)を 呈するIc①層と黒褐色

(10YR2/2.5)を 呈する Ic②層に分かれる。 Ic①層は平坦部の調査区際程厚く堆積しており、東

側 (東斜面側)程薄くもしくは確認できなくなる。層厚は0～ 30cmで ある。 Ic②層は Ic①層と

比較すると粘性 。しまりが有る。漸移的な堆積層で、層厚は2～ 15cmである。

Ⅱ層 自然堤防を構成する砂質シルト層で、大きく5層 に分層される。後期旧石器時代の遺物を包

含する堆積層であるが、旧石器ブロック周辺では5Efグ リッドなどの一部を除くと、工a層からⅡ

c層の分層ができないほか、Ⅱe層 も細分できない。

工a層 掲色 (7.5Y]望/4)を呈するフラッドローム層である。非常にかたく締まっており、縄文

時代から弥生時代の遺構の最終検出面である。

Ib層 フラッドローム層。非常にかたく締まっている。工a層 との境は軽微な不整合を呈してい

る。褐色 (10YR4/6)を 呈する工b①層と責褐色 (10YR5/6)を 呈する工b②覆に分かれる。Ⅱb①

層は Ic①層までと比較すると粘性があるが、 Ic②層ほどではない。本層上面には水酸化鉄の集積

が波状に見られ、地表面であったことが想定される。部分的に明るくなっており、鹿ノ子状を呈する。

平坦部の南半ではほとんど確認できない。層厚は0～ 35cmである。工b②層は平坦部の南半の堆積

が厚く、旧石器ブロック周辺のⅡ層は本層に対応するものと考えられる。層厚は0～ 15cmである。

Ic層 黄褐色 (10YR5/6)を 呈するフラッドローム層である。非常にかたく締まっている。本層

上面には直径 5～ 20mmの礫を15～ 20%含んでいる。平坦部の北半では確認できない。層厚 0～20cm

である。

Ⅱd層 明責掲色 (10YR6/7)を 呈するフラッドロームである。非常にかたく締まっている。直径

2～ 1011mの礫を20/O前後、径 l mm程の炭化物を約 l°/。 含んでいる。黄褐色砂質土がブロック状に散

在しており、鹿ノ子状を呈している。平坦部の南半では確認できない。層厚は0～ 20cmで ある。

Ⅱe層 粘土質のソフトローム層である。遺物は包含されない。明黄褐色 (2.5Y7/6)を 呈するエ

e①層、明褐色 (7.5YR5/6)～橙色 (7.5YR6/6)を 呈する工e②層、明黄褐色 (2.5Y7/6)を 呈す

るⅡe③層に分かれる。Ⅱe①層の上面に水酸化鉄の集積が見られる。北側セクションの北側でしか

確認できない。層厚は0～ 40cmである。Ie②層はブロックで散在している。Ⅱe①層程粘性はみ

られない。工e③層もⅡe①層と比較すると粘性はない。Ⅲ層との境は軽微な不整合を呈している。

工e①層と関連があるようで、Ⅱe①層が確認できる場所では本層が確認できず、Ⅱe①層が確認で

きない場所では本層が確認される。層厚は0～ 20cmで ある。

Ⅲ層 段丘 (水沢高位段丘)を構成する基盤礫層である。直径 5～ 20cmの ものが多く見られ、明

黄褐色 (2.5Y7/6)砂質土を挟在 している。層厚は不明である。

2歴 史 的 環 境

奥州市前沢区内に所在する遺跡数は、平成17年 12月 末現在で140箇所に及ぶ (岩手県遺跡情報検索

システム「水沢・一関・千厩地方振興局管内」による。本遺跡は含まない)。 そのうち旧石器時代に

該当する遺跡は北上川西岸地区では長根遺跡 (16)、 北上川東岸地区では生母宿遺跡 (22)の みであつ

-6-



Ⅱ 遺跡の立地・環境
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第 5図 周辺の遺跡 (1)
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2 歴史的環境
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第 6図 周辺の遺跡 (2)
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Ⅱ 遺跡の立地・環境

たが、本遺跡の発掘調査により新たに 1遺跡が追加された。段丘形成時期が本遺跡より古い一首坂段

丘上に所在する長根遺跡では、過去に旧石器時代の石刃と思われる石器が採取されたと言われている

が詳細に関しては不明である (前沢市教委 2000)。 水沢高位段丘に所在する生母宿遺跡は平成11年

に前沢市教育委員会により発掘調査が行われてお り、ナイフ形石器等が出上 したことで北上盆地南半

部流域で初の旧石器時代遣跡の調査例 として注 目される。また、胆沢区では上萩森遺跡 (172)、 岩洞

堤遺跡 (171)か ら旧石器が出上 している。岩洞堤遺跡は平成18。 19年 に当センターによる発掘調査

が行われてお り、後期旧石器時代のナイフ形石器等が出上 したことで横道段丘上に所在する遺跡では

初の旧石器出土例となった。近隣の市町村においては一関市のまつるべ B遺跡 (165)、 結渡遺跡 (166)、

山田遺跡 (167)、水口遺跡 (168)、 百 目木遺跡 (173)、 金森遺跡 (174)、 金ヶ崎町の相山館遺跡 (169)、

細野北遺跡 (170)か ら旧石器の出土が確認されている。

縄文時代草創期から早期、前期前半に該当する古い時代の遺跡は一首坂段丘上に多 く分布 してお

り、六本松遺跡 (123)や 照井舘遺跡 (36)が矢日られている。照井舘遺跡においては前期の上器や石

器が採取されてお り、同時期の上器が採集されている近隣の南陣場遺跡 (33)と の関連が予想されて

いる。小林繁長遺跡 (116)に おいては昭和61年 には前沢町教育委員会、平成19年 には当センターに

より発掘調査が行われ、縄文時代中期前葉から中葉、晩期後半、弥生時代の遺物が確認されている。

川岸場 I遺跡 (114)、 川岸場工遺跡 (119)か らは晩期前棄の竪穴住居 4棟、後期後葉から晩期にか

けての遺物包含層等が検出されてお り、晩期末から弥生初頭と考えられる埋設土器も確認されている。

奈良時代に該当する遺跡は現在確認されていないが、平安時代に該当する遺跡としては大桜遺跡

(20)、 日呂木本杉遺跡 (10)、 泊ヶ崎遺跡 (14)等が挙げられるが、部分的な調査の為詳細は不明で

ある。本遺跡の北側に所在する白′鳥舘遺跡 (34)は安倍氏が築いた白′島柵に擬定されてお り、奥州藤

原氏関連の遺跡として注 目される。大桜遺跡 と田高 I遺跡 (103)か らは11・ 12世紀代のかわらけが、

道上遺跡 (163)か らは当センターが平成18年 に行った第 2次調査において12世紀代に位置付けられ

る常滑壼片や青白磁小壷の蓋、六器などが出土 している。

源頼朝による奥州征伐で奥州藤原氏が滅亡 した後、当該地域は奥州総奉行葛西氏の支配下に置か

れ、胆沢地方は柏山氏により治められるが、この時代の遺跡としては相山氏旗本の有力武将三田氏に

より築かれた前沢城 (4)、 空堀や土盛 りの痕跡が残る人郎舘 (72)、 九郎舘 (90)が挙げられる。生

母地区側には東舘 (赤生津城)(62)、 西舘 (135)等が所在する。

近世の遺跡としては伊達落の御蔵場や環濠屋敷であった川岸場Ⅱ遺跡、粟ヶ島遺跡 (6)が挙げら

れる。川岸場Ⅱ遺跡は平成 8・ 9年に当センターによる発掘調査が行われてお り、約400年続いた大

肝入の屋敷跡が確認されている。栗ヶ島遺跡は『安永風土記』に記載されている栗ヶ島地域の屋敷に

相当すると考えられているが、近年まで確認できた土塁や環濠 も開発事業により残存 していない。
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2 歴史的環境

第 1表 周辺の遺跡 (刊 )

No 潰 跡 コー ド 潰 跡 名 種 別 時 代 所 在 地

l NE76 0051 鵜 ノ木 キ ャ ンブ地 ・ 集 落 跡 旧石 器  縄 文 ・ 弥 生  古 代  近 世 前 沢 区字 嬬 ノ木

2 NE56 0034 陣 場 散 布 地 縄文 前沢区宇陣場
3 NE56‐ 0008 赤 坂 Ⅱ 散布地 平安 前 沢 区字 赤 坂

4 NE56 0069 前 沢 城 城 館 跡 中 世 前 沢 区字 陣 場

5 NE56 0192 三 沢 氏 居 館 跡 城 館 跡 近 世 前 沢 区宇 下 小 路

6 NE56 2128 粟ケ島 散布地 環濠屋敷跡 前 沢 区字 粟 ヶ島

7 NE56 0248 竹 沢 集 落 跡 平 安 前沢区字竹沢
NE56 0258 五 合 田 その他の異 近 世 前 沢 区字 五 合 田

9 NE56 0269 谷 地 散布地 縄 文 後 期 前 沢 区字 谷 地

NE56■ 201 目呂木 本 杉 散 布 地 古 代 前沢区字本杉
11 NE56 1214 長嬉 高 畑 散布地 平安 前 沢 区字 長 壇  高 畑

NE56‐ 1229 道場 散 布 地 縄 文

NE56 1050 合ノ沢A 散 布 地 縄文中期・平安・近世 前 沢 区写 合 ノ沢

14 NE56‐ 1088 泊 ケ崎 散布地 縄文・平安 前 沢 区字 泊 ヶ崎

NE56 1089 塔 ケ崎 寺 院跡 ? 近 世 ? 前沢区字泊ケ崎
NE56‐2040 長 根 散 布 地 日石器・縄文 前 沢 区字 長 根

17 NE56 2057 新城 I 城館跡 前 沢 区字 新 城

NE56‐2131 新 城 Ⅱ 散 布 地 平 安 前沢区字新城
NE56 2141 新 城 Ⅲ その他の具 近世 前 沢 区字 新 城

NE56 大桜 集落跡 平 安 前沢 区字 大 桜 ・ 犀 敷  赤 面・ 里

NE56 2318 荒 谷 散布 地 弥 生 前沢区生母字荒谷
NE56‐2319 生 母 宿 歌 布 批 ・ 屋 致 跡 旧石器・近世 前沢 区生 母 字 荒 谷

NE56-2355 田 谷 散布 地 平 安 前沢区生母宇田谷
NE56-2379 生 母 長根 I 散布 地 。経 塚 ? 絹 支 ・平 密 末 ? 前沢 区生 母 字 長 根

NE56_2359 生母長根 I 経塚 ? 平安 末 ? 前沢 区生 母 字 長 根

NE66-0307 青 木 散布 地 前沢区生母字青木 吉ヶ沢
NE66 0310 上 水 散布 地 縄文後期 前 沢 区生 母 字 上 水  吉 田

NE66‐0324 箱根 散布地 縄 文 蔀 ラロ瞬 岸 舟 室 箱 用

NE66 0022 徳 沢 I 散布 地 冷電文 前沢区字徳沢
NE66‐0045 舞鶴 公 園 散布地 縄文中期・古代 前 沢 区字 徳 沢

NE66 0033 徳沢一里塚 近 世 蔀 シF瞬
=箱

,F

NE56 2104 南 陣場 窯跡 窯 跡 近代 前沢区字南陣場
NE66 0133 苗 陣場 散布地 縄文早期 前期 前 沢 区字 南 陣 場

NE66‐2054 白鳥 舘 城 籠 跡 縄 支  平 安 。中世 前沢区字白鳥舘
NE66 1021 鉄砲 場 鉄 砲 場 跡 衣 川 区下 衣 川 字 日向

NE66‐0099 照井舘 城館跡・散布地 縄 文 前 期 ・ 平 安  中世 前 瀾 瞬 室 昭 上 笠

NE66Ю 187 衣 関 散 布 地 平 安 前沢区字衣関
NE66‐0193 小沢 口 散布地 縄文・平安 前 沢 区字小 沢 口 ・ 照 井 舘

NE66 1047 瀬原 I 散 布 地 平 泉 暉平 泉 字 涌 原

NE66‐ 1086 瀬 原 Ⅱ 散 布 地 (奔 屋 )・ 半 露 平 泉 町平 泉 字 頼 原

NE66_201乏 池田 散布地 縄文 古代・近世 衣 川 区池 田

NE65■ 070 木戸 側 (擬定 地 ) 厩 舎 跡 ? 衣川区下衣川字瀬原西裏
NE66■ 081 足軽 犀 敦 屋 敷 跡 折 世 衣 川 区下 衣 川 字 瀬 原 西 裏

NE66‐2135 里前 I 散布地 平 安 平泉 町長 島字 里前

NE66 2129 里前 Ⅱ 散 布 地 平 安 平泉町長島字里前
NE66‐ 2■9 里 散布地 平安 平泉 町長 島 字 里

NE66 2178 木 町 散 布 地 平 安 平泉 町 長 島 年 木 町

48 NE66‐ 2291 畑 中 散 布 地 平安 平泉町長島字畑中
NE66-0382 柳 沢 散布地 縄文 前沢 区生 母 字 柳 沢

NE66 月舘 Ⅱ (築館 ) 城 館 跡 中  近 世 平泉町長島字月舘
NE66 月舘 I 散 布 地 縄文・中世 平 泉 町長 島 字 月舘

NE66‐ 月館Ⅲ 散布地 縄 文 平 泉 町 長 島 字 月舘

NE66 東福 寺 I 散布 地 ・社 寺 跡 縄 文  半 経 平泉町長島宇月舘
NE66 新 山権 現村 散布地 糸電文 平 泉 町長 島 字 月舘

NE66 二反 田 I 城館 跡 平泉町長島字二反田
NE66-2205 二反 田 Ⅱ 散布 地 糸電文 平 泉 町長 島 字 二 反 田

NE66‐ 2224 滝ノ沢 散布地 縄文 平 泉 町 長 島 字 滝 ノ沢

NE66 1354 東 福 寺 I 社 寺 跡 平 安 平泉町長根字赤羽根
NE66‐ 2351 長部鮎 跡 (中館 〕 城笠 跡 中 ・ )‖ 平 泉 町 長 島字 滝 ノ沢

NE66-2277 Ё綱館跡 (西館) 城館跡 平 臭 Fr長島年 竜 ヶ坂

NE76‐ 0204 竜 ケ坂 散布 地 縄文 平泉町長島字竜ヶ坂
NE57_2011 百 笠 r兼府 世 齢 、 城館跡 中世 前 沢 区生 母 字 斉 田

NE36‐ 1297 北 舘 環 涙 屋 敦 跡 中 世 前沢区古城字北舘
NE36 1313 北 舘 吏 I 散布 地 古代 前 沢 区古 城 字 北 舘 東

NE36‐ 2012 古城外ケ沢 散布地 古 ft 紹 マ 蔀 期 前 沢 区古 城 字 外 ヶ沢

NE36 2174 鳥子 沢 散布 地  城 館 跡 平 安 ・ 中世 前沢区古城字鳥子沢
NE36 2175 明後 沢 舒 希 ‐BI llV循麻 , 平安 前 沢 区古 城 字 明 後 沢  姥 沢

NE36宅 203 負鷺野 散 布 地 平 安 前 沢 区古 競 字 幅

NE36 2211 幅 散 布 地  瓦 窯 跡 ? 縄 文  平 安 前沢区古城字幅、雨沼、志人沢
NE36 2219 北舘東Ⅱ 散布地 縄文 古代 前 沢 区古 城 字 北 舘 東

NE36ワ 239 砂 子 田 散布 地 古 代 前沢区古城字砂子田
NE36‐2243 人郎 舘 半

~4・
中 世 ・ 縄 支 前 沢 区盲 城 早 高 代 寺
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第 1表 周辺の遺跡 (2)

No 遺跡 コー ド 遺 跡 名 時 代 所 布 地

NE36 2272 宗 角 舘 城館 跡 中世 ・ 平 前沢 区古 城 字 箆 沢

74 NE36 2288 舘合下 散布 地 平 安 前沢 区古 城 字 舘 合 下

NE36-2357 林 ] 散布 地 古代 前沢区古城字林後

NE36-2379 林 I 散布 地 子イt 前沢 区古 城
~f林

後 (証 2)

NE37-2033 メくノロ 集落跡 前沢 区 白山字 水 ノ ロ

NE37-2048 檜 葉 田 散布 地 平安 前沢区白山字槍葉田

NE37 2050 六 日入 城館 跡 中世  古 代 前沢 区 白 山写 古 舘

NE37 2152 松葉 散布地 平安 前沢 区 白 山字松 葉

NE45 1386 ヶ森B 散 布 地 縄 文 前沢区字養ケ森

NE45 1365 養ヶ森A 散 布 地 縄 前沢 区字 養 ヶ森

NE45-1378 養ケ森C 散布地 縄文 前沢 区字 蕃 ヶ森

NE45‐2086 安 寺 沢 散 布 地 縄 文 前沢区宇安寺沢

NE45-2308 養ケ森 集 落跡 平 安 前沢 区養 ケ森

NE45‐2357 簾 森 散布地 縄文 前沢 区字 簾 森

NE46-0006 高 日向 〔布 地 弥生 。平 前沢 区古 城 字 高 日同

NE46 0074 官イ印I 散布地 絹 支 中期 前沢 区古 城 字積 道 キ

NE46 0107 長 老 城 館 跡 中 世 前沢区古城字南上野

NE46-0222 九郎舘 城徳 跡 中 世 前沢 区古 城 宇 南 上 野

NE46-0242 寺 ノ上 散布地 古代 前沢 区古 城 字 寺 ノ上

NE46-0252 ノ上 維 琢 経 塚 中 世 前沢区古城字寺ノ上

NE46 0281 寺領沖 散 布 艶 古 代 前沢 区古 城 字 寺 領 沖

NE46-0332 中畑城 (樫山城 ) 城館跡 中世 節 ウR瞬古 扮
=フ

k卜 両

NE46-0350 円ノ凹J 環 涙屋 敦 跡 中 世 前沢 区古 城 字 内 ノ 町

NE46-0370 水尻 散 布 加 前沢 区古 城 水 尻

NE46 1005 古 城 合 ノ沢 I 集 落 跡 ? 縄文 前沢区古城合ノ沢

NE46 1048 古 城 合 ノ沢 Ⅱ 散 布 地 前沢 区古 城 合 ノ沢

NE46 古城上野 散布地 古 代 ・絹 支 中期 前 沢 区古 城 字寺 領 上 野

NE46 要 害 散 布 地  崇 濠 屋 敷 跡 古 代  中世 前沢区古城字要害

NE46 252 亀 田 渠 漠 屋 敷 跡 中 世 前 沢 区古 城 字 亀 田

102 NE46 古城 方八 丁 散布地 縄文 古代 前 沢 区古 城 字 宿 ノ前

NE46 375 田高 Ⅱ 散 布 地  環 涙 跡 縄 文 前 期 ・中期  古 代  中世 前 沢 区 臼 山字 田高

NE46 田高 I 散 布 地 絹 支 前 沢 区 白 山 田 房

NE46 2060 上 ノ原 散布地 縄文 前沢区養ケ森

NE46 2上 93 専合 寺 山窒 跡 窯 跡 1斤
‐
fII 前 沢 区字 山下

NE46 2190 赤 坂 Ⅲ 散布地 糸量】と 前 淵 瞬 室 来 折

NE46-2224 上 ノ 環 涙屋 敷 跡 中 世 前沢区古城字上ノ台

NE46 2317 人幡 散 布 地 縄 文 [ 前 沢 区 白 山 八

NE46-2372 安倍舘 城館跡 P 古代～中世 前 シF反
=阿

鍬 笠

NE47-0047 学 茸 散 万 地 平 前沢区白山字学堂

NE47-0084 合野 散 布 l ll 古 代 前 沢 区 白 山字 合 野

NE47 0163 内 屋 散 布 地 平安 前沢区白山字内屋敷

NE47 009 川岸場 I 散 布 地 縄 文 晩 期  弥生  平 安 前 沢 区 白 山字 川 岸 場

NE47 032 白山上野 散布地 絹 支 後期 前 沢 区 白 山字 上 野

NE47 小林 繁 長 散 布 地 縄文中期 晩期 弥生・平安 前沢区白山字小林・古宿

NE47 上麻生城 (大麻生柵) 城 館 跡 中世  古 代 前 沢 区 白 山 :舘

NE47 大三 経 塚 ―字一石経塚 中世末 前 沢 灰 白 山字 川 岸 場

NE47 川 岸場 Ⅱ (註 1 集落 跡  環 涙 屋 敷 跡 縄 文 晩期  弥生 ・平 安 ・ 近世 前 沢 区 白 山字 川 岸 場

NE47-2246 登満羽毛経塚 経 塚 平安 末 前 沢 区生 母 字壇 ノ腰

NE55-0252 石 田 I 散 布 地 縄文 前沢区字石田

NE55-0258 大林 寺 (ブッ ケ ンジ )跡 :院跡 中世 ・ 近 世 前 沢 区
`

千 場

NE55 0282 六本 松 散布地 縄文車創期 前 沢 区字 六 本松

NE55‐0295 六 本松 長 者 屋 敷 城 館 跡 (屋致 跡 ) 中世 ・ 近 世 前沢区字六本松

NE45 0396 駒水 散布 地 絹 文 前 沢 区 駒 水

NE55-1123 一 盲坂 散布地 平安 苛 沢 区字 大 本 松

NE55 1217 大 本 松 編 城 館 跡 中 世 前 沢 区字 六 本 柩

NE55‐ 1338 合ノ沢B 散布地 組 支 前 期 前 沢 区字 合 ノ沢

NE55 1384 永 沢 東 散布 地 縄 文 前沢区字永沢

卜IE55‐1363 永 沢 散布 地 縄 文 前 沢 区 沢

NE55-2343 徳 沢 Ⅱ 散布地 縄文 前 シF瞬
=箱

,ロ

NE56_0140 ホ坂 I て布地 前沢区宇赤坂

NE46 2131 狐 石 散 布 lll 絹 支 沢 区 :狐石

NE57 0127 西 tB‐一 字 一 石 経 塚 経 塚 近世 前沢区生母字西舘

NE57 0129 西 舘 散 布 地 ・城 館 跡 縄 文 後期  中世 前沢区生母字西舘

NE57 0145 南 在 散布地 絹 支 前 沢 区生 母 字南 在

NE57 1014 羽 場 舘 城 館 跡 中世 前沢区生母字羽場

NE57 1053 古舘 城館 跡 中 世 前沢 区生 母 字 RU林

NE57 1280 赤 間舘 城館跡 ? 中世 ? 前沢 区生 母 字 雨 請 石

NE57 上 木 集 落跡  寺 院跡 縄 文 前 期  中期  中世 前沢区生母字市ノ渡

14上 NE57-2346 大谷地 散布 地 弥 生 前 沢 区生 母 字 上 木 山

NE57-2064 気 仙 坊 塚 その44」 の坂 近 世 節 ,F瞬 庁 舟 宝 辱 沐,

(NE47 190)を 含む

註2 -部白山松ケ林

Ⅱ 遺跡の立地・環境
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2 歴史的環境

第 1表 周辺の遺跡 (3)

No 遺跡 コー ド 遺 跡 名 種 別 時代 所在 地

NE67‐ 0103 二十 1 散布 地 縄 文 中期 前 沢 区 ■ 母 字 二 子

NE6粋0115 二 子 ] 散布 地 中世 ・ 近 世 前 沢 IX牛 母 年 二 千

NE57 0055 硬 水 散布地 縄文 前 沢 区生 母 字 新 地

146 NE57 2202 峠 Ⅱ 散布 地 縄 文 前 湘 Fを 母 室 膊

NE5卜1156 新 田 散布 地 縄文 前 沢 区生 母
~f新

田

148 NE57 2132 峠 I 散布地 縄文 前 沢 区生 母 字 峠

149 NE57 1078 衰 輛 散 布 地 前沢区生母字表輪
NE57 1172 日向 散 布 地 縄文 前 沢 区生 母 宇 日向

竹ノ囚 散布地 縄 文 前 沢 区生 母 字 竹 ノ内

152 NE67 1132 経 塚 山 経 塚 ? 平安末 前沢区生母字二子
NE57‐ 2299 滝 ノ沢 散 布 地 縄文 前沢 区生 母 字 滝 ノ沢

NE47-2226 壇ノ腰 散布地 縄 文 ・平 安 前沢 区生 母 字嬉 ノ腰

NE47‐ 1391 古 森 焼 窯 跡 窯 跡 近 世 ～ 近 代 前沢区生母字天エ
NE57-0296 谷 地 前 散布地 縄文 前 沢 区生 母 字 谷 地前

NE57‐ 2354 上木山 散 布 地 縄 文 前沢区生母字上木山
NE36 2145 前 堀 散 布 地 綴 文 ・ 言 代 前 沢 区古 城 字 前堀

NE46‐ 1386 五 輪 経 塚 経塚 平安末 前 沢 区 白 山字 籠林

NE46 2344 彼 岸 田 散 布 地 前沢区白山字彼岸田
NE462348 迎 畑 散 本 地 奈良 平安 前 沢 区 白 山字 迎 畑 ・宮 内

NE47 0078 学堂I 散布地 古 代 前 沢 区 白 山字合 野 ・ 学 堂

NE47‐0045 道 上 散 布 地 古代 前沢区白山字道上
NE47 0042 一則 散布地 古代 前 沢 区 白 山字 川 前

165 NE60‐ 2229 まつるべB 散布地 旧石 器 厳 美 町字 祭 時草 専沢

NE73 1380 結 渡 散 布 地 旧看 器 厳 美 町 字 結 渡

NE95-2076 山 田 散布地 旧石 器 萩 荘 字 山 田

168 OE07 1142 水 口 散 布 地 旧石 器 真柴字水口
NE05‐ 1263 柏 山館 IIn餌 訴、集落 旧石器～中世 永 沢 下 館

170 NE13 0113 細野北 散布地 駒 ケ岳 山翁 パ イ ロ ッ ト事 業 区 内

NE34 1263 岩 洞 堤 旧石 器 ・縄 文 胆沢区小山字岩洞沢
172 NE32 11376 上 荻 森 散布地 旧石器・弥生 若柳 字 上 荻森

NF71 C1157 百目木 散布地 旧石 器  縄 文 摺 沢 字 百 目木

OE27‐2059 金 森 散布 地 旧石 器 化泉 宇 阿惣 沢 沖
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Ⅲ 調 査 の 方 法

1野 外 調 査

グリッドの設定 グリッドの設定は、遺跡周辺の地形に合わせることを念頭に置き、以下の4点 を

基準点 (世界測地系)と して施設した。

基準点 1(基 1)X=-108,541,781 Y=25,854.617 H三 31.730 位置

基準点 2(基 2)X=-108,559459 Y=25,872.295 H=24.051 位置

基準点 3(基 3)X=-108,524.103 Y=25,865.224 H=34.305 位置

基準点 4(基 4)X=-108,559.459 Y=25,851.082 H=28.811 位置

グリッドは基準点 1と 基準点 2を結んだ線を基準線 とし、これに直交・平行する線で調査区全体を

網羅するように 5× 5mを 1区画としたグリッドを設定 した。そのため、グリッドの基準線は座標北

より45° 西へ振れることとなる (第 7図 )。 また、調査の早い段階から後期旧石器時代の遺物が確認さ

れたため、このグリッドを25分割 した小グリッドを設定 し、遺物の取 り上げに用いている。

試掘 調査区全体の表土掘削を行 う前に、試掘を行っている。斜面部の試掘は岩手県教育委員会事

務局生涯学習文化課により行われていたが、上部平坦面の試掘は樹木の伐採が未了であつたため、行

われていなかった。そのため、平坦面を中心に層序・遺構の密度や状態を把握するために行った。そ

の結果、上部平坦面では表土直下から複数枚の遺物を包含する堆積層が存在すること、地山と呼称 さ

れる褐色砂質シル ト層より上面には検出面が存在 しないことが予想された。

表土掘削 表土から遺構検出面である工a層上面まで少なくとも古代と縄文時代の遺物を包含する

堆積層が確認されたが、遺物量が希薄であることと、調査 日数が少ないことから、作業効率を優先 し

て、Ⅱa層上面まで重機による表土掘削を行ったが、調査区全面に直径 1～ 1.5mの樹木の根 (第 7図 )

が無数にあり、表土掘削はもちろん、通路の確保や排土運搬に苦慮 した。なお、この重機による表土

除去を行っていた際に配2201の ナイフ形石器が誤つて取 り上げられたことにより後期旧石器時代の遺

物が存在することが半1明 した。

遺構検出・精査 検出作業は人力による作業に頼った。鋤焦を使用 して、遺構の確認を行なった後

に、移植ゴテを使用 して掘削を行った。遺構の掘削は集石遺構には4分法を用い、その他の遺構には

半割法を用いた。 1号竪穴住居は非常に残存状態が悪いため、地形に沿う方向のみのベル トを残 して

掘削を行った。また、溝などの長大な遺構は適宜、土層観察用のベル トを数箇所残 して掘削を行った

が、違いが見られない場合は最 も堆積の良好な箇所を選んで記録を行った。掘削の際には、適宜サブ

トレンチを設定 し、堆積状況の把握を行っている。

遺構の命名 遺構名称は検出順・遺構種別ごとに○号竪穴住居、○号土坑 としたが、欠番 となった

遺構名称が多かったため、室内作業時に第 2表のとお り名称を変更している。

実測記録 遺構の実測は簡易遣 り方測量 とトータル・ステーシヨンを併用 した平面図の作成、及び

断面図の作成を行った。縮尺は 1/20を 基本 とし、微細図などの記録には1/10を 用いた。

写真記録 野外調査の写真撮影にあたっては、35mm判 カメラ2台 (モ ノクロームとカラースライ

ド)、 中判カメラ l台 (モ ノクローム)、 メモ用にデジタルカメラ 1台 を使用 した。

4Ga

9Ga

SKa

6Da
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2 室内整理

第 2表 遺構名対比表

報告名 フィール ド名

ブロック 1 石器集中

ブロック 2

ブロック 3 旧石器出土範囲 (少 )

1号竪穴住居 4号住

1号住居状遺構 1号住居状

1号集石遺構 集石遺構

1号集石遺構

Pit l
集石下土坑

P201 P P201

P202 P P202

P203 P P203

1号土坑 4号土坑

1号溝 4号溝

P21 1号土坑

報告名 フィール ド名

2号溝 1号溝

Pl PP2

P2 PP4

P3 PP6

P4 2号土坑

P5 PP3

P6 PP5

P7 3号土坑

P8 PP7

P9 P P13

P10 P P21

P ll P P22

P12 PPl

2室 内 整 理

遺構 造構実測図は必要に応 じて合成等の編集作業を行い、第2原図を作成した。その際に、攪乱

層にも番号が付されていたため、整理しなおして番号を変更している。遺物の観察表は変更後の名称

を使用しているが、遺物の注記には変更前の名称が使用されているため、対応表を第 3表に示した。

遺構図の縮尺は図版毎にスケールを付すと同時に縮尺を記載したので参照して頂きたい。遺構図に使

用した記号・網掛け等は凡例に示した。

遺構の計測は実測図、第 2原図をもとに次の方法で行った。①主軸方向は基本的に長軸または長辺

方向である。②長径は長軸方向の最大距離を、短径は長径に直行する軸で最大径を計測した。③深さ

は上端で最も高い部分と底面の比高差で計算 した。④溝跡などの長大な遺構の長さはエリアカーブ

メータを使用し、遺構の中心線を3回計測した値の平均値を記載した。⑤溝跡の幅は長軸方向に直交

する場所で計測し、最大幅と最小幅を記載した。

遺物 出土遺物は水洗、大別仕分け、出土地点の確認を行い、種類毎に次のとおりにした。遺物図

版に使用した表現方法及び網掛け等は凡例に示した。番号は選別時に種別毎に整理番号を付し、掲載

遺物決定後に変更している。旧石器の座標データを持つ資料は取り上げ番号を優先してそのままの呑

号を使用し、グリッドー括資料は2201～、縄文時代等の遺構から出土した資料は2981～、縄文時代

以降は3001～ 、古代以降は3101～、中世以降は3201～ の掲載香号を付 した。掲載番号は本文、観察表、

図版、写真図版すべて一致している。

<土器類> 取り上げてきた袋毎に重量計測 (g単位 :少数第 1位を四捨五入)を行い、台帳に記載

した。その後、注記を行い、接合作業と資料の選択・登録作業を行った。選択にあたっては全ての資

料を登録・分類 。図化する時間的余裕がないため、次の選定基準を設定し行った。①全体の形状が把

握できるもの、②口径もしくは底径が算出できる資料、③胴部破片で反転実測が可能な資料、④口縁

部もしくは底部の一部が残存する資料、⑤胴部の断片的な資料。基本的には①～③の基準で選別を行っ

たが、全体的に断片的な資料が多いことから、遺構内出土資料や文様のある資料、資料数の少ない器

種については④や⑤から採用した。その後、必要に応じて石膏による復元作業を行い、拓影図作成を
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第 3表 層名対比表

大
区
分

内 容
新層名 新層名 平坦部

旧層名①

部

名

面

層

斜

旧
遺物等

南側セクション 】ヒ側セクション

I

黒
褐
色
土

Ia① Ia① Ia(暗 1) 表土 現 代

Ia② Ib(黒 1) 近世以降

Ib Ⅱ (H音 2) 古代～

Ic① Ic① Ⅲ a(黒 2) 縄文～

Ic② Ic② Ⅱ b 黒 +礫 縄文～

H

砂
質
シ
ル
ト
層

Ⅱ Ⅱ a Ⅳ Ⅳ

旧石器～
Ⅱb① V (V)

Ⅱb② Vb(V´ )

Ⅱ c Ⅵ

Ⅱ d Ⅶ

Ⅱ e Ⅱe① Llll a

Ⅱe② ⅢⅢ b

Ⅱe③ Vlll c

Ⅲ 砂礫層 Ⅲ Ⅸ

Ⅲ 調査の方法

含む図化作業、 トレース作業、写真撮影を行った。

<土製品> 土製品は弥生時代の紡錘車 1点のみであるため、注記は行っていない。登録作業後、図

化作業、 トレース作業、写真撮影を行った。

<石器> 整理作業工程は16頁 を参照 して頂 きたい。出土資料全点の登録作業 と重量計測を並行 して

行い、台帳に記載 した。その後、石鏃や石匙などの縄文時代以降に代表されるような剥片石器と縄文

時代以降に帰属する礫石器を除 く資料の注記を行い、主に石器石材の色調により仕分けをし、合計約

3ヶ 月間にわたって接合作業を行った。今回の調査では縄文時代以降の遺構や主に縄文時代の遺物が

包含する堆積層からも後期旧石器時代の遺物が出土 しているため、これらの資料 も含め接合作業を

行っている。このなかで、接合 した資料や接合資料に類似する資料を後期旧石器時代の遺物 とし、そ

の他の資料は縄文時代以降の資料 として扱っている。上記のような経過を経て、接合資料が173点 と

なり、この資料をもとに石材分類を行った。石器についても、土器類 と同様に、全資料を図化する時

間的余裕がないため、掲載遺物の選択を行っている。個別の資料ではナイフ形石器・台形石器・彫器

などの定形的な資料については基本全点、貝殻状剥片をはじめとする剥片類は石材分類をもとに、代

表的な資料を、接合資料は良好な資料 と石材分類をもとに、代表的な資料を選別 した。後期旧石器時

代の遺物の図化・ トレース作業に関しては、作業の効率化を優先 してタト部に委託 して行っている。外

部に委託する点数の確定後にRFから台形石器に変更になった資料があ り、それらの資料は写真掲載

とした。なお、貝殻状剥片の一部に微細剥離痕がみられるものや貝殻状剥片の図化に際して、台形石

器 との比較を意図して、敢えて台形石器 と同じ実測図の展開をしているものもある。

<石製品> 個別に重量計測 (g単位 :少数第 2位を四捨五入)を行い、台帳に記載 した。 2点出土

しており、 2点 とも図イとを行っている。

<金属製品> 2点 出土 してお り、 2点 とも掲載 した。まず、簡単に土砂の除去を行った後、X線写

真撮影を行い、もとの形状を確認 した。その上で、図化作業を行った。X線写真撮影後に竹串等で街

単な錆落としは行ったが、機械を使用 した錆落としは行っていない。図化終了後、 トレース作業、写

真撮影を行った。
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2 室内整理

石器・石製品整理作業の流れ

1   董量計測   |
少鰺 2,を西捨五入

約聴必上は鑢 点以下未計測

遺物の水洗

―次仕分け

(後朗)十日石器時代

石材による仕1分け

実測資料選別・登録

写真撮影 (デジタル)

実測・ トレース (外部秀翰

実測 (‐部)

割付
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Ⅲ 調査の方法

写真 野外調査時に撮影 した遺構などの写真には35mm判モノクロームとリバーサル、 6× 7判モノ

クロームがあり、種類別にアルバムに整理 し、台帳を作成した。遺物写真は室内整理時にデジタルカ

メラでRAWデータと」PEGデータを取れるモー ドで撮影を行い、基本的にRAWデータを保存用に、

JPEGデータを図版作成用にしている。これらの遺構写真 と航空写真及び遺物写真で図版を作成 した。

なお、遺構の断面写真は基本的には図版の断面図と同じ方向から撮影 したものである。

3調 査 経 過

平成19年 4月 9日 に調査器材を搬入して、調査を開始した。調査区は北上川に面した段丘の縁辺部

にあたり、調査区のなかでも標高の高い平坦面を上部平坦面、北上川に面した斜面部を東斜面部、5

A～ 5C・ 6A・ 6Bグ リッドに位置する斜面部を南斜面部と命名した (以後、大きな区域の記述を

する際にはこの名称を使用する)。

4月 上旬 調査開始。試掘開始。

4月 中旬 重機を搬入 し、重機による表土掘削開始。根

11周辺で 1号竪穴住居の炉と周溝を検出。4Do周 辺でナ

イフ形石器 (配2201)を はじめとする旧石器の出土確認。

このナイフ形石器はバックホウによつて動かされたため、

グリッドー括資料として取 り上げる。以後、この一帯が旧

石器ブロックとなる。根13内 の Ib層相当層から弥生時代

の紡錘車出±。17日 ～ 18日 にかけて基準点打設。

4月 下旬 南斜面部で Ib層 の堆積が厚い部分が残って

おり、再度重機による掘削を行う。上部平坦面西側で集石

遺構を検出。頻繁に降雨があり、作業を止めることが多く

なる。

5月 上旬 菊池強一先生による調査指導。ナイフ形石器

が出上した面は水沢段丘であるとのご指導を頂く。旧2号

住を竪穴住居と判断して精査を行うが、褐色上の下に黒褐

色上が堆積しており、風倒木痕であることが判明。古代の

遺物が多く出土したが、5BC・ 5C風倒木 (Ib層相当

層、 Ib・ Ib②層相当層)出土として扱う。東斜面部上

部で 1号土坑を検出。

5月 中旬 現地説明会開催に伴う取材が相次ぐ (14日 岩

手日報社、17日 岩手胆江日日新聞社)。 株式会社シン技術

コンサルによる集石遺構の写真測量実施。19日 現地説明会

実施 (参加者100名 )。

5月 下旬 空撮実施。22日 菊池強一先生による調査指導

(旧石器出土層序・生活面の確認及び産状計測)。 約300点

の計測の結果、遺物は原位置から動いていない可能性が高

いことが判明する。24日 終了確認実施。31日 旧石器時代の

産状計測

写真測量

現地説明会

遺物の取 り上げをすべて終え、調査器材をセンターヘ搬出して終了した。

-17-



3 調査経過
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第 8図 遺構配置図





Ⅳ 検出遺構と出土遺物

1旧 石 器 時 代

(1)概   要

旧石器時代に帰属する遺構はブロック3箇所、遺物はナイフ形石器や台形石器をはじめとする石器

が合計1523点である。このうち座標 3次元データを有する遺物は1180点である。出土遺物の組成を第

4表に示した。

分類基準 (第 10図 )

出土石器の器種分類はこれまでの研究の中で確立し、一般に広く認識されているものを踏襲して下

記のとおり分類した。

ナイフ形石器 (★):素材の鋭利な縁辺部を刃部とし、他の部位に調整を施した石器。

台形石器・台形様石器 (☆):素材の鋭利な縁辺部を刃部とし、平面形を台形状に整形 した石器。

本類は様々な名称で呼ばれることが多いが、本遺跡では、便宜的に器長と器幅が概ね 1:1であるも

第4表 旧石器組成表

石 材

器種

頁
　
岩
　
１

盲
ネ
　
田石
　
１

頁

岩
　
１

頁
　
岩
　
１

買
　
岩
　
１

買
　
岩
　
１

頁

岩
　
１

頁

岩
　
１

珪

質

頁

岩

ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス

チ

ヤ

I

ト

凝
　
灰
　
岩

鶏

璃

玉

髄

里
　ヽ
曜
　
石

砂

岩

安

山

岩

石

英

不

明

計

ナイフ形石器 2 0 0 l 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0

台形様石器 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

台形石器 5 5 l 1 0 4 0 3 0 0 0 0

彫 器 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

掻 器 1 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

削器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1

錐形石器 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

狭入石器 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

楔形石器 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

RF 7 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 C 54

UF 3 1 0 11 0 0 1 0 0 0

石 刃 1 C 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

剥片 I類 11 3 5 2 C 0 1 3 0 C 0

剥片Ⅲ類 3 2 2 1 0 0 4 0 0

他剥片 7 0 1 1 3 1 1

砕片 3 4 0 6 0 2 0 2 l 0 1

石核 4 3 0 0 2 1 0 3 0 0

原 石 0 0 0 1 0 0 0 0 C 2 0 1 0 C 0 7

素材礫 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

礫・礫片 0 0 0 0 0 0 4 0 1 3 0 0 0

磨 石 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0

敲石 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

台 石 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円盤状 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1

計 8 l 1 1 1523
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1 旧石器時代

のを台形石器、1.5:1以 上の器長の長いものを台形様石器とした。そのため、後者は大形のものが多い。

彫器 (■ ):素材の一部に一条または数条の樋状剥離を施 した石器。

掻器 (△):主に素材の端部に連続的な調整を施 した石器。

削器 (▲):主に素材の側縁に連続的な調整を施 して刃部を作出した石器。

錐形石器 (▼):素材の一部に錐状の尖頭部作出した石器。

狭入石器 (▽):素材の一部にえぐりの刃部を作出した石器。

楔形石器 (◇):相対する縁辺に両極技法によって生じる線状もしくは点状を呈する特徴的な打面

形状と細かい階段状の剥離痕が観察される石器。

調整痕のある剥片 (□):表記ではRFと する。素材の一部に調整を施した石器で、上記の石器に

分類できないもの。

微細剥離痕のある剥片 (□ ):表記ではUFと する。素材の一部に調整痕ではない、細かな剥離痕

が観察される石器。

剥片類 (0):石核・石刃核・トゥール類から剥離されたもので、上記以外のものである。このな

かには石刃や砕片も含んでいるが、報告書内ではそのままの名称を使用している。なお、石刃は器長

と器幅が2il以上で両側縁がほぼ平行し、それに平行する綾を持つ剥片を指し、砕片は便宜的に最

大長・最大幅が1 5cm未 満の剥片を指している。剥片類は形状により次のように分類する。

1類 =石刃に該当しない縦長剥片。器長と器幅が概ね1.5:1以上のものである。

I類 三横長剥片。器長と器幅が概ね 1:15以上のものである。

Ⅲ類 =貝殻状剥片。器長と器幅が概ね 1:1の ものが多い。本遺跡の台形石器と強い関連性がある。

Ⅳ類 =その他の剥片。不定形も含む。

石核 (◆):剥片を剥離したと考えられる石器。石刃核も含む。本報告書内で残核と記載している

場合があるが、これは剥片剥離工程の最終的な段階で、意図的であろうと偶発的であろうと結果的に

遺跡内に残されたものを示している。

原石・素材礫 (*):どちらも人為的な剥離痕跡が観察されないことは共通しているが、石質や法

量などの観点から主として、剥片石器の石材として利用可能なものを原石、礫塊石器等の素材として

利用可能なものを素材礫としている。

磨石 (+):小形礫に磨痕が観察される石器。

敲石 (× ):礫の一部に潰打痕が観察される石器。

台石 (― ):扁平礫に打撃痕や擦痕の観察される石器。

文化層

本遺跡では多様な頁岩を石器石材として利用し、小形の台形石器を中心とした石器群が出土した。

打面調整の未発達な広義の石刃技法をわずかに含みつつ、剥片素材の石核から剥片Ⅲ類 (貝殻状)を

主目的とした剥片剥離技術を主体としている。主な石器としては、ペン先形のナイフ形石器、バルブ

を残置する基部加エナイフ形石器、台形様石器、台形石器がある。

ブロック (第 11図 )

出土遺物は平面的に分布が密になっている部分が確認され、 5点以上の石器で構成される部分をブ

ロックとして把握した。このブロックは接合状況や器種組成の観察から導き出された有意の石器分布

ではなく、平面分布のまとまりを示している。ブロックを把握する際には、個々の石器の直線距離が
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1 旧石器時代

50cm以上離れているものを分離していき、区切られた範囲を一つのブロックとした。この方法で行っ

たブロックの分布図は、本来であれば非常に細かくうねった線で括られることになるが、規模や形状

を捉えやすくするため、最も範囲の外に位置する石器を結んで分布の範囲を決定し、ブロック 1～ 3

とした。そのため、分布図上はブロックの範囲の中に含まれる石器が観察表や図版ではブロック外出

土となっていることがある。

器種別の分布状況 (第 12～ 14図 )

本遺跡では多様な器種の石器が出土している。座標 3次元データを記録した遺物を中心に器種別の

分布を概観する。

ナイフ形石器 :2202以外はブロック 1に分布し、ブロック 1の北側密集部西側と南側密集部の大き

く2箇所に分布する。

台形様石器 :ブロック 1の北側密集部の南側縁辺部に分布する。

台形石器 :5点がブロック外に分布するが、その他はブロック 1に分布する。北側・南側の密集部

に分布するものと密集部の縁辺部に分布するものがある。

彫器 :ブロック 1の北側密集部南端と南側密集部に 1点ずつ分布する。

掻器 :すべてブロック 1に分布し、北側密集部南側を中心に分布する。

削器 :1点のみでブロック 1のやや密度の薄い部分に分布する。

狭入石器・錐形石器・楔形石器 :袂入石器はブロック 1と ブロック2に 1点ずつ分布する。錐形石

器はブロック 1の北西側縁辺部に分布する。楔形石器は3点 ともブロック1の縁辺部に分布する。

RF:ブロック3に 1点、ブロック外に2点分布するが、その他はブロック1に分布する。

UF

磨石

敲石

点数の差はあるものの、すべてのブロックに分布する。

すべてブロック 1に分布 し、北側密集部南端周辺と南側密集部に分布する。

ブロック 1の北側密集部南側の縁辺部に分布する。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

台石 :ブロック 1の北側密集部南端及びその縁辺部に分布する。磨石や敲石と同じ部分に分布する

のはブロック内の機能を考慮する上で特徴的である。

母岩別資料 (第 15～ 26図 )

同一の原礫に帰属する石器の一群である。資料全体を母岩別に分類するのが理想であると思われる

が、個体識別が困難な資料が多いため、本遺跡ではまず石器石材別の色調を中心とした分類を行い、

○系統 とした。頁岩は黒・白・灰・茶・責 。緑・赤の 7系統、珪質頁岩はにぶい黄褐・オリーブ褐・

黄褐・極暗赤褐・灰白・黒褐・黄灰・暗灰黄・褐の 9系統ある。さらに色調の差異・礫面の特徴 。基

質の特徴などから細分を行った。これらの細別資料の内、原礫が想定される資料にまで復元された接

合資料を中心に母岩別資料とした。細別の詳細は第 5表に示 した。

(2)出土資料 (第27～ 40図、カラー写真図版 2・ 3・ 写真図版11～ 20)

ナイフ形石器 (699。 1064・ 1141。 1189。 2201・ 2202)699・ 1064は 縦長剥片を素材 とするナイフ形

石器である。素材剥片を倒位に用い、打面やバルブを残置 しつつ、699は主要剥離面側に、1064は 背

面側に急斜度な二次加工を施 して基部を作出している。1064の 主要剥離面側には一部であるが平坦な

二次加工が施されている。1141は横長剥片素材のペン先形のナイフ形石器である。素材剥片を横位に

用い、バルブを除去するように打面側を主要剥離面側から切断し、切断面の素材剥片背面側に平坦な

二次加工を施すとともに、素材剥片左側縁に急斜度な二次加工を施 して基部を作出している。基部の

主要剥離面側は平坦な二次加工が施されている。また、素材剥片端部主要剥離面側に弧状の細かな二

次加工が施され、先端部は凸状を呈 している。1189は 薄手の石刃を、2201は厚手で寸詰まりの石刃を

素材 とする基部加工のナイフ形石器である。素材剥片を倒位に用い、打面を残置しつつ、背面側に急

斜度な二次加工を施 して基部を作出している。基部の主要剥離面側は無調整である。2201は素材剥片

右側縁端部背面側にも二次加工が施されている。2202は石刃を素材 とする二側縁加工のナイフ形石器

である。素材剥片を倒位に用い、素材剥片の右側縁全体と左側縁の上部背面側に急斜度な二次加工を

施 し、バルブを完全に除去 している。そのため平面形は三角形状を呈する。

台形様石器 (213。 2356)2点 とも横長剥片素材で、素材剥片を横位に用い、打面が正面右側に位置

する点は共通している。213は刃部となる素材剥片の左側縁以外に両面から平坦な二次加工が施され、

基部が作出される。背面には素材剥片の剥離方向と対向する剥離面が観察される。2356は素材剥片端

部を背面側から切断するとともに、打面に背面側から急斜度な二次加工が施されている。そのため、

平面形は三角形状を呈する。

台形石器 打面は基本的に残置されたままで、左側に位置するものが多い。素材剥片はⅢ類のものが

多いが、2933の ように I類 (も しくは石刃)の ものも見られる。Ⅲ類の剥片を素材 とするものは剥片

素材石核から剥離されたものが多 く、石核素材の剥離面を刃部としている。本石器は刃部形状 と二次

加工の関係により3類に分けられる。

I類 (80・ 321・ 478・ 549・ 647・ 685'1067・ 2210。 2690)素材剥片右狽I縁 を刃部とし、素材剥片端

部を直線的に断ち切るように急斜度な二次加工を施す一群である。刃部と二次加工が施された縁辺

部は直交 し、平面形は矩形状を呈する。二次加工が施される面と幅は背面側全然 (80・ 685。 1067・

2690)、 背面側一部 (321)、 主要剥離面側全体 (647・ 2210)、 主要剥離面側一部 (478・ 549)と 様々

である。素材剥片端部以外にも321は左側縁背面側に、647は左側縁主要剥離面側に急斜度な二次加工

が施されている。

―-41-―
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

Ⅱ類 (62・ 98・ 109,453・ 763・ 972・ 1166・ 2377)素材剥片の弧】犬を呈する右縁辺部を刃部に設定

し、刃部と接する縁辺部に二次加工が施される一群である。平面形は貝殻状 もしくは扇状を呈する。

二次加工が施される面と幅は素材剥片端部の主要剥離面全体 (62・ 109)、 素材剥片打面側の背面全体

(93)、 刃部に接する両縁辺の背面側一部 (453・ 972・ 1166)、 刃部に接する打面側の一部 (763)、 素

材剥片端部の背面全体 と打面側の一部 (2377)と 様々である。

Ⅲ類 (422・ 739・ 1052・ 1053・ 1058'1086・ 1146・ 2010。 2303・ 2933・ 2937・ 2944)上 記 以 外 の

ものをⅢ類 とした。調整方法や素材剥片の用い方が多様で、平面形についても、矩形状を呈するも

の (1086)、 多角形を呈するもの (422。 739。 1053・ 2303・ 2944)、 三角形状 を呈するもの (1058・

2933)、 不定形のもの (1052・ 1146・ 2010・ 2937)と 様々である。

422・ 2303は素材剥片の直線的な右側縁を刃部とし、刃部と接する端部背面に二次加工を施 している。

I類 とⅡ類の中間的な要素を持っている。739も 422と 類似するが、素材剥片の打面側に二次加工が施

される点で異なっている。両者とも打面は左側に位置する。1052,1146・ 2944は素材剥片端部を刃部

としている。1052は 素材剥片左側縁の主要剥離面側に二次加工を施 している。全体的に粗雑である。

1146は 左側縁主要剥離面側の一部に急斜度な二次加工を施 している。2944は素材剥片右側縁の背面側

一部と左側縁の主要剥離面側一部に二次加工を施 している。1053は 左側縁を刃部とする点で422と 異

なっている。素材剥片端部の背面側には急斜度な二次加工が施されている。1058は素材剥片の弧状を

呈する右狽I縁を刃部とし、打面側を切断、端部主要剥離面側に二次加工を施している。1086は 素材最J

片の用い方や平面形状は I類 に類似するが、二次加工の部位が刃部と相対する縁辺部である点が異

なっている。刃部と接する縁辺部には微細な剥離痕は観察されるが、明瞭な二次加工は観察されない。

2010は素材剥片の直線的な左側縁を刃部とし、素材剥片端部の主要剥離面側に急斜度な二次加工を施

している。素材剥片の背面側には礫面を広 く残置しており、粗雑な印象を受ける。2933は石刃素材で、

両端を切断後、切断面に主要剥離面側から急斜度な二次加工が施されている。刃部は素材剥片の右側

縁である。2987は素材剥片の用い方や二次加工の部位は I類 と類似するが、刃部と二次加工が施され

た縁辺部が直交 しないため、平面形が半月状を呈するものである。

彫器 (224・ 557・ 2372)224は 石刃を素材とする。打面を除去するように右側面側から背面へ調整を

施 し、その面を調整打面として樋状剥離を素材剥片の主要剥離面側に2条施 している。また、その樋

状剥離面を打面として背面側に 1条の樋状剥離を施 している。交差する彫刀面の稜は潰れている。

557は縦長剥片を素材 とする。素材剥片端部主要剥離面側に急斜度な二次加工によって調整打面を作

出し、背面側へ 1条の樋状剥離を施 している。調整打面直下の背面側にも急斜度な二次加工が施され

ている。調整打面と彫刀面との接する稜は摩減 している。2372は不定形剥片を素材 とする。素材剥片

右側縁端部主要剥離面側に細かい二次加工で打面を作出し、その面から主要剥離面へ l条の樋状剥離

を施 している。左側縁上端背面側にも急斜度な二次加工が施されている。

掻器 (57・ 332・ 416・ 540・ 565・ 1047'2309)素 材剥片の端部に刃部を設定するもの (416・ 540'

1047)と 縁辺部の一部に刃部を設定するもの (57・ 565。 2309)が ある。前者には打面調整を行わな

い石刃技法によって剥離された石刃 (540)や縦長剥片 (416)が、後者には矩形 (57)、 不定形 (565)

の剥片が素材剥片 として利用される傾向がみられる。332は大形剥片から分割された小破片を素材 と

し、切断面に背面側から急斜度な二次加工を連続的に施 して刃部を作出している。刃部には微細剥離

痕 も観察される。2309は横長剥片を素材 とし、素材剥片の一部に背面側から急斜度な二次加工を施 し

て刃部を作出している。刃部幅は非常に狭い。

削器 (240)不定形剥片を素材 とし、右側縁中央部から下部の主要剥離面側に連続的な二次加工を施

―-45-
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

して刃部を作出している。調整は粗 く鋸歯状を呈する。刃部には刃こぼれ状の微細な剥離痕が断続的

に観察される。背面には剥離方向と対向する剥離面や直交する剥離面がみられる。

錐形石器 (864)素材剥片端部に刃部を作出している。粗い調整が背面側に集中するが、微細剥離痕

は主要剥離面側に集中する。

挟入石器 (17・ 46)17は頭部側を大きく欠損 している。右側縁背面側の一部に二次加工によって凹

状の刃部を作出している。刃部には階段状の微細剥離痕 も観察される。46は剥片剥離時にタテ割れを

おこしているため、素材剥片の形状は不明である。原礫面が広範囲に残置してお り、剥片剥離工程初

期の剥片が素材 となっていることが理解できる。素材剥片の左側面主要剥離面側の上部に数回の大き

な二次加工によって刃部を作出している。調整深度が深 く、その部分は素材形状 と大 きく異なってい

る。刃部の中央部及び対応する一方の縁辺に明瞭な光沢が観察される。

楔形石器 (294・ 503・ 623)素材剥片の主要剥離面が残存するものがほとんどである。明瞭な両極剥

離痕が観察され、294は正面両端、503は裏面両端に微細剥離痕 も顕著に観察される。623の正面左側

縁には断続的な微細剥離痕が観察でき、楔形石器としての調整後に刃部として使用 した可能性が考え

られる。

RF  (74・ 136・ 177・ 289。 300・ 329・ 348・ 379。 390・ 439・ 586。 742・ 788・ 810'912・ 967・ l139・

1169。 1195。 2959)多様な素材剥片を利用 している。

177・ 329・ 348・ 390・ 586は剥片Ⅲ類を素材 とし、直線的もしくは弧状を呈する縁辺部に使用のよる

と想定される微細な剥離痕を有 し、接する縁辺部に単発的な調整を施す一群で、素材形状や素材剥片

の用い方に台形石器に類 したものである。調整方法で分離 したが、台形石器と同様の機能を有するも

のと考えられる。177・ 329・ 348は台形石器Ⅱ類に類するものである。打面は残置したままで、左側

に位置する。調整面と幅は177が素材剥片端部の背面側一部、329が素材剥片左側縁端側の背面側一部

と右側縁打面側の主要剥離面側の一部、348が素材剥片の刃部と接する打面の一部である。390は素材

剥片の直線的な右側縁に微糸Hな 剥離痕が観察され、接する背面の打面側の一部に平坦な二次加工が施

されている。586は二次加工の位置が側縁 と接する部位ではなく、打点に近い背面側の一部である点

が異なっている。また、素材剥片の左側面は主要剥離面側から切断される。

289は黒曜石製で、不定形剥片を素材とする。背面には広い範囲に原礫面が残置しており、剥片剥離

工程初期の剥片を素材としていることがわかる。打面を除去するように調整を施している。素材剥片

の端部に刃こぼれ状の微細な剥離痕が観察される。

300。 379・ l169。 1195は 石刃を素材とする。ナイフ形石器に類する二次加工が施されるものが多い。

300は素材剥片端部背面側に凹状の急斜度な二次加工が施されている。左側縁には刃こぼれ状の微細

剥離痕が観察され、ナイフ形石器と同様の用途が想定される。背面には剥離方向と直交する剥離面が

観察される。379は素材剥片左側縁上部背面側及び中央部主要剥離面側に二次加工が施されている。

最大幅は打面に近い場所に位置する。背面の構成は剥離方向と同一方向のみである。1169は素材剥片

端部背面側に細かい急斜度な二次加工が施され、右側縁下部には刃こぼれ状の微細剥離痕が観察され

る。二次加工や微細剥離痕の部位がナイフ形石器に類似するため、同様の用途が想定されるが、基部

の調整がみられない。1195は左側縁の両面に二次加工が施されている。打面側は主要剥離面側からの

加撃により切断され、その後に背面側に二次加工が施されている。

74は剥片 I類 を素材とする。右側縁上部背面側の一部と相対する左側縁下部背面側に二次加工が施さ

れている。下部は細かい平坦剥離であるのに対して、上部は約65度 と急斜度である。右側縁の中部よ

り下位にかけて、刃こぼれ状の微細な剥離痕が観察される。
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1 旧石器時代

810は剥片Ⅱ類を素材 とする。打面の一部を切るように平坦な二次加工 と打面の一部に背面側から二

次加工が施されている。素材剥片端部の主要剥離面側には刃こぼれ状の微細剥離痕が観察される。

136・ 439・ 742・ 788・ 912・ 967'1139は 剥片Ⅳ類を素材とするものもしくは久損等により素材剥片の

形状が不明なものである。136は右側面背面側を打面とした剥離痕が観察でき、打面再生剥片を素材

に用いていると考えられる。左側面上部の主要剥離面側に二次加工が施されている。439は左側縁に

急斜度な二次加工が施されている。端部側が欠損 しているため、左側縁全体に二次加工が施されてい

るか判断はできないが、折れ面に二次加工の剥離面が切られているため、調整部位は下端に広がるこ

とは確かである。調整部位の稜は摩滅 している。742は剥片剥離の際にタテ害Jれ を起こした剥片の右

側縁の主要剥離面側の一部に細かい平坦な二次加工が施されている。二次加工とともに微細剥離痕も

観察される。788は左側縁主要剥離面側の一部に急斜度な二次加工が施されている。調整部位が折れ

面に切 られているため、打面側に広がることは確かである。二次加工の剥離面の稜は磨耗 している。

912は剥片剥離の際にタテ割れを起こした剥片の左側縁背面側の一部に急斜度な二次加工が施されて

いる。967は剥片剥離の際にタテ割れを起こした剥片の端部背面側に二次加工が施されている。1139

は右側面中央部の一部と右側縁背面側の一部に細かい二次加工が施される。右側面中央部の二次加工

は凹状に施されてお り、狭入石器に類似する。

2959は大形の矩形剥片を素材 とする。左側縁上部の一部に約70度の急斜度な二次加工が施されてい

る。右側縁下部主要剥離面側 と端部背面側には刃こぼれ状の微細な剥離痕が連続 して観察される。

UF  (13・ 20・ 115。 121 ・259'303・ 404・ 473・ 632・ 689・ 837。 1044・ 1194・ 2011 ・2627)  罪了ラU ・

剥片類に微細剥離痕が観察されるものを一括 した。石刃や剥片 I類の背面構成は剥離方向と同一方向

のみのものが主体を占める、頭部調整が施された単剥離面打面が多いなど、RFや石刃・縦長剥片素

材の トゥール類 との共通点がみられる。

13・ 303。 473・ 632・ 689は石刃を素材 とするものである。13は東北 日本海側産と考えられる良質な頁

岩を利用 した優美な石刃である。今回の調査では狭義の石刃技法で作出されたものは本資料のみであ

る。打面と背面の接する稜線の一部は摩滅 している。右側縁には断続的に刃こぼれ状の微細剥離痕が

観察される。303は束北 日本海側産と考えられる良質な頁岩を利用 した石刃である。両側縁には刃こ

ぼれ状の微細剥離痕が観察される。473は両端を欠損 している。両側縁に刃こぼれ状の微細剥離痕が

観察される。632は端部を欠損 している。右側縁下部主要剥離面側に微細剥離痕が観察される。689は

左側縁主要剥離面側に連続的な微細剥離痕が観察される。

115は剥片Ⅲ類を素材 とする。台形石器にみられる急斜度な二次加工は施されないが、微細剥離痕が

観察される部位が台形石器と類似 してお り、同様の用途が想定される。

20。 259は剥片Ⅱ類を素材 とする。20は右側縁から端部にかけて微細剥離痕が断続的に観察される。

259は右側縁の一部に微細剥離痕が観察される。

121・ 404・ 1194・ 2011は剥片 I類 を素材とする。背面構成はすべてのものが剥離方向と同一方向の剥

離面で構成されている。121・ 404は主に両側縁背面側に、1194は右側縁両面側に、2011は左側縁両面

側に断続的な微細剥離痕が観察される。

837・ 1044・ 2627は剥片Ⅳ類を素材とする。837は左側縁背面側及び打面側の背面に、1044は左側縁端

部背面側に、2627は端部背面側に断続的な微細剥離痕が観察される。

剥片類 石刃や各種剥片である。本遺跡において出土資料の大半を占める器種である。図化 したもの

の多 くは接合資料に係るものであるが、ここでは個別資料 として図示 したものに限定 して記述する。

石刃 (35・ 280'299・ 618・ 718・ 827・ 988・ 1066)打面の幅が広 く、単剥離面打面のものが多い。また、
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最大幅が中間部より打面側に位置するものが多い。全体的に頭部調整は施されている。

35・ 299・ 618・ 827・ 988'1066は 背面構成が剥離方向と同一方向で構成されるものである。端部の形

状は35'1066の ように鋭 く尖るものや827の ように台形状になるものがみられる。

280'718は 剥離方向と直交する剥離面をもつものである。280の最大幅は中間より下部に位置する。

剥片 I類 (71・ 114・ 942・ 2206・ 2328)縦長剥片である。71は背面に剥離方向と直交する剥離面 を

もつものである。原礫面が残置 してお り、剥片剥離工程の比較的初期段階の剥片である。942は背面

に剥離方向と対向する剥離面をもつものである。打面は単剥離面打面である。114。 2206'2328は 背

面が剥離方向と同一方向のみで構成されるものである。最大幅は中央部より打面側に位置 している。

剥片Ⅲ類 (591)貝殻状の剥片である。頭部調整が施されない単剥離面打面のものである。

剥片Ⅳ類 (1003・ 2534)不 定形剥片である。2534は黒曜石製のものである。背面は剥離方向と同一

方向の剥離面で構成される。明瞭な二次加工はないが、石材に注 目して報告する。

石核 本遺跡では剥片類の次に多い器種である。図化 したものの多 くは接合資料に関係するものであ

るが、ここでは個別資料 として図化 したものに限定 して記述する。そのため石核 I類はない。

石核 工類 (214。 217)剥片Ⅲ類以外の剥片Ⅱ類を主目的として剥離 したものである。剥片を素材 と

するもの (214)と 剥片素材ではないもの (217)がある。2141よ素材剥片をタテ方向に分割 し、その

面を作業面、素材剥片の主要剥離面を打面として横長剥片を剥離 している。81と 節理面に沿って割れ

ているように、石材 として質が悪いようで、数点の剥片を剥離 しただけで剥片剥離を止めている。

217は黒曜石製の石核である。部分的に素材の礫面が残置 してお り、掌に収まるほどの河原石が素材

と考えられる。打面と作業面を頻繁に転移 して剥片を量産 している。

石核Ⅲ類 (3・ 319。 335'359・ 542・ 694・ 920。 1026・ 1100)剥片Ⅲ類を主 目的として最J離 した も
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1 旧石器時代

のである。剥片 を素材 とす る もの (3・ 359・

542・ 920・ 1100)は原礫面を広 く残置する剥片剥

離工程初期の剥片や厚手の剥片を素材とするもの _
が主体を占める。

3・ 920・ 1100は剥片を素材 とするもので、作業

面が複数面あるものである。 3の作業面は大 きく

3面で各面とも剥離方向は一方向である。残核の

形状はサイコロ状 を呈する。920の作業面は素材

剥片端部と左側面である。どちらの面も主要剥離

面を打面として剥片剥離を行っている。剥片剥離

概要 本遺跡におけるブロックの概念は前述の通 りである。ブロッ

や構成点数の大 きいものからブロック 1、 ブロック 2、 ブロック3

ブロック 1(第 41・ 42図 )

[規模 と形状]調査区の西側、 4DE・ 5DEグ リッドに位置 し、

クは全部で 3カ 所確認され、規模

とした。

西側は調査区外に広がっている。

第40図 旧石器時代の遺物 (14)

の頻度は低い。1100の作業面は表裏 2面である。本類の資料のなかでは薄手で小形である。ほとんど

の剥離面が上面を打面としているが、正面下部の直行する剥離面は左側面を打面とするものである。

359・ 542は剥片を素材とするもので、作業面を主要剥離面側に限定 しているものである。両者 とも日

的剥片の剥離頻度は低い。359は剥片 I類 を、542は剥片 I類 を素材 としている。

319。 335・ 694・ 1026は剥片を素材 としないものである。319の作業面は正面に限定される。剥片剥離

の方向は主に正面上方からであるが、直交する剥離面 もみられ、打面を90度乃至180度転移 している

ことが読み取れる。剥離方向と直交する面に幾重 もの節理層がみられ、廃棄に至った一因と考えられ

る。318は その節理に沿って割れた砕片である。335の作業面は原礫面の残置する一面以外であるが、

目的とする剥片が最J離 されているのは正面のみである。不純物が多 く、目的とする剥片剥離が困難で

あったために廃棄されたものと考えられる。694は小形の円礫素材 と考えられる。打面と作業面を頻

繁に転移 して剥片剥離を行っている。1026は右側面～下面の広範囲に原礫面が残置 してお り、円礫素

材であることは疑いない。正面を打面に設定 して約270度 の広い範囲にわたって剥片剥離を行ってい

る。その後は正面を作業面として剥片剥離を行っている。

石核Ⅳ類 (2204)前述以外の石核である。

2204は折居産の可能性が高い黒曜石製の石核である。上面を打面に限定 して、約180度の範囲で小形

の剥片を剥離 している。最終的な剥離面は横長剥片を剥離 したものと考えられるが、細石刃状の細長

い剥離面 も観察でき、様々な剥片を剥離 していたものと考えられる。

磨石 (725。 982)725'982は 不整形の礫 を利用 したもので、725は表裏 2面、982は下面を使用面と

している。

敲石 (678)扁平で平面形が三角形状を呈する礫を利用 したもので、尖っている一端に敲打痕が観察

される。

台石 (398)扁平で大形の礫を利用 したもので、片面のみに窪みがみられるものである。

円盤状石製品 (2208)側 面のほぼ全周を剥離調整によって円形状に整形 し、片面を研磨によって平

滑にしている。もう一方の面は自然面のままである。

(3)ブ  ロ ッ ク
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根30に ブロックの一部が壊 されているため、正確な規模は不明であるが、確認された範囲は長辺8.1

m、 短辺4,7mで楕円形状に広がっている。長軸方向は地形の傾斜方向とほぼ平行 してお り、東側に

約12度傾 くものの、南北方向を向いている。本ブロックは石器1337(1352)点で構成されるが、ブロッ

ク内の分布に粗密の差が見られ、分布密度の高い4Dy・ 5De・ 5Ea周 辺を北側密集部、5Dc
dhi周 辺を南側密集部とした。出土地点を記録 している遺物の標高は29.643m～ 30909mの範囲で

あるが、段丘の縁辺部に位置するため、分布幅が広い。分布の中心はⅡ層である。

[石器器種組成]1337点で構成される。石刃・剥片・砕片類 (石刃21点、 I類 108点、Ⅲ類116点 、そ

の他の剥片・砕片類679′点)924点、原石 6点を除 く407′点の器種別内訳をみると、ナイフ形石器 5点、

台形様石器 2点、台形石器31点、彫器 2点、掻器 7点、削器 1点、快入石器 1点、錐形石器 1点、楔

形石器 3点、R F51点 、U Fl10点 、石核185点、磨石 4点、敲石 1点、台石 2点、円盤状石製品 1点

である。ナイフ形石器や彫器・掻器といった狩猟具や加工具とともに、それらの石器製作に必要な石

核や敲石・台石、素材 となる原石が存在する点に特徴が見られる。

[接合資料]ほ とんどの接合資料が本ブロック内で検出されている。本ブロックのみに分布する接

合資料は、接合資料 1～ 3・ 5～ 7・ 10～ 13・ 15'17・ 20,22・ 24。 26・ 27・ 30～32・ 34・ 36・ 37・ 39・

40。 43かヤ46・ 49-51・ 56-58'62´―ヤ70,72,73・ 77-80・ 82-86・ 88-90・ 92・ 95-97・ 99´V101・ 103・

104・ 106-108, 110。 111 ・ 113´ヤ117・ 119-121・ 124´-131 ・ 133´―ヤ135' 137-141 ・ 143・  146´
―ヤ150'

153～ 158・ 160'161・ 163・ 164。 166・ 168。 170～ 174・ 176～ 179・ 181～ 184・ 186～ 197。 199で ある。

[石器石材]総重量は約40kgで、多様な石材が利用されているが、頁岩・珪質買岩が主体となって

いる。その割合は点数では全体の約880/O、 重量では約680/0と なっている。内訳は買岩 1が 170点 (重

量2429.3g)、 頁岩 2が169点 (3132.4g)、 買岩 3が254点 (44009g)、 頁岩 4が388点 (83266g)、

頁岩 5が34点 (1013.4g)、 頁岩 6が23点 (1142.8g)、 頁岩 7が17点 (288.Og)、 その他の頁岩が 2

点 (37692g)、 珪質買岩が118点 (2784.lg)、 チャー トが 8点 (195,6g)、 馬璃が57点 (11283g)、

―-O   L‐ 31201匈
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第42図  ブロック 1の上層断面図



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

玉髄が 1点 (204g)、 石英が 1点 (23g)、 凝灰岩が76点 (3391.5g)、 黒曜石が 9点 (35.2g)、 砂

岩が 3点 (470.lg)、 安山岩が 6点 (7833,7g)、 不明 1点 (05g)で ある。

ブロック2(第41図 )

[規模 と形状]調査区の西側、4Eグ リッド付近に位置する。当初ブロック 1の範囲内と考えていた

が、4Elmqrグ リッドに遺物の分布が希薄なところが存在 したため分離 してブロック 2と した。

範囲は長辺1.8m、 短辺1.35mで楕円形状に広がっている。長軸方向は地形の傾斜方向と直交 してお り、

北側に約22度傾 くが、東西方向を向いている。遺物の標高は30.880m～ 30.987mで 、約10cmの範囲に

収まり安定 している。出土層位の中心は工層である。

[石器器種組成]17点で構成される。剥片類 (I類 3点、Ⅲ類 1点、その他の剥片類 6点)10点、原

石 1点 を除 く6点の器種別内訳は袂入石器 1点、UF3点 、石核 2点である。いわゆる トゥール類が

非常に少ない。

[接合資料]単独で確認された資料はないが、接合資料33を 構成する剥片 1点、接合資料42を構成す

る剥片 1点、接合資料91を構成する石核 1点、接合資料112を 構成する快入石器 1点、接合資料200を

構成する石核 1点が出上 している。

[石器石材]総重量は約2.8kgで 、ブロック 1ほ ど多様な石材の利用はみられないが、頁岩・珪質頁

岩が主体を占めることは同様である。その割合は点数では約820/0、 重量では約100°/0と なっている。

内訳は頁岩 1が 1点 (重量2.4g)、 頁岩 2が 4点 (21.4g)、 頁岩 3が 5点 (81.5g)、 頁岩 4が 1点 (230

g)、 頁岩 5が 1点 (2.5g)、 その他の頁岩が 1点 (2690.Og)、 珪質頁岩 5が 1点 (183g)、 チヤー

トが 1点 (3.4g)、 瑶瑞 3が 1点 (4.Og)、 凝灰岩が 1点 (2.5g)で ある。

ブロック3(第 41図 )

[規模と形状]調査区の西側、4Fグ リッドに位置する。ブロック 1やブロック 2と はやや離れて分

布 している。範囲は長辺0.7m、 短辺0.57mで楕円形状に広がっている。長軸方向は地形の傾斜方向と

直交 してお り、北側に約17度傾 くが、東西方向を向いている。遺物の標高は31307m～ 31.394mで、

約10cmの 範囲に収まり安定 している。出土層位の中心はⅡ層である。

[石器器種組成]5点 で構成される。剥片類 2点を除く3点の器種別内訳はRFl点 、UFl点 、石

核 1点である。

[接合資料]単独で確認された資料はないが、接合資料169を 構成する石核 1点が出上 している。

[石器石材]総重量は約0 14kgで 、頁岩類に限られる。内訳は頁岩 2が 2点 (重量24.3g)、 頁岩 4が

2点 (23,9g)、 珪質頁岩 1が 1点 (58.2g)である。

(4)接 合 資 料

頁岩 1系統 (黒色系統 )

接合資料17(第43・ 44図、写真図版21)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まるが、密集部の外側であるブロックの縁辺部に分布する。

[石材・素材]頁岩 la。 河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]ナ イフ形石器 1点、掻器 1点、剥片 3点 (内 Ⅲ類 1点 )、 石核 2点。

[重量] 149,Og。

打面と作業面を転移 しながら剥片剥離を行っている。そのなかで、素材の礫面が残置する剥片は小

形の貝殻状剥片等を作出する素材 となって、さらに剥片剥離が行われる。剥片剥離は得 られる剥片の

長さを一定にするためか、打面再生や更新をほとんど行うことなく、素材の厚みを減 じるように剥離

―-61-―



第 6表  ブロック 1石器組成表 (1)

点数 買
岩
１

頁
岩
２

頁
岩
３

頁
岩
４

頁
岩
５

買
岩
６

買
岩
７

頁
岩
他

珪
質
頁
岩
１

珪
質
頁
岩
２

珪
質
頁
岩
３

珪
質
頁
岩
４

珪
質
買
岩
５

珪
質
頁
岩
６

%

ナイフ形石器
5 0 0 l l 0 0 0 0 0 0 0 0 0

台形様石器
2 l 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

台形石器
4 5 7 7 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0

彫 器
2 0 0 0 1 ユ 0 0 0 0 0 0 0

掻 器
7 l 3 l 2 0 0 0 0 0 0 0

削器
l 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

錐形石器
1 0 0 0 l 0 0 0 0 0 0 0 0

快入石器
ユ 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

楔形石器
3 0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

RF
51 5 1ユ 0 1 1 0 3 2 0 0

UF
2 0 l 0 1 0 0 1

■0

石 刃
3 4 l 0 0 0 0 0 0 0 0

剥片 I類
14 17 2 2 0 4 5 0 1 0 0

剥片Ⅲ類
3 2 2 0 1 3 l 1 3

他剥片・砕片
11 9 5 2 3

石核
6 4 2 4 2 4 2 0

原石
6 0 0 ユ 0 0 0 0 0 0 0

磨石
4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

敲石
l 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

台石
2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

円盤状
1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

合 計
1337 388 17 2 5 7

290 17

1 旧石器時代
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珪
質
頁
岩
７

珪
質
頁
岩
８

珪
質
頁
岩
９

珪
質
頁
岩
他

チ
ャ
ー
ト

凝
灰
岩

鳴
璃
１

馬
璃
２

鳩
璃
３

喝
璃
４

馬
璃
５

弱
璃
他

玉
髄

黒
曜
石

砂
岩

安
山
岩

石

英
不
明

0 0 0 0 0 0 0 l 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

1 0 l l 0 1 と 0 0 l 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

l 0 0 0 0 0 0 0 0 0 ユ 0 ユ 0 0 0 0

1 0 1 0 1 X 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 l 0 l l 0 0 1 0 0 0 0

2 l 0 0 0 4 2 l 0 0 0 3 0 0 0 0 0

1 1 7 l 5 2 5 8 3 0 1 ユ ユ l l

1 0 l 0 2 0 l 2 0 l 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0

0 0 0 0 0 l 0 0 0_ 0 0 0 0 1 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 l 0 0 0

8 3 9 4 8 8 5 1 1 3 6 と l
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第 7表 ブロック 1石器組成表 (2)

重量
g 頁

岩
１

頁
岩
２

買
岩
３

頁
岩
４

頁
岩
５

頁
岩
６

頁
岩
７

頁
岩
他

珪
質
頁
岩
１

珪
質
頁
岩
２

珪
質
頁
岩
３

珪
質
頁
岩
４

珪
質
買
岩
５

珪
質
頁
岩
６

%

ナイフ形石器
270

0上

台形様石器

台形石器
232

彫 器

掻 器
550

削器

錐形石器

狭入石器
352

楔形石器
260 137 123

RF
5461 2496 575 171

14

UF
7245 722 2823 100

石刃
263 996

剥片 I類
17855 1173 1366 5694 1744 292

剥片Ⅲ類
1308

他剥片・砕片
104291 12338 11294 19476 34757 3044 1787

石核
137547 8973 13547 18939 34734 6434 1877 1532 13011 1656 1250

原 石
37692

磨石
12461

敲石
1898

台石

円盤状

合計
403643 24293 31324 83266 11428 2880 37692 3468 15005

206

1 旧石器時代
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珪
質
買
岩
７

珪
質
頁
岩
８

珪
質
頁
岩
９

珪
質
頁
岩
他

チ

ャ
ー
ト

凝
灰
岩

鶏
璃
１

垢
璃
２

漏
蒲
３

馬
璃
４

鶏
瑞
５

馬
瑞
他

玉
髄

黒
曜
石

砂
岩

安
山
岩

石

英

不

明

506

10

771

2176 615 204

225 4433

11

1898

237

232 33915 2231 2201 352 78337
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第 8表  ブロック2石器組成表 (1)

点数

買岩 l 頁岩 2 買岩3 買岩4 頁岩 5 頁岩他
珪質頁岩

5 チャー ト 凝灰岩 鶏璃 3
%

快入石器
1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

00

UF
0 1 0 1 0 1 0 0 0

00

剥片 I類
0 2 1 0 0 0 0 0 0 0

00

剥片Ⅲ類
1 ユ 0 0 0 0 0 0 0 0

他剥片・砕片
0 1 2 0 0 0 0 1 1 1

353

石核
2 0 0 1 l 0 0 0 0 0

原石

1 0 0 0 0 1 0 0

0.0

合計
1 4 5 1 1 1 l 1 1 1

1 旧石器時代

第 9表  ブロック2石器組成表 (2)

菫
ｇ 頁岩 1 頁岩 2 買岩 3 頁岩4 頁岩 5 買岩他

珪質頁岩
5 チャー ト 凝灰岩 馬璃 3

%

袂入石器
129

UF
00

承Jtt I類
00

剥片Ⅲ類
24 つ

々

00

他剥片・砕片
40

石核

00

00 00 00

原石

26900 26900

944

合 計

28490 815 230 40

944
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第10表  ブロック3石器組成表 (1)

点数

頁岩2 買岩4 珪質頁岩 1

%

RF
1 0 1 0

UF
1 l 0 0

他剥片・砕片
1 1 0

石核
1 0 0 1

合計
2 1

を行っている。剥片剥離工程の最終段階には貝殻状剥片を連続的に作出している。

接合資料56(第45図、写真図版21)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。一部の資料がブロックの北辺に分布するが、大半は北側密集

部より南側に分布する。

[石材・素材]頁岩 lb①・河原石 (掌 に収まる大きさか)。

[構成器種]UF3点 、石核 1点。

[重量]45.5g。

剥片剥離工程初期段階の厚手の剥片を素材とし、素材剥片の主要剥離面を作業面として貝殻状剥片

を主 目的とした剥片剥離を行っている。素材剥片の背面右側面側を打面 として作業面へ剥片剥離を

行っているが、剥片剥離が縁辺部に止まってお り、あまり大きな剥片は得 られなかったと考えられる。

その後、打面を90度転移 して、剥片剥離を行っている。

接合資料23(第 46。 47図、写真図版22)

[分布]ブ ロック 1の範囲内に収まる。大きく分けると北側密集部とブロック 1の南西側に分布する。

[石材・素材]頁岩 lb②・河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]台形石器1点、UFl点、剥片5点、石核 2点。

[重量]196.5g。

目的とする剥片は一様ではなく、縦長剥片や貝殻状剥片、不定形剥片など様々である。剥片剥離を

数回行うと、打面を転移 して剥片剥離を行うこと繰 り返 して剥片を多 く作出している。

1を石核 とする一連の剥片剥離工程は剥片剥離工程初期段階の厚手で大形の剥片を素材 とする。作

業面は素材剥片の主要剥離面に限定され、台形石器 (453)の素材 となる貝殻状剥片を目的とした剥

片剥離を行っている。

接合資料69(第48図、写真図版22)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。北側密集部と南側密集部の一部に分布する。剥離工程初期の

第11表  ブロック3石器組成表 (2)

襲
ｇ 買岩 2 頁岩 4 珪質頁岩ユ

%

RF
215

UF

他剥片・砕片
157

石核
582

合計
179 239 582
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1 旧石器時代

接合資料17

0           (112)          10cm

|

0       (1:3)      10cm

―-68-―

第43図 旧石器時代の遺物 (15)
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⌒  1   1064

癖 咤

0            (1:3)            lllcm

第44図 旧石器時代の遺物 (16)
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0        (li2)        locm

接合資料56

0       (1:3)      lllcm

ag鰍恥＼、ェ
ウ

→

→

O           Q:0           111cm

第45図  旧石器時代の遺物 (17)
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0           (1:2)          lClcm

0      (1:3)      lllcm

b

第46図 旧石器時代の遺物 (18)
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第47図 旧石器時代の遺物 (19)
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接合資料69

― ―
→

『 砂 湘 喝

O         ll D        lllcm

ら

い
超

o                           (2〔 3)                          10clll

第48図  旧石器時代の遺物 (20)
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第49図 旧石器時代の遺物 (21)
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0         (1:2)        10cm
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第51図 旧石器時代の遺物 (23)



0     (1:3)    10crn

第52図 旧石器時代の遺物 (24)
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0         (1:2)         10cm

接合資料33
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0          (1:2)          10cm

接合資料9

0    住 10    1Clcm

第54図 旧石器時代の遺物 (26)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

資料ほど北側に位置する傾向が見られる。

[石材・素材]頁岩 lb③・河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]UF2点 、剥片 1点、石核 1点。

[重量]52.6g。

作業面に姑する裏側には原礫面が残置しており、作業面を固定しながら剥片剥離を行っていたこと

が推察される。素材礫の厚みを同一方向に減じるように、打面形成と剥片剥離を繰り返しながら剥片

の作出を行っている。目的とする剥片の形状に統一性はみられない。

接合資料52(第49図、写真図版23)

[分布]1点がブロック外に分布するが、その他はブロック1の北側密集部周辺に分布する。

[石材・素材]頁岩 lc①・ヱ可原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]RFl点 、剥片 3点。

[目監檀己]43.7g。

剥片どうしの接合のため、剥片剥離工程の一部しか復元できないが、粗割りの後、同一打面上から

数点の剥片を剥離していることは確認できる。得られた剥片に規則性は見られない。

母岩別資料 1 接合資料145(第 50。 51図、写真図版23)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。北側密集部の南側と南側密集部の北西側に分布する。

[石材・素材]頁岩 lc③・掌に収まる大きさの河原石。

[構成器種]剥片 3点、石核 3点。

接合資料197
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Ⅳ 検出遺構と出上遺物

[重量] 168.Og。

素材 となる礫が他の接合資料と比較すると小形で扁平である。そのため、大形の剥片を剥離するこ

とはできないが、素材を効率的に利用するために、素材礫の厚みを減 じるように剥片剥離を行ってい

る。剥片剥離工程初期の段階では作業面は一定で、打面を交互に180度転移 しながら、剥片を剥離 し

ている。剥離工程がある程度進行 し、作業面の幅 と残 りの面の広さが同じようになると、作業面を転

移 して剥片剥離を行っている。最終的に小形の剥片類を目的として、打面と作業面を変えながら剥片

剥離を行っている。初期の剥片はさらに小形の剥片を得るための素材 として利用されている。作業面

は素材剥片の主要剥離面に限定 して、小形の貝殻状剥片を剥離 している。

母岩別資料 2 接合資料33(第 52・ 53図、写真図版24)

[分布]868がブロック2の範囲内に分布するが、その他の資料はブロック 1に分布する。ブロック

1内の分布は大きく分けると南側密集部と北側密集部の東側の 2箇所に分布する。

[石材 。素材]頁岩 ld①・拳大の河原石。

[構成器種]剥片7点 (内 Ⅲ類2点 )、 石核 2点。

[重量 ] 195.6g。
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接合資料80
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第60図  旧石器時代の遺物 (32)

作業面をほぼ一面に限定し、打面の位置を転移しながら素材礫の厚みを減じるように剥片剥離を

行っている。得られる剥片は厚みのある横長剥片や不定形剥片である。剥片剥離工程の最終段階には

作業面を180度転移して貝殻状剥片を作出している。

1091は前述の工程で得られた剥片を素材とした石核で、打面と作業面を頻繁に転移 しながら貝殻状剥

片を主目的とした剥片剥離を行っている。

母岩別資料3 接合資料9(第54・ 55図、写真図版25)

[分布]グ リッドー括資料の剥片 1点以外はブロック1の範囲内に収まる。分布は大きく2箇所に分

―-85-―
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第61図 旧石器時代の遺物 (33)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第62図  旧石器時代の遺物 (34)

かれてお り、 1つは北側密集部の北側縁辺部で、もう 1つは北側密集部の南側縁辺部である。どちら

もブロック 1内ではやや密度の薄い範囲である。

[石材・素材]頁岩 le①・拳大の河原石。

[構成器種]剥片5点、石核 1点。

[目監彊己] 162.7g。

素材礫の一部に平坦な広い打面を作出し、その面から不定形の剥片を剥離 している。石核が残存 し

ていないため、作業面の転移の頻度などは不明である。

765を 石核 とする一連の剥片剥離工程は剥片剥離工程初期の大 きな剥片を素材 として貝殻状剥片を

主目的とした剥片剥離を行っている。素材剥片端部の背面に打面を形成 し、素材剥片の主要剥離面を

作業面として貝殻状剥片を連続的に作出している。

接合資料197(第 56図 、写真図版21)

[分布]ブロック 1の北側密集部の一角に分布する。

[石材・素材]頁岩le③・不明。

[構成器種]ナ イフ形石器 1点、石刃 1点。

[重量]10.Og。

打面を更新 しながら石刃を剥離する技術の接合資料である。石刃の背面を観察する限りでは同一方

向のみの剥離面で構成されている。1189は素材剥片の頭都側に細かな調整を施 してナイフ形石器とし
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ている。

頁岩 2系統 (白色系統 )

母岩別資料 4 接合資料116(第57図、写真図版24)

[分布]ブロック 1の北側密集部の一角に分布する。

[石材・素材]頁岩2a①・不明。

[構成器種]景J片素材石核 2サミ。

[重量]113.lg。

剥片剥離工程初期の比較的大 きな剥片を素材 として、剥片剥離を行っている。剥片剥離が進行 して

いるため、素材剥片の大 きさや形状は断定できないが、残存する礫面などの素材剥片の剥離面から横

長剥片を素材 とした可能性が高い。素材剥片の主要剥離面を打面とし、大形の剥片を数点剥離 したの

ち、打面側すなわち素材剥片の主要剥離面側を作業面として貝殻状剥片を連続 して作出している。剥

片剥離は実測図表面側が顕著で、少なくとも7点の剥片を剥離 している。

0                   (1:2)

接合資料40
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0     (1:3)     10cm

―-90-―

第65図 旧石器時代の遺物 (37)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

送 |

↓

/

o             (2:3)            10cm

③
８

勝
円
υ

合
　　　　も
今

３２

第66図  旧石器時代の遺物 (38)

―-91-―



1 旧石器時代

接合資料150(第 58図、写真図版25)

[分布]ブロック 1の北側密集部の一角である5Deグ リッド内に収まる。

[石材・素材]頁岩 2a③・厚手の剥片。

[構成器種]台形石器 1点、石核 1点。

[重量]26.lg。

素材剥片の主要剥離面及び打面以外を作業面としている。打面と作業面を繰 り返 し移動 しながら、

小形の貝殻状剥片や横長剥片を剥離 している。

接合資料80(第59・ 60図、写真図版26)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。大 きく2箇所に分かれてお り、北側密集部の北東側 と南側密

集部の東側に分布する。

[石材・素材]頁岩2a③ 。人頭～拳大の河原石。

[構成器種]RFl点 、剥片3点。

[重量]212.Og。

剥片剥離工程初期段階の剥片類が 4点接合 したものである。剥片は不定形を呈するものが多い。剥

片剥離後の主要剥離面を次の剥片剥離の打面 としているため、打面・作業面は頻繁に転移する。

接合資料149(第 61・ 62図、写真図版25)

[分布]ブロック1の範囲内に収まる。北側密集部の北側から東側にかけて分布する。

[石材・素材]頁岩2a④ 。河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]剥片 2点、石核 1点。
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第70図 旧石器時代の遺物 (42)

[重量] 176.4g。

縦長を意識 した剥片を連続 して剥離するものである。打面は一度の剥離で形成されてお り、剥離工

程途中で更新や再生は行われていない。構成する資料を観察する限 りでは、縦長剥片を目的とした剥

離段階の剥離方向は一方向であるが、剥離工程初期の段階では相対する方向の剥離も見られる。作業

面は一面に限定 してお り、その範囲は約180度である。

接合資料129(第 63・ 64図、写真図版26)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まるが、北側密集部と南側密集部に分かれている。

[石材・素材]買岩2a④・不明 (河原石)。

[構成器種]掻器 1点、剥片 1点。

[重量]217.lg。

剥片剥離工程初期段階の剥片が2点接合したものである。そのうち1点は素材剥片端部に粗雑では

―-96-―
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

接合資料32
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

あるが、二次加工を施 して トゥールとしている。

接合資料40(第 65。 66図、写真図版27)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。北側密集部の南側から南側密集部の北側に分布する。

[石材・素材]頁岩2c①・河原石か。

[構成器種]UFl点 、剥片 5点 (内 I類 2点、Ⅲ類 1点 )、 石核 2点。

[重量] 130.9g。

剥片剥離工程初期の大形剥片を素材とする剥離工程である。作業面を頻繁に転移しているが、主に

目的とする剥片は貝殻状剥片である。主な作業面は素材剥片の主要剥離面とそれと隣接する一面で縁

辺は鋭角になる。この剥離工程中で得られた厚手の剥片も剥片剥離の素材としている。2276は 2面あ

る素材剥片の主要剥離面を作業面として、貝殻状剥片を連続的に作出している。

接合資料179(第67図、写真図版28)

[分布]ブロック 1の南側密集部の一角である5Dcdグ リッドに分布する。

[石材・素材]頁岩 2c①・不明。

[構成器種]RF2点 。

[重量]6.2g。

接合 した資料を観察する限りでは、打面の更新 (再生)を行わない石刃技法の資料である。石刃の

背面を観察 しても、打面 と相対する方向からの剥離面は見られず、単設である可能性が高い。
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1 旧石器時代

接合資料38(第 68～ 70図、写真図版27・ 28)

[分布]一括資料である 1点以外はブロック 1の範囲内に収まる。一部の資料が北側密集部の北側に

分布するが、大半は北側密集部の南側から南側密集部の北側に分布する。

[石材 。素材]頁岩2c③ 。人頭～拳大の河原石か。

[構成器種]掻器 1点、UF2点、剥片 4点 (内 I類 1点、Ⅲ類 1点 )、 石核 4点。
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接合資料34
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10cm

第78図  旧石器時代の遺物 (50)

[重量]346.3g。

剥片剥離工程初期に生 じる原礫面を有する厚手で大きめの剥片を石核 とする剥片剥離が行われてい

る。背面側には原礫面が残置しているため、作業面は素材剥片の主要剥離面に集中している。主 目的

の剥片は 2 cm前後の横長～矩形 もしくは貝殻状の剥片である。367を 石核 とする剥片剥離は本遺跡の

代表的なもののひとつで、打面と作業面を限定 して、打面を少 しずつ横にずらしなが ら、目的とする

剥片を連続的に作出している。これらの剥片剥離工程初期段階の剥片類 と最終的な剥片剥離工程の過

程には相当数の剥片が作出されているが、その段階の剥片類は今回の調査では確認されなかった。本

資料の最終段階には打面と作業面を頻繁に転移 しながら横長～矩形・貝殻状の最J片 を作出している。

頁岩 3系統 (灰色系統 )

接合資料32(第 71・ 72図 、写真図版28・ 29)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。北側密集部の北側から縁辺部に分布する。

[石材・素材]頁岩3a①・人頭～拳大の河原石。

[構成器種]UFl点 、剥片3点 (内 I類 1点 )、 石核 1点。

[ヨ圭看塾]385.4g。

剥片剥離工程初期段階の接合資料で、それぞれの剥片には広い範囲に素材礫面が残置している。剥

離される剥片は横長のものが多い。944を石核 とする一連の剥片剥離はそのなかの剥片を素材とした

ものである。素材剥片の背面側に作業面を設定 してお り、本遺跡で確認される剥片を素材 とする接合

資料のなかでは少ない資料である。主 目的の剥片は貝殻状剥片であるが、接合はしなかった。

接合資料88(第73図、写真図版30)

[分布]ブロック 1の北側密集部の一角である5Eafグ リッドに分布する。

[石材・素材]頁岩3b①・不明。

[構成器種]台形石器1点、RFl点。

[重量]48g。

同一打面上から剥離された台形石器とRFが接合 したものである。素材剥片の背面右側面側に素材

剥片の剥離面が残存 してお り、石核は剥片素材であることがわかる。

(2:3)
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母岩別資料 5 接合資料 134(第 74・ 75図、写真図版29)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。南東側縁辺部の希薄な部分や南側密集部に分布するものもあ

るが、大半は北側密集部の北側から北側縁辺部の希薄な部分に分布する。

[石材・素材]頁岩3b③・拳大の河原石か。

[構成器種]剥片 3点 (内 I類 1点 )、 砕片 1点、石核 3点。

[ヨ垂遷旨]238.2g。

剥片剥離工程初期の段階では素材礫の礫面を除去するように粗割りを行っている。この時に剥離さ

れた剥片は更なる剥片剥離の素材として利用されている。剥片剥離工程は打面と作業面を転移しなが

ら横長剥片や小形の貝殻状剥片を最J離 している。そのため、残核はサイコロ状を呈する。

接合資料90
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137

0       (1:3)      10cm

第31図  旧石器時代の遺物 (53)
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第32図 旧石器時代の遺物 (54)

270を 含む一連の剥片剥離は剥片剥離工程初期段階の大形剥片を素材 とする。関係する資料は 1点

のみであるため、詳細は不明であるが、剥離工程中で得 られた剥片を素材 として、さらに小形の貝殻

状 もしくは横長剥片を目的とした剥片剥離を行っている。

接合資料147(第76図、写真図版30)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。石核のみが北側密集部の南側の一角に分布するが、剥離工程

で得 られた剥片類は南側密集部の南側縁辺部の希薄な部分に分布する。

[石材・素材]頁岩 3b③ 。河原石 (大 きさ不明)。
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接合資料刊54

0         (1:2)         10cm
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0   (1,4)   10cm

第83図 旧石器時代の遺物 (55)
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接合資料120
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1 旧石器時代

[構成器種]RF2点 、石核 1点。

[重量]25.5g。

剥片剥離工程初期の剥片 を素材 とする。作業面は素材剥片の主要剥離面に限定 され、作業面方向か

ら見ると打面の位置を右側に少しずつずらしながら貝殻状剥片を連続的に剥離している。

母岩別資料6 接合資料34(第 77・ 78図、写真図版30)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まる。北側密集部縁辺のやや希薄な部分に分布する。

接合資料181

0      (1:3)      10cm

0         (112)        10crn
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0             (2:3)            10cm

第87図 旧石器時代の遺物 (59)

[石材・素材]頁岩3c①・板状の河原石か (大 きさ不明)。

[構成器種]UFl点 、剥片 3点。

[重量]98.4g。

両側面に素材の礫面が残存しており、板状の河原石が素材の可能性が高い。素材礫の厚みを減じる

ように剥片剥離を行っている。打面の高さが異なっており、打面再生 (形成)が段階的に行われてい

るものと考えられる。構成する資料を観察する限りは一端からの剥片剥離と考えられる。

接合資料117(第79図、写真図版30)

[分布]ブロック1の範囲内に収まるが、4点の内2点が北狽1密集部の北側に分布する以外は密集部

の縁辺部に散在している。
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0          (1:2)          10cm

0       (1:3)       10cm

v              978

0                (2:3)                10cm

第38図 旧石器時代の遺物 (60)
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接合資料76

0         (1:2)        loctn

第89図 旧石器時代の遺物 (61)
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第91図  旧石器時代の遺物 (63)
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1 旧石器時代

[石材・素材]頁岩3c⑤・不明。

[構成器種]剥片 3点 (内 Ⅲ類 2点 )、 石核 1点。

[重量]54.9g。

剥片剥離工程初期の厚手の剥片を素材 とし、作業面と打面を交互に替えながら横長～台形状の剥片

を連続 して作出している。

0            (1:2)           10cm

792

0      (1:3)     10cm

接合資料49
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第93図  旧石器時代の遺物 (65)
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l 旧石器時代

母岩別資料7 接合資料50(第80図、写真図版31)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まり、大半が北側密集部の北側に分布する。

[石材・素材]買岩3d①・掌に収まる程の扁平な河原石か。

[構成器種]剥片 2点、石核 2点。

[重量 ]68.4g。

扁平な礫を数個に分割し、そのうち少なくとも2点 (543と 948+1027)を 石核としている。

543を 石核とする剥片剥離は下端からの剥離も観察されるが、主として上端から縦長剥片を目的と

した剥離を行っている。打面形成もしくは打面再生は行われているが、打面調整は観察できない。作

業面及び打面以外には礫面が残置している。作業面の範囲は概ね180度である。

948+1027を 石核とする剥片剥離は横長剥片を主目的としたものである。素材剥片の幅広な一面を

作業面、狭い平坦な面を打面として、横長剥片を連続的に作出している。

接合資料90 頁岩3d⑥ (第81・ 82図、写真図版31)

[分布]ブロック1の範囲内に収まる。一部の資料が北側密集部の一角に分布するが、大半はブロッ

ク1の縁辺部のやや希薄なところに分布する。剥片剥離工程が進むにつれて、資料の所在が北側に移

る傾向がみられる。

[石材・素材]頁岩 3d⑥・掌に収まるほどの河原石か。

[構成器種]台形石器 1点、UF2点、剥片 1点、石核 1点。

[重量]66.4g。

慟 醐 c

接合資料171
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石核が残存 しないため、推察となってしまうが、剥片剥離で得 られた剥片をみると、横長剥片を主

目的とした剥片剥離技術の可能性が高い。

16を石核 とする剥片剥離は台形石器の素材 と成 り得る貝殻状剥片を主 目的とし、剥片作出と打面形

成 (再生)を交互に行っている。作業面は素材剥片の主要剥離面に限定されてお り、作出された貝殻

状剥片には素材剥片の主要剥離面が背面側の一部に残置 している。

0            (1:2)           lllcm

0       (113)      10cm

接合資料27

第95図 旧石器時代の遺物 (67)
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1 旧石器時代

0                (2:3)                10cコ

第96図 旧石器時代の遺物 (68)

母岩別資料8 接合資料154(第 83・ 84図、写真図版32)

[分布]ブロック 1の北側密集部東半に分布する。

[石材 。素材]頁岩3d⑦・掌に収まる大きさで、扁平な板状の河原石。

[構成器種]剥片 3点、石核 1点。

[重量]288.5g。

素材礫の大きさが小さく、剥片剥離の頻度が少ないため、剥離 された剥片数が少ない。作出された
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剥片は不定形であるが、最終的なものは小形の貝殻状を意識 していた可能性が高い。

頁岩 4系統 (茶色系統 )

接合資料120(第 85図 、写真図版31)

[分布]ブロック 1の縁辺部の遺物のやや希薄な部分に分布する。45を石核 とする一連の接合資料は

北側密集部の南東側にかたまる傾向がみられる。

[石材 。素材]頁岩4a①・掌に収まる程の河原石か。

[構成器種]UF2点 、剥片 I類 1点、石核 1点。

[重量]62.5g。

剥片剥離工程の初期段階の厚手の剥片を素材 とし、貝殻状剥片を主目的とした剥片剥離である。45

を石核 とする剥片剥離は素材剥片の主要剥離面を作業面として貝殻状剥片を連続 して作出している。

打面を素材剥片の端部及び右側面に設定し、打面を交互に転移 しながら剥片剥離を行っている。

母岩別資料 9 接合資料181(第 86・ 87図 、写真図版33)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まり、北側密集部北辺と南側密集部西側に分布する。

[石材・素材]頁岩4a②・拳大の扁平な河原石。

[構成器種]石刃2点、剥片 I類 1点、石核 1点。

[重量] 164.2g。

打面の更新や再生を行わない石刃技法の接合資料である。素材礫を断割るような剥離面を打面に、

素材礫の短辺の一端を作業面にして、石刃を剥離 している。

接合資料58(第88図、写真図版32)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まり、北側密集部東側と南側密集部南側に分布する。

[石材・素材]頁岩4a⑤・掌に収まる大きさの河原石か。

[構成器種]石核 3点。

[重量]743g。

比較的小さな河原石を素材 とし、分厚い剥片に小割にした後、それぞれの剥片を素材 として剥片剥

離を行っている。655を 石核 とする剥片剥離は素材剥片の主要剥離面を作業面とし、薄手の貝殻状剥

片を連続 して作出するものである。作業面は素材剥片の主要剥離面に限定される。978を 石核 とする

剥片剥離は打面と作業面を頻繁に転移 しながら、剥片を作出するもので、結果として残核はサイコロ

状を呈する。上記の剥片を剥離 した後、その作業面を打面として、縦長剥片を連続 して作出している。

作業面は一面に限定されてお り、その範囲は約180度 である。石核の観察からは打面転移の痕跡は見

られない。石核の長さが 4 cm程 しかないため、小形の剥片 しか作出できない。

接合資料76(第 89・ 90図 、写真図版33)

[分布]ブロック 1の範囲内に収まり、北側及び南側密集部周辺に分布する。242を 石核 とする一連

の資料は北側密集部に、2989を 石核 とする一連の資料は南側密集部に分布する傾向がみられる。

[石材・素材]頁岩4a⑦・人頭～拳大の河原石か。

[構成器種]最↓片 2点、石核 3点。

[重量 ]2779g。

―-123-一



O           Q:0           111cm

第97図 旧石器時代の遺物 (69)

0        (1:2)        10cm

0     (113)    10cm

総
用

鶴

（
例
何
円
周
刑
判
‐‐
↓

ん
∽
腑
暇
岬
基

一

◆

＼
＼

―-124-―



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0     (1:3)    10cln接合資料11

0           (1:2)          lllcm

第98図 旧石器時代の遺物 (70)
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第99図  旧石器時代の遺物 (71)

-127-一



1 旧石器時代

|

|

L___

0               (213)               1∝ m

第100図 旧石器時代の遺物 (72)

打面と作業面を頻繁に転移 しながら、厚手の横長剥片を作出している。これらの剥片を素材 として

貝殻状剥片 もしくは貝殻状剥片に類 した横長剥片を主 目的とした剥片剥離を行っている。本資料の石

核の素材 となる剥片類には素材礫の礫面がほとんど残置 しておらず、剥片剥離工程が比較的進んだ段

階の剥片を利用 しているものと考えられる。

貝殻状剥片類を目的とした剥片剥離工程は類似 してお り、素材剥片の主要剥離面からの加撃による

打面形成、作業面を素材剥片の主要剥離面に限定 した剥片剥離という工程を経ている。素材剥片の大

きさに限定され、剥離される剥片は個々の小接合では 2～ 5点 とあまり多 くはない。

接合資料198(第91図、写真図版34)

[分布]ブロック 1の南側縁辺部とブロック外に分布する。

[石材・素材]頁岩4b④ 。拳大以上の大きさの河原石。

[構成器種]ナ イフ形石器 l′点、石核 1を点。

[重量]204.lg。

剥片剥離工程初期の剥片を素材にして、縦長を意識 した剥片を剥離した後の残核 とナイフ形石器が

接合 した資料である。2953は素材剥片の主要剥離面を作業面に設定 している。

母岩別資料10 接合資料49(第 92・ 98図 、写真図版34)

[分布]ブロック 1の南東側縁辺部と東側縁辺部に分布する。

[石材・素材]頁岩4b⑤・拳大の河原石。
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1 旧石器時代

[構成器種]剥片Ⅲ類 1点、石核 2点。

[目三遣註] 199。 9g。

比較的小形の礫を素材 としているため、多量の剥片を剥離するには至っていない。目的とする剥片

は貝殻状のものと考えられるが、数点しか剥離 していない。剥片剥離工程中で剥離された剥片 (202)

を素材 として小形の貝殻状剥片を作出している。主な作業面は素材剥片の主要剥離面である。

接合資料171(第 94図、写真図版34)  _

[分布]ブロック 1の北側密集部北部と密度の薄い南側の縁辺部に位置する。

[石材・素材]頁岩4b⑦・不明。

[構成器種]UF2点 。

[重量]8.5g。

貝殻状剥片を主目的とした剥片剥離工程のうち、剥片どうしが接合した資料である。作業面が素材

剥片の主要剥離面に設定されているのが観察される。

接合資料27(第 95・ 96図 、写真図版35)

[分布]分布の薄いブロック1の西側の縁辺部と南側密集部縁辺部、北東部に分布する。

[石材 。素材]買岩4b⑩ 。人頭～拳大の河原石か。

[構成器種]剥片 3点、石核 1点。

[重量]419.2g。

作業面と打面を転移しながら主に横長剥片を作出している。素材礫の中央に節理が走っており、最

終的には節理で石核が大きく2分割されたため、廃棄した可能性が高い。

接合資料183(第 97図、写真図版34)

[分布]ブロック 1の北側密集部南側と南側密集部に分布する。

[石材・素材]頁岩4b⑫・河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]UFl点 、剥片 I類 1点、石核 1点。

[重量] 122.4g。

剥片剥離工程初期の剥片を素材にして、縦長を意識 した剥片を剥離 している。素材剥片の一側縁を

作業面にしている。石核に打面再生と考えられる剥離が観察できるが、剥片剥離は行っていない。

母岩別資料11 接合資料11(第 98～ 100図 、写真図版35'36)

[分布]ブロック 1のなかの北側密集部の一角にあたる4Eu～ 5Eabグ リッドに分布する。

[石材・素材]頁岩4c①・拳大の1可原石。

[構成器種]掻器1点、剥片 2点、石核 1点。

[重量]565.8g。

素材の原礫面を除去するように粗割 りの後、平坦な広い剥離面を打面として縦長剥片を連続的に剥

離 している。打面の再生や更新は観察できず、同一の長さで、素材礫の厚みを減 じるように剥離を行っ

ている。

接合資料141(第 101図 、写真図版36)
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接合資料47

第102図 旧石器時代の遺物 (74)
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第103図 旧石器時代の遺物 (75)
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第104図 旧石器時代の遺物 (76)

[分布]ブロック 1の北側密集部と南東側縁辺部に分布する。

[石材・素材]頁岩4c②・不明。

[構成器種]掻器1点、石核 1点。

[重看註]44.4g。

剥片どうしの接合資料である。構成する資料を観察する限りでは縦長を意識した剥片を剥離してい

る。193は 縦長剥片を素材としたもので、素材剥片の主要剥離面を作業面として小形の貝殻状剥片を

剥離している。

母岩別資料12 接合資料47(第 102～ 104図 、写真図版37)

[分布]ブロック1の南側密集部とその周辺の分布の薄い縁辺部に分布する。

[石材・素材]頁岩4c④ 。人頭～拳大の板状の河原石。

[構成器種]石刃 3点、剥片 3点 (内 I tt l点 )、 石核 3点。

[重量]653.lg。

板状の河原石を素材 とし、素材礫の厚みを減ずるように石刃 もしくは縦長剥片を作出している。打

面形成は単純で、素材礫の長辺に一度の剥離で形成 している。最終的に廃棄される石核 まで打面の高

ハ
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O     Q:0     111cm

ト ー ー ー ー ー ー ー
ニ

当 P― ― ― ― ― ―
__当

3Cm

接合資料105-1

第105図 旧石器時代の遺物 (77)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

接合資料73
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第108図 旧石器時代の遺物 (80)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

さを減ずることなく剥片剥離を行っており、得られた剥片は単剥離面打面の可能性が高い。剥片剥離

工程初期の段階の厚手の縦長剥片は貝殻状もしくは横長剥片を作出するための素材として利用されて

いる。969は素材礫の主要剥離面、872は素材礫の背面を主な作業面として剥片剥離を行っている。

母岩別資料13 接合資料105(第 105～ 107図 、写真図版38)

[分布]ブロック 1の西側縁辺部、北側縁辺部、東側縁辺部の分布の薄い部分と南側密集部に分布す

るが、中心は西側の縁辺部で、特に剥離工程前半ほどその傾向は強い。

[石材・素材]頁岩4e③・拳大の河原石。

[構成器種]UFl点 、剥片 8点 (内 Ⅲ類 3点 )、 石核 5点。

[重量]3622g。

2868を石核 とする一連の剥片剥離は素材の扁平な広い面や剥片剥離によって形成された広い背面を

打面として不定形の剥片を剥離 している。原礫面がほとんど除去 された段階で石核の大きさはもとの

0            (1:2)           10cm
|

0     (1:3)     10cm

接合資料3

第110図  旧石器時代の遺物 (82)
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中

0             (2:3)             10cm

第111図 旧石器時代の遺物 (83)

1/3位 になっているが、そこから横長剥片を連続的に作出している。同一打面上から連続 して 3～ 5

点の横長剥片 (貝殻状剥片)を剥離すると、打面 と作業面を転移することを繰 り返 し、合計で少なく

とも12点 の剥片を作出している。

444を石核 とする一連の剥片剥離及び314を石核 とする一連の剥片剥離は打面と作業面の転移 を繰 り

返 しながら剥片剥離を行っている。初期の段階で剥片を厚 く除去 しすぎたためか、石核が扁平な三角

形状になっている。その結果、他の剥片素材の石核から作出される剥片類 と異なり、得られた剥片は

縦長なものが多い。314他の剥片はさらに剥片を作出する素材 となり、 3点以上の剥片を作出 して残

置されている。作業面は素材剥片の主要剥離面に限定されている。

776を 石核 とする一連の剥片剥離は原礫面を大きく残置する剥片剥離工程初期の剥片を素材 とする。

打面作出には素材剥片の主要剥離面から素材剥片端部に少なくとも2回行っている。作業面は素材剥
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―

―
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

片の主要剥離面に限定され、素材剥片の端部背面側の打面から貝殻状剥片を連続的に作出している。

母岩別資料14 接合資料73(第 108。 109図 、写真図版39)

[分布]ブロック 1内に分布し、分布の密な北側密集部の南側や南側密集部に分布するものが多い。

[石材・素材]頁岩 4g① 。ヱ可原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]RFl点 、剥片 4点 (内 Ⅲ類 1点 )、 石核 2点。

[重量]144.2g。
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0      (1:3)     10cm
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第112図  旧石器時代の遺物 (84)
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第113図  旧石器時代の遺物 (85)

素材の相対する縁辺から同一面に向かって横長剥片を目的とした剥片剥離を行っている。ある程度

剥片剥離の過程が進むと、作業面を180度変えて同じように横長剥片を作出している。原礫面が残置

する剥片剥離工程初期段階の剥片は長さ 。幅が 2～ 3 cmの 小形の貝殻状剥片や横長剥片を作出する素

材として使用されている。そのなかの一つが953を石核とする一連の接合資料である。剥離工程が進

むにつれ、作出される剥片は小形化し、薄くなる傾向が見受けられる。

953を石核とする一連の剥片剥離は打面形成と剥片剥離を交互に行っている。素材剥片背面端部に

打面を形成し、そこから同主要剥離面を作業面として貝殻状剥片を作出している。素材剥片の大きさ

が小さいため、 1回の剥片剥離毎に打面作出を行っており、素材剥片に対する目的剥片の製作効率は

あまり良くない。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

母岩別資料 15 接合資料 3(第 110。 ■1図、写真図版36)

[分布]ブロック1の北側密集部及びその縁辺の分布の希薄な部分に分布する。

[石材・素材]頁岩4g①・拳大の河原石 (円礫か)。

[構成器種]UFl点 、剥片 2点、石核 1点。

[重量]213.Og。

素材礫の中央の広い範囲に節理面があり、その節理に沿って大 きく割れた剥片を素材 として貝殻状

の剥片を主目的とした剥片剥離を行っている。主な作業面は素材剥片の主要剥離面に見られ、素材剥

片背面に形成された打面から貝殻状剥片を連続的に作出している。

0          (1:2)          10cm

第114図 旧石器時代の遺物 (86)

―-145-―



1 旧石器時代

艶
矧
ぐ

Ｆ

！

―

z/へ
、ヽ、ゝ                   94

同
期

0             (2:3)             10cm      ~

第115図  旧石器時代の遺物 (87)

一-146-―

―
   v



o        Q:2)       lllcm
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

(2:3)

第118図  旧石器時代の遺物 (90)

頁岩 6系統 (緑色系統)

母岩別資料16 接合資料5(第 l12・ ■3図、写真図版39・ 40)

[分布]ブロック1内に分布し、分布密度の希薄な縁辺部に分布する傾向が見られる。

[石材 。素材]頁岩6a①・拳大の河原石か。

[構成器種]剥片 2点 (内 Ⅲ類 1点 )、 石核 2点。

[重量]313.Og。

作業面と打面を頻繁に転移 しながら剥片剥離を行っている。得 られる剥片の規則性はあまり見られ

ないが、やや大 きめの横長剥片が多いように見受けられる。

278を石核 とする一連の剥片剥離は前述の剥片を素材 として、貝殻状剥片を主 目的とした剥離工程

を行っている。作業面は素材剥片の主要剥離面に限定される。

母岩別資料17 接合資料46(第 114・ 115図、写真図版40)

[分布]ブロック 1内に分布 し、分布の希薄な縁辺部に分布する傾向が強い。

[石材 。素材]頁岩6a②・人頭～拳大のブロック状の河原石。

[構成器種]剥片5点 (内 I類 4点 )。

[重量]206.lg。

縦長を意識 した剥片を連続する剥片剥離工程である。打面は素材礫の長辺の一端に設定され、一度

の剥離で形成されている。そのため、作出された縦長剥片の打面は単剥離面打面である。作業面の範

囲は180度以上あるのは確実であるが、全周になるかの判断はできない。

頁岩 7系統 (赤色系統 )

母岩別資料18 接合資料16(第116～ l18図、写真図版41)

[分布]2949がブロック外の4Gに分布 している以外はブロック 1内に分布するが、分布の希薄な縁
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1 旧石器時代

O        Q:り         lllcm

→

L______

0

余

彰椰∞

(2:3) 10cm

-150-―

第119図  旧石器時代の遺物 (91)



Ⅳ 検出遺構と出土遺物

接合資料22
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第120図  旧石器時代の遺物 (92)
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0              (2:3)             10cm

第121図  旧石器時代の遺物 (93)

辺部に分布する傾向が強い。

[石材・素材]頁岩 7a。 人頭～拳大の河原石か。

[構成器種]UFl点 、剥片 3点 (内 I類 1点 )、 石核 2点。

[重量]248.lg。

剥片剥離工程初期段階の大形の剥片を素材 としている。作業面は主に素材剥片の狭い一面にしてお

り、素材剥片の厚みを減 じながら主に横長剥片を目的とした剥片剥離を行っている。最終的な剥離は

素材剥片の長軸方向に作業面を設定 しており、結果として縦長剥片が作出されている。

882を 石核 とする一連の剥片剥離は前述の横長剥片を素材 とした剥離工程である。素材剥片の主要

剥離面と背面左側縁側を作業面として貝殻状剥片を目的とした剥片剥離を行っている。

接合資料163(第 119図、写真図版41)

[分布]ブロック 1内の分布の希薄な縁辺部に分布する。

[石材 。素材]珪質頁岩 la・ 河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]RFl点 、UFl′点、石核 1′ミ。

[重量]59,4g。

100を含む一連の剥片剥離に関しては石核が残存せず、剥離された剥片類がほとんど残存 しないた

め、詳細は不明である。

203を 石核 とする一連の剥片剥離は、礫面を広範囲に残存 していることから剥片剥離工程初期の段

階で作出された剥片を素材 としていることが想定される。作業面 と打面を入れ替えながら剥片剥離を

行っている。主目的の剥片は貝殻状剥片や横長剥片であるが、縦長剥片も剥離されている。

接合資料22(第 120。 121図、写真図版42)

[分布]ブロック 1内 に分布 し、北側密集部商側及びその縁辺部に分布する。

[石材・素材]珪質頁岩 2a。 河原石 (大 きさ不明)。

[構成器種]RFl点 、UF2点 、剥片 1点、石核 1点。

[重量]82.Og。

78・ 1179を 含む一連の剥片剥離は、石核が残存 していないため、作業面の範囲や転移の頻度は不明

であるが、構成する剥片から主目的としたものは縦長剥片 と考えられる。打面の180度転移が見 られ、

―-152-―
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0               (2:3)              10cm

第123図 旧石器時代の遺物 (95)

両設打面の石核 と理解できる。

522を 石核 とする一連の剥片剥離は剥片剥離工程初期段階の剥片を素材 とする。貝殻状剥片 を主 目

的としてお り、素材剥片の主要剥離面を作業面として連続的に作出している。最終的な剥離は打面を

90度転移 して方形状の剥片剥離となっている。

接合資料 1(第 122・ 123図 、写真図版42)

[分布]ブロック 1の北側密集部南側の一部 とその周辺の東側縁辺部に分布する。

[石材 。素材]珪質頁岩 2b・ 不明。

[構成器種]剥片 1点、石核 1点。

[重量]154.7g。

素材の礫面が広い範囲に残存 してお り、剥片剥離工程初期段階の剥片であることが理解できる。作

出される剥片は素材礫面の比較的平坦な面をそのまま打面としている。そのなかで、比較的厚手の剥

一-154-―



V 検出遺構と出土遺物

0     (1:3)     1臨

接合資料ISS
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第125図  旧石器時代の遺物 (97)
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第128図 旧石器時代の遺物 (100)

片の背面側に打面を作出し、素材剥片の主要剥離面を作業面として、貝殻状の剥片を主目的とした剥

片剥離を行っている。素材剥片 1点につき貝殻状剥片 2～ 3点程剥離 している。

母岩別資料19 接合資料155(第 124・ 125図 、写真図版43)

[分布]ブロック 1内の北側縁辺部と北側密集部の縁辺部の分布の希薄な部分に分布する。

[石材・素材]珪質頁岩 3b・ 拳大の河原石。

[構成器種]石核 2点。

[重量]1245。 3g。

210を 石核 とする工程は大形の剥片を2～ 3点剥離 しただけで終えている。この剥離工程で得 られ

た剥片を素材 として作業面と打面の転移を繰 り返 し行いながら、貝殻状剥片をはじめとする小形の剥
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片を剥離 している。

接合資料124(第 126～ 128図、写真図版44)

[分布]ブロック 1内 に分布 し、北側密集部南側を中心に南東側縁辺部にも分布する。

[石材・素材]珪質頁岩 3a・ 少なくとも拳より大きな河原石。

[構成器種]剥片 5点、剥片素材石核 1点。

[重量] 188.6g

作業面及び打面を頻繁に転移 しながら剥片剥離を行っている。接合資料として復元できた資料には

不定形で、礫面が残存するものが多く、剥片剥離工程初期の剥片と考えられる。そのなかで186は得
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第129図 旧石器時代の遺物 (101)
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られた剥片 を素材 とした石核 である。作業面は素材剥片の主要剥離面側 に限定 されてお り、打面 を横

にずらしながら、台形石器の素材剥片となる貝殻状剥片を連続して作出している。打面の転移は行わ

◆
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0 (2:3)

第132図  旧石器時代の遺物 (104)

れており、相対する2側面が打面となっている。

接合資料65(第 129図、写真図版44)

[分布]ブロック1の南側密集部に分布する。

[石材・素材]珪質頁岩 4・ 拳大の河原石か。

[構成器種]RF lyミ｀石核 l`点。

[重量]63.9g。

打面となる平坦な剥離面を作出後、その面から石刃 (縦長剥片)を連続して剥離している。打面調

整は行われていない。石核の一部には原礫面が残置されており、作業面を限定して剥片剥離を行って

いるが、剥片剥離が進んでいるため、作業面の範囲は270度 にも及ぶ。1108の 一部に下方からの剥離
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痕が観察できるが、目的とする石刃 (縦長剥片)を剥離する工程で打面転移は行われていないものと

考えられる。

接合資料96(第 130図、写真図版43)

[分布]ブロック 1のなかの東側の密集部の一角にあたる4Euグ リッド内に収まる。

[石材・素材]凝灰岩 1・ 不明。

[構成器種]剥片 I類 1点、石核 1点。

[重量]77.9g。

打面を頻繁に転移 しながら剥片を剥離 している。残核の剥離面の観察から判断する限り、規格性のあ

る剥片を剥離 した痕跡を見出すことはできなかった。

接合資料176(第 131・ 132図、写真図版45)

[分布]ブロック 1の南側の一角にあたり、東西の密集部の間に位置するやや分布の薄い 5Dijグ

リッドに分布する。

[石材・素材]凝灰岩 2a・ 不明。

接合資料99

0         (1:2)        10cm

0      (1:3)      10cm
|

第133図 旧石器時代の遺物 (105)
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1 旧石器時代

姿

~L。
→。→

0           (2:3)           10cm

第134図  旧石器時代の遺物 (106)

[構成器種]剥片 I類 1点、石核 1点。

[重量]310.9g。

縦長剥片を連続 して剥離する工程の一部である。打面の高さは構成する資料を観察する限 りは同じ

で、剥離された剥片の打面は単剥離面打面である。265は貝殻状剥片を作出するための素材 として利

用され、 2～ 3点の剥片を作出している。

―

↓

ｏ

ｌ

↓

母岩別資料20 接合資料99(第 133・ 134図、写真図版45)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

[分布]ブロック 1の北側密集部北側の分布の希薄な周辺部に分布する。

[石材 。素材]弱珀 1・ 拳大程の亜角礫か。

[構成器種]UFl点 、剥片Ⅲ類 1点、石核 2点。

[重量]2304g。

剥片剥離工程初期の段階で得られた厚手の剥片を素材 として貝殻状剥片を主目的とした剥片剥離を

行っている。796を 石核 とする一連の剥片剥離は、作業面を素材剥片の主要剥離面に限定 し、打面を

横に少 しずつずらしながら貝殻状剥片を連続的に作出している。212を 石核 とするものは、剥片作出

については796を 石核 とする一連のものより積極的ではないが、素材剥片の主要剥離面で貝殻状剥片

を作出しているのは同じである。ただし、素材剥片の背面側でも剥片の作出を行っている点で相違が

見られる。

2 縄 文 時代 ・弥生 時代

(1)概   要

当該期の遺構は竪穴住居 1棟、住居状遺構 1棟、集石遺構 l基、柱穴 3個、遺物は縄文時代早期後

半から晩期前葉、弥生時代後期の上器、石鏃・石匙・掻器・楔形石器などの剥片石器や磨石・敲石・

凹石・台石などの礫塊石器、紡錘車、石製品である。遺構は上部平坦面のみで検出され、竪穴住居や

住居状遺構などの居住に関係する遺構は東斜面際に、集石遺構が東斜面際に分布する傾向がみられ

る。以下、遺構・遺物について記述する。

(2)竪 穴 住 居

1号竪穴住居 (第 135図 、写真図版 5)

[位置と形態]上部平坦面のほぼ中央、 3Hグ リッド付近に位置する。重複する遺構はないが、根

10。 根11や橋脚の基礎によって北側が大きく壊されてお り、確認できたのは、炉・周溝の一部・柱穴

のみである。Ⅱa層上面で焼土と周溝、焼土と周溝の間に散在する柱穴が検出され、当初は単独の焼

土遺構の可能性と焼土と周溝が一体で竪穴住居の可能性の両方を考えて精査を開始 した。床面で配置

は不規則ではあるが、柱穴が確認され、炉・床面の一部・柱穴・周溝が確認できたため、竪穴住居と

判断した。遺構の一部 しか確認できないため、正確な規模は不明であるが、周溝の配置から判断する

と、直径 5m前後と思われる。床面は前述の理由から根10の南側周辺の一部でしか確認できなかった。

工b層 まで掘 り込んでⅡb層や Ic層 に起因すると考えられる黄褐色土や褐色土塊を含む暗褐色上の

掘 り方埋土を床材 として床面を構築 している。

堆積土は4層 に分層した。北側の壁際には地山粒を含む黒褐色土、床面は焼土塊を含む黒褐色上で

薄 く覆われている。その上に南側にはにぶい黄褐色上、北側には黒褐色上が堆積 している。斜面上方

から堆積 した様相を呈 し、自然堆積 と考えられる。

本遺構に伴う施設として炉・土坑・柱穴・周溝がある。炉は浅い掘 り込みを伴う地焼炉である。焼

成層の発達は弱 く、炉の掘 り込みの上端際と底面に 2 cm程 しか確認できない。Pit lは小形の土坑で

ある。深さは1lcmと 非常に浅い。埋土は黒褐色上の単層である。底面で土器片が出土 してお り、貯蔵

穴の可能性が高い。Pit 2～ 5は柱穴である。規則的な配置は見出せなかった。埋土はすべて Ic層

に起因する黒褐色上の単層である。炉の西側及びPit 3～ 5の西側で周溝を確認 している。同時存在

なのか、新旧関係があるかの判断はできなかったが、一般的に考えて、内側の周溝が古 く、タト側の周
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2 縄文時代・弥生時代

溝が新 しいと思われる。埋土は 3層に分層 したが、黒褐色土を主体 とする。

本遺構の床面直上から出上 した炭化物 (試料h6)と 炉埋土から出土 した炭化物 (試料配 7)につ

いて、本遺構の年代観を得るために年代測定を行ってお り、附編に収めている。詳細は附編を参照 し

て頂 きたいが、出土遺物との年代差があまりにも大きい結果となっている。サンプル採集には細心の

注意を払ったつもりでいたが、上部の掘削が著 しいことや、根の影響などで後世の混入物の可能性が

非常に高いものとなってしまった。

[出土遺物](第 188・ 140図 、写真図版46・ 52)

堆積上が薄いため、出土量はあまり多 くない。遺物は炉の埋土や炉の底面、Pit lの 底面から出土

したものがほとんどである。土器小コンテナ約1/4箱 、台石 2点である。

3001は炉の底面から、3002・ 3003は炉の検出面上で出上 した資料である。3001・ 3003は器面の摩滅

が著 しく、観察しにくいが、撚糸であることは確かである。3001は底部が残存 しており、まず、底部

を円盤状に作成 し、その円盤状の底部に粘土を足 しながら成形 していった様子が窺える資料である。

第12表  1号竪穴住居PК一覧

0         (1:50)         2m

∞
∞
］
〇
〇
ｏ
Ｐ
　
　
Ｐヽ

＞

汁
―

，

―

ｌ

ｍ

６

７

８

９

Ю

ｍ
　
　
Ｆ
δ

ｏ
僻
∞
∞

1号墾穴住居 A― A
l 10YR2/2黒 ttj 粘性無、 しまり有
2 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性無、 しまり有 褐色土塊 5%、 炭化物粒 1%含む
3 10YR2泡 黒褐 粘性無、 しまりやや無 焼土塊20%含む
4 10YR3/2黒 褐 粘性無、 しまり有 fjJ色 土小塊 2～ 3%含む
5 10YR6/8明 黄褐 粘性無、 しまり有 にぶい黄褐色上で汚れている

10YR2/3黒 褐 粘性無、しまりやや有
10YR4/2灰 黄褐 粘性無、 しまり有
5 YR4お 赤褐 粘性無、しまり有
10Y郎 /4暗褐 粘性無、しまり中 褐色土塊10～ 15%含 む
10YR5/6黄 褐 粘性やや無、 しまりやや有 にぶい責褐色土塊10～ 15%

Pit名 長 ×短 (m) 深 さ (cm) 備 考 Pit名 長 ×短 (m) 深 さ (cm) 備考

炉 108× 078 掘 り方 3 038× 035 150 柱 穴

1 045× 04 貯蔵穴 ? 4 039× 033 柱 穴

2 025× 022 柱 穴 5 026× 025 柱 穴
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Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

3002は縄文施文後に太い隆線によって施文している。

3038は床面直上から出上 した台石である。中央がやや皿状にくぼんでお り、その周辺が中央部より

は平滑になっている。実測図表面右下の一部には線条痕が観察される。

[時期]炉の底面から出上 した資料から判断すると弥生時代後期 (赤穴式期)に属する可能性が高い。

(3)住 居 状 遺 構

1号住居状遺構 (第 136図 、写真図版 6)

[位置と形態]上部平坦面の中央南側、4Gグ リッド周辺に位置する。本遺構を構成するP108の一

部が 2号溝に壊されている。Ⅱb①層上面で直径20～ 30cmの柱穴プランが円形に配置されることか

ら住居状遺構と判断した。 1号竪穴住居の位置でも上部が後世に掘削されており、それより斜面下位

に位置する本遺構も上部は掘削されているものと判断される。

本遺構は17イ回の柱穴で構成される。検出面はⅡb①層上面で、P105'109。 115は Ic層に起囚す

ると考えられる暗褐色土、P106・ 107は Ⅱb層 に起因するにぶい責褐色土、P101～ 104・ 108・ 110

～ 113・ 116・ 117は Ic層 に起因すると考えられる黒褐色上の単層である。 P l14も P105ら と同様暗

褐色土主体であるが、Ⅱb①層が粒状で含まれる 1層 と塊状でふくまれる2層に分層される。外周の

柱穴は間隔の多少の差がみられるものの、約 lmで配置されているが、P101と P l17の 間隔が170cm

と広くなっている。これらの柱穴には隣接する柱穴もみられ、出入り口の可能性が考えられる。この

第13表  司号住居状遺構柱穴一覧

遺構名 グ リ ツ ド 長×短(cm) 絆
くｃｍ，

底面標高
(m)

埋 土 検出面 備 考

P101 4Hf 19× 16 235 31750
黒褐色土 炭化物粒 1%
単層

Ⅱb①

P102 4Hf [35]× 24 31637
黒褐色土 地山粒・炭化物粒
1% 単層

Ⅱb①

P103 Ｏ

ＩＫ

Ｇ

Ｈ

４

４
22× 21 31744 黒褐色土 地山塊 5% 単層 Ⅱb①

P104 4Hk 30× 25 31594 黒褐色土 地山粒 1% 単層 Ⅱb①

P105
4Gt
4Hp 36× 22 156 31571 暗褐色土 単層 Ⅱb①

P106 4Gy 21× 20 31244 にぶい黄褐色土 単層 Ⅱ b①

P107
Ｘ

「α

Ｇ

Ｇ

４

５ 24× 22 31077 にぶい責褐色土 単層 Ⅱb①

P108 4Gw 38× 34
黒褐色土 地山粒 炭化物粒
1% 単層

Ⅱb①

P109 4Gq 26× 23 258 31299 暗褐色土 地山粒 1% 単層 Ⅱ b①

P l10 4Gl・ q 26× 22 31454 黒褐色土 地山塊 5% 単層 Ⅱ b①

P lll 4Gh・ m 42× 12 202 31515 黒褐色土 地山粒・炭化物泣
1% 単層

Ⅱ b①

P l12 4Gg 36× 23 31490
黒褐色土 地山小塊 5%
単層

Ⅱb①

P l13 4Gh・ m 32× 22 135 31634
黒褐色土 地山小塊 2～ 3%
単層

亘 b①

P l14 4Gc・ h 26× 25 225 31518 第00図参照 Ⅱb①

P l15 4Gc・ d 28× 18 31678
暗褐色土 下部には地山刀
塊30%

Ⅱ b①

P l16 4Gd 15× 24 122 31778 黒褐色土 地山塊 5% 単層 Ⅱ b①

P l17 4Gd 22× 32 123 31781 黒褐色土 単層 Ⅱ b①

]は残存値を表す
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第136図 縄文時代・弥生時代の遺橋 (2)

第14表 桂穴一覧 (縄文・弥生)

遺構名 グリッド 長×短 (ёm) 終
⑪

底面標高
(m)

埋 土 検出面 備考

P201 3Hp 32× 28 394 31.129 黒褐色土 単層 Ⅱ a

P202 3Hw 47× 38 25お 32餌9 黒褐色土 単層 Ⅱ a

P203 4Fm 22× 20 15.6 317鶴 黒褐色土 単層 Ⅱ a
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

箇所を出入 り口と仮定すると、主軸方向はN17° Wで、規模は452× 4.27mで ある。

[出土遺物]な し。

[時期]遺物が伴わないため、詳細な時期は不明であるが、本区域から出土する遺物が縄文時代中期

と弥生時代後期の土器を中心としていることから考えると、本遺構 もどちらかの時期に属する可能性

が考えられるが、前者の居住域が確認できないことから判断すると、弥生時代後期に属する可能性が

高いと考えられる。

(4)集石遺構

1号集石遺構 (第 137図 、写真図版 7・ 8)

[位置と形態]上部平坦面の南側、4E～ 4Fグ リッドに位置する。当該期の遺構 との重複はないが、

平面分布上は旧石器ブロック 1と 重複 している。北西側は調査区外に広がっている。 Ic②層上面で

10cm～ 40cm前 後の礫が密集 して弧状を呈 して検出され、 1号集石遺構 とした。礫 どうしの間には I

c②層に起因する炭化物粒を含む黒掲色上で充填されている。規則的な配置を持つ礫群は確認できな

かった。確認できた規模は長辺で約8.2m、 短辺で約30mで ある。集石を構成する礫には磨石や台石

などの礫塊石器を転用 したものが多数含まれている。

集石の長辺と長辺に直交する短辺に トレンチを設定し、掘削を行ったところ、4Edeijグ リッ

ド付近で集石を構成する堆積土直下で浅い土坑を確認 し、本遺構に伴う土坑 としてP■ 1と した。平

面形は隅丸長方形状を呈 し、主軸方向はN24° E、 規模は開口部で (1.80)× 1.1lm、 深さは22.Ocmで

ある。埋土は炭化物粒を2～ 30/O含む黒褐色上の単層である。底面は概ね平坦で、長辺北側隅に小ピッ

ト (Pit 2)を 伴っている。

[出土遺物](第 138。 140・ 141図 、写真図版46・ 52～ 55)

出土 した遺物は土器小コンテナ1/10箱、楔形石器 1点 (黒曜石 )、 剥片 8点 (頁岩 4点、珪質頁岩 2点、

チャー ト・鶏瑞各 1点 )、 砕片 6点 (頁岩 4点、珪質頁岩・凝灰岩各 1点 )、 石核 3点 (馬璃 2点、頁

岩 1点 )、 原石 2点 (頁岩・チヤー ト各 1点 )、 磨石16点 (安 山岩13点、斑レイ岩・閃緑岩・不明各 1

点)、 凹石 3点 (安 山岩)、 敲石 5点 (安 山岩 )、 台石 4点 (安 山岩)である。土器はPit lの埋土から

出土 したものであり、礫塊石器の多 くは集石を構成する礫に転用されたものである。

3004はPit lの埋土から出土 した胴部片である。施文は撚糸のみである。薄手で、赤掲色を呈する

など、3001に類似 した資料である。

3040は黒曜石製の楔形石器である。下端と右側縁の縁辺部は稜線のツブレが他の縁辺よりも著 しい。

3054～ 3066・ 3068～ 3076は集石を構成する礫に転用された石器である。3058は楕円形基調の礫を

利用 したもので、長辺の一側縁に細長い磨面が観察される。縄文時代前期に見られる特殊磨石に使用

される部位が類似 している。5206・ 5192・ 5206は安山岩製、5238は斑レイ岩製の磨石である。5206は

小形の円形の礫を利用 したもので、使用面は 1面である。5192・ 5233は扁平で一端がやや尖った礫を

利用 したもので、使用面は5192が 1面、5233が 2面である。5191は不整形の礫を利用 したもので、使

用面は2面である。3068・ 3069は 円形基調の礫を利用 した安山岩製の凹石である。3068は片面の中央

部に敲打による凹部が形成されている。3069は片面の中央部に敲打による凹部が形成されるととも

に、長辺の一端を敲打に使用 しており、衝撃による剥離痕が観察される。3071・ 3072は安山岩製の敲

石で、3071は素材礫の両端を、3072は素材礫の尖った一端を使用 している。3074は安山岩製の台石で

ある。大形の扁平な礫を利用 している。中央部やや上方に敲打による凹部が形成されている。また、

裏面の縁辺部に近い場所に2箇所、敲打によると考えられる凹部が形成されているが、裏面は表面と
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

比較すると使用された痕跡はみられず、整形に係わる作業の痕跡 と考えられる。表面はほぼ全面使用

されているが、手前側がより平滑で使用頻度が高いものと考えられる。

[時期]出土遺物が少ないため断定はできないが、弥生時代後期に属する可能性が高い。

(5)柱   穴 (第 136図 )

当該期の柱穴を3個検出した。規則的な配置にならず、柱穴 として報告する。 l号竪穴住居 と1号

住居状遺構の間に2個、 1号集石遺構の東側に 1個である。詳細は第14表 を参照 して頂きたい。

[出土遺物]な し。

[時期]遺物が伴わないため、詳細な時期は不明である。

(6)遺構外 出土遺物

縄文土器・弥生土器 (第 138・ 139図、写真図版46・ 47)

本調査区は遺構が検出された区域である上部平坦面、北上川に面 した斜面部である東斜面部、 5A
～ 5C・ 6A・ 6Bグ リッドに位置する南斜面部の 3つ の区域に分けられ (第 7図 )、 区域によって

時期が異なる傾向が見られるため、区域毎に記述する。ただし、全体的に破片資料が多 く、縄文のみ

施文されるものが多いため、詳細な時期を特定できる資料は少ない。

<上部平坦面出土資料 (3005～ 3023)>

本区域から出上 した資料は 1号竪穴住居の北側を破壊 している根10及 び隣接する根11か ら出上 した

ものが多いが、本来は Ic①層に帰属するものと考えられる。前述のとおり、断片的な資料が多 く、

全体の詳細な様相は不明と言わざるをえないが、傾向としては、平縁 もしくは波状縁の深鉢が主体

を占めていると考えられる。外面の文様に縄文以外の文様が観察されるものは3005・ 3010～ 3012・

3015。 3016の ように隆線を用いるものと3009の ように沈線を用いるものがある。縄文は単節が主流で

あるが、無節も少量見られる。文様の特徴から3005'3010。 3011・ 3015は大木 7b～ 8a式、3012・

3016は大木 9式に比定される。3007・ 3008は縄文のみの資料であるが、全体的に厚手で、前期に属す

る可能性がある。

3020～ 3023は 弥生土器である。3020～ 3022は撚糸文が施文されている。全体的に薄手で、内面の

色調が赤掲色を呈するなど異なる特徴が見られる。器形全体の様相を判断できる資料がないため、詳

細な時期は不明であるが、3001と 特徴は類似しているため、弥生時代後期に属するものと考えられる。

3023は無節の縄文が帯状に施文されている。弥生時代後期に属する可能性が高い。

<東斜面出土資料 (3024～ 3030)>

本区域の資料は根107と 根108の 間 (7Fグ リッド内)において浅く窪んだ場所に Ic②層が斜面下

部に露出している礫層の一部を巻き込んで埋没した上面で、散在 して出土している。すべて断片的な

資料であるため、器形全体の様相は不明であるが、日縁部が残存する資料を概観すると、平縁と波状

縁の両方が見られる。外面の文様は3024の ように、地文に単節の縄文を用い、沈線で施文しているも

のが多い。文様の特徴や器形などの特徴から3024は後期前葉、3029は 後期後葉～晩期前葉に属すると

考えられる。また、3025～ 3028の 資料についても後期に属する可能性が高い。

3030は貝殻による条痕文が施文される資料で、日縁部は平縁である。早期後葉に属する。

<南斜面出土資料 (3031～ 3036)>

5BCグ リッドの Ic層 出土資料が中心である。断片的な資料のみで、口縁部が残存するものは

3035。 3036の 2点である。3032～ 3034は胎上に繊維を含む一群である。外面の文様は縄文のみであ
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2 縄文時代・弥生時代

るため、詳細な時期は特定できないが、前期に属すると考えられる。3031と 8035も 外面の文様は縄文

を主体 とする。断片的な資料であるため、詳細な時期は不明である。

土製品 (第 139図、カラー写真図版 4)

3037は扁平な円盤状の紡錘車である。先の尖った工具と先の平 らな工具の少なくとも2種類以上の

工具で表面には風車状の文様を、裏面には中心から放射状に樹木状の文様を施 している。また、側面

にも山形の文様は全周に施されている。

石器・石製品 (第 142図、写真図版55。 56)

<上部平坦面出土資料>

遺物の出土する状況は土器 と同じである。出土 した遺物は石鏃 3点 (頁岩 )、 RF6点 (頁岩 5点、

珪質頁岩 1点 )、 UF3点 (頁岩・珪質頁岩・馬璃各 1点 )、 剥片43点 (頁岩28点、珪質頁岩 3点、ホ

ルンフェルス 2点、凝灰岩 1点、馬璃 6点、黒曜石 3点 )、 砕片 7点 (頁岩 5点、珪質頁岩・凝灰岩

各 1点 )、 石核 2点 (頁岩・珪質頁岩各 1点 )、 磨石 4点 (安山岩 8点、頁岩 1点 )、 不明石製品 1点 (不

明)で、そのうち石鏃 3点、RFl点 、UFl点 、不明石製品 1点を図化、RF2点 、剥片 3点、磨

石 1点 を写真掲載、石核 2点を表掲載とした。

石鏃 (3078～ 3080)3078は 凹基無茎鏃である。一部に素材剥片の剥離面が残存するが、全体的に両

面とも入念に二次加工が施されている。3079は小振 りな凸基有茎鏃で、二次加工は周縁のみに限定さ

れ、裏面は素材剥片が広範囲に残置 している。3080は先端部のみの資料である。両面とも入念に二次

加工が施されている。正面の一部に被熱によるとみられるハジケが観察される。

RF(3081)横 長剥片の端部主要剥離面側に平坦な二次加工が連続的に施されている。また、打面

側はバルブを除去するように両面から二次加工が施されている。

UF(3084)打 面に最大幅を持つ横長剥片で、両側縁に刃こばれ状の微細剥離痕が観察される。

不明石製品 (3100)棒状の礫の一端の一部に両面から剥離調整を施 している。両面とも全体的に平

滑で、長辺に対 して斜方向の線条痕が観察される。用途等の詳細は不明である。

<東斜面出土資料>

遺物の出土する状況は土器 と同じである。出上 した遺物は石鏃 1点 (頁岩 )、 楔形石器 1点 (頁岩)、

剥片 9点 (頁岩 6点、チャー ト1点、馬璃 1点、黒曜石 1点)で、そのうち石鏃 と楔形石器を図化、

黒曜石製の剥片 1点 を石材に注 目して写真掲載とした。

石鏃 (3091)凸 基有茎鏃である。器幅に対 して器長が長 く、大振 りのものである。二次加工は素材

剥片の縁辺部に限定され、背面には素材剥片が広範囲に残存 している。

楔形石器 (3092)対 向する三辺に微細な剥離痕が観察されるものである。素材形状は広範囲に広が

る節理によってタテ割れをおこしているため判別できない。被熱によるハジケがみられる。

<南斜面出土資料>

遺物の出土する状況は土器 と同じである。出土 した遺物は石鏃 1点 (頁岩 )、 石匙 1点 (頁岩)、 掻

器 1点 (頁岩)、 RFl点 (頁岩)、 UF2点 (頁岩)、 剥片15点 (頁岩10点、珪質頁岩・凝灰岩各 2点、

馬瑞 1点 )、 砕片 1点 (珪質頁岩)、 石核 1点 (頁岩 )、 台石 1点 (安山岩)で、そのうち石鏃、石匙、

掻器を図化 し、RFと 台石を写真掲載、石核を表掲載とした。

石鏃 (3077)凹 基無茎鏃である。一部に素材剥片の剥離面が残存するが、全体的に両面 とも入念に

二次加工が施されている。

石匙 (3094)縦形の石匙である。素材剥片を正位に使用 し、バルブを除去 しつつ、両面からの二次

加工によってつまみ部を作出している。刃部を作出する調整は素材剥片の背面側に限定され、断面形
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

第15表 上部平坦面出土石器組成表 (1)

点数
頁岩 珪質頁岩

ホルン

フェルス
凝灰岩 馬璃 黒曜石 安山岩 不明

%

石鏃
3 3 0 0 0 0

43

RF
5 1 0 0

UF
1 1 0 0 1 0 0

剥 片
2 ユ 0 0

623

砕 片
7 5 1 0 1 0 0

石核
1 1 0 0 0 0 0

磨石
1 0 0 0 0 0 3 0

不明
石製品

1 0 0 0 0 0 0 0 1

14

合計
7 2 2 7 3 3 1

1000 638

第16表 上部平坦面出土石器組成表 (2)

重量 g
頁岩 珪質頁岩

ホルン

フェルス
凝灰岩 馬璃 黒曜石 安山岩 不 明

%

石鏃

RF

UF

剥 片
6971 4729 271

254 ■7

砕片
■4 11

石核
1004 527 477

■7

磨 石
18257 7634 10623

279

不明
石製品

合計
27407 271 735 10623

1000 08
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第17表 東斜面出土石器組成表 (1)

点数
買岩 チャー ト 瑶 珀 黒曜石

%

石 鏃
1 1 0 0

楔形石器
1 1 0 0

剥片
9 6 1 1 1

545

合計
8 1 1 1

727

3 奈良時代・平安時代

は三角形状を呈する。

掻器 (3095)背 面のほぼ全面に原礫面が残置されてお り、剥片剥離工程初期段階の剥片素材である

ことがわかる。素材剥片端部を切断し、細かな調整を施 して刃部としている。

<排土一括資料>

排土一括資料としてUFl点 、剥片 1点 (鳩璃)があり、UFを写真掲載とした。

3 奈良時代・平安時代

(1)概   要

当該期の遺構は土坑 1基、溝 1条、柱穴1個、遺物は奈良時代・平安時代の土師器、須恵器、剥片・

第18表 東斜面出土石器組成表 (2)

重量 g
頁岩 チ ャー ト 馬 瑞 黒曜石

%

石鏃
49

楔形石器

剥 片
350

740 123

合 計
389

822 123

第19表 南斜面出土石器組成表 (1)

点数
買岩

質
岩

珪
頁

凝灰岩 鶏珀 安山岩
%

石鏃
1 1 0 0 0

石匙
1 1 0 0 0

方
■

掻 器
1 1 0 0 0 0

RF
1 l 0 0 0

UF
2 2 0 0 0 0

剥片
2 2 1 0

625 417

砕片
1 0 1 0 0

石核
1 1 0

台石
1 0 1

合計
17 l 1

第20表 南斜面出土石器組成表 (2)

重量 g
頁岩

質
岩

珪
買 凝灰岩 馬瑞 安山岩

%

石 鏃

石匙

掻 器

RF

UF

剥片
152

砕片
00

00

石核

台石
31830 00 31830

合計
35771 3648 152 31830
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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3 奈良時代・平安時代

砥石などの石器、鉄製品である。遺構は上部平坦面の周縁と斜面部上部で検出され、縄文時代～弥生

時代の遺構が検出される上部平坦面中央部は空白域である。遺物は遺構内の他、 1～ 31」 グリッド

の風倒木内や 5。 6BCグ リッドの風倒木内からの出土が多い。以下、遺構。遺物について記述する。

(2)土   坑

1号土坑 (第 143図 、写真図版 8・ 9)

[位置と形態]東斜面上部の5Gtグ リッド周辺に位置する。検出面はIb①層上面で、にぶい黄褐

色の楕円形プランとして確認した。重複する遺構はないが、斜面部に位置するため、斜面下方の一部

が崩壊している。平面形は北東隅が突出する隅丸長方形状を呈する。

平面規模は開口部で1.85× (1.38)mで 、主軸方向はN31° Eである。検出面からの深さは最大で89

cmで、斜面上方の北西壁は底面から直立気味に立ち上がる。底面は概ね平坦である。

埋土は工b①層に起因すると考えられるにぶい責掲色土主体で、自然堆積と考えられる。壁面付近

や底面直上にはⅡb②層に起因する責褐色土や正a層 に起因する掲色上の堆積がみられ、壁の崩落土

と判断した。

[出土遺物](第 144図 、写真図版48)

3101・ 3102は土師器である。3101は ロクロ成形の郭で、内面に黒色処理が施される。口縁端部は外

反気味に立ち上がる。口縁部の断片的な資料である。3102は甕の底部資料である。内外面ともヘラナ

デのみ認められるが、器面の摩減が激しいため、不明瞭である。

[時期]断片的な資料しか出土していないため、詳細な時期は不明であるが、埋土から出土した土師

器イから判断すると、10世紀以前の可能性が高い。

(3)溝   跡

1号溝 (第 143図 、写真図版 9)

[位置と形態]上部平坦面と南斜面の境界、5Da～ uラ インに位置し、北西側は調査区外に延びて

いる。検出面はⅡb②層上面で、黒褐色のプランとして検出した。直接重複する遺構はないが、旧石

器ブロック1の南西端を壊している。

調査区内で確認できた長さは3.98m、 上幅は最大で59cmである。検出面からの深さは最大で30cmで、

横断面は皿状を呈している。底面に工具痕のような凹凸はみられず、斜面下方である南東へ傾斜して

ヤヽる。

堆積土は Ib層 に起因すると考えられる黒褐色土主体で、底面付近の壁際には三角形状に工層を塊

状に巻き込んだ黒褐色上が確認できる。自然堆積 と考えられる。

本遺構は地形の変化点に構築されており、区画溝の可能性が高い。

[出土遺物](第 144。 147図 、写真図版48・ 56)

3103・ 3104・ 3105は土師器である。3103は体部の断片的な資料で鉢 と考えられる。内面は黒色処理が

施される。外面下部には横方向のヘラケズリが観察される。3104は 内外面とも回転ナデのみの郭であ

る。底部外面は切 り離 し後、無調整である。3105は高台付郭で、内面に黒色処理が施される。

3148は安山岩製の砥石である。片面の広い範囲に使用面が観察される。

[時期]ロ クロを使用 していない3103が底面直上から出土 していることから判断すると、奈良時代に

属する可能性が高い。
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

(4)柱   穴 (第 143図 )

当該期に属すると考えられる柱穴を 1個検出した。上部平坦面の北端の柱穴が密集する場所に位置

する。埋土から須恵器が出上 したため、当該期に含めた。詳細は第21表を参照 して頂 きたい。

第21表 柱穴一覧 (古代)

1号土坑

⊥
斗

30160■ュ  A

1号土坑 A― A´

1 101/R4海 にぶい黄褐 粘性 しまり中 φ l～ 2 cmの 礫 1%含 む

2 10YR4れ褐 粘性中、しまりやや有 壁際にブロックで見 られる

3 10Y郎 お黄褐 粘性やや有、 しまりやや無 部分的に 1層 をしみ状に含む

4 10YR4/3に ぶい黄褐 粘性やや有、 しまり中 黄褐色土粒 1%含 む

5 10Y郎 /6黄 褐 粘性やや有、 しまりやや無

29900m  A A´

P21

粋上D止
A        A´

コ 0       (1150)      2m

第143図 古代の遺構

遺構名 グリット 長 ×短 (cm) 癬
ぐｃｍ＞

底面標高
(m)

埋 土 検出面 備考

P21 2Jo 62× 43 34.301

(掘 り方)暗褐色土 地山粒
(φ 5～ 8 mm)1%包含
(柱痕)黒褐色土

Ib 掘 り方埋土 より須恵器片出
土

カクランラ民ヌヽ`とノ諏【
7~

0      (1:60)      2m
|

l号湾 A― A
l 10YR3/2黒 褐 上部は植物の影響 を大きく受ける

2 10YR3/2黒 褐 掲色土塊20%含む
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3 奈良時代・平安時代
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＼   /
3115

0     (1:3)     10cm

第144図 古代の遺物 (1)
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3131

0    (1:0     10m

第145図 古代の遺物 (2)

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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3 奈良時代・平安時代

3135

子
/

k△ぬく
3138

｀ヽ電=二==二=」
陸璽蟹壽霧騒露癬霧銹

ノ

3142

O     Q:9     10cm
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第146図 古代の遺物 (3)



添

ヽ
―サ
彦

―

ト

ヤ

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

0           (1:4)           10cm

第147図 古代の遺物 (4)

[出土遺物]埋土から須恵器片が出土 しているが、小破片であるため掲載 していない。

[時期]出土遺物が少ないため、断定はで きないが、平安時代に属する可能性が高い。

(5)遺構外出土遺物

土師器 (第 144～ 146図 、写真図版47～ 49)

当該期の遺物は主に当初竪穴住居 と考えていた5BCグ リッド内の風倒木 と調査区北端に位置する

1～ 31」 グリッド内の根 1・ 根 2、 風倒木から出上 しているものが多い。前者は南斜面の中程に位

置 し、倒木によって盛 り上がった「地山」と呼ばれる褐色砂質シル ト層の周辺に堆積 していた Ib層

から出上 している。器形が復元可能な個体が多 く、周辺からはブロック状の焼土 も見つかってお り、

人為的な廃棄の可能性 も考えられる。後者は上部平坦面の最 も高い位置に相当し、植物の根を取 り除

く際に出土 した資料が多 く、断片的なものが多い。

3106～ 3114は非ロクロ成形の杯である。3107は九底風の平底で、そのほかの底部が残存する資料

は平底である。内面のみ黒色処理を施す ものと内外面ともに黒色処理を施す ものの両方がみられる。

3108・ 3109は 口径に対 して器高があ り、婉状を呈する。最終的な器面の調整はミガキ調整である。

3114は 口縁部の断片的な資料であるが、3108と 同様の資料の可能性が高い。

3115は非ロクロ成形の鉢である。内面にミガキ調整の後に黒色処理が施される。

3116～ 3124・ 3126～ 3129。 3136・ 3137は非ロクロ成形の甕である。口縁部がほぼ垂直に立ち上が

るもの (3116。 3118)や外側に開 くもの (3117)力 Sあ る。体部外面の調整はタテ方向のヘラケズリ、
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4 中世以降

体部内面の調整はヨコ方向のヘラナデもしくはハケメを施す ものが多い。3124は小甕である。体部外

面はタテ方向のナデ、体部外面はヨコ方向のハケメ調整の後、口縁部にヨコナデを施す。

3125は甑である。全体的に器面の摩滅が著 しいが、調整は甕と同様である。

3130～ 3134は ロクロ成形の郭 もしくは高台付郭である。3130・ 3131は 必、3132・ 3133は高台付杯

である。基本的に内面に黒色処理が施されている。3130は器面が摩滅 しているため、黒色処理の有無

は判断できない。

3135・ 3138は ロクロ成形の甕である。3135は 口縁部、3138は顎部の断片的な資料である。

須恵器 (第 146図、写真図版48。 49)

出土地点は土師器と同様であるが、調査区北

端に位置する 1～ 31」 グリッド内の根 1・ 根

2、 風倒木から出上 しているものが多い傾向が

みられる。全体像が復元できた資料は3119の 1

点のみで、断片的な資料が多い。3139～ 3142

イよう下、 3143・ 31441ま 望霊、 8145'3146は亘三、 3147

は奏もしくは壷 と考えられる資料である。

金属製品 (第 147図、写真図版56)

古代の遺物がまとまって出土 した 5BCグ
リッド内の風倒木から鉄製品が 1点出土 してい

る。3149は両端が尖ってお り、合釘の可能性が

高い。断面形は台形状を呈する。

4中 世 以 降

(1)概 要

2号溝

31900rn  A         A

ヽ

2号溝 A― A
l 10YR35/3に ぶい黄褐～暗掲 粘性無、

かたくしまっている 褐色土粒2%含む

当該期の遺構は溝 1条 と柱穴12イ回、遺物は陶

器、磁器、砥石、鉄製品である。遺構は上部平

坦面の周縁 と北端で検出され、古代 と同様に、

上部平坦面中央部は空白域である。遺物は南斜

面に設定 した トレンチ内 (BT7)か らの出土

が中心である。調査を行う以前には調査区の南

側に古くからある民家があり、関連性が想定さ

れる。以下、遺構・遺物について記述する。

(2)溝 跡

2号溝 (第 148図 、写真図版10)

[位置と形態]上部平坦面 と東斜面との境界、

4F～ 4Hの南東側に位置する。検出面は工a

層上面で、黒褐色のプランとして検出した。重

複する遺構はないが、4Gグ リッドの北東側で

北東側と南西側に分断されている。

31600m B     B´

ー

2号溝 B― B
l 10YR2カ 黒褐 粘性無、しまり中

掲色土粒 2%含む

0       (1:60)       2m

第148図  中世以降の遺構 (1)
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第22表 柱穴一覧 (中世以降)

労餓 |
34600Hュ  A         A′

〆

34700m B              B′

…
34300m C           C´

0        (1:50)        2m

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

遺構名 グリッド 長 ×短 (cm) 癬
ぐｃｍｊ

底面標高
(m)

埋 土 検出面 備考

P01 2Jd・ e 34× 285 34340 暗褐色土 地山粒 (φ 5～ 8
mln)5%包 含 単層

Ib

P02 2」 d・ i 17_5× 145 34338 黒褐色土とにぶい責褐色粘質
上の混合 単層

Ib

P03 2」 ej 17× 16 34484 暗褐色土 地山粒 (φ 5～ 8
mln)5%包 含 単層

Ib

P04
Ｊ

Ｋ

２

２ 84× 56 34415

(掘 り方)暗褐色土 地山粒
(φ 5mm)1%包含 Ib

(柱痕)黒褐色土

P05
2」 h・ i

n
245× 24 34257

黒褐色土とにぶい黄褐色粘質
上の混合 単層

Ib

P06 2」 i 40× 26 34306 黒褐色土 単層 Ib

P07 2」 m・ R 63× 45 249
(掘 り方)暗褐色土 地山粒
(φ 5～ 8mm)1%包含 Ib

(柱痕)黒褐色土

P08 2」 q 22× 20 33.984
黒褐色土 地山粒 (φ l～ 3
mln)1%包 含 単層

Ib

P09 3Ja・ B 29× 195 黒褐色土 地山粒 (φ l～ 3
mln)1%包 含 単層

Ib 埋土下位より鉄製品出土

P10 21m 27× 18 125 33339 黒褐色土 地山粒 (φ l～ 3
mln)10%包 含 単層

Ib

P ll 21s 21× 18 33346 黒褐色土 地山粒 (φ l～ 3
mn)10%包 含 単層

Ib

P12 llw 25× 23 33436 黒褐色土 地山粒 (φ l～ 3
mln)1%包 含 単層

Ib

◎
Ｐ95

潔
P2

98

``夕

)P9

第149図  中世以降の遺構 (2)
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0         (1:4)         211cln
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第150図 中世以降の遺物 (1)
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

調査 区内で確認で きた長 さは1028m、 上幅は最大で39cmで ある。検 出面か らの深 さは最大で も7

cmと 浅 く、残存状態が悪い。そのため、分断されて検出されたと思われる。

堆積土は Ia②層に起因すると考えられる黒掲色土を主体 とするが、北東側ではにぶい黄褐色～暗

褐色土である。層厚がなく、人為堆積か自然堆積かの判断はできない。

本遺構は地形の変化点に構築されており、区画溝の可能性が高い。

[出土遺物]南西側底面から縄文時代の剥片石器が出土 している。

[時期]時期の特定できる遺物が伴わないため、不明である。

(3)柱   穴 (第 149図 )

遺構構築面が特定できず、時期の特定できる遺物 も伴わないため、帰属する時期の特定できなかっ

た柱穴が上部平坦面で12個検出された。上部平坦面の北端に密集して分布 している。すべての柱穴の

検出面は Ib層上面で、黒褐色もしくは暗褐色の円形・楕円形のプランとして確認した。各柱穴とも

重複関係にある遺構はない。平面形はいずれも円形もしくは楕円形を呈する。

P4と P7に は掘 り方を伴っている。 P9の埋土から不明鉄製品が 1点出土 している。柱穴に規則

性はみられず、性格は不明である。規模・埋上については第22表 を参照 して頂 きたい。

(4)遺構外出土遺物

陶器 (第 150図 、カラー写真図版 4・ 写真図版50。 51)

3201,3202は 瀬戸・美濃産の灰釉丸皿である。3203は嬉野産の蛇ノロ釉剥の皿である。内面には嬉

野産特有の銅緑釉が施されている。3204は壷である。青色の釉薬が施されている。3205は大形の素焼

きの鉢である。全体的にロクロの痕跡が明瞭に観察され、体部下半にはケズリ調整が施される。3206

は内外面に鉄釉が施された悟鉢の口縁部の断片的な資料である。在地のものと考えられる。

磁器 (第 150図 、カラー写真図版 4・ 写真図版50・ 51)

3207は波佐見産の平皿である。内面には簡略化された菊唐草文が施文されている。3208は切込産の

九碗である。体部上半以上が欠損 してお り、文様ははっきりしないが、ln~蝠文が施文されている可能

性が高い。3209～ 3211は瀬戸・美濃産の端反碗である。法量や文様は共通 してお り、揃え物の可能

性が高い。3212は徳利である。近代以降のもので製作地は不明である。

石器 (第 151図 、写真図版57)

3213・ 3214は砥石である。3213は表裏 。上下面の4面を、3214は表裏面を使用面としている。3213

は仕上砥、3214は 中砥である。

肇 3劉 3

∩

Ｕ

Ｍ

の

0          (112)         10cmo     (1:3)     10cm

ュfヽャ|´ぢ

卒ン名
f■///// ィ

せ註堪

第151図 中世以降の遺物 (2
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第23表 石器観察表 (旧石器 )

No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分 踏軸
器長
(cm) 釉くｃｍ＞

器厚
(cm)

1 石核 4Ev Ⅱ 頁岩 1 b② 642 610 298

2 剥片 4Ev I 珪質頁岩2 a

3 石核 4Ev Ⅱ 珪質買岩9 ガ
■ 298

4 剥片 4Ev I 頁岩 1 e③ (469) (548) (■91)

5 石核 4Ev Ⅱ 頁岩2 a①

6 石核 4Ev I 頁岩3 C⑤ 355

7 剥片 4Ew Ⅱ 頁岩 1 C① 298

8 剥 片 4Ew Ie直 頁岩 1 b① 495 152

9 剥片 4Ew Ⅱ 頁岩 2 a 279 610

剥片 4Ex I 凝灰岩 5 275 366

剥片 4Es Ic② 外 買岩 4 279 073

剥片 4Ex Ic② 頁岩 4

UF 4Eg Ⅱ 珪質買岩5 963

剥片 4El Ⅱ 珪質頁岩 8 396

剥片 4El Ⅱ 頁岩 4 072

石 核 4El 頁岩3 d⑥ 320 286

狭入石器 4Em Ⅱ 頁岩2 a⑤ (243) (468) (123)

原石 4Em エ 頁岩 1780 1170

剥 片 4El Ⅱ 頁岩 3 b① 254

UF 4Ek 頁岩 3 b (193) (236) (049)

石核 4Ek Ⅱ 頁岩 4 g① 3 487 321

剥 片 4Ek Ⅱ 頁岩 3 d④

石核 4Ek Ⅱ 珪質頁岩 4 304

剥片 5Ea Ⅱ 頁岩5 a 215

剥 片 5Ea Ⅱ 頁岩 4 e (336) (309) (146)

剥片 5Ea Ⅱ 珪質頁岩 1 a 287

石核 5Ea Ⅱ 珪質頁岩5 255

剥片 5Ea I 珪質買岩 1 a (215) (269) (095)

剥片 5Ea エ 馬珀 3 (371) (336) (151)

剥 片 5Ea I 頁岩 3 a① (401) (352) (201)

UF 5Ea Ⅱ 頁岩 4 b 290 075

剥片 5Ea I 頁岩2 C①

石核 5Di Ic②～Ⅱ 頁岩 3 d 972

石刃 5Ea I 頁岩 4 b⑦ (593) 242

剥片 5Ef I 頁岩3 d 736 357

石核 5Ef エ 頁岩 1 C③

石核 5Ef 頁岩 4 b⑦ (360) (495) (499)

(剥片 ) 5Ef エ 頁岩 4 b⑤

剥片 5Ef 頁岩 2 a④ 463

礫 5Ef Ⅱ 不 明

剥片 5Ef 馬璃 2 503

剥片 5Ef 買岩 1 d① (434) (363)

石核 5Ef Ⅱ 買岩 4 a① 558 312

袂入石器 5Ef Ⅱ 頁岩2 a 680 (293) (180)

剥片 5Ef I 買岩3 C 249 216 045

(剥片 ) 5Ef Ⅱ 頁岩 4 b⑤

剥 片 5Ef I 頁岩 2 a② (405) (575) (236)

剥片 5Eg Ⅱ 頁岩 1 d① (379) 429 (082)

剥片 5Ef I 頁岩3 d

剥片 5Ef I 頁岩 3 a (266) (336) (137)

剥片 5Ef エ 頁岩 1 d② 406

剥片 5Ef I 凝灰岩5 273
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羮
り

剥離角
(° )

立

口
、
１
ノ

刃
Ｔ 分類 X座標 Y座標 Z座標 雌

向
備考 酬

恥
雲
ｈ

6546 -5530 30575 十 剥片素材

I 6435 -5404 30563

6376 + 剥片素材

272 Ⅳ -5405 +

-5325 30520 剥片素材

6240 ‐5372 30522 剥片素材

Ⅳ -5686 30577

I 7166 ‐5530 30639

224 Ⅳ -5969 30760 十

Ⅳ 8826 -5952

Ⅳ 30975

Ⅲ -5403 30775 十

石刃

Ⅳ 6272 ‐7910

Ⅳ

6772 剥片素材

129 -7940 +

26900 7134 30880 *

Ⅳ 6236 ‐7389

-7332 30822 十 剥片素材

Ⅳ 5837 -7314 30830

5932 -7150 十 剥片素材

Ⅳ ‐4590 30427

Ⅳ 5434 -4550 30366

Ⅳ 5507 ‐4482 30377

5625 30361

Ⅳ 5345 -4451

140 Ⅳ 5279 ‐4415 30405 +

Ⅳ -4333 30360

5279 剥片Ⅲ類

235 I -4270 十

5425 端部欠損

340 I 5285 30348 十

5236 ‐3934 30348 剥片素材、No2344と 同時割れ

-3832 節理割れ

5379 ‐3769 30257 No257と 節理割れ

325 Ⅳ 5370 -3808 30290

5547 30257 *

337 Ⅳ ‐3670 30252 *

Ⅳ 5619 -3891 30286

518 5656 30297 剥片素材

5786 ‐3866 30267 刃部の一部と対応する縁辺に光沢

Ⅳ 5976 ‐3993 30412

733 5955 十 No257と 衛理里害」れ (訊 )

Ⅳ 5955 ‐3855 30296

Ⅳ -3787 30312

227 Ⅳ 5705 -3665 十

Ⅳ 5570 ‐3627 30223

Ⅳ 5494 -3506 30263

I -3470

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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hlo 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細分
接合
資料No 線そｃｍ，

器幅
(cm)

器厚
(cm)

石核 5Ef H 頁岩 2 b③ 329

剥片 5Ef Ⅱ 頁岩 4 b④ 228

掻 器 5Ef Ⅱ 頁岩 1 374

剥片 5Ef Ⅱ 買岩 4 a① 230 084

石核 4Dv Ⅱ 頁岩 4 e① (367) (597) (462)

剥片 4Dx Ⅱ 買岩 1 b② (246) (356) (115)

台形石器 4Dx Ⅱ 貢岩 2 206

剥片 4Dx エ 買岩 2 (340) (287) (131)

剥片 4Dx Ⅱ チャー ト (393) (731) (306)

石核 4Dx Ⅱ 頁岩 3 d

UF 4Ds Ⅱ 頁岩 3 d 212 200 069

剥 片 4Ds Ⅱ 頁岩 3 C⑤ 283 269 ハ
）

剥片 4Dx Ⅱ 頁岩 2 C③ 049

剥 片 4Dx Ⅱ 買岩 3 d① (227) (205) (075)

剥 片 4Dx Ⅱ 頁岩 6 (810) (569) (303)

剥 片 4Dy Ⅱ 頁岩 ユ b① 088

砕片 4Dt Ⅱ 頁岩 ユ e③

礫 4Dt Ⅱ 不 明

RF 4Dy Ⅱ 1 頁岩 3 d⑤ 087

剥片 4Dy Ⅱe直 1 頁岩 6 a① 5 (190) (160) (058)

UF 4Dy Ⅱ 1 頁岩 3 a② (248) (690)

剥 片 4Dy Ⅱ l 頁岩 3 d (542)

剥 片 4Dy Ⅱ 1 珪質頁岩 2 a (626) (234) (221)

剥 片 4Dy I 1 頁岩 3 b③ 215 052

台形石器 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 e 199 046

砕片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 a⑥

石 刃 4Dt Ⅱ 1 頁岩 4 d① 056

剥片 4Dt Ⅱ 1 馬 璃 230 061

石核 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 g①

UF 4Dy Ⅱ 1 買岩 2 C① 043

剥片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 2 a 068

剥 片 4Dy H 1 頁岩 1 e③ 288 274 081

剥 片 4Dy Π 1 弱璃 2

剥片 4Dx E 1 頁岩 3 d② (238) (108)

剥 片 4Dx Ⅱ 1 買岩 3 b①

剥 片 4Dx I l 頁岩 2 127 034

台形石器 4Dx Ⅱ 1 頁岩 4 b① 170 271 058

剥 片 4Dx 1 頁岩 6 a② 46 458 077

剥 片 4Dx 1 頁岩 4 b⑩ (299) (309) (104)

剥片 4Dw 1 凝灰岩 3 (262) (339) (108)

UF 4Dw l 珪質頁岩 1 (226 (040)

剥片 4Dw Ⅱ 1 珪質頁岩 1 (313) (199) (092)

剥片 4Dx Ⅱ 1 買岩 2 b 351 267 084
RF 4Dw Ⅲ 1 珪質貢岩 1 a

ハ
）

剥 片 4Dv Ⅱ 1 買岩 3 d (389) 159

剥片 5Dc Ⅱ 1 買岩 4 d⑥ 120

剥片 4Ds Ⅱ 1 買岩 3 a (409) (479) (129)

RF 4Dw Ⅱ 1 頁岩 4 d② 613 238

石核 5Dc 亘 1 頁岩 2 b① 379

剥 片 5Dc H 1 頁岩 1 C③ 637 (342) (204)

石核 5Dc Ⅱ 1 頁岩2 C 574 602 244

剥 片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 b (383) (299) (132)
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重量
(g)

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備 考 酬
配

写真
No

5367 -3342 30260 剥片素材

323 I 5658 -3433 30310 +

-3324 30260

Ⅲ 5683 -3341 30260

639 -5457 30514 節理割れ、剥片素材

Ⅳ 3634 -5853 30552

H ‐5821 + 剥片Ⅲ類素材 11

Ⅳ 3659 -5768 30490

882 Ⅳ 30488

152 3718 -5805 30575 剥片素材

114 3478 ‐6059 30581 剥片Ⅲ類

Ⅲ 3321 -6078 30543 30

114 I -5606 30506

Ⅳ 3665 -5422

Ⅳ 3551 30485 *

I 4959 -5859 30475

‐6014 30527

4799 30497 *

4745 30545

ll Ⅲ 4753 ‐5720 30445 十

4749 -5677 30485 剥片Ⅲ類

I 4749 -5541 30560

Ⅳ 4668 42

17 Ⅲ 4646 -5778 30596

I -5769 30527 剥片Ⅲ類素材 C2

155 4553 30616 十 hlo214と 節理害」れ (37)

4350 東北北部日本海側産の石材か

Ⅳ 4387 -6001 30606

4216 30591 十

4304 -5792 30591 剥片Ⅲ類

Ⅲ 4266 -5768 30582

122 Ⅳ 4389 30533 +

4123 30536 端吉帥」

Ⅳ -5479 30516

Ⅳ -5506 30553 十

111 Ⅳ -5557 30483

Ⅱ -5455 30462 11

I 3183 -5435 30492

Ⅳ 3062 -5464 30512

Ⅳ 2988 30485 十 節理割れ

2939 -5480 30475 右側縁上部に微細剥離痕有り、貝殻状

I -5708 30520

I -5745

-5691 30518 十

Ⅳ 2919 -5841 30539

Ⅳ -4960 十

126 Ⅳ 3016 -6016 30549 十

2922 -5998 30508 掻器状

-4932 30381 十 剥片素材

Ⅳ 2569 -4817 30348 *

2287 -4607 30281 剥片素材

Ⅳ 2251

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細分 踏軸
維ぐｃｍｊ

器幅
(cm)

器厚
(cm)

台形石器 5Db Ⅱ 1 頁岩 3 d⑥ 252 320

UF 5Db 1 頁岩4 b⑩ 245 078

11 剥片 5Db Ⅱ 1 頁岩4 b 293

14 剥 片 5Dc 1 頁岩 2 C① 285

UF 5Db Ⅱ 1 頁岩 3 d③ 271 268

16 剥片 5Db 1 頁岩 1 b② (291) (214) (081)

17 剥片 5Db 1 頁岩 1 e① 222

剥片 5Db 1 玉 髄 355 398 127

剥片 5Db 1 頁岩 4 C (999) (724) (389)

剥片 5Dg 1 頁岩 5 359

UF 5Dg 1 頁岩 4 b 128

剥片 5Dl 1 頁岩 7 (236) (359) (146)

剥片 5Dk Ic② 1 買岩 2 a⑤ (149) (156) (105)

剥片 5Dp Ic② 外 頁岩 4 a③ 092

剥片 5D 1 頁岩 4 e② (289) (094)

剥片 5D 1 頁岩 4 C④ 785 921

礫 5D 砂岩

石核 5D 頁岩 4 a⑤ 418

石核 5Dh 珪質頁岩4 344

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 4 b⑫ (620) (1 54) (129)

石核 5Dh 頁岩 1 d① 658

石 刃 5Dh 頁岩 2 d① (425) 080

剥 片 5Dl 頁岩 4 C④ (322) (362) (152)

RF 5Dl 珪質頁岩3 362

剥 片 5Dm 頁岩 4 b (566) 699) (161)

RF 5Dm 頁岩 7 (369) (435) (1 14)

剥 片 5Dm 頁岩 3 d⑥ 277 095

剥片 5Dm (Ⅱ ) 頁岩 4 d③ (441) (310) (124)

剥 片 5Dr Ic② 凝灰岩 2 655 426 142

砕片 5Dm Ic② 買岩 4 a③

剥片 5Dh Ⅱ 馬璃 250

台形石器 5Dh Ⅱ 買岩 2 a (227) (191) (055)

剥片 5Dc Ⅱ 馬 珀 (187) (224) (040)

剥片 5Dc Ⅱ 頁岩 4 e (505) (234) (182)

RF 5Dc Ⅱ 頁岩 2 C① (215) (171) (053)

UF 5Dd Ⅱ 頁岩 2 a (451) 122

UF 5Dd Ⅱ 頁岩4 a① 330 342 073

剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 1 b 184

礫 5Dd Ⅱ 不明

剥片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 2 b② (662) (564) (229)

砕片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 3 a④ (700) (414) (272)

台形石器 5Dd 亜 1 珪質頁岩9 347 222

剥片 5Di Ⅱ 1 頁岩 6 a② 497 295

剥片 5Di Ⅱ 1 頁岩 4 e② 249 157

剥片 5Dh H 1 買岩 2 a② 337

砕 片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 3 d

剥 片 5D Ⅱ 1 貢岩 3 d④ (739) (699) (209)

石核 5D Π 1 買岩 4 C② 306

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 3 b 843 758 252

石核 5D Ⅱ 1 買岩 3 a④ 488 473

剥片 5D Ⅱ 1 疑灰岩5 (424) (468) (264)

7U片 5D Ⅱ 1 頁岩 1 e③ (357) (412) (123)
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襲
⑭

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備考 剛
ｈ

雲
血

И
生 -4849 Ａ

Ｖ 剥片Ⅲ類素材 C2

1816 -4812 30229

Ⅲ 1814 -4756

I 2011 -4531 30222

1_969 望565 30229 剥片Ⅲ類

Ⅳ 1728 4465 30180 + 47

Ⅳ 1665 -4515 30181

Ⅳ 1400 -4555 30173

2648 Ⅳ 1616 ‐4115 30074 節理害」れ

131 142 Ⅳ 1426 29,950 十

1298 ‐3_444 29895

I 1103 -2503 29661 + 下半部 (折れ)

Ⅳ 0796 -2217 29694

Ⅲ 0971 ‐1646 29487

Ⅳ -2719 29767

1736 Ⅳ -2975 29870

573 -2826 29834 +

570 -2636 29785 十 剥片素材

509 2509 -3668 30088

I 2579 ‐3560

2441 -3651 30057 十

2478 -3588 30076

Ⅳ 1831 29674 + 104

1923 -2513 29719 頭部側に調整、端部側に微細剥離痕

Ⅳ 2188 -2635 29798 打面側欠損

2407 -2725 十

124 Ⅳ 2313 -2525 29810 十

I 2362 -2370 29701 流れ込み

248 I 2820 -1882 29643 +

54 2970 -2371 29828

Ⅳ 2103 -3224 29871

Ⅲ 2578 -3944 30161 剥片Ⅲ類素材

Ⅳ 2686 -4020 30209

Ⅳ 2816 -4130 30229

2823 -4159 30.252 石刃

145 Ⅳ -4290 30301

43 Ⅳ 3786 -4942 30450

Ⅲ 3653 -4512 30381

3960 -4486 30397

Ⅳ 3418 ‐4024 30234

428 3258 -4070 30286 十

Ⅲ -4046 30238 11

858 I 3035 -3.996 *

Ⅳ 3145 -3990 30225 +

Ⅳ 2965 -3748 30196 十 折れ接合

2980 30153

993 Ⅳ 3625 -3916 30263

3255 -3810 30198 + 剥片素材

1392 Ⅳ 3320 -3_789 30205 +

590 3500 -3.920 30214 * 剥片素材か

420 Ⅳ 3585 30216 十

Ⅳ 3440 30191 + 剥片素材の石核の一部

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物

一-197-―



No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分 踏鰤
籐ぐｃｍ，

納ぐｃｍ＞
器厚
(cm)

剥片 5Di (Ⅱ ) 1 頁岩 4 C④ 6 468

剥片 5Di Ⅱ 1 凝灰岩 2 a 1112 658 520

剥片 5Dd Ⅱ 1 頁岩3 a② (389) (259) (193)

剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩2 C① 362

RF 5D Ⅱ 1 頁岩2 b④ (435) (446) (263)

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 1 b

剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩 1 d① (500) (414) (183)

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 4 a③ 218

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 4 e② 158

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩3 d⑤ (187) (301) (049)

175 剥片 5D Ⅱ 1 頁岩2 C③ 388

剥 片 5D Ⅱ 1 買岩3 d 318 447 121

RF 5D H 1 頁岩 4 a (139) (220) (063)

剥片 5D Ⅱ 1 買岩 4 f① 166 304 (250) 057

剥 片 5Dn Ic② 1 頁岩 2 C① 355 083

剥片 5Dh Ⅱ 1 凝灰岩3 a

剥片 5Dm 亘 1 買岩 6 a②

剥 片 5Dn Ic② 1 頁岩 6 a② (379) (392) (155)

石核 5Dn Ic② ユ 買岩3 d③ 221

最じ片 5Dn Ⅱ 1 凝灰岩 3 (207) (240) (064)

石核 5Da Ic② 1 頁岩 4 b⑬ 448 290

石 核 5Dn Ic② 1 珪質頁岩3 a 200

剥 片 5Dn Ic② 1 頁岩 4 b① 390 267

石核 5Dn Ic② 1 買岩3 C② 436 233

剥片 5Dn Ⅱ l 珪質頁岩2 b 228 (246) 053

剥 片 5Dn Ⅱ 1 頁岩 2 a② (425) (548) (280)

剥 片 5Dn Ⅱ 1 貢岩3 a 356

剥片 5Dn エ 1 頁岩 4 (661) (933) (201)

石核 5Dn I 1 買岩 4 C② 279 192

剥片 5Dn 1 鶏瑞 ユ 249

石核 5Do 1 凝灰岩 1 344

剥片 5Dn l 頁岩 4 d

石核 5Do l 買岩3 268

剥 片 5Dj 1 凝灰岩5 (411) (215) (157)

剥片 5Di 1 頁岩 4 728

剥 片 5Dj Ⅱ 1 疑灰岩 570 166

剥 片 5Dj Ⅱ 1 凝灰岩 2 (645) (514) (218)

202 石核 5Dj Ⅱ 1 頁岩 4 b⑤ 434

203 石核 5Dj Ⅱ 1 珪質頁岩 1 326

剥 片 5Di Ⅱ 1 頁岩 4 d (318) (364) (155)

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 d (362) (442) (1

206 剥 片 5De 1 珪質頁岩5 (163) (167) (118)

207 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩3 C④

208 砕片 5De Ⅱ 1 頁岩5 b

209 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 3 d 576 583

石核 5De Ⅱ 1 珪質頁岩3 b 786 1028 1383

石核 5De Ⅱ 1 珪質頁岩 1 d 400 225

212 石核 4Dy Ⅱ 1 瑶璃 1 456 553

台形様石器 4Dy Ⅱ 1 買岩 2 413

石核 4Dy 工 1 買岩 4 a⑥ 227

剥 片 5De Ⅱ l 凝灰岩 2 b (370) (721) (360)

216 石核 5De Ⅱ 1 貢岩 ユ C③ 378
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嚢
⑭

剥離角
(° )

琳
①

分類 X座標 Y座標 Z座標
出土
向

備考
図版
hlo

写真
llo

267 Ⅳ -3749 30224 位置が動いた

2802 I 3732 *

Ⅳ 3857 -4002 30251

Ⅲ -3905 30235

332 3932 -3907 30239 * No676と 節理害Jれ

Ⅳ -3465 30110

Ⅳ -3416 30138

Ⅳ 3247 30104 +

228 Ⅳ 3028 -3247 30066 *

Ⅳ 2995 -3188 十

Ⅱ 3410 30136

Ⅱ -3388 30144

Ⅲ 3479 -3100 30031 + 約1/2欠損

Ⅲ 3470 30021 * 折れ接合、頭部側

Ⅳ -2949 29982 *

2891 ‐3004

Ⅳ 2981 ‐2999 30026

255 I 3213 -2721 29962

222 29944 * 剥片素材

Ⅳ 3248 ‐2738 29953

571 3474 -2526 剥片素材

3597 -2611 29972 * 剥片素材

I 3604 -2326 29878

3693 * 剥片素材

Ⅲ -2448 29878

475 Ⅳ 3575 -2850 29987

43 Ⅳ 3652 ‐2789 30020

Π 3725 -2872 30010
‐2887 29991 * 剥片素材

Ⅲ -2855 30064

4002 ‐2863 30032 *

Ⅳ -2727 30018 +

-2954 * 剥片素材 17

Ⅳ ‐3065 30125

539 I -3145 30106

245 Ⅳ -3117

Ⅳ 30113 * タテ割れ

288 4245 ‐3145 * 剥片素材

30091 剥片素材

Ⅳ 3716 -3557 30180

Ⅳ 4057 30432 十

Ⅳ 4214 ‐4404

Ⅳ 4058 -4465 30337

4216 30335 十

Ⅳ 4424 -4186

11887 30323 *

253 -4075 30299 十 剥片素材

4392 -5112 30523 剥片素材

+ C2

-5025 30356 + hlo81と 節理割れ 17

770 Ⅳ 4335 -4995 30282

375 4610 -4749 +

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

―-199-―



No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料配

器長
(cm) 納

ぐｃｍ，
器厚
(cm)

石核 5De Ⅱ 1 黒曜石 1 232

礫 5De I チャー ト

剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 b③

220 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 1 d① 444

石核 5De Ⅱ 1 買岩 4

剥片 5De Ⅱ 1 頁岩4 a③ (262) (095)

224 彫 器 5De Ⅱ 1 買岩 4 b⑦ 470 220 069

225 剥 片 5De Ⅱ 1 買岩 2 b (260) (135) (080)

226 剥 片 5De Ⅱ 1 珪質頁岩3 (481) (565) (196)

剥 片 5De Ⅱ 1 珪質頁岩2 b 282

228 UF 5De Ⅱ 1 買岩4 g① 3 082

229 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 3 C⑥ 108

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 b⑦ 122

剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 d

232 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 b 305

233 石核 5De Ⅱ 1 頁岩 4 a② 423 355

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 C① (415) (405) (167)

剥 片 5De Ⅱ l 頁岩 4 b (325) (394) (159)

236 剥 片 5De Ⅱ 1 珪質買岩 2 b 1 952 (601) (321)

237 石核 5De Ⅱ l 買岩 4 e②

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩2 b①

239 石核 5De Ⅱ 1 頁岩 5 b① 277

削 器 5Dj Ⅱ l 弦囁恥哲3

剥 片 5Dj Ⅱ 1 頁岩 7 a (372) (564) (230)

石核 5Dj Ⅱ 1 買岩 4 a⑦

石核 5Dj Ⅱ l 頁岩 1 b①

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 4 d 655 135

245 石核 5De Ⅱ 1 買岩2 C③ 370

UF 5D Ⅱ l 馬璃 249

剥 片 5D Ⅱ ユ 頁岩 4 a④ 231

剥片 5D Ⅱ 1 馬璃 1 367

剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩 1 b① 271 323

剥片 5D H 1 買岩 3 C

剥片 5D 亘 1 買岩 ユ d① 244

252 剥 片 5D H 1 買岩 2 a (279) (263) (078)

253 石核 5D H 1 凝灰岩 3 (286) (607) (253)

254 石核 5D Π 1 買岩6 a① 775

剥 片 5D Ⅱ 1 凝灰岩 1 (284) (276) (079)

剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩 2 a② (199) (349) (133)

257 石核 5D I 1 買岩 4 b⑤ (755) (783) (400)

UF 5D Ⅱ 1 頁岩 4 C

UF 5D 1 頁岩 1 b① 282 (353)

剥 片 5D I 1 頁岩 4 (243) (547) (291)

剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩7 326

262 UF 5D エ 1 頁岩 3 b③

剥片 5D 1 馬璃 274 074

剥片 5Dj 1 頁岩 1 C① 330

石核 5Dj 1 疑灰岩 2 422 579

礫 5D 不 明

剥片 5Dj Ⅱ 1 頁岩 4 C 254

剥片 5Dj Ⅱ 1 馬璃 1

UF 5Do Ⅱ l 頁岩 4 e (214) (200) (053)
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難
り

剥離角
(° )

瑞
⑪

分類 X座標 Y座標 Z座標
出土
向

備考 剛
ｈ

写真
No

4606 ‐4654 30414

4875 -4986 30511

Ⅱ 5000 -4982 30535

Ⅳ 4931 -4898 *

‐4852 30505 + サイコロ状

Ⅳ 4882 -4861 30514
ガ
士 30525 十 石刃素材 C3

I 4974 -4694 30470 十

Ⅳ 4723 ‐4967 30511 * 端部側

Ⅲ 4873 -4641 30473

4817 ‐4603 30470

Ⅲ 4902 -4624

Ⅲ 4789 30460 +

Ⅳ 4948 -4508 30460

Ⅳ 4802 30495

523 4757 -4450 30465 ■

Ⅳ 4787 ‐4403 30485

Ⅳ -4465 30493 +

514 Ⅳ 4574 ‐4374 30473 十 頭部側

‐4342 30410 剥片素材

-4091 十

225 ‐4016 * サイコロ状

30235

Ⅳ 4220 -3783 30294 節理割れか

1125 4511 -3905

352 -3913 30285 剥片素材

405 Ⅳ 4835 ‐4140 30399

-4118 サイコロ状

‐3956

536 Ⅳ 4753 -3713 30238 No■ 90と 折れ接合

Ⅳ -3647 30256

Ⅳ 4948 -3798

Ⅳ 4918 -3742 30315 十

I ‐3502 30195

Ⅲ 4390 30202

‐3533 30251 剥片素材

-3586 30223 *

Ⅳ 4686 -3512 30267 十

Ⅳ ‐3460 30238
-3396

4356 ‐3318 東北北部日本海側産の石材か

-3260

238 Ⅳ 4446 -3125

Ⅲ 4417 十

4966 -3596 30215 剥片Ⅲ類

Ⅲ

Ⅳ -3341 30198

-3255 30166 + 縦長剥片素材 45

4935 -3289 30192

Ⅳ 4985

Ⅱ -3027 30166

4775 30122 剥片Ⅲ類、素材剥片端部切断

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

―…201-―



No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 糸田す)
接合
資料hlo

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

石核 5Do Ⅱ 頁岩 3 b③ 439 242

石核 5Do Ⅱ 凝灰岩 1 816 870 650

272 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 3 b③ 340

273 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 g① 320

UF 4Eu Ⅱ 頁岩 4 (440) 272 078

275 石核 4Eu Ⅱ 頁岩 3 b① 282

276 UF 4Eu Ⅱ 頁岩 1 b① (237) (084)

277 UF 4Eu Ⅱ 頁岩 3 d③ 166 047

278 石核 4Eu Ⅱ 頁岩 6 a① 480 226

石核 4Eu Ⅱ 頁岩3 408

石 刃 4Eu Ⅱ 珪質頁岩 185 070

剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 b (198) (400) (058)

282 UF 4Eu Ⅱ 頁岩 4 b⑦ 286 282 076

283 石核 4Ep Ⅱ 頁岩7

UF 4Ep Ⅱ 頁岩 4 a③

剥 片 4ED Ⅱ 頁岩 1 C① (545) (266) (193)

剥片 4Ep Ⅱ 買岩 4 b (284) (358) (073)

語U片 4Ep Ⅱ 頁岩 2 b① 143

288 砕 片 4Ds Ⅱ 買岩 1 b①

RF 4Ds Ⅱ 黒曜石 1 202

剥 片 4Ds Ⅱ 頁岩 4 b

台形石器 4Ds Ⅱ 頁岩 4 b⑩ (310) 172

剥片 4Ds 五 貢岩 3 d 122 242

293 剥 片 4Ds Ⅱ 頁岩 3 (183) (289) (047)

楔形石器 4Ds Ⅱ 頁岩 3 a④

295 剥 片 4Ds Ⅱ 買岩5 b 260 257

剥 片 4Ds Ⅱ 買岩 1 C②

(剥片 ) 4Ds Il 頁岩4 b⑩

298 RF 4Ds Ⅱ 買岩 2 b① (234) (319)

石 刃 4Ds Ⅱ 頁岩4 b⑦ (311)

RF 4Ds Ⅱ 買岩 2 a (304) (184) (052)

剥片 4Dt Ⅱ 買岩4 a② 305

302 剥片 4Ds Ⅱ 買岩 ユ e (372) (108)

303 UF 4Dt Ⅱ 珪質頁岩8 (549) (232) (117)

剥片 4Dt Ⅱ 頁岩 4 d (561) (266) (134)

剥片 4Dt Ⅱ 頁岩 1 d① 283

剥片 4Dt H 珪質頁岩 2 C

剥片 4Do Π 砂岩 (211) (259) (081)

石核 4Do Ⅱ 頁岩 4 968

309 RF 4Do Ⅱ 頁岩 2 a②

剥片 4Dt Ⅱ 頁岩 1 a 284 078

剥片 4Dt Ⅱ 買岩 4 b (196) (197) (033)

312 石核 4Dt H 買岩 4 e③ 343

礫 4Dt Ⅱ 不 明

石核 4Dt Ⅱ 頁岩 4 e③

剥片 5Ed Ⅱ 頁岩 3 d (274) (252) (075)

剥片 5Ed Ic② 頁岩 2 a (384) (088)

砕片 4Er Ⅱ 頁岩 4 C⑥ 173

石核 4Er Ⅱ 頁岩 4 C⑥ 271 743

剥片 4Ew Ⅱ 買岩5 a 507 513

321 台形石器 4Eq Ⅱ 珪質頁岩 4 202 057

322 礫片 4El Ⅱ 砂 岩
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菫
⑭

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 趾
向

備 考 剛
恥

芸
ｈ

4632 -2986 30074 十 剥片素材

4649 -2876 30131 剥片素材

Ⅳ 5754 ‐5356 30579

Ⅳ 5612 -5464 30568

5733 -5583 30584 剥片 I類

5682 -5492 * 剥片素材

5603 -5522 30561

5531 -5554 30561 * 剥片Ⅲ類

557 5482 -5632 30572 * 剥片素材

5390 -5600 30567 十 17

-5444 30557

Ⅳ -5818 30610 十

5886 ‐5988 剥片Ⅲ類

1597 * 大形剥片素材

5937 ‐6041 30697 + 剥片Ⅲ類

I 5545 -6159 30735

Ⅳ 5479 -6014 30630

Ⅳ 5547 -6259 30745 十

3331 -6852 30652

Ш 3359 -6783 30651

Ⅳ 3406 -6739 30632 +

Ⅲ 3472 ‐6799 30625 11

Ⅱ 3570 ‐6832

Ⅳ 3647 ‐6759 十

‐6732 30641

Ⅲ 3551 30610

Ⅳ 3547 -6619 30664

-6585 30577 * No615と 節理割れ

3583 -6467 30624 剥片Ⅲ類

3603 30596 端部欠損

‐6512 石刃素材、端部側

I -6695 30728

Ⅳ 3957 -6777 30706 はじ,)

石 刃

Ⅳ -6647 30712 タテ害」れ

Ⅱ -6712 30775

30799 * NoH23と 同時割れ

Ⅳ 4143 -7197 30829 十

2277 -7275 30850

221 4838 -7127 30869 剥片 I類

Ⅳ 4666 ‐6709 30821

Ⅳ 4663 ‐6750 30817

4577 -6682 30706 剥片素材、初期工程の剥片

4550 ‐6584 30707 十

4959 30832 剥片素材

Ⅳ 8923 ‐4857 30751

Ⅳ 8166 ‐4357 30710 十

7591 -6140 30875

7517 30890 十

Ⅳ 7132 -5775

I 6563 -6843 30866 剥片Ⅲ類素材 C2

6918 ‐7028 30923

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位置 出土層 集 中 石質 細分
接合
資料No 糠でｃｍ，

納
ぐｃｍ，

器厚
(cm)

323 剥片 4Em Ⅱ 2 凝灰岩

石核 4Em Ⅱ 2 買岩3 b① 465

325 剥片 4El Ⅱ 1 買岩 1 e① 9

326 礫 4El Ⅱ 不明

327 UF 4Eg Ⅱ 2 買岩 3 b① 253 332

328 石核 4Eg Ⅱ 2 買岩 4 a③ (551) (156) (289)

329 RF 4Ek Ⅱ 1 珪質頁岩 4 206 234

礫 4Eq Ⅱ 不明

剥片 4Ds Ⅱ 1 買岩 3 d⑤ 275 082

332 掻 器 4Dt Ⅱ 1 貢岩3 C③ 7 172

333 剥片 4Dx Ⅱ 1 買岩 6

剥 片 4Dx Ⅱ 1 買岩 2 d① 220

335 石核 4Dx Ⅱ 1 馬璃 374

砕片 5Db Ⅱ 1 買岩 3 d 044

砕片 5Db Ⅱ 1 黒曜石 4

承U片 4Dy Ⅱ 1 買岩 4 b⑫

UF 4Dy Ⅱ 1 貢岩 3 C 212 092

談U片 5Dd Ⅱ 1 買岩 ユ b 194 248

RF 5Dc Ⅱ 1 買岩 4 I 253

礫 5Db Ⅱ 不明

剥片 4Eu Ⅱ 1 買岩2 C① 536 278 117

剥片 4Eu Ⅱ l 頁岩 4 d (177) (233) (081)

UF 4Eu Ⅱ 1 買岩 3 d

剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4 a② 753

357 石核 4Eu Ⅱ 1 買岩 3 C③ 7 568

石 核 4Eu H 1 頁岩 4 b 297 332

石核 4Eu Ⅱ 1 チャー ト

360 (剥 片 ) 4Eu Ⅱ 1 馬璃 3

剥 片 4Eu Π 1 瑶璃 2 308 287

剥片 4Eu Π 1 買岩4 e (191) (159) (030)

剥片 4Eu 亘 1 貢岩 4 b 327 132 058

UF 4Eu Ⅱ 1 頁岩3 C⑥ 309

剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 3 d (277) (40の (179)

366 石核 4Eu H 1 買岩 4 a③ (400) (205)

石核 4Eu Π 1 頁岩2 C③ 596

剥片 4Eu H 1 買岩 1 e③

剥 片 4Eu Ⅱ 1 買岩 4 062

370 台形石器 4Ep Π 1 買岩 3 d② 221 261

剥 片 4Ep Ⅱ 1 凝灰岩 3 (186) (208) (140)

剥 片 4Eっ Ⅱ 1 貢岩 3 b① 235

373 剥 片 4Dy H 1 珪質頁岩 3 a

剥 片 4Dy Ⅱ 1 買岩 ユ d① (180 (244) (055)

剥 片 4Dy Ⅱ 1 貢岩 4 a③ 279

剥 片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 2 a 288 (188)

377 剥 片 4Dy Ⅱ 1 買岩4 C⑤ (201) (271) (075)

378 剥 片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 e③ 381 307

RF 5De Ⅱ 1 買岩6 324

UF 5De Ⅱ 1 頁岩 1 b① 082

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 3 C③ 552 120

剥 片 5De 亜 1 買岩ユ C① (366) (102)

383 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩4 d③ 336 232

剥 片 5De Ⅱ 1 チャー ト
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重量
(g)

尿U離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備 考 剛
配

芸
配

Ⅳ 7379 -7422 30950 +

-7818 * 剥片素材

Ⅳ -7232 30870 +

-7352 30872

6920 30929 剥片Ⅲ類

230 -8795 30891 剥片素材

Ⅲ -7204 30818

6098 -6983 30823

Ш 3886 -6464 十

-6475

Ⅲ -5405 30426

I -5405 30435

3586 30461 *

122 -4773 30192

1827 -4443 30159

4272 -5788 30564 折れ接合

-5475 30527 剥片Ⅲ類

111 Ⅲ -4448 30341

Ⅲ 2477 -4678 30254

802 -4255 30075

I 5286 -5799

Ⅳ -5729 30533 キ

-5772 30461 剥片Ⅲ類

760 I 5520 -5744 30431 十

2156 5483 30581

153 + 剥片素材

5568 -5658 30540 No931と 同時割れ、縦長剥片素材

393 5670 -5721 + 端部側 (No906と 接合 )

Ⅲ 5775 -5683 十

Ⅳ -5608 30520

I -5623 30519 十

5933 -5698 30414

Ⅳ -5454 30489 *

5616 -5400 剥片素材

726 -5472 * 剥片素材

Ⅳ -5453 30501

I -5973 30535 キ

Ⅲ -6012 30642

Ⅳ -6085 +

Ⅳ -6094 30704 十

Ⅲ 4537 30545

Ⅳ +

Ⅳ -5753 30544

Ⅳ -5751 30565 折れ接合

Ⅳ -5787 30535 +

Ⅲ -5567 十

-4988 30476 石刃素材

-4967 30516 十 剥片Ⅲ類

I -4841 30481 十

Ⅳ -4787 30470

Ⅲ -4747 30421 十

I -4619 30416

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分 船軸
器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5De H 1 頁岩 4 f①

386 礫 5De Ⅱ 不 明

剥片 5De Ⅱ 頁岩 1 e③ (426) (4 14) (155)

388 剥片 5De Ⅱ 頁岩 5 b 312

石核 5De Ⅱ 頁岩2 a③ 327 374

RF 5De Ⅱ 珪質頁岩 2 a 246 236 075

RF 5De Ⅱ 珪質頁岩 7 075

392 剥片 5De Ⅱ 凝灰岩3 (■81) 170) (049)

剥片 5De Ⅱ 珪質頁岩 4 (427) 346) (165)

剥片 5De Ⅱ 頁岩 2 C① (396) 195) (208)

395 剥片 5De Ⅱ 頁岩 4 a③ (481) 392) (172)

剥片 5De Ⅱ 買岩 4 a③ 525 241

礫 5De Ⅱ 安山岩

台石 5De Ⅱ 1 安山岩 2424 1402 628

剥片 5Ea H 1 頁岩 4 d④ 216

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 b (472) (316) (182)

剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 b⑨ (235) (316) (102)

石核 4Eu Ⅱ 1 頁岩 2 C③ 548 400

襖 片 5Ea Ⅱ 砂岩

UF 5Ea I 1 頁岩 4 a 221 074

RF 5Ea Ⅱ 1 買岩 4 g① 370 355

原 石 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 C 365

RF 5Ea Π 1 買岩 3 b① 217 074

剥片 5Ea Ⅱ 1 珪質買岩7 (209)
（
）

剥片 5Ea Ⅱ 1 黒曜石 2 056

剥片 5Ea Ⅱ 1 買岩 3 055

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 g① 400 121

剥片 5Ea I 1 珪質頁岩 3 a

4 剥片 5Ea Ⅱ 1 珪質買岩 6 237 071

石核 5Ea Ic② l 頁岩 4 C① 614

4 5 石核 5Ea I 1 凝灰岩 2 940

4 掻器 5Ea 1 頁岩 2 a④ 579 229

4 7 礫 5Ea 凝灰岩

4 RF 5Ea 1 頁岩 3 267 067

4 剥 片 5Ea 1 買岩 2 a③ 80 (372) (520) (120)

剥片 5Ea 狂e直 1 頁岩 4 b② 358 106

石核 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2 a① 606 372

台形石器 5Ea Ⅱ 1 頁岩 1 d① 217 068

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2 b (271) (232) (066)

剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 b⑫ 232 079

剥片 5Ea Ⅱ 1 貢岩 2 a (490) (435) (199)

剥 片 5EI Ⅱ 1 頁岩 4 b③ L40

礫 5Ef H 不 明

428 剥片 5Ef Ⅱ 1 貢岩 4 b (255) (364) (095)

剥片 5E王 Ⅱ 1 頁岩 1 d① 144

石核 5Eb Ⅱ 1 頁岩 4 b⑦ 402 625 287

剥片 5Eb Ⅱ 1 凝灰岩 3 a 292

石核 5Eb I 1 買岩 4 C① 766 531 525

石核 5Eb H 1 頁岩 3 b③ 585

石核 5Eb Ⅱ 1 買岩 4 g① 463 477

石核 5Eb H 1 凝灰岩 3 a 357 530

436 剥片 5Eb Ⅱ 1 買岩 4 b③ 647 139
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襲
①

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標
出土
向

備考 醜
配

芸
配

4868 30359 折れ接合、端部側

30365 十

122 I 4720 ‐4467 30467

Ⅲ 4755 -4414 30458

30413 + 剥片素材

皿 4839
-4417 30,419 剥片Ⅱ類

Ⅳ 30400

177 Ⅳ 4607 -4484 30350

I 4981 30418

Ⅳ 4930 -4203

Ⅳ ‐4055 30385

4336 30408 *

29220 -4720 30379 *

Ⅳ 5442 ‐4928 30465

Ⅳ 5337 ‐4958 30435 十

Ⅳ 5289 30410

864 30472 剥片素材

-4998 30453 十

5659 -4958 石刃

5479 30447

30436 *

17 5385 剥片Ⅱ類

Ⅲ 5267 ‐4774 30416

11 Ⅳ 30399

Ⅲ 5299 ‐4437 30381

Ⅳ 5645

Ⅳ -4690 30388 十

Ⅲ 5885 -4682 30336

5898 -4626 30493

1376 -4618 30320 * 剥片素材

5787 -4506 主要剥離面に擦痕有 C3

-4465 *

-4339 30268

132 Ⅳ -4344 30338

Ⅳ 5506 30312 十

-4198 30287 * 剥片素材

Ⅲ 5241 -4241 30322 剥片Ⅲ類素材

Ⅳ

I 5298 30324 +

300 Ⅳ 30301

Ⅳ 5373 30268

5300 -3885 30286

Ⅳ -3955 30271

Ⅳ 5777 30266

729 30380 剥片素材

623 I

6357 30405 *

6519 ‐4277 30473 剥片素材

639 -4429 +

953 -4536 * 剥片素材

274 I 6524 30472

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位置 出土層 集中 石 質 細分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5Ec Ⅱ 買岩 4 e② (548) 354 (189)

剥 片 5Eb Ⅱ 買岩 1 e③ (729) (749) (408)

RF 5Eb I 買岩 2 C① (406) (315) (087)

石核 5Eb Ⅱ 凝灰岩 3 535 717 386

剥 片 5Eb I 頁岩 4 C④ 156

剥片 5Eb エ 頁岩 4 C① 11 624 366

石 核 5Eb Ⅱ 屍灰岩 3 662 638

石核 4Ev 攪 乱 頁岩4 e③ 259

剥片 4Ev Ⅱ 頁岩4 a① (372) 050

礫 片 4Ev Ⅱ 砂岩 1 (392) (472) (161)

剥片 4Ev Ⅱe直 1 頁岩 3 d 368

剥片 4Ev Ⅱe直 1 頁岩 3 C③

剥 片 4Ev Ⅱe直 1 頁岩3 d (387) (367) (116)

UF 4Ev Ⅱ 1 頁岩 1 372

剥片 4Ev Ⅱ 1 頁岩 3 C① (268) (167) (092)

剥 片 4Ev Ⅱ 1 頁岩 1 b① 346 476

台形石器 4Ev Ⅱ 1 頁岩 1 b② 075

礫 4Ev Ⅱ 不 明

石核 4Ev Ⅱ 1 珪質頁岩 5 254 236

石核 4Ev Ⅱ 1 頁岩 3 d 382 428

礫 4Ev Ⅱ 不 明

剥片 4Ev Ⅱ 1 頁岩 3 b① 263

礫 4Ev Ⅱ 不 明

UF 4Ev Ⅱ 1 買岩 3 C① (523) (427) (175)

剥片 5Eb He直 1 頁岩 4 C② (441) (486) (342)

462 剥片 4Ev Ⅱe直 1 買岩 4 g① 3 (682) (520) (348)

464 剥 片 4Ep Ⅱ 1 鳩珀 1 280 077

465 剥 片 4Ep Ⅱ l 買岩 3 d 347 174 090

466 剥片 4ED Ⅱ l チャー ト (400) (320) (217)

剥 片 4Ep Ⅱ 1 頁岩 3 a③ (639) (700) (324)

469 剥片 4Ep H 1 買岩 1 a (281) (504) (263)

礫 4Ep Ⅱ 安山岩

剥 片 4Ep Ic② 1 頁岩 4 b② 355 221

472 石核 4Ep Ⅱ l 頁岩 3 b① 272 204

473 UF 4Ei Ⅱ 2 頁岩5 b (392) (161) (054)

剥片 4Eh Ⅱ 2 頁岩 3 b① 254

475 剥 片 4Eh Ⅱ 頁岩 3 a 270 280 075

剥 片 4Eh Ⅱ チャー ト (260) (245) (069)

477 剥 片 4Eh Ⅱ 2 頁岩 2 a 096

台形石器 4Do Ⅱ 1 頁岩 3 d② 209

479 剥 片 4Do エ 1 頁岩 4 b (168) (200) (053)

480 剥 片 4Do I 1 買岩 4 b⑩ 237 076

481 石 核 4Dt Ⅱ a 1 頁岩 3 b 404

剥 片 4Do H 1 頁岩 6 a① 318

礫 4Do Π 不 明

剥 片 4Do Ⅱ 1 頁岩 4 268

剥 片 4Do 正 1 頁岩 1 C②

剥片 4Do I 1 頁岩 3 235 300 075

488 礫 4Do Ⅱ 不 明

489 礫 4Dt 不 明

剥片 4Dt 1 頁岩 3 222

剥 片 4Dt 1 買岩 2 b① 286
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重量
(g)

剥離角
(° )

部
ｊ

刃
↑ 分類 X座標 Y座標 Z座標 趾

向
備考 剛

配
雲
ｈ

218 I 7020 -4367 30466

1377 Ⅳ 6988 -4520 30491

6859 -4575 30493 剥片 I類

6790 -4665 30457 * 剥片素材

289 120 Ⅳ 6919 -4231 30495

Ⅳ 6643 -4374 30415 *

2805 30394 *

6179 30511 剥片素材

I 6141 -5109 30498

157 Ⅳ 6223 -5117 30495 十

Ⅳ ‐5401 刀
士

Ⅳ 6132 -5407 30439

Ⅳ 6127 -5475 30438

Ⅳ 6274 -5634 30535 素材端部に微細剥離痕

Ⅳ ‐5563 30578 +

146 Ⅱ 6603 30570

Ⅱ 6567 30518 11

-5559 30485 +

-5482 30539 十 剥片素材

6907 -5254 30526 剥片素材

-5894 30665 *

X 6595 -5954 稜付

6627 -5853 30614

6857 30594

Ⅳ 6925 -4165 30435 十

Ⅳ 6192 ‐5621 30451 * 剥片剥離工程初期

Ⅲ 5596 30753 十 134 45

I -6289 30727

Ⅳ 5429 -6272 30666

Ⅳ 5903 30767 十 No1029と 節理割れ

Ⅳ 5628 -6780 30823 44

5648 -6702 30825 *

Ⅳ 5778 -6882 +

5955 -6832 30821 剥片素材

8205 30979 + 石 刃

Ⅳ 7745 30979 +

Ⅳ -8464 30978

Ⅳ 7437 30894 +

I 7492 お635 十

I 4786 ‐7674 30805 剥片Ⅲ類素材 C2

Ⅲ 4876 30843 +

I 4852 30847

226 4846 -6992 30840 剥片素材

Ⅱ ‐7074

4754 30815 +

■4 I 4566 ‐7273 30762

Ⅳ 4513 30772

Ⅲ 30757

45Ъ ‐7021 30756

4540 30736

Ⅲ -6882 30722

Ⅲ 4595 30711

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No 繰ぐｃｍ，

器幅
(cm)

器厚
(cm)

492 剥 片 4D Ⅱ 1 鶏 璃 223

石核 4D Ⅱ 1 頁岩 4 e 265 349

剥 片 4D Ⅱ 1 頁岩 1 C② (260) (235) (075)

剥片 4D Ⅱ 1 凝灰岩4 255 074

剥 片 4D Ⅱ 1 珪質頁岩8 259 321

剥 片 4D Ⅱ 1 頁岩 4 g① (226) (129) (067)

498 UF 4D Ⅱ 1 頁岩3 d⑥ 287 082

礫 4Ds Ⅱ 不 明

剥 片 4Ds 亘e直 1 頁岩 4

剥 片 4Ds Ⅱe直 1 頁岩 4 e③ (365) (572) (169)

剥 片 4Ds Ⅱ 1 珪質頁岩 4 250 074

503 楔形石器 4Ds Ⅱ 1 頁岩 3 b① 087

UF 4Ds Ⅱ 1 珪質頁岩 1 074

剥 片 4Ds Ic② 1 買岩3 (215) (102) (049)

石核 4Ds Ⅱ 1 頁岩 4 b⑩

507 剥 片 4Ds Ⅱ 1 頁岩 3 C④ (232) (371) (093)

剥片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 3 (453) (264) (126)

剥片 4Dt (Ⅱ ) 1 馬塔 3 (272) (271) (128)

礫 4Dy Ⅱ 不 明

石核 5De Ic② 1 買岩 4 245

512 剥 片 5De Ⅱ 1 買岩 3 b①

剥 片 5De Ⅱ 1 産質頁岩3 222

砕片 5D Ⅱ 1 珪質頁岩6

礫 5D Ⅱ 不 明

5 剥 片 5D Ⅱ 1 馬珀 2

5 7 剥片 5D Ⅱ 1 頁岩3 C (314) (346) (176)

5 石核 5D Ⅱ 1 凝灰岩 3 C 970 1065

剥 片 5D Ⅱ 1 買岩4 b④

剥片 5D Ⅱ 1 買岩 2 C③ (482) (407) (176)

礫 5D Ⅱ 不 明

522 石核 5D Ⅱ 珪質買岩 2 534 245

RF 5D H 馬璃 (335) (300) (159)

524 剥 片 5D Ⅱ 買岩 4 g① (503) (165) (136)

525 剥 片 5D Ic② 買岩3 C① (486) (260) (127)

526 剥 片 5D Ⅱ 頁岩 4 a②

剥片 5D Ⅱ 頁岩 4 a③ (459) (408) (150)

528 剥片 5D Ⅱ 頁岩 4 b

529 剥 片 5D Ⅱ 凝灰岩 5 (451) (200) (102)

剥 片 5D I 頁岩 4 C 473

石核 5D エ 珪質頁岩 1 265

剥 片 5D Ⅱ 頁岩 2 C① 257

剥片 5D Ⅱ 頁岩 3 a②

剥片 5D Ⅱ 頁岩 1 C② (413) (354) (200)

535 剥片 5D Ⅱ 珪質頁岩 3 a (582) (395) (291)

536 UF 5D Ⅱ 頁岩 3 d 357

537 剥片 5D 工e直 珪質頁岩 ユ 121

UF 5Ea Ⅱ 買岩 3 d 244 367

剥片 5Ea I 頁岩6 a② 759

掻器 5Ea Ⅱ 頁岩 4 C① 11 626 160

石核 5Ea Ⅱ 頁岩 3 d②

542 石核 5Ea Ⅱ 馬璃 4
オ
■ 石核 5Ea Ⅱ 頁岩3 d① 329 275
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垂ぐｇ＞
剥離角

(° )

部
，

刃
Ｔ 分類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備考 剛

ｈ
雲
血

Ⅲ 4435 -6721 30725 +

-6720 30696 十 剥片素材

Ⅳ 4376 -6533 30714

Ⅳ 4258 -6449

Ⅲ 4533 -6557 30695

114 Ⅳ 4617 -6605 30706

Ⅲ -6551 30713

3403 -6405 30604

Ⅳ 3549 -6500

298 Ⅳ 3532 -6595 30579

Ⅲ 3301 -6639 30698 *

3560 -6397 30600

3613 ‐6321 30604 剥片Ⅲ類

I 3782 -6342

641 3797 ‐6306 30658 +

Ⅱ -6238 30594

Ⅳ -6218 30596 +

Ⅳ 4183 -6221 30633 クラック内出土

4806 -5765 30460

4804 -4403 + 剥片素材

Ⅳ -4304 30400 *

120 Ⅱ 4829 望344 30_393 128

4943 -3779 30292

4994 -3726 30308 *

Ⅳ 4914 -3754 +

163 Ⅳ 4721 30245 +

4837 30185 *

I 4698 -3799 30237

332 Ⅳ 4661 -3878 30247 剥片剥離工程初期

4743 30185

4542 -3740 30231 剥片素材 42

4678 ‐3569 30190 掻器状

Ⅳ 4620 -3533 30227

141 Ⅳ 4565 十 78

I 4621 ‐3419

165 Ⅳ 4657 -3399 30134

Ⅲ 4433 30218 +

Ⅳ 4430 30221

275 Ⅳ 4363 30209

4269 -3892 30225 + 剥片素材

Ⅲ -3767 30210 *

Ⅲ 4221 -3725 30.209 *

Ⅳ 4188 -3660 30185

Ⅳ 4215 -3647 30185 44

4266 -3623 30182 大形貝殻状剥片

Ⅳ 4470 -3417 30095 +

5712 -4850 30346 十 剥片亘類

I 5405 ‐4229 30315

327 5351 -4301 十 C3

5314 ‐4249 30316 十 剥片素材

364 -4208 30287 剥片素材

25,3 5277 30311

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

承U片 5E至 Ⅱ 1 凝灰岩 3 a (538) (258) (221)

剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 1 C① (407) (448) (187)

剥 片 5De Ⅱ l 頁岩 1 C (264) (213) (073)

石核 5De Ⅱ 1 頁岩 4 b⑫ 638 425

台形石器 5De Ⅱ l 珪質頁岩 (189) (079)

550 石 刃 5De Ⅱ 1 貢岩 1 e③ (402) (057)

石核 5De Ⅱ 1 頁岩 5 b① 274 218

552 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩4 C④ (595) (054)

553 礫 5De Ⅱ 安山岩

原 石 5De Ⅱ 1 買岩 2210 820

555 礫 5Do Ⅱ 不 明

剥 片 5Dn Ⅱ 1 頁岩 ユ b① 278

557 彫 器 5Dn Ⅱ 1 頁岩 5 b 399 252

558 剥片 5Dn Ⅱ l 頁岩 4 e② (459) (368) (221)

559 礫 5Dn Ⅱ 不明

石核 5Dj Ⅱ 1 馬璃 4 (400) (816) (440)

剥 片 5Di Ⅱ e直 l 頁岩3 C (310) (571) (175)

剥 片 5Dn Ⅱ l 頁岩 2 a (316) (044)

剥片 5Dn Ⅱ l 頁岩 2 a

564 剥 片 5D Ⅱ l 頁岩 4 b③

掻 器 5D Ⅱ 1 買岩 2 C③

566 剥 片 5D Ⅲ 1 貢岩 1 a 277 074

567 剥片 5D Ⅱ 1 珪質頁岩 1 C

剥 片 5D Ⅱ 1 貢岩4 b①

569 RF 5D エ 1 頁岩 2 a 112

570 剥片 5D I 1 買岩 3 a②

石刃 5D エ 1 買岩4 C④ (223) (1 (086)

572 剥片 5Di Ⅱ 1 頁岩 3 d② (326) (215) (075)

573 砕 片 5D Ⅱ 1 頁岩 4 C

574 石核 5D Ⅱ 1 頁岩2 a (538) (595) (270)

575 RF 5De Ⅲ l 珪質買岩 1 a 087

576 礫 5De 圧 不明

577 剥片 5De Ⅱ 1 買岩 2 C① (630) (452) (362)

578 砕片 5Dd Ⅱ e直 1 頁岩3 a

RF 5Dd Ⅱ e直 1 頁岩 1 b① 318

石核 5Dd Ⅱe直 1 買岩 1 C③ 465

剥片 5Dd Ⅱ 1 頁岩2 a① (230 (413) (143)

剥片 5Dd Ⅱ l 頁岩 4 a⑦

583 礫 5Dd Ⅱ 不 明

剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 a③ 鬱52) (246) (057)

剥片 5Dd Ⅱ 買岩 1 b① (391) (262) (097)

586 RF 5Dd Ⅱ 頁岩 4 a④ (219) (058)

剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 3 C④ (270)

UF 5Dd Ⅱe直 買岩 1 C 368 107

589 石核 5Dd Ⅱe直 頁岩 4 e 292 469

剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩3 d (169) (226) (059)

剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 a 271 299

592 剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 b⑥ 158 (114)

593 剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 b⑦

剥片 5Dd Ⅱ 頁岩2 C① 490 207 077

595 UF 5Dd Ⅱ 頁岩 4 b 094

596 剥片 5Dc Ⅱ 頁岩 1 C③ 099
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重量
(g)

剥離角
(° )

琳
①

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備考 醜
配

雲
ｈ

Ⅳ 30260

244 Ⅳ 4862 -4980 30488

Ⅳ 4934 -4887 30457

-4959 30476 * 剥片素材

I 4796 -4938 30479 C2

‐4966 30463 十

228 4647 ‐4957 30460 剥片素材

I 4806 30422 +

-4946 30455 *

28900 4542 30358 *

4013 十

Ⅳ -2865 29952

3868 ‐2942 C3

266 Ⅳ -2951 29992

3903 ‐2970 *

-3003 30068 *

Ⅳ -3081 30025 十

Ⅳ 3642 ‐2820 29946

Ⅳ 3508 -2882 29962

Ⅳ 3407 ‐3272 29965 十

4009 -3409 30097 C3

Ⅲ 4010 -3529 30152 +

I 30161 十

-3268 KIol156と 折れ接合

3084 -3390 30037 剥片Ⅲ類

Ⅳ 3190 -3497 30106

3315 -3608 30156 中間部

Ⅳ 3357 -3718 30194 十

-3687 30140 *

3457 -3957 30220 *

4012 ‐4128 30257 剥片Ⅲ類

-4041 30251 *

Ⅳ 4208 ‐4214 30263

-4316 30262 十

-4426 30275 十

457 3375 ‐4882 30268 * 剥片素材

Ⅳ 3799 -4507 キ

120 Ⅳ 3762 -4541 30323 No2939と 折/L接合

3767 -4580 *

Ⅳ -4798 30359 十 はじ′)

Ⅳ ‐4597 30307

Ⅲ 3619 -4562

Ⅳ -4403 十

I 3494 ‐4273 30218

-4313 30256

Ⅳ 30250

Ⅲ 3296 -4167 30275

I 3258 -4173 30270 十

Ⅳ -4111 30228 十

I 3238 =4024 30225

3052 -4044 30231 剥片 I類

Ⅳ 2901 -4160 30225 剥片剥離工程初期

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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hlo 器種 位置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5Di Ⅱ l 頁岩 4 b⑩ 227 232 086

礫 5Di Ⅱ 不 明

礫 5Dh Ⅱ 不明

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 7 a 087

剥 片 5Dh Ⅱ 疑灰岩 3 b (368) (326) (176)

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 4 C④ (662) (406) (192)

剥 片 5Dh Ⅱ 頁岩 4 d② 362

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 5 (402) (185) (096)

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 4 b (304) (387) (158)

操 5Dh Ⅱ 不 明

石核 5Dh Ⅱ 1 頁岩 4 e② 475

礫 5Dn Ⅱ 砂岩

6 0 石核 5Dh Ⅱ 1 頁岩2 b① 212

6 1 剥片 5Dc Ⅱe直 1 買岩 4 g① 392 335

6 2 剥 片 5Dd Ⅱe直 1 頁岩 2 a

6 3 礫 5Dd Ⅱ 不 明

6 4 剥片 4Dw Ⅱ 1 頁岩4 b 317 357

5 石核 5Dc H 1 買岩 4 b⑩ 879 595

6 剥 片 5Db Ⅱ 1 頁岩 4

7 剥 片 5Db Ⅱ 1 珪質頁岩4 (377) (102) (097)

8 石 刃 5Db Ⅱ 1 買岩 2 a② (108) (036)

9 磨石 5Db 攪乱 1 凝灰岩 (580) (162) (305)

剥片 5Db Ic② 1 買岩 3 C (327) (229) (112)

砕片 5Db H 1 買岩 1 e

楔形石器 5Dg Ic② 1 頁岩 4 b⑥

UF 5D宣 Ⅱ ユ 馬 璃 325

625 UF 5Dg Ⅱ 1 頁岩3 d② 167 (310) 064

626 剥片 5Dg Ⅱ l 鶏璃 2

剥 片 5D宣 エ l 頁岩 1 d① 232

剥片 5Dg Ic② 1 買岩 3 d③ 058

629 石核 5Dg Ic② 1 買岩 4 b 489

UF 5Dg 1 頁岩3 C④ 050

RF 5Dg Ⅱ ユ 頁岩 3 b③ 216 325

632 UF 5Dg tr24乱 1 疫灰岩3 (311) (188) (053)

UF 5Dg Ⅱ 1 頁岩 3 (251) (065)

剥 片 5Dg Ⅱ 1 買岩 4 d (222) (206) (085)

635 剥 片 5Dg Ⅱ 1 買岩 4 b◎ 237

636 UF 5Dg Ⅱ 1 買岩 1 d 270 250

剥 片 5Dg Ⅱ 1 買岩 4 b (335) (580) (165)

638 剥 片 5Dh Ⅱ 1 買岩 4 b⑫ (335) (190) (059)

639 剥片 5Dg Ⅱ 1 頁岩3 d 266

UF 5Dh Ⅱ a 1 頁岩 3 C (262)

641 剥片 5Dg Ha 1 頁岩 1 b② (283) (248) (084)

剥片 5Dh 亘 1 頁岩 4 g① 352

剥片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 e (264) (178) (089)

剥 片 4ED Ⅱ 1 頁岩 4 b

剥片 4Ep Ⅱ 1 買岩 1 b②

646 剥片 4Ep Ⅱ 1 頁岩 3 d② 272

647 台形石器 4ED Ⅱ 1 珪質買岩 7 076

剥片 4Ep Ⅱ 1 頁岩 4 b⑦

石核 4Eu Ⅱ ユ 頁岩3 C③ (516) (530 (302)

剥片 4Eu II 1 買岩4 e③ 378
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重量
(g)

剥離角
(° )

立

口
ヽ

ノ

刃
Ｔ 分類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備 考 醜

配
雲
恥

Ⅱ -3920 30193

3181 -3946 30187

2965 30155 十

I -3803 30135

Ⅳ 2902 -3724 30122

I 2944 -3669 30112 *

182 Ⅳ 2920 -3626 30102

Ⅳ 2878 -3608 +

Ⅳ 2761 -3622 30055 十

2673 -3751 30077

-3583 30059 十 剥片素材

3109 -2624

2338 ‐3423 29938 剥片素材

Ⅳ 2279 -4613 30207

142 I 3489 30315

152 3179 -4963 30313

Ⅳ ‐5052 30312

2821 -4816 30250 No297と 衝理里害Jれ

Ⅳ ‐4615 30128

I -4637 30140

‐4233 30059

225 953 刀
■ *

Ⅳ -4037 29996

-4101 29947

123 ‐3798 十

-3749 29949 + ドロップ状

29906 剥片Ⅲ類

I -3715 29972 頭部側

123 Ⅲ 348 29863

Ⅳ 075 -3019 29772

-3141 29778 + 剥片素材

571 -3219 29848 剥片皿類

-3323 29855 +

-3100 29885 石刃

‐3202 29879 剥片Ⅲ類

Ⅲ 787 + タテ割れ

Ⅳ 674 ‐3421 29894

29886 剥片Ⅲ類 14

155 Ⅱ ‐3545

I 2049 29942

I -3445 29972

2028 -3685 十 石 刃

Ⅳ -3722

Ⅳ 2028 -3909 30045

Ⅳ 30068

Ⅳ 5616 -6287 30700 十

Ⅳ 5595 ‐6089 30644

Ⅲ 5695 -6172 *

I 5770 -6158 剥片Ⅲ類素材 C2

Ⅳ 5939 ‐6059 30645 *

725 Ⅳ 5312 -5877 30545 + 剥片素材

I 5516 -5635 30527

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分
接合
資料No 線ぐｃｍｊ

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥 片 4Eu Ⅱ 1 買岩 4 b (651) (327) (131)

652 UF 4Eu Ⅱ 1 頁岩 3 d② 250 227

剥 片 4Eu Ⅱ 1 買岩2 a⑤ 399 275

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 d④

655 石核 5Ea Ⅱ 1 買岩4 a⑤ 257 565 313

656 石核 5Eb Ⅱ 1 珪質頁岩 4 395 548 299

礫 5Ea Ⅱ 安山岩

658 剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2 e① (480) (229) (225)

剥 片 5Ea Ⅱ 1 買岩 1 C① (387) (336) (250)

礫片 5Ea Ⅱ 砂岩 1 14

剥 片 5De Ⅱ 頁岩 1 b③ (522) (468) (164)

UF 5De Ⅱ 頁岩 4 b⑫ 410 302

剥片 5De H 買岩 4 d 247 060

664 剥片 5D Π 買岩 1 e③ (384) (349) (098)

665 石刃 5D H 頁岩 1 e③ (423) 214

剥片 5D Ⅱ 頁岩3 d (473) (255) (081)

667 剥片 5D I 頁岩 3 b① 337

668 石核 5D エ 頁岩 2 C① 355 378

669 剥片 5D I 建質買岩 3 (320) (216) (1 11)

剥片 5D Ⅱ 珪質頁岩 1 (327) (334) (143)

剥片 5D Ⅱ 凝灰岩 1 (259) (230) (060)

672 石 核 5D Ⅱ 頁岩 4 b 267

673 石 刃 5D Ⅱ e直 頁岩 4 a② 576 177

674 剥片 5D 工e直 買岩 3 b③ 333 274 143

675 UF 5D Ⅱ 頁岩4 a① 092

676 (剥片) 5D Ⅱ 買岩 2 b④

677 (剥片 ) 5D Ⅱ 珪質頁岩 2 b 1

678 敲石 5De Ⅱ 安山岩

礫 5De Ⅱ 砂 岩

剥片 5Ea Ic② 頁岩 4 C① 530

承J片 5Ea Ⅱ e直 頁岩 4 d④

682 剥片 5Ea Π e直 擬灰岩4 522 253 323

UF 5Ea Ⅱe直 貢岩 3 b① (277) (173) (155)

台形石器 5Ef Ⅱ 頁岩3 b① 258

石核 5Eg Ⅱ 頁岩 4 b (742) (431) (456)

687 (剥 片 ) 5Dj Ⅱ 珪質頁岩3

剥 片 5Dj Ⅱ 頁岩3 (231)

689 UF 5Dj Ⅱ e直 頁岩 3 C 500 073

690 UF 5De Ⅱ 買岩3 d⑥ 357

剥 片 5De Ⅱ 頁岩4 g① 302

692 礫 5Dd H 不 明

693 石核 5Di Ⅱ 1 買岩3 296

石核 5Dh H 1 黒曜石 2 255

695 UF 5Dh Ⅱe直 1 買岩 4 b⑦ 171 086

696 砕片 5Dh I 1 頁岩 1 C②

UF 5Dh Ⅱ 1 珪質頁岩7 227

698 剥片 5Dc 1 頁岩 3 C⑤ 117

699 ナイフ形石器 5Dh 1 頁岩 4 b④ 416 080

UF 5Dh 1 頁岩5 b (399) (342) (078)

剥片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 e② 246 251 049

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 4 d③ (504) (432) (115)

石核 5Dh Ⅱ 1 凝灰岩 4

―-216-―



韮
り

剥離角
(° )

立

口
、
ノ

刃
Ｔ 分類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備 考 剛

ｈ
雲
配

I 5538 ‐5522 30498 タテ割れ

5577 剥片Ⅲ類

Ⅳ 30465

I 5825 +

291 5871 -4647 30294 剥片素材

6029 -4627 30310 * 剥片素材

1300 30296 *

Ⅳ 5290 -4816 30379

229 Ⅳ 5321 ‐4422 30319

5303 -4303 *

Ⅳ ‐4358 30325
ガ
士 +

Ⅲ 4589 -4017 30321 十

Ⅳ 4568 -3957 30300

4602 -3931 30270

125 Ⅳ
刀
仕 ‐3796 節理割れ

Ⅲ 4388 -3994 30267

4244 30268 + 剥片素材

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ -3855 30232 +

30177 剥片素材

-3570 30125

Ⅳ -3670 30160

-3741 30151 最U片 Ⅲ類

-3932 30190 十 No169と 節理害」れ

-3952 30221 No236の 端部側 (42)

4093 -4854 30436 *

4220 *

Ⅳ -4740 30543 十

275 Ⅳ -4892 30298

Ⅳ 30260

5528 -4147 30282

I 5232 C2

*

4587 -3955 30285 llo1030と 同時割れ (44)

Ⅲ 4312 30221

30155 十 石 刃

‐4228 30234

Ⅲ 30222

3856 -4297 30240

234 ‐3608 剥片素材

29924 +

2052 -3725 29935 剥片Ⅲ類

■7 29946 Nol172の 頭音陣」

-3788 30012 * 剥片Ⅲ類

Ⅳ -4025 30013

2406 ‐3953 30099 C2

Ⅳ 2476 -3973 30108 十

Ⅲ 2527 ‐4209 30184 十

Ⅳ 2652 -3509 29999

29988 十

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No 繰ぐｃｍｊ

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5Dh Ⅱ 頁岩 5 b (203) (204) (050)

RF 5Dh Ⅱ 買岩 1 b② 406

706 剥片 5D Ⅱ 頁岩 3 d 069

707 剥片 5D Ⅱ 買岩 3 125 062

剥片 5D Ⅱ 頁岩 4 (439) (456) (169)

剥片 5D Ⅱ 凝灰岩5 (557) (305) (207)

剥片 5D Ⅱ 頁岩 1 C

UF 5Dd Ⅱ 珪質頁岩

剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 d④ (325) (267) (101)

剥片 5Dd Ⅱ 珪質頁岩 2 C (271) (260) (081)

7 4 剥 片 5Dd Ⅱ 凝灰岩5 (252) (576) (176)

7 5 剥 片 5Dd Ⅱ 買岩 4 a② 114

7 6 UF 5Dd Ⅱ 頁岩3 d③ (375) (137)

7 7 剥 片 5Dd Ⅱ 凝灰岩 2 199 074

7 8 石刃 5Dd Ⅱ 買岩 4 b⑦ 565 212

7 9 剥片 5Dd 正 貢岩 3 d (254) (217) (119)

石核 5Dd I 買岩 3 d 374

剥 片 5Dc Ⅱ 買岩 4 b⑫
UF 5Dc Ⅱ 買岩3 C (439) 318

剥片 5Dc Ⅱ 頁岩2 a 132 265 038

UF 5Dc Ⅱ 買岩 2 C① 241

磨 石 5Dc I 安山岩 1024 373

剥片 5Dc I 頁岩 3 C⑥ 262 089

剥 片 5Dc Ⅱ 頁岩3 C⑥ 313

UF 5Dd Ⅱ 頁岩 3 b① 079

剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩 1 b 310 122

剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩3 d 040

剥 片 5Dc Ⅱ 頁岩3 a⑤

礫 5Dh Ⅱ 安山岩

733 UF 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 d 262 078

石核 5D Ⅱ 1 頁岩 4 b⑫ (423) (520) (158)

735 礫 5D Ⅱ 安山岩

736 礫 片 5Dd Ⅱ 頁岩

737 石 刃 5Dd Ⅱ 1 頁岩 4 C④ (396) 073

剥 片 5Dd Ⅱ 1 買岩 2 a (334) (236) (137)

台形石器 5Dc H 1 買岩 2

礫 5Dc Ⅱ 不 明

剥片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 b⑦ 222

742 RF 5Dc Π 1 頁岩 3 d② (508) (155) (092)

743 RF 5Dd Ⅱ 1 買岩 2 a③ 722 327

剥片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 4 g① (245) (420) (175)

RF 5Dd 1 頁岩2 C①

746 剥片 5Dd 1 買岩 3 a⑤ 256 099

747 剥 片 5Dd Ⅱ 1 珪質買岩 1 (256) (273) (110)

剥片 5Dd Ⅱ 1 凝灰岩5 (218) (308) (057)

礫 5Dd Ⅱ 不 明

750 剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 g① 233

剥片 5De 珪質頁岩2 b (339) (■21) (045)

752 RF 5De 買岩 3 d (304) (219) (081)

753 剥片 5De 珪質頁岩 4 (422) 246

剥 片 5De 買岩 1 b① 337 328

755 石核 5Dj Ⅱ 買岩 4 b③ (504) (708) (201)
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韮
⑭

剥離角
(° )

立

口
、

ノ

刃
Ｔ 分 類 X座標 Y座標 Z座標 艦

向
備考 剛

配
雲
配

Ⅳ 2521 -3647 30051

2838 ‐3833 30143 +

Ⅲ 3014 -3519 30030

I 30130

221 Ⅳ 30126 十

Ⅳ 30058

Ⅳ 30043 十

3748 ‐4268 30273 剥片Ⅲ類

Ⅳ 3528

Ⅳ 3511 ‐4418 30263 +

Ⅳ 3472 -4142

Ⅳ -4198 30248

Ⅳ -4164 30256 +

Ⅲ 3281 -4157 30259
‐4218 30170 十

Ⅳ -4153 30193 タテ害!れ

222 -4247 30196 剥片素材

2871 30212 折れ接合

2752 -4213 30202 剥片 I類

Ⅱ 30215

2744 -4329 30204 剥片Ⅲ類

2029 2598 -4342 30158 *

Ⅳ 2282 十

Ⅳ 2813

3217 ‐4978 剥片Ⅲ類

Ⅱ -4898

I 30278

I 2525 ‐4005 30106
-3958 *

30185 剥片Ⅲ類 14

-3621 30027 折れ接合

‐3574 30016 *

-4012 30190 *

30218

Ⅳ 3058 -4549 30167

Ⅲ 2560 30198 十 剥片Ⅲ類素材 11

2545 -4695 30197

Ⅳ 2563 -4710

-4698 30198

1554 3458 -4515 30180 * 粗割段階の剥片

Ⅳ -4440 30258 キ タテ害」れ

3582 30223 石刃

I -4282 30240 +

Ⅳ -4253 30212

Ⅳ -4245 30188

257 -4156 30162 *

Ⅳ 30218 +

I 4256 -4502

Ⅳ 4245 -4408 30259

Ⅳ

Ⅳ ‐4373

30118 剥片素材、No884と 同時割れ

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石 質 細 分
接合
資料No 繰てｃｍ，

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5De Ⅱ 買岩 2 a (130) (304) (136)

757 石核 4Dy Ⅱ 頁岩 2 a① 177

758 砕片 4Dv Ⅱ 頁岩 4 C②

759 UF 4Dy Ⅱ 頁岩 4 b (180) 051

石核 4Dy Ⅱ 頁岩 3 b① 335

761 剥片 5De H 頁岩 4 e② 328 123

剥片 5De Ⅱ 頁岩 4 a⑦ 432 157

台形石器 5De 亘 馬珀 1 255 058

剥 片 4Dy H 頁岩 3 a④ 271 108

石核 4Dt Ⅱ 頁岩 1 e① 9 672 458

766 語U片 4Dt Ⅱ 馬珀 4 (263) (176) (112)

剥,十 4Dt Ⅱ 頁岩 1 e (211) (177) (074)

剥片 4Dt Ⅱ 珪質頁岩 9 (177) (117) (054)

UF 4Dt Ⅱ 頁岩 4 a⑥ 372

剥 片 4Dt H 買岩 1 b① (200)

772 剥 片 4Dt 亜 珪質頁岩 6 256 148

773 剥 片 4Dt Ⅱ 馬璃 3

剥 片 4Dt Ⅱ 頁岩 4 e③

775 剥片 4Dt Ⅱ e直 買岩 3 a 090

776 石核 4Do Ⅱ 頁岩 4 e③ 353 552

777 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 1 a 292

778 UF 4Eu Ⅱ 頁岩 2 a③ 354 222 126

779 砕 片 4Eu Ⅱ 頁岩4 g①

剥片 4Ep Ⅱ 珪質頁岩 2 C (368) (365) (175)

RF 4Eっ Ⅱ 頁岩 1 e③ 269 ハ
Ｖ

782 剥片 4Ep Ⅱ 頁岩 1 e① 9 159

剥 片 4Ep Ⅱ 黒曜石 1 (220) (264) (093)

784 剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 b⑦ 482 160

785 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 1 e① 9

786 剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 3 a (203) (461) (188)

787 剥片 4Eu Ⅱ 買岩 6 (212) (250) (062)

788 RF 4Eq Ⅱ 貢岩 3 C① 285 135

剥片 4Eq Ⅱ 頁岩 3 d (261) (168) (103)

剥 片 5Eb エ 頁岩 3 d④ (608) (349) (233)

791 剥片 5Eb Ⅱ 凝灰岩 3 a 579 540 299

剥片 5Eb Ⅱ 頁岩4 b⑤ 273

剥 片 5Ea I 頁岩4 C 243 (084)

剥片 5Eb Ⅱ 凝灰岩 4 061

剥 片 5Eb Ⅱ 買岩 3 d③ (510) (391) (161)

石核 5Eb I 弱璃 1 399 695 500

剥片 5Eb エ 買岩 2 a③

石 核 5Eb Ⅱ 頁岩 3 b (542) (573) (422)

剥 片 5Eb Π 頁岩4 C④ (632) (240) 146

石核 4Ev H 頁岩 3 b②

UF 5De Ⅱ 頁岩 3 b① 274 081

UF 5De Π 頁岩 3 d 169 061

礫 5De Ⅱ 不 明

剥 片 5Dd Ⅱ 馬 珀 (361) (299) (058)

剥 片 5Dd Ⅱ 買岩 2 b① （
Ｖ

剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩 3 d (245) 232

礫 5Dd Ⅱ 不明

808 剥 片 5Dd Ⅱ 買岩 3 d 028
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羮
⑭ 紬

⑪
ユ
ホ 瑯

①
分類 X座標 Y座標 Z座標 趾

向
備考 酌

配
雲
配

Ⅳ 4466 -4981 30402

298 4641 ‐5006 30478 剥片素材

4690 -5028 30468 十

刀
仕 剥片Ⅲ類

30444 十 18

Ⅳ 4777 ‐4936 30405

Ⅳ -4947

Ⅱ 4860 ‐4911 30410 + 剥片Ⅲ類素材 11

Ⅳ 4645 -5759 30485

1108 4687 -6100 30654 剥片素材

34 Ⅳ 4590 -6103 30607 十

Ⅳ 4502 ‐6118 30589

Ⅳ 30571

4597 ‐6.020 30540

Ⅳ 30656

Ⅳ 4362 30700

4484 30648 + 端部側

Ⅲ 4455 -6400 30642 38

Ⅳ 4921 30_502

4997 -7712 30872 剥片素材 38

Ⅳ 5262 ‐5455 30518

5371 ‐5416 30448 十 剥片Ⅳ類

5712 30464

230 Ⅳ +

5763 -6100 30576 剥片Ⅳ類 12

Ⅳ ‐6041 30544 + 25

Ⅳ 5878 -6161 30609 産地同定試料

223 114 Ⅳ 5512 30488

Ⅳ 5484 ‐5531 30478

Ⅳ 5519 -5618 30472

Ⅳ 5433 ‐5516 30452

173 6094 30656 つ
じ

Ⅳ 6242 -6119 30669

Ⅳ 6137 -4583 30329 石核の一部か、節理割れ

Ⅳ 6072 30381

Ⅲ 6068 -4345 30391

I 5864 ‐4038 30266

Ⅳ 6153 ‐4498 30318

Ⅳ 6237 -4539 30386

30330 * 縦長剥片素材 45

419 Ⅳ 6418 -4619 30397 60 26

6417 -4546 30358 剥片素材

I 6103 望673 30321

‐5903 * No2215と 節理割れ、剥片素材

-4525 30277 剥片Ⅲ類 14
刀
争 30256 剥片Ⅲ類 14

4025 30218 十

I 3995 -4453 30237 頭部欠損

Ⅲ 3816 -4453 30223

Ⅳ 3729 -4445 30223

3687 4459 30219

04 I 3467 -4920 30286 +

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位置 出土層 集中 石 質 細 分
接合
資料llo 糠ぐｃｍ，

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 4 179 053

RF 5Dd Π l 頁岩 4 b 245 277

剥 片 5Dd Ⅱ ユ 買岩 5 (496) (427) (158)

剥 片 5Dd Ⅱe直 1 馬珀 3 (150) (231) (069)

礫 5Dd Ⅱ 不 明

UF 5Dh Ⅱ 1 頁岩 2 C① (185) 162 073

石核 5Dh Ⅱ 1 買岩 4 a⑤

砕片 5Dc I 1 頁岩 4

砕片 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 C

剥片 5Dh Ⅱ 1 買岩 4 e 203 056

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 4 C① 624 325

UF 5Dh Ⅱ 1 頁岩 ユ b

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 1 e (206) (188) (069)

剥片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 3 d③ (229) (166)

石 刃 5Dc Ⅱ 1 頁岩 1 e③ (198) (124) (043)

剥 片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 4 b⑫ (162) (214) (072)

826 RF 5Dh Ie直 1 頁岩 3 b③ 152

石刃 5Dc Ⅱ 1 頁岩 2 d① 178 078

828 剥片 5Dd Ⅱ 1 珪質頁岩 1 a (424) (172)

礫 5Dc 五 安山岩

礫 5Dc Ⅱ 安山岩

礫 5Dc Ⅱ 安山岩

剥片 5Eb Ⅱ 1 凝灰岩 3 (488) (524) (264)

833 剥片 5Eb Ⅱ 1 頁岩 5 (412) (208) (058)

礫 5Eb Ⅱ 不 明

UF 5Eb Ⅱ 頁岩 2 a 183 375 092

剥片 5Eb Ⅱ 頁岩 3 C① (547) (395) (229)

UF 5Eb Ⅱ 買岩 4 e② 444 264

838 剥片 5Ef Ⅱe直 頁岩 3 d 313

839 剥片 5Eb Ⅱ 買岩2 a 222 282

石核 5Eb Ⅱ 頁岩 3 b① (328) (224) (359)

剥片 5Eg Ⅱ 買岩 1 e③ 310

842 礫 5E宣 Ⅱ 不 明

礫 5Eg Ⅱ 不 明

844 剥片 5Eb 亜 1 頁岩4 a③ 286

845 剥片 5Eb Ⅱ 1 頁岩4 e③ (624) (366) (188)

剥片 5Eb Ⅱ 1 頁岩 1 e③ (294) (509) (204)

剥片 5Eb Ⅱ 1 頁岩4 a④ (408) (444) (179)

848 UF 4Eq Ⅱ 1 頁岩 1 b① 272 275

849 剥片 4Ep He直 1 頁岩 ユ e③ 632 194

剥片 4Ep Ⅱe直 1 頁岩 2 つ
々

原 石 4Eu Ⅱ e直 1 黒曜石 3 252 146

852 剥片 4Eu I 1 頁岩 4 b③ 079

853 砕片 4Eu Ⅱ 1 凝灰岩 3

UF 4 E ll Ⅱ 1 頁岩 3 b① 089

855 剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 2 e① 570 453 240

856 砕片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 3 b③

857 剥 片 4Ep H 1 頁岩 4 冒① (145) (290) (227)

858 礫片 4Ep Ⅱ 貢 岩

859 UF 4Ep Ⅱ 1 買岩 3 086

砕片 4Ep Ⅱ 1 チャー ト

862 剥 片 4Do Ⅱe直 1 頁岩 2 (267) (217) (137)
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襲
］

剥離角
(° )

部
ナ

刃
ぐ 分類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備考 酬

配
雲
配

Ⅳ 3408 4858 30274 十

3219 -4.874 30258

249 Ⅳ 3277 30185

Ⅳ 3131 -4257 30168

3048 -4160 30190 *

2927 -3936 30147
-3720 88

2937 -4104 30176 十

2_805 4149 30179

Ⅲ 2800 -3964

I 2742 -3895

2566 -3805 十 剥片Ⅲ類

Ⅳ 2648 -3792 29970

Ⅳ 2741 -4212 3019ユ +

-4212 30168

Ⅳ 2455 -3878

2292 -3926 29978 剥片Ⅲ類

2868 -4941 30258

Ⅳ 3215 -4878 30237

11700 2510 -4278 30,114 *

2615 -4088 30111 *

8200 2428 -4429 30089 *

436 Ⅳ 6119 -4538 30317 +

Ⅳ -4672 30285

6093 ‐4612 30299 *

Ⅱ -4586 30326 +

Ⅳ 6352 30340
‐4053 30282 + 34

Ⅳ 5920 -3920 30238

Ⅳ ‐4009 30282
‐4100 30311 十 剥片素材

Ⅳ 6313 30371

6447 ‐3923 30374

6432 -3965 30367 十

Ⅲ -4095 30356

347 Ⅳ 6362 ‐4196 30345 （
Ｖ

Ⅳ 6557 4200 *

Ⅳ 6725 4373 30432

6442 -6108 剥片Ⅲ類 45

I 5989 -6010 30544

I 5979

5597 ‐5555 30431 *

Ⅱ 5635 -5453 30428 +

5673 -5425 30461

5177 -5720 30562

Ⅳ 5138 -5857 30555 +

5091 -5972 30600 配900の端音聰 J (75) (29)

Ⅳ 5136 -6025 30619 +

5191 -6146 30667 +

5240 -6281 30689 剥片Ⅲ類

5053 -6446 30772 +

Ⅳ 4922 -7216 30770 十

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

863 石核 4Ek Ⅱ 1 珪質頁岩3 b 224

錐形石器 4Ek Ⅱ 1 頁岩 4 a (263)

剥片 4Eh H 2 頁岩 3 d 076

866 剥 片 4Eh Ⅱ 2 頁岩 2 b③ (264) (106) (094)

867 剥片 4Eh Ⅱ 2 貢岩 2 C① 225

剥片 4Eh Π 2 頁岩 1 d① 246 207 072

869 剥 片 4Ei Ⅱ 2 馬璃 3 245

870 剥片 5Eb Ic②～Ⅱ 頁岩3 d⑤ 485

石核 5Eb Ic②～Ⅱ 頁岩 6 b (710) (581) (633)

872 石核 5Eb Ic② 頁岩 4 C④ 532

剥 片 5E Ic② 貢岩 2 C 670 634 297

剥 片 5E Ia 買岩 2 a

875 剥 片 5E 工 a 頁岩 1 b① 583

876 石核 5E Ⅱ a 珪質頁岩2 b 1 556

877 剥 片 5E Ⅱ a 頁岩 5 a

878 石核 5E 買岩3 d⑦ 524 855 446

礫 5E 不 明

880 剥片 5D 珪質頁岩 1 323

剥片 5D 貢岩 ユ e② (494) (271)

882 石核 5D Ie直 頁岩 7 a 273

883 石核 5D Ⅱe直 買岩 1 e 370

剥片 5D He直 頁岩4 b③

剥片 5D 買岩 1 d② (205) (303) (093)

石核 5D Ⅱe直 貢岩 2 C③ 494

887 砕片 5D 買岩5 b

剥 片 5D 買岩 2 あ 498

889 石核 5Ea Ic② 頁岩 2 C②

890 剥 片 5Ea Ⅱ 頁岩2 236 352 125

剥 片 5Ea 貢岩 1 d① (250) (374) (136)

892 剥片 5Dh 頁岩3 071

893 剥 片 5Dh Ⅱ 頁岩 1 b① (204)

礫片 5Dh Ⅱ 不 明

895 礫片 5Dc Ⅱ 不 明

896 剥 片 5Dc Ⅱ 1 玩灰岩 3 (413) (432) (200)

897 UF 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 a① 398 094

898 石核 5Dc Ⅱ 1 頁岩 1

礫 5Dc Ⅱ 安山岩

900 剥片 5Dd Ⅱ 頁岩 3 b③ 427 175

石核 5Dd Ⅱ 頁岩3 C 819 376

剥 片 5De Ⅱ 頁岩2 (265) (208) (090)

剥 片 4Dy Ⅱ 買岩 4 a③ (224) (315) (124)

UF 4Dy Ⅱ 買岩 1 b③ 372 313

剥片 4Dy Ⅱ 垢珀 3 844

908 剥片 4Dy Ⅱ 頁岩 1 e③

剥 片 4Dv Ⅱ 買岩 2 065

剥 片 4Dy Ⅱ 頁岩 3 b①

9 1 剥 片 4Dy Ⅱ 買岩3 C① 437 408 153

RF 4Dv Ⅱ 買岩2 a① (346) (151) (103)

9 磨 石 4Dy Ⅱ 安山岩

9 砕片 4Dt Ⅱ 凝灰岩5

9 5 剥片 4Do Ⅱ 珪質頁岩3 a 197

9 剥 片 4Eu I 頁岩2 a (449) 599
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重量
(g)

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備 考 剛
恥

写真
No

566 5048 ‐7410 30843 剥片素材 43

I 7338 30894

I
‐8862 30894

Ⅳ ‐8848 30900

Ⅱ 7753 30882 24

Ⅳ 8025 30883 *

Ⅳ 6451 30488

6187 -4816 * No952と 節理割れ

‐4745 30501 * 剥片素材

Ⅳ 5218 -3750 30338

Ⅳ 5142 30315

I 5139 30305

634 5126 -3468 30206 剥片素材
メ
仕

Ⅳ 5187

5186 -3932 30333 礫素材

5083 -3916 *

Ⅳ -3687 30136 +

Ⅳ 3977 -3645 30106
-3610 30053
‐3377 30058 * サイコロ状

303 3974 ‐3347 No755と 同時割れ

Ⅳ 3866 ‐3225

3878 ‐3176 30026 剥片素材

3979 30055

172 I -3106 *

5127 ‐4343 30447 十 折れ接合

Ⅲ ‐4755 30532

132 Ⅳ 30475 剥片剥離工程初期 24

Ⅳ

Ⅲ 30041

1950 2416 *

438 *

Ⅳ 2874 ‐4154 30189

Ⅳ 2965 -4253 30175 十

-4000 30125 * 剥片素材

2769 30147 *

Ⅳ 3143 30279 No856の 頭音聰 1

‐4870 30277 * 剥片素材

Ⅳ *

Ⅳ 4778 -5028 30440

-5362 30483

I 4422 -5233 30535 頭吉帥 J

257 Ⅳ 4656 -5210 30533 +

Ⅲ 4727 ‐5308 30567

Ⅲ -5356 30545

Ⅳ -5316 30552

4967 -5387 30524

5774 4976 -5527 *

4232 30639 *

122 Ⅱ 30704

Ⅳ 5159 -5536 30470

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 4Ew 攪乱 l 頁岩 4 f (314) (300) (111)

UF 4Ev 士́
Ｈ攪 1 頁岩 4 b 339

石核 4Ew Ic② 1 頁岩 4 d②

石核 4Ew Ic② 1 馬璃 3

剥 片 4Eu Ⅱ 1 疑灰岩 1

礫片 4Eu H 砂岩 4

礫片 4Eu 亘 砂岩 4

UF 4Eu 亘 1 買岩 4 e 517 462

剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 1 b② (348) (362) (154)

剥片 4Eu Ⅱ 1 買岩 3 C① (323) (251) (159)

927 剥片 4Eu Ⅱ 1 貢岩 ユ b② (333) (326) (316)

928 石核 4Eu I 1 買岩 ユ b④ 577 203

剥 片 4Ev Ⅱ 1 凝灰岩 1 (231) (113)

930 石核 5Ef Ⅱ a 1 買岩 2 378

石核 5Ef ■ 1 チャー ト

932 剥 片 4Eu 1 頁岩5 455 313

933 石核 4Eu 1 頁岩2 475

剥 片 4Eu Ic② 1 頁岩 5 (491) (540) (259)

石核 4Eu 1 頁岩 1 e② 523

986 剥 片 4Ev Ⅱ 1 頁岩3 b③ 559

剥 片 4Eu 1 頁岩 1 b① (268) (237) (097)

938 UF 4Eu 1 瑶璃 1 291 320 094

939 剥 片 4Eu l 頁岩 3 a① (799) (889) (420)

礫 4Eu 不 明

剥片 5Eb 1 珪質頁岩 9 482 172

942 剥 片 5Eb l 頁岩 3 C (401) 238 (074)

剥 片 5Eb Ⅱ 1 買岩 4 b⑦ 722

石核 5Eb Ⅱ 1 頁岩 3 a① 340 493 410

剥 片 5Eb Ic② 1 買岩3 d 201

砕 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 b⑦

(剥片) 5Ea Ⅱ 1 頁岩3 d①

剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩3 d④ (716) (272) (592)

礫 5Ea H 不 明

剥片 5Eb Ⅱ 1 買岩4 b⑩ 622 598

952 (剥 片 ) 5Eb Ⅱ 1 頁岩 6 b

953 石核 5Eb Ⅱ 1 頁岩 4 g①

剥片 5Eb Ⅱ 1 頁岩3 d 942 620

955 石核 4Eu Ⅱ 1 買岩 4 a⑦ 395 280

956 礫片 4Eu Ⅱ 砂岩 1 507

砕片 4Ep Ⅱ 頁岩 1 e

剥片 4Eu Ⅱ 買岩 1 b① (250) (179) (086)

959 石核 4Eu Ⅱ 頁岩 2 b 754 432

剥片 4Eu Ⅱ 珪質頁岩 1 a 624 186

剥片 4Eu Π 1巴発彗2 (525) (689) (179)

962 剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 2 a 343

963 石核 4Eu Ⅱ 頁岩 2 a④ 627

剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 e (254) (302) (089)

965 剥片 5Ea I 頁岩 4 a③ 356 183

966 牒 片 5Ea Ⅱ 砂岩 1 (762) (607) (238)

RF 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 e② (363) (285) (167)

968 UF 5Ea Ⅱ 1 頁岩 3 C④ 192 067

969 石核 5Ea Ⅱ l 買岩4 C④ 572
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襲
①

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 趾
向

備考 剛
配

写真
No

Ⅳ 6741 30590 *

Ⅳ 6651 -5019 30510 *

537 * 剥片素材

6014 30475 剥片素材

I 5868 -5299 +

5718 -5312 30534 十

5729 -5289 30518

372 5722 -5387 十

135 Ⅳ 5904 -5353 30435

l■5 Ⅳ 5919 30439

Ⅳ 5895 -5240 30437

5743 -5229 30492 剥片素材

Ⅳ -5052 30476 +

30306 * 剥片素材

268 5038 -3747 30197 No359と 同時割れ

286 I 5412 ‐5387 十

5354 -5386 30429 剥片素材

528 Ⅳ 5773 -5119

5596 * 剥片素材

I ‐5008 30405

Ⅲ 5364 -5203 30488

5395 -5085 剥片Ⅲ類

2521 Ⅳ 5681 30448 *

299 5245 30473 *

Ⅳ 30477 +

I 6386 30387

1424 Ⅳ -4747 30355

477 6201 -4696 + 剥片素材

Ⅳ 6740 -4963 30543

5247 ‐4210 30356 + No38と 節理割れ

-4417 30456 No1027と 折れ接合

Ⅳ 5247 -4247 石核の一部か、節理割れ

5259 -4230 30314

Ⅳ -4866 30419

1446 6469 30410 No871と 節理割れ
-4832 30408 十 剥片素材

Ⅳ ‐4959 30407

5729 -5325 30512 * 剥片素材

Ⅳ 5542 -5148 *

30598

Ⅳ 5174 ‐5832 30480

1022 5137 ‐5759 30450 剥片素材

454 I 5191 ‐5498 30430

Ⅳ 30520

Ⅳ 5133

5132 -5258 30478

Ⅲ 5177 -5078 30485 *

Ⅳ 5092 -4959 30508

5056 -4842 30511 *

5222 -4998 30408

5194 ‐4880 30455 剥片Ⅲ類

1676 -4732 30482 剥片素材

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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blo 器種 位置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No 線ぐｃｍｊ

器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥 片 5Ea Π 1 馬璃 3 (696) (379) (221)

礫 片 5Ea Ⅱ 砂岩 1 14 (679) (507) 骸71)

972 台形石器 5Ea H 1 】焉巽雪3 225 274

973 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 ユ b③ 395 348

剥 片 5De H 1 買岩 4 g① (202) (362) (102)

975 RF 5Ea Ⅱ 1 買岩 3 d③ (191) (257) (071)

977 剥 片 5Ea Ⅱ 1 買岩 1 d (642) (669) (408)

石核 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 a⑤ 335

979 剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩3 d⑦

砕 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4

剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩3 b① (186) (151) (060)

磨 石 5Ea Ⅱ 1 砂岩 752

石核 5De I 1 買岩 4 C④

剥 片 5Ea Ⅱ 1 堤灰岩 1 367

985 石核 5Ea I 1 頁岩 5 a①

剥片 5Ef エ 1 頁岩 2 d①

剥片 5Ea I l 珪質頁岩 4 193

石 刃 5Ef Ⅱ l 頁岩 4 b② 594 132

礫 5Ef Ⅱ 不 明

礫 5Ef Ⅱ 不 明

剥 片 5Ef Ⅱ 馬瑞 4 297

剥片 4Dy Ⅱ 凝灰岩 1 202

剥 片 4Dv Ⅱ 頁岩 1 e (355) (552) (281)

剥 片 4Dy I 買岩 2 C① (314) (237) (120)

995 UF 4Dy Ⅱ 頁岩5 b

996 剥 片 4Dy エ 頁岩 1 b (252) (118) (052)

997 礫 4Dy Ⅱ 不 明

998 RF 4Dx Ⅱ 1 頁岩3 C② (527) (299) (146)

剥片 4Dx Ⅱ 1 頁岩 3 d 193 054

石核 4Dx Ⅱ 1 珪質頁岩3 293

剥片 4Dx Ⅱ l 頁岩4 b⑩ (552) (247) (205)

剥片 4Dx Ⅱ 1 買岩 4 e② 190 272

剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 4 b⑥ 288

剥片 5De Ⅱ 1 買岩 4 C (302) (232) (089)

剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 4 e③ 432 172

006 剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 2 C③ 073

剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 1 d① (342) (246) (129)

剥片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 1 d 245

剥片 5Dc Ⅱ 1 凝灰岩 1 (352) (194) (083)

剥片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 3 d⑤ (493) (180) (083)

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 1 b① 177

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩2 (235) (250)

剥片 5Dh Ⅱ l 頁岩5 b (215) (120) (070)

剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩3 a

016 UF 5Dh Ⅱe直 1 珪質頁岩6 225 177

石 核 5Dh Ⅱ 1 珪質頁岩 4 273

石核 5Dh Ⅱ e直 1 頁岩4 d⑤ 925

剥片 5Dc Ⅱ 1 珪質買岩 1 C 203

石 核 5Dc Ш l 頁岩 1

石核 4Ew Ⅱ e直 1 頁岩 4 e① (311) (432) (386)

023 礫 5Eb Ⅱ 安山岩

石核 5Eb Ⅱe直 l 頁岩 1 C② 323 588
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襲
⑭

剥離角
(° )

立

口
、
′
′

刃
ぐ 分類 X座標 Y座標 Z座標 雌

向
備 考 鴎

ｈ
雲
恥

272 Ⅳ 5112 -4714 30489 頭部倶I

5089 30438 *

Ⅱ -4808 30423

Ⅳ 4976 -4909 30424 *

Ⅳ -4595 30412

-4692 ナイフ形石器の可能性有 り

Ⅳ 5210 -4473 30332 十

-4495 * 剥片素材

123 I 5047 -4376 30411

5003 -4389 30412 十

Ⅳ 5225 -4362

5269 -4264 30309 *

-4136 30392 *

Ⅳ 5126 -4103

5154 ‐4017 30324 * 節理割れ

Ⅳ 5196 ‐3922 30333

Ⅳ 5249 -4121 30276 * No23と 同時割れか

5130 ‐3882 30274

5211 ‐3748 十

5138 30282

Ⅳ 5245 ‐3784 30230 十

Ⅲ 4382 -5355 30519

Ⅳ 4544 -5290 30453

Ⅳ 4324 -5281 30474 +

4202 ‐5180 十 剥片Ⅲ類

Ⅳ 4108 -5300 30516

4084 30490 十

3984 -5144 30435 十

Ⅲ 3756 -5321 30485

‐5243 30427 * 剥片素材

Ⅳ 3236 -5286 30404

Ⅳ 3103 ‐5228 30384

Ⅳ 3875 30295 15

Ⅳ 4243 -4527 30223

Ⅳ 3546 ‐4813 30168

Ⅲ 3598 30184

Ⅳ ‐4897 30211

Ⅲ 3232 -4857 30190

I 2828 -4670 30168

I 2949 ‐4042 30140

Ш 2869 -3992 +

Ⅳ 2636 ‐3959 30046

3 Ⅳ 2482 -3997 タテ割れ

9 Ⅲ 2587 -3903 30017

6 2437 -3880 29961 承J片 Ⅲ類

162 2397 -3983 29988 * 剥片素材

2138 2500 -3831 29952 *

I 2529 -4402 30110

2510 ‐4398 剥片素材

7126 -5013 30556 * 節理割れ、剥片素材

2978 6960 *

475 6646 -4828 30426 * 剥片素材

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No 線ぐｃｍ，

器幅
(cm)

器厚
(cm)

1025 石核 5Eb Ⅱ 1 頁岩 5 b 428 248

1026 石核 4Ev Ⅱ 1 珪質頁岩 1 398

1027 石核 4Eu Ⅱ 1 買岩 3 d① 356 530

1028 剥片 4Eu Ⅱ l 頁岩 2 d① 229 076

1029 剥 片 4Eu H 1 頁岩 3 a③ 199

1030 剥片 4Eu H 1 珪質頁岩3 a 478 593

1031 剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4 C① 855 329

1032 砕 片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4 b

1033 剥 片 4Eu Ⅱ 1 珪質頁岩 3 a (329) (247) (084)

1034 剥 片 4Dy Ⅱ 1 珪質頁岩 2 a

1035 剥 片 4Eu Ⅱ 1 買岩 3 d③

1036 剥 片 5Ea Ⅱ 1 チ ャー ト (381) (404) (158)

1037 石核 5Ea Ⅱ 1 買岩 2 C① (210) (460) (485)

1038 剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 a④ 198

1039 剥片 5Ea Ⅱ 1 珪質頁岩2 a

1040 剥 片 5Ea Ⅱ 1 珪質頁岩 3 a (370) (361) (15D
1041 剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 3 d① 205

1042 剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2 b② 413 198

1043 剥 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 3 C (378) (463) (131)

1044 UF 5De エ 1 買岩 4 b⑩ 078

1045 剥片 5Ea Ⅱ 1 疑灰岩 3 b (576) (525) (158)

1046 石刃 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2 C① 555

掻 器 5Ea Ⅱ 1 頁岩4 C② 141 213

砕 片 5Ea Ⅱ 1 頁岩3 d④

(剥片) 5Ef Ⅱ 1 買岩4 e① (453) (225) (352)

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 3 d (254) (245) (079)

1051 剥 片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 3 a (244) (222) (046)

台形石器 4Dy Ⅱ 1 頁岩 3 d 276 075

台形石器 4Dv I 1 頁岩 2 a 206 222

石核 4Dy Ⅱ 1 頁岩 ユ a 550

1055 剥 片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 e 215

1056 UF 4Dv I 1 頁岩 4 e (330) (323) (114)

1057 礫 4Dy Ⅱ 不 明

1058 台形石器 4Dy Ⅱ 頁岩 1 C② 260 306 067

1059 剥片 4Dy Ⅲ 珪質頁岩2 a 520

1060 UF 4Dy Ⅱ 貢岩 4 d (497) (307) (096)

1061 剥片 4Eu Ⅱ 珪質頁岩2 b 308 071

1062 剥片 4Dy Ⅱ 頁岩 4 b 332 200

1063 剥片 4Dy Ⅱ 買岩 2 d① 357 257

1064 ナイフ形石器 4Dy Ⅱ 頁岩 1 ■51 057

1065 砕 片 4Dx Ⅱe直 珪質買岩5

1066 石 刃 4Dx Ⅱe直 頁岩 3 236

1067 台形石器 4Dx 亘e直 買岩 4 a③

1068 探 4Dx Ⅱ 不 明

1069 剥片 5Dc Ⅱ 1 買岩 4 b (240) (159) (051)

1070 UF 4Dy Ⅱ l 珪質頁岩2

1071 UF 4Dy Ⅱ 1 買岩 3 a① (597) (557) (280)

1072 剥片 4Dy Ⅱ 1 買岩4 b 222 082

1073 剥片 4Dy Ⅱ 1 買岩4 b 215 273

1074 剥片 5Dd Ⅱe直 1 買岩 2 a② (552) (265) (262)

1075 剥片 5De II 1 頁岩 1 b④ 315

1076 砕片 5De Ⅱ e直 1 凝灰岩5
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重
⑭

剥離角
(° )

瑞
①

分類 X座標 Y座標 Z座標 皿
向

備 考 酬
配

芸
配

6242 ‐4750 30381 剥片素材

6227 -5017 30373

277 -5238 30445 十 折れ接合、剥片素材

Ⅲ 5685

30391 十

212 Ⅳ ‐5348 30459

Ⅳ 5597 30461 +

5232 -5229 30451

Ⅳ 5155 -5375 30442 タテ害1れ

Ⅳ -5479 30443

Ⅳ 5231 -5142 30478

Ⅳ 5197 30400 *

5230 ‐4837 30388 * 剥片素材

642 Ⅳ 5172 ‐4723 30399

‐4632 30433 十 端部側

146 Ⅳ 5069

Ⅳ 5036 ‐4527 30341

Ⅳ

Ⅳ

‐4579 30356

Ⅳ 30340 *

5247 ‐4343 30333 十

223 5 30316 * C3

5 30309 * 節理割れ

Ⅳ 5 -3957 30277 節理害」れ

Ⅳ 5 -4044 30306 十

Ⅲ -5252 30514

Ⅲ -5088 30560 11

Ⅲ 4558 ‐5159 30488

-5219 30460

Ⅲ ‐5239 30456

Ⅳ -5202 30459 十

-5100 30545

Ⅲ 4428 -5160 30515

122 I 30498 頭部側

4276 -5187 30488 十 石刃

11 I 5170 ‐5308 30451

246 Ⅳ ‐5303 30419

Ⅳ ‐5036 30438

-5033 30429 + C2

十 No27の 一部の折れ

‐5218

I 十

3695 十

Ⅳ 2518 30095 タテ割れ

4599 30484 +

4629 ‐5029

Ⅲ 4644 30492

Ⅳ 4874 30434 十

Ⅳ 3846 30176 十

Ⅳ -4613

4447 -4442 30241

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分
接合
資料No 籐

くｃｍ，
絲
てｃｍナ

器厚
(cm)

1077 剥片 5De Ⅱe直 1 買岩 2 d① 437

1078 剥片 4Dy Ⅱ l 頁岩 4 b 048

1079 剥片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 2 C① 327 147

1080 礫 4Dy Ⅱ 不 明

1081 剥 片 4Eu Π 1 頁岩 3 C⑤ 234 255

1082 剥片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4 a③ 229 258

1083 剥片 4Eu H 1 買岩 3 a① 236 093

剥片 4Dy Ⅱe直 1 買岩 3 b① 153

剥片 5Ea Π 1 凝灰岩 1 (381) (136)

台形石器 5Ea Π 1 買岩 4 g① 226 092

剥 片 5Ea Ⅱ 1 凝灰岩 1 (299) (275) (323)

剥 片 5Ea Ⅱ 1 珪質頁岩 1 a (368) 430 (118)

1089 石核 5Ea I 1 頁岩 5 a①

石核 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 b② 24 459 427 382

石核 5Ef I 1 頁岩 1 d① 372

UF 5Ef Цe直 ユ 買岩4 e③ 422

石核 5Ef Ⅱ e直 1 貢岩 6 723 544

諸U片 5Ea 1 頁岩 2 C① (362) (407) (109)

1095 剥 片 5Ea Ⅱ l 買岩 ユ d① 250 096

剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 4 823 279

剥片 5Eb Ⅱe直 1 買岩 4 g① (415) (360) (184)

石核 4Ev Ⅱ e直 l 買岩 3 b③ 503 432

1100 石核 4Ev 1 珪質頁岩 7 254 332 132

■01 石核 4Eu 1 凝灰岩 1 424 407

1102 剥 片 4Eu Ⅱ e直 1 頁岩 2 C① (174) (142) (047)

1103 剥片 4Dy He直 1 頁岩 4 e② (229) (313) (091)

1104 RF 4Dy Ⅱ 1 珪質買岩 1

1105 剥 片 4Dx Ⅱ 1 頁岩 1 b① 213 (211) 043
1106 剥片 5Dd Ⅱ 1 買岩 4 b 277 293 077

1107 剥片 5Dd 亜 1 頁岩 4 C⑤ 235 282 072

1108 RF 5Dd Ⅱ 1 珪質頁岩 4 258 123

1109 UF 5Dd Ⅱ 1 頁岩 4 e② 130

1 剥 片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 3 274 048
1 剥 片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 2 C① 351 106

l 剥片 5Dc Ⅱ 1 凝灰岩 4 (427) (395) (130)

1 剥片 5Dc Ⅱ 1 珪質頁岩 7 203 067
1 4 剥 片 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 b① 205 207 044

l 石核 5Dc Ⅱ 1 頁岩 2 C② (398) (818) (978)

1 剥片 5Dc Ⅱ l 頁岩6 326 059

1 UF 5Dd I 1 頁岩 2 a① (162) (234) (064)

1 礫 5Dc I 不 明

1 剥片 5Dc Ⅱ l 頁岩 4 b⑬ (940) 562 208

1120 剥片 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 e③ (500) (331) (161)

1 礫片 5Dh Ⅱ 凝灰岩 3

1 UF 5Dh Ⅱ 1 頁岩 4 b① (384) (342) (137)

1 剥片 5Dh エ 1 珪質買岩2 C (398) (597) (319)

l 剥片 5Dh Ⅱ 1 珪質頁岩2 a (331) (162) (136)

1 砕 片 5Dh Ⅱ l 凝灰岩 2 b

1 剥 片 5Dc Ⅱ 1 買岩 3 C⑥ 192 (283) (120) (078)

1 UF 5De Ⅱ 1 頁岩 4 b⑩

1 UF 5De Ⅱ 1 頁岩 1 b① 371 231 067

1 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 3 d② 278 226 076
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襲
⑭

剥離角
(° )

立
口
、リ

刃
↑ 分類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備考 鴎

配
芸
配

141 Ⅳ 4491 -4400

Ⅳ 4999 -5046 30541

Ⅳ 30541

‐5010 30445 十

Ⅲ 5008 -5112 30396 台形石器に類似

Ⅲ 5035 -5140 30393

I 5098 -5159 30414 十

Ⅳ ‐5119

Ⅳ 5068 -4825

Ⅲ ‐4655 30324 剥片Ⅲ類素材 C2

221 Ⅳ 5076 -4463 30306

Ⅳ 5129 -4430 30300

3689 -4076 30312 * 節理割れ

-4052 30259

260 5286 30235 *

5452 30233

2475 5528 *

Ⅳ 5174 -4039

Ⅱ 5288 -4183 30275

Ⅳ 5193 ‐4322 30310 *

Ⅳ 6132 -4847 タテ割れ

715
-5256 * 剥片素材 17

5370 -5178 十 摩減、打面転移

Ⅳ -5076 30376

Ⅳ 30438

4525 掻器状

Ⅲ 3637 ‐5075 30323

34 Ⅲ -4953 30260 十

Ⅳ 3248 -4942 30234

-4860 30230 剥片 I類

4601 30185 剥片Ⅲ類

Ⅲ 30183

Ⅳ 3121 ‐4889 30175

Ⅳ ■960 30208

Ⅲ ‐4821 *

Ⅳ -4802

‐4524 * 折れ接合

I ‐4536

Ⅳ -4465 剥片Ⅲ類

-4023 30075 *

I 2715 -4096 30059 *

I 2710 ‐4051 +

277 2736 十

-3998 30035 語Utt I類

Ⅳ + No306と 同時割れ

Ⅳ 2686 29990 十 タテ割れ

2755 ‐3892 29986

Ⅳ -4012 29971

4717 -4732

Ⅳ -4696 30272

117 Ⅲ 4737 -4858 30257

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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llo 器種 位置 出土層 集中 石質 糸日り} 接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

礫 5De Ⅱ 不 明

剥片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 a③

石 刃 4Dy H 1 頁岩 4 b⑫ (305) (154) (052)

1 剥片 4Eu Π 1 頁岩 7

剥片 5Ea Π 1 買岩 4 b⑦ 616 267

1 剥片 5Ea Ⅱ 1 買岩 3 d⑦ 294 105

1 剥 片 5Ea Πe直 1 頁岩 4 a (219) (264) (124)

剥片 5Ea Ⅱe直 1 貢岩 3 d 436 180

1 剥片 5Ea Ⅱ 1 瑶璃 3 (254) (324) (155)

1 RF 5Ef 攪 乱 1 頁岩 1 b①

1 剥片 5Eb Ⅱe直 1 頁岩 4 a 366 070

1 ナイフ形石器 5Dd He直 1 馬璃 2 357 219 092

42 石核 5Dd Ⅱ e直 1 頁岩 2 b① 367

剥片 5Dd He直 1 頁岩 4 b⑦ 316

剥 片 4Dy Ⅱ 1 凝灰岩 ユ 364 079

石 刃 5Dc Ⅱ e直 1 頁岩 4 C④ (326) (289) (094)

台形石器 5Dc Ⅱe直 1 頁岩 3 d③ 046

台形石器 5Dd Πe直 1 頁岩 4 e 250 090

剥 片 5Eb Ⅱ e直 1 鳴璃 (808) (599) (257)

台形石器 5Dd Πe直 1 貢岩 3 b① 072

剥 片 5Dd Ⅱ 1 買岩 4 C④ (218) (175) (071)

剥 片 5Dd Ⅱ e直 1 珪質頁岩 1 (224) (235) (142)

UF 5Dd Ie直 1 頁岩 1 b① 275 067

剥 片 5Dd Ⅱ e直 l 買岩 3 d⑤ 050

剥片 4Dy Ie直 l 買岩 3 b① 275

1 剥片 5Ea Ⅱ 1 頁岩4 (182) (319) (106)

ユ 石核 5Ea Ie直 1 頁岩4 b①

1 石核 5Ec Ⅱe直 1 凝灰岩 3 613 253

1 UF 4Eu 1 買岩 2 C③ 272 242 079

1 UF 4Eu Ⅱe直 1 珪質頁岩 2

1 剥 片 5Ea Ⅱe直 1 頁岩 2 a④ 149 444 260

1 剥 片 5Dd Ⅱe直 1 疑灰岩 3 (873) (644) (232)

1 UF 5Dc Ⅱe直 1 頁岩 3 d 250 253

1 剥片 4Eu I 1 頁岩 1 b① (130
1 剥 片 4Dy 1 頁岩 3 b① 237 076
1 剥片 4Dy Ⅱ 1 買岩 2 a⑤ (219) (128)

1 台形石器 5Ea Ⅱe直 1 頁岩 4 d① 225

1 剥 片 5Ea Ⅱ e直 1 買岩 1 e③ (326) 233 058

1 剥 片 4Eu Ⅱ e直 1 珪質頁岩 1 a 398 389

1 RF 4Eu Ⅱe直 1 頁岩 1 e③ 447

1 剥片 4Dv Ⅱ 1 頁岩 4 b (311) 048

1 剥片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 3 C (400) (270) (143)

1 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 1 C② (576) (316) (116)

1 原 石 5De Ⅱ 1 馬璃 285

1 石核 5De Ⅱ 1 買岩 2 b① 475 293

1 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 3 d⑦ e26) G50) (361)

1 剥 片 4Dx Π l 頁岩 1 C① (465) (332) (132)

1 剥片 4Dx 互 1 疫灰岩 2 b (325) (430) (241)

1 剥片 4Dx Ⅱ 1 買岩 2 b④ (437) (586) (248)

1 RF 5Dd Ⅱe直 1 珪質頁岩 2 a (453) (279) (120)

1 剥片 5Dd Ⅱ e直 1 頁岩 3 C 226 (303) 056

1 UF 5Dc Ⅱe直 1 頁岩 4 226
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重
①

剥離角
(° )

部
＞

刃
ぐ 分 類 X座標 Y座標 Z座標 雌

向
備考 酬

配
雲
配

-4859 30268

4755 ‐5072 +

4788

Ⅳ 5090 ‐5057 30401 * 一部にはじけ

120 I 5085 30315 十

Ⅳ 望293 30292 つ
々

Ⅳ 5456 -4110

Ⅳ 望 182 30242

135 Ⅳ 5923 4028 30243 *

5979 30258 +

Ⅳ 6537 望736

3275 -4298 30144 横長剥片素材 C2

3226 ‐4116 30110 + 剥片素材

41 Ⅲ -4040 30108 16

Ⅲ 30470

端部側
一
ｒ

Ⅲ 2757 -4205 30082 横長剥片素材

Ⅲ 3278 ‐4221 30110 剥片Ⅲ類素材

Ⅳ

Ⅱ ‐4330

I 3132 -4657

Ⅳ ‐4418 *

3743

Ⅲ 3576 -4345

Ⅳ 30407 +

Ⅳ 5233 30293

30220 + 剥片素材

791 十 剥片素材

5272 -5147 30445
‐5166 +

Ⅳ 5127 ‐4773 30318

920 Ⅳ 3025 -4912 30177 礫石器の一部か

2765 ‐4816 30150 十 剥片Ⅲ類

Ⅳ 30418 十

Ⅱ 4544

Ⅳ ‐5119 30409
‐4699 30279 11

Ⅳ 30267

Ⅲ 5033 -5081

5012 ‐5168 30387 石刃素材

Ⅳ ‐5050 30374

Ⅳ -5019 30351 十

I 4907 30266

30257 *

-4941 30299 剥片素材

Ⅳ 4232 ‐4793 30237

Ⅳ 3793 -5123 30304

Ⅳ -5074

576 Ⅳ -5059 30299

3354 ‐4212 30110

Ⅳ 30105

2893 -4.303 30060 剥片Ⅲ類

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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hlo 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分 船軸
器長
(cm)

器幅
(cm) 紳

くｃｍ，
石核 5Dc Ⅱ 1 頁岩 1 b③ 342 405

石 刃 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 a② 554 128

石核 5Ea Ⅲe直 1 頁岩2 332

剥 片 5De Ⅱe直 1 凝灰岩2 (455) (471) (194)

剥片 5De Ⅱ 1 買岩 4 d② 278 331

ナイフ形石器 4Dy Ⅱ 1 頁岩 1 e③ (480) 242

剥片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4 a④

石核 5De Ⅱ 1 頁岩 4 (203) (354) (332)

UF 5De Ⅱe直 1 頁岩 1 b② 397

UF 5De 工e直 1 珪質頁岩3 a 077

UF 5De Ie直 1 頁岩2 C① 678 316 (176)

RF 4Dx 工e直 1 頁岩 1 e③ (335) (152) (044)

剥 片 5Dd Ie直 1 頁岩 2 a① 380 065

1197 剥片 5De 風倒木
(Ⅱ 相 )

1 馬 瑶 (305) (345) (106)

1198 (剥片 ) 5De 木
相

倒
亜

風
ぐ 1 珪質頁岩2 b l

1199 剥 片 4Dy 木
相

倒
Ⅱ

風
ぐ 1 頁岩 1 b② 273

1200 剥 片 4Dy 風倒木
(Ⅱ 相 )

1 珪質頁岩 215

1201 剥 片 4Dy 風倒木
(H相 )

1 頁岩 1 b① (508) (333) (086)

1202 石核 4Dy 風倒木
(Ⅱ 相 )

1 頁岩3 512 499

1203 UF 4Dy 風倒木
(Ⅱ e直相)

1 頁岩 4 b 244

1204 剥 片 4Dy 風倒木
(Heゼ室オロ)

1 頁岩 4 b⑩ 455

1205 石核 5De 直
木

ｅ

倒
Ⅱ

風
ぐ 1 頁岩3 b③ 273 421 259

1206 石核 4Dt 風倒木
(Ⅱ e直相)

1 買岩 2 d① 318 415

2001 石核 4Gf Ⅱ a～ Ⅱb 北外 買岩 4 b 387

2002 礫片 4Ga Ic② 北外 頁岩 (816) (673) (420)

2003 剥 片 4Fj Ic② 封ヒタト 珪質頁岩 3 (195) (267) (060)

剥片 4Fj Ⅱ a 北外 買岩4 C③ (707) (984) (229)

剥片 4Fi Ic② 北外 買岩 4 b (462) (600) (212)

2006 剥片 4Fh Ⅲ a 3 買岩 2 (233) (266) (093)

剥 片 4F〕 Ic② 北外 買岩 4 C 748

剥片 4Fv Ic② 封ヒクト 珪質買岩 3 (476) (501) (131)

剥片 4Fh Ic②～Ⅱa 3 貢岩 4 C (384) (257) (129)

2010 台形石器 4F Ⅱ a 北外 頁岩 1 C 210 219

2011 UF 4F Ⅱ a 3 頁岩 2 a (698) (259) (108)

2012 石核 4F Ⅱ a 3 珪質頁岩 1 b (532) (613) (273)

2013 RF 4Fn Ⅱ a 3 頁岩 4 a 432

ナイフ形石器 4Do Ⅱオロ 1 頁岩5

2202 ナイフ形石器 6B Ic① 頁岩 4 a 144

2203 剥 片 5Di Ⅱ 1 頁岩2 b③ 377

石核 4F Ic② 黒曜石 5 220 187

剥片 5Dp Ⅱ 外 珪質頁岩9

2206 剥片 5Dc Ⅱ 1 珪質頁岩 2 a 228 033

2207 剥 片 3G Ⅱ a 外 頁岩 1 e 232

円盤状 4Dn Ⅱ 1 砂岩 410
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襲
①

剥離角
(° )

刃部
(° )

分類 X座標 Y座標 Z座標 阻
向

備考 剛
ｈ

写真
No

2859 -4194 30059 十 48

2708 -4523 30070

5707 -4468 30231 * 剥片素材

229 Ⅳ -4827 30240 +

Ⅳ -4818 30240
-5059 30341

373 30323 十 No247と 折れ接合

‐4941 30266 剥片素材

‐4801 30181
オ
仕

4056 -4975

‐4870 30196 剥片 I類

-5028 30.223 石刃素材

Ⅱ 3111 ‐4530 30.120

Ⅳ -4950 30280

-4985 十 No236と 同時割れ (123)

Ⅲ 30245

Ⅳ -5144 30245 +

157 102 Ⅳ -5135 30342

-5076 30255 * 剥片素材

4244 -5169 十 剥片Ⅲ類 14

Ⅳ 30337

217 4538 -4833 30163 *

4617 -6136 30550 剥片素材

5634 ‐8638 31593 剥片素材

-9056 31585

Ⅳ -8,806 31530

Ⅳ 4238 -8544 31473

Ⅳ -8647 31456

Ⅳ -8,342 31393

I
‐7566 31263

215 Ⅳ -5570 31240

Ⅳ -8135 31337

Ⅲ 3720 -8537 31432

13126 31394 剥片 I類 34

-8.175 31307 +

215 -7930 31310

重機による表土掘削中 C2

C2

I

46

I

I

Ⅳ

237

Ⅳ 検出遺構 と出土遺物
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 糸田ケ) 接合
資料No 絲くｃｍナ

釉ぐｃｍヶ
紳くｃｍ，

2209 剥 片 4Ds 根攪乱 1 頁岩 4 207

2210 台形石器 4Dx 1 頁岩 3 d

2211 剥 片 4Dy 亘e直 1 頁岩3 a (259) (251) (067)

2212 砕片 4D 馬 翡

2213 UF 4D 頁岩 2 C③ 295 (147)

2214 剥 片 4D 買岩 1 C② (275) (089) (087)

石核 4D 頁岩 3 b② (582) (723) (448)

2216 剥 片 4Ei Ⅱ 頁岩 5 a 377

2217 剥 片 4Ek Ⅱ l 買岩4 a② (182) (302) (077)

2218 剥 片 4El ■ 外 買岩 5 a 340 279

2219 剥 片 4Ep Ⅱ l 頁岩4 b (299) (■41) (072)

2220 剥 片 4Et Ic② 外 珪質頁岩 8

2221 剥 片 4Eu Ic② 1 石 英 (192) (201) (092)

2222 剥 片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4 b 145

2224 砕片 4Eu Ⅱ 1 買岩 7

2225 剥片 4Eu Ⅱ 1 貢岩 4 (435) (249) (098)

2226 石 刃 4Eu Ⅱ l 買岩 4 b② 276

2227 剥片 4Eu H 1 珪質頁岩6 178

剥片 4Eu Ⅱ 1 珪質頁岩9 (315) (188) 125

2229 剥片 4Ev Π 1 頁岩 3 d (254) 327 072

2230 礫片 4Ev Ⅱ 不 明

2231 剥片 4Ev Ⅱ 1 凝灰岩 5 (392) (259) (079)

2232 剥片 4Ev Ⅱ 1 凝灰岩 1 355

2233 剥片 4Ev Ⅱ 1 頁岩 3 d⑤ 056

2234 砕 片 4Ev Ⅱ 1 買岩 2

2235 剥 片 4Ew Ⅱ 買岩 3 d⑤ 283 122

2236 剥片 4E Ⅱ 外 頁岩 1 e① 9 254 329

剥片 4E Ⅱ 外 頁岩 1 042

2238 UF 4Fv 攪 乱 外 買岩 3

2239 剥片 4Fw 攪乱 外 頁岩 4 C (353) (325) (085)

剥片 4F Ic② 外 買岩4 C③ (388) (627) (145)

2241 剥片 4F Ⅱ 外 凝灰岩 3 b (090)

剥片 4F Ⅱ a 外 ホル ンフェルス (441) (465) (130)

最U片 4G Ⅱ a 外 買岩5 a り10 (038)

2247 砕片 5Db Ⅱ 1 頁岩3 d

UF 5Db Ic②～Ⅱ l 頁岩 2 a② 268

砕 片 5Dc Ⅱ 1 珪質頁岩 8

2250 砕片 5Dc Ⅱ 1 チャー ト

2251 剥片 5Dc Ⅱ l 頁岩 3 d 229

2252 砕 片 5Dc Ⅱ ユ 頁岩 3 d⑤

2253 剥 片 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 C③ 323

2254 剥 片 5Dc Ⅱ 1 凝灰岩 1 432 102

2255 剥 片 5Dc Ⅱ 1 買岩 1 d① (201) (299) (071)

2256 剥 片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 1 C② (237) (251) (132)

2257 砕 片 5Dc Ⅱ 1 頁岩3 C

2258 剥 片 5Dc Ⅱ 1 頁岩4 a③ 251

2259 剥片 5Dc Ⅱ 1 買岩 3 a④ (416) (700) (381)

2261 剥 片 5Dc 亜e直 1 買岩3 d 392

2262 UF 5Dc Ⅱ 1 買岩 3 d 283 155 056

2263 剥片 5Dc Ⅱ 1 買岩3 d (115) (112) 032

2264 剥 片 5Dc Ⅱ 1 頁岩 4 b⑫ 258 234 144

2265 剥片 5Dc Ic② 1 買岩3 d 035
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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I
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Ⅳ
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Ⅳ
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Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細分
接合
資料No

器長
(cm)

器幅
(cm)

器厚
(cm)

2266 剥片 5Dc Ic②～Ⅱ 買岩7 342 088

2267 剥片 5Dd Ic② 頁岩 2 a④ 755

2268 剥 片 5Dd Ⅱ 頁岩 4 d⑥

2269 剥 片 5Dd Ic②～Ⅱ rOt灰岩 (183) (160) (261)

砕片 5De Ⅱ 頁岩 ユ

2271 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 3 C② (305) (368) (283)

2272 UF 5De Ⅱ 頁岩 4 315 111

2273 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 4 e③ 324 322

2274 剥片 5De Ⅱ 貢岩 7 (403) (274) (134)

2275 石核 5De Ⅱ 頁岩 2 a

2276 石核 5De Ⅱ 頁岩 2 C① 417

2277 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 2 a②

2278 剥 片 5De Ⅱ 凝灰岩 4

2279 剥片 5De Ⅱ 頁岩 2 (281) (368) (150)

2280 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 2 C① 177 252 231

2281 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 4 d④ 287

2282 剥 片 5De 亜 珪質買岩2 318 138

2283 剥片 5De Ⅱ 珪質頁岩6 255

2284 UF 5De Ⅱ 頁岩 1 b③ 242 272

2285 剥片 5De Ⅱ 頁岩 3 d③ (285) 095

2286 RF 5De Ⅱ 頁岩 4 b⑦ 092

2287 剥 片 5De Ⅱ 凝灰岩 (301) (173) (061)

2288 剥片 5De Ⅱ 凝灰岩 4 272 267

2289 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 2 (207) (291) (049)

砕片 5De Ⅱ 頁岩 4 a④

2291 剥片 5De Ⅱ 買岩3 180 050

2293 剥 片 5De Ⅱ 買岩 2 a① (172) (183) (043)

2294 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 5 b 172 201

2295 剥片 5De Ⅱ 頁岩 4 213

2296 砕 片 5De Ⅱ 凝灰岩 3 b

2297 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 3 d

2298 剥片 5De Ⅱ 頁岩3 d (223) (167) (129)

2299 RF 5De Ⅱ 頁岩 3 b①

2300 砕片 5De 亜 頁岩 4

剥 片 5De Ⅱ 買岩 3 d 177

2302 剥 片 5De Ⅱ 買岩 3 b (239) (407) (149)

2303 台形石器 5De Ⅱ 頁岩 2 a③ 257

2304 剥 片 5De Ⅱ 珪質頁岩 4 (151) (229) (040)

剥 片 5De Ⅱ 頁岩 5

2306 剥 片 5De Ⅱ 買岩 2 a 337

砕 片 5De Ⅱ 買岩 4 C②

剥 片 5De Ⅱ 買岩 4 C② (424) (209)

2309 掻 器 5De Ⅱ 買岩2 a⑤ 263

2310 砕 片 5De Ⅱ 馬 珀

2311 剥 片 5De H 買岩 4 d 202 277

2312 剥片 5De H 頁岩 3 a

2313 剥 片 5De Ⅱ 頁岩 4 C (358) (361) (■ 81)

(剥片) 5De Ic②～Ⅱ 頁岩 4 C④ 6

剥片 5Df Ic②～亘 買岩 4 C (285) (206) (071)

2317 剥片 5Dg Ⅱ 馬珀 3 (256) (133) (085)

2318 UF 5Dg Ⅱ 頁岩7 a 242

2319 剥片 5Dh エ 頁岩 4 e② 228 212 062
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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Ⅳ
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Ⅳ
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肛

Ⅳ
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Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ
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Ⅲ

Ⅲ
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Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ
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Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ 剥片Ⅲ類素材

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

249 Ⅳ

C3

Ⅳ

Ⅳ

I

No126と 偶発的な割れ

I

Ⅳ

129 41

Ⅲ
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石 質 細 分 踏軸
籐ぐｃｍ＞

絲
ぐｃｍ，

綽＜ｃｍ，
剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 1 b (181) (132) (055)

2321 剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 2 (272) (184) (088)

2324 剥 片 5Dh Ⅱ ユ 凝灰岩2 062

2325 剥片 5Dh Ⅱ 1 珪質頁岩9 (372) (233) (081)

2326 剥片 5Dh Ⅱ l 弱 瑞 166

2327 剥片 5Dh Ⅱ 1 頁岩 3 a④ (297) (313) (177)

2328 剥片 5D Ⅱ 1 頁岩5 632

2329 砕片 5D Ⅱ 1 託焉努彗4

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 4 a④ 354

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 4 g① 199 327

2332 剥 片 5D Ⅱ 1 頁岩 3 d③ 258

2333 剥片 5D Ⅱ 1 頁岩 2 a③ (157) (211) (091)

2334 剥片 5D Ⅱ 1 頁岩3 d (219) (187) (048)

2335 UF 5D Ⅱ 1 頁岩 2 b① 220

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩4

剥片 5D Ⅱ 1 頁岩2 221

2338 砕 片 5D Ⅱ 1 買岩 3 d③

2339 台形石器 5D Ⅱ 1 馬璃

2341 石 核 5D Ic② 1 買岩 4 d 557 349

2342 石 核 5D Ib 買岩 4 e③ 272 244

2343 UF 5D Ib 買岩 4 C 335 102

2344 (剥片) 5D Ib 買岩 ユ C③ 145

石核 5D Ic② 貢岩 4 b

2348 RF 5Ea Ⅱ 1 珪質頁岩3 a 242

2349 剥 片 5Ea 亜 1 疑灰岩 3 (523) (704) (749)

原石 5Ea Ⅱ 1 買岩 1890 1320

2353 石核 5Eb Ⅱ e直 1 頁岩 1 C 332 587 297

2355 剥片 5Ef Ⅱ 1 頁岩 4 (153) (335) (073)

2356 台形様石器 5Ef Ⅱ 1 買岩5 b 220

2357 剥片 5Eg I 貢岩 2 C② (368) (287) (138)

2358 剥片 5Eg Ⅱ 頁岩 2 a

2359 剥片 6A 表採 タト 貢岩 4 b④ (324) (440) (132)

2360 UF 5Dc Ⅱ l 頁岩3 C④ 207

礫片 5Dc 亜 買岩 8

2362 剥片 5Dc Ⅱ 凝灰岩 1 (410)

2365 剥片 5Dc Ⅱ 頁岩 7 (235) (129) (042)

2366 剥片 5De Ⅱ 凝灰岩 3 b

2367 石核 4Do Ⅱ 頁岩 1 e② 328

石核 4Do Ⅱ 買岩 4 e③ 724 334

剥片 4Do 互 頁岩 4 C①

2370 石核 4Do Ⅱ 頁岩 5 287

2371 剥 片 4En 根24攪舌し タト 凝灰岩

2372 彫器 4Eq Ic② 頁岩 4 a 647

2373 剥片 4Eq Ⅱ 買岩 1 b① (447) 229 138

剥 片 4Eq Ⅱ 頁岩 7

2375 UF 5Es 刑見29瑚霊苦し 外 頁岩 4 b (194) (307) (085)

2376 剥片 4Dvw 根30攪乱 珪質買岩5 (309) (294) (144)

2377 台形石器 6Bd 根36攪舌し 頁岩4 b 229 322 074

2378 剥片 4Dt I 1 買岩4 b⑩ (341) (338) (335)

2379 UF 4Dt I 1 頁岩2 b① 251 229 056

砕片 4Dy I 1 買岩 1

2386 砕片 4Dy Ⅱ 1 買岩3
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No 器種 位 置 出土層 集中 石質 細 分
接合
資料No 線

ぐｃｍ，
器幅
(cm)

器厚
(cm)

剥片 4Dy Π 頁岩 1 e

剥片 4Dv Ⅱ 珪質頁岩 5

2389 剥 片 4Dy 亘 馬 璃 137

2390 RF 5Dd Ⅱ 頁岩 4 b (112) (132) (032)

剥片 5Ea Ⅱ 珪質頁岩7 (182) (190) (033)

剥 片 5Ea 亘 頁岩 1 d① 249

2393 剥片 5Ea Ⅱ 頁岩 6 (395) (463) (218)

2397 剥片 5Ea H 珪質頁岩6 027

剥片 5Ea Ⅱ 買岩 4 b (154) (238) (075)

2410 剥片 5Ea Π 頁岩 4 a③ (274) (237)

剥 片 5Ea Ⅱ 珪質頁岩 9

2412 礫片 5Ea Π 凝灰岩 3 (245) (267) (076)

2416 砕 片 5Ea Π ユ 頁岩 4

砕 片 5Ea Π 1 頁岩 3

2427 剥片 5Ea Ⅱ 1 凝灰岩 1 (297) (176) (087)

剥片 5Ea H 1 凝灰岩 (305) (306) (104)

砕 片 5Dd Ⅱ 1 頁岩 4 d⑥

2527 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 6 (230) (168) (056)

2529 UF 5De Ⅱ 1 買岩 4 g① 295 259

剥片 5De Ⅱ 1 買岩4 C 076

2532 剥片 5De Ⅱ 1 頁岩 1 e③ (348) (194) (070)

剥 片 5De Ⅱ 1 黒曜石 2

2536 剥 片 5De Ⅱ 1 頁岩 2 a③ 231

2547 剥片 5De Ⅱ 1 買岩 3 C⑥ (150) (246) (083)

砕 片 5De I 1 買岩 4 e

2555 砕片 5De エ 1 買岩 4

2556 UF 5De 正 1 珪質頁岩 7 162

2557 砕片 5De Ⅱ 1 頁岩 4

2563 砕片 5De H 1 不 明

2570 砕 片 5De Π 1 凝灰岩 3

2572 砕片 5De H 1 貢岩 1 b

2574 剥片 5De Ⅱ 1 買岩3 d (322) (178) (036)

2575 砕 片 5De Ⅱ 1 買岩 2 a

2577 剥 片 5De Ⅱ 1 買岩 4 b (115)

2582 砕片 4Dt Ⅱ 1 買岩3 d

2585 砕 片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 4

2586 砕片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 1

2593 砕片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 1

2594 剥 片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 1 (206) (113)

2596 剥 片 4Dt Ⅱ 1 珪質頁岩3

砕片 4Dt Ⅱ l 頁岩 2

剥 片 4Dt Ⅱ 1 買岩 4 e③ 355

2601 剥 片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 2 d① (240) (309) (116)

剥片 4Dt Ⅱ 1 珪質頁岩 3 029

砕片 4Dt Ⅱ l 珪質頁岩 4 121 062

2605 砕片 4Dt Ⅱ l 頁岩 4

2610 剥 片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 3 d (237) 167

剥 片 4Dt Ⅱ 1 頁岩 3 b③ 042

剥片 4Dy Ⅱ 1 買岩 4 (213) (111) (030)

2615 砕 片 4Dy Ⅱ 1 頁岩 4

2616 砕片 4Dy Ⅱ 1 買岩 1 e

2617 砕片 4Dy Ⅱ l 頁岩 1
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襲
り

剥離角
(° )

立
口
、
ノ

刃
ぐ 分 類 X座標 Y座標 Z座標

出土
向

備考 剛
配

雲
ｈ

04 Ⅳ

Ⅲ

Ⅲ

類 かI剥 片

Ⅳ

Ⅲ

273 Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

磨石の一部か

I

Ⅳ

折れ接合、端部狽J

Ⅳ

剥片Ⅲ類

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

剥片Ⅲ類

はじt)

I

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅲ

I

―-245-―



No 器種 位 置 出土層 集 中 石質 細 分
接合
資料No 籐くｃｍ＞

器幅
(cm)

器厚
(cm)

2618 剥片 4Ek Ⅱ 頁岩 ユ 124

剥片 4ED Ⅱ 頁岩 7

2623 砕 片 4Ep Ⅱ 頁岩 2

2624 剥片 4Ep Ⅱ 買岩 3 (302) (233) (097)

RF 4ED Ⅱ 頁岩 4 060

2626 砕片 4Ep Ⅱ 頁岩 4

2627 UF 4Eu Ⅱ 頁岩 4 d① 044

剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 C 356

2631 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 1 e (209) (062)

諸I片 4Eu Π 頁岩3

2634 剥 片 4Eu Ⅱ 頁岩 1 C (192) 062

2635 剥片 4Eu Ⅱ 頁岩 4 d

砕 片 4Eu Ⅱ 頁岩 4

2639 砕片 4Eu Ⅱ 買岩 2

UF 4Eu Ⅱ 頁岩3 d

剥 片 4Eu I 頁岩 4 C⑤ 321

2642 剥 片 4Eu Ⅱ 買岩 4 b③ (186) (225) (068)

剥 片 4Eu Ⅱ 買岩 ユ e③ (245) (123) (052)

2644 剥 片 4Eu Ⅱ 凝灰岩 3 (184) (172) (037)

2645 砕片 4Eu Ⅱ 頁岩 5 a

2647 砕 片 4Eu Ⅱ 安山岩

2650 砕 片 4Eu Ⅱ 馬珀

砕片 4Eu Ⅱ 黒曜石 2

2652 砕 片 4Eu Ⅱ 頁岩 7

2653 剥片 5Dd Ic②～Ⅱ 頁岩 4 a (235)

2654 砕片 5Dd Ic②～Ⅱ 頁岩 4

2655 砕片 5Dd Ic②～Ⅱ 頁岩 4

2656 剥片 5Dd Ic②～Ⅱ 買岩 1 C② (257) (143) (059)

2658 砕片 5De Ⅱ 頁岩 5 b

2659 砕 片 5De H 頁岩 4

2660 砕片 5De Ⅱ 頁岩 4

2662 剥 片 5De Ⅱ 頁岩3 d (139) (197) (066)

砕 片 5De Ⅱ 頁岩 4

2665 砕片 5De Ⅱ 頁岩 4

2668 砕片 5De Ⅱ 頁岩 1

砕 片 5De Ic②～Ⅱ 頁岩 2

2670 砕片 5De Ic②～Ⅱ 頁岩 3 a

2671 砕 片 5De Ic②～Ⅱ 買岩 4

2674 砕片 5Dh Ic②～コ 馬 珀

2688 剥片 5Dh Ic②～Ⅱ 買岩 4 C① (239) (361) (081)

2689 剥片 5Dh Ic②～Ⅱ 貢岩 2 C① 263

台形石器 5Dh Ic②～Ⅱ 買岩 5 b 062

砕片 5Dh Ic②～I 買岩 1

2694 砕 片 5Dh Ic②～I 買岩 ユ

2695 砕片 5Dh Ic②～Ⅱ 頁岩7

砕片 5Di Ic②～Ⅱ 頁岩 1

剥 片 5Di Ic②～Ⅱ 頁岩 3 b

2698 剥片 5Di Ic②～Ⅱ 頁岩 1 e①

砕片 5Ea Ⅱ 頁岩2

砕片 5Ea I 頁岩 4 d

2704 剥 片 5Ea エ 頁岩 5 b 111

2706 砕片 5Ea Ⅱ 頁岩 4 e
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

重
⑭ 願

①
ヨ
ホ 刃部

(° )
分 類 X座標 Y座標 Z座標 阻

向
備考 剛

恥
雲
配

Ⅳ

Ⅲ

Ⅳ

剥片Ⅲ類素材

104

Ⅳ

Ⅳ はじ|)

Ⅳ

Ⅳ

Ⅱ

貝殻状

Ⅳ

Ⅳ

I 石刃の端部側か

Ⅳ

Ш

Ⅲ

Ⅳ

Ⅳ

Ⅳ

I C2

Ⅳ

Ⅳ

Ⅲ
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No 器種 位 置 出土層 集 中 石 質 細 分
接合
資料llo 練くｃｍナ

器幅
(cm) 糾くｃｍ＞

2708 砕片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 5

2712 砕片 5Ea Ⅱ 1 買岩 1

2719 砕片 4Ek Ⅱ 1 頁岩 4

2731 砕片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4

2737 砕片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 3

砕片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 2

砕 片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4

2740 砕片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 4

2744 砕 片 5De C② 1 馬 蒲

砕片 5De C② 1 頁岩 2

2750 砕片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 2

2754 砕 片 5D c②～Ⅱ 1 珪質頁岩 9

2755 砕片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 6

砕片 5D c②～Ⅱ 1 買岩 4

砕 片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 6

2768 砕片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 2

2769 砕 片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 2

2771 砕 片 5D c②～Ⅱ 1 珪質頁岩 9

2772 砕片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 4 C

2773 砕 片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 6

2775 砕片 5D c②～Ⅱ 1 頁岩 4

2781 砕片 4D Ⅱ 1 買岩 3

砕 片 4D Ⅱ 1 頁岩 1 e

2786 砕片 4D Ⅱ 1 馬路 2

砕片 4D Ⅱ l 馬璃

2789 剥片 4D Ⅱ 1 買岩 6 (194) (252) (082)

2812 砕片 5D Ic②～Ⅱ 1 買岩 2

2814 砕片 5D Ic②～Ⅱ 1 鴻 璃

砕片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2

2837 砕片 5Ea Ⅱ 1 頁岩4

2839 砕片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2

2841 砕片 5Ea Ⅱ 1 馬璃

2842 砕片 5Ea Ⅱ 1 頁岩 2

砕 片 5E王 Ⅱ 1 頁岩 4 b

2848 砕片 5Ef Ⅱ 1 頁岩 4 e

2857 砕片 5E王 Ⅱ l 頁岩 7

剥片 4Ep Ⅱ 1 頁岩 4

2868 剥 片 4Eu Ⅱ 1 頁岩 2 C② (185) (321) (128)

2876 砕片 5De Ⅱ l 頁岩 3 C

2877 砕片 5De Ⅱ 1 頁岩 4

原石 5Ea Ⅱ 1 馬璃 5

2931 UF 5C 風例木
(I bオロ)

タト 頁岩 4 e 075

2932 剥 片 5C 風倒木
(I bオロ)

外 頁岩 4 e③ (449) (342) (15の

2933 台形石器 5C Ic① 外 頁岩 3 C

2934 剥片 6C Ic① 珪質買岩 4 258

2935 剥片 3G Ic① 買岩 4 b

2936 剥 片 4E Ib 頁岩 3 a② (440) (251)

2937 台形石器 5C Ib 頁岩 4 b 355 266 089

2938 剥片 5Dm Ic② 頁岩 3 d (364) (253) (077)

2939 石核 5D Ic① 頁岩 4 a⑦ 620
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Ⅳ 検出遺構と出土遺物

襲
⑭

剥離角
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No 器種 位置 出土層 集 中 石質 細分
接合
資料血 糠ぐｃｍｊ

器幅
(cm)

器厚
(cm)

2940 石核 5D Ic① 頁岩 2 b① 569 254

2941 石核 5D Ic① 買岩 1 b② 656

2942 剥片 5D Ic① 頁岩 4 C④

2943 剥 片 7D I C② (再 ) 外 買岩 2 C① 180 (243) (232) (073)

2944 台形石器 7F I C② (再 ) 外 買岩 6 272 （
Ｖ

2945 剥片 ユ Ⅱ b① 外 疑灰岩5 (1023)

2946 剥 片 6Bd 根36攪乱 外 珪質頁岩 ユ b (501) (506) 鬱26)

2947 剥片 3Hb Ic① 外 珪質貢岩

2948 剥片 4G 根22攪乱 外 頁岩 4 C (454) (329) (156)

2949 剥片 4G 根22攪乱 外 貢岩 7 (457) (137)

剥片 4G 根22攪苦し
(I bホロ)

外 珪質頁岩 2 255 つ
々 057

2951 剥 片 4G 根22攪乱 タト 買岩 242

2952 石核 4G 根22攪乱 外 凝灰岩 2

石核 4G 根22攪乱 外 貢岩4 b④

2954 石核 4G 根22攪舌し 外 弱 珀 499 514 512

2955 剥片 4G 根22攪乱 外 貢岩4 b① (461) (635) (263)

2956 剥片 3G Ic② 外 買岩4 d (174) (179) (057)

2957 剥片 4E Ic② 外 頁岩 3 b①

2958 石核 6D りr土一括 外 頁岩 7 418 449

2959 RF 6B Ic② 外 頁岩 ユ C 628 5,44

2960 RF 6B Ic② ●
ク 頁岩 1 C①

剥 片 4Ee Ic② 外 疑灰岩5

2962 素材礫 5Dc Ⅱ 安山岩

2963 素材礫 5De Ⅱ 安山岩

2964 台石 5Di I 1 安山岩 2515

―-250-―



IV 検出遺構と出土遺物

蕃 弊 習 鐵 X座標 マ酪 Z姻引緊
出‐土
向 備考

図版
No

写真
No

盟 1剥片素材
―
協 3 47 22

1,颯 115 I 193 37

20 122 Ⅳ

517 Ⅲ 28

|■5 95 I

機、6 Ⅳ

"
95 Ⅲ

113 Ⅳ

朧 105 Ⅳ 117 刀
仕

17 100 Ш

■5 114 エ
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・鯰 剖片素材 91 34
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1磁う W

■2 Ⅳ

硝 115 I
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第24表 土器観察表 (縄文・弥生 )

掲載
NO

出土地点・層位 種別 器種
残存率 (%) 法量 (cm)

回径 底径 口径 底径 器高

1号竪穴住居 炉底面 弥 生 gE 0

1号竪穴住居 炉検出面 林電文 深 鉢 0 0

1号竪穴住居 炉検出面 弥 生 甕 ? 0 0 (57)

1号集石遺構 Pitl 埋土 弥 生 不 明 0 0

31 1a② 層 糸電文 深鉢 5未 0

3006

31 1a② 層・Ⅱa層直上
31 根■攪乱 (Ia②層相当層)

1号竪穴住居 埋土
冷電文 深鉢 0

4E 根26攪舌し ( a①層相当層) 索電文 深鉢 5未 0

3008 4D 根30攪舌し ( a①層相当層) 糸電文 深鉢 0 0 (39)

31 根■攪乱 ( a①層相当層) 旅愚文 深鉢 0 0 (37)

0 31 根11攪乱 ( a①層相当層) 縄 文 深鉢 0 0 (36)

1 5D Ic② 層 糸邑文 深 鉢 5未 0 (39)

31 根■攪乱 a①層相当層) 糸電文 深鉢 0 0 (33)

31 根11攪乱 a①層相当層) 糸邑文 深鉢 0 0

31 根■攪乱 a①層相当層) 縄文 深鉢 0 0 (123)

5 3 I 根11攪乱 a①層相当層) 縄文 深鉢 5未 0

31 根11攪乱 a①層相当層) 縄文 深鉢 5未 0

41 根15攪乱 a①層相当層) 縄文 深鉢 5ラに 0 (35)

31 根11攪乱 a①層相当層) 縄 文 一質 0 0

4G  オ民22攪舌L a①層相当層) 縄文 壷 ? 5未 0

3 1  根10攪舌し

(Ib～ Ic①層相当層)

31 1b層
弥生 不 明 0 0

3 1  根10攪舌し

(Ib～ Ic①層相当層)

弥生 不 明 0 0 (33)

3 1  根10攪苦し

(Ib～ Ic①層相当層)

弥生 不 明 0 0 (25)

5D Ic② 層 弥生 不 明 0 0

3024 7F Ic② 層 (再 縄 文 霊 0 0

7F Ic② 層 (再 縄文 士更 5未

3026 7F Ic② 層 (再 荼電文 壷 ? 0

3027 7F Ic② 層 (再 縄文 壷 ?

3028 7F Ic② 層 (再 縄文 台付鉢 ?

7D Ic② 層 (再 ) 縄文 鉢 5ヲR

6GH 'F土 一括 縄文 深鉢 5未 0

5C Ⅱa層 縄文 深鉢 0 0

3032 5B Ic② 層 縄文 深鉢 0 0

3033 5C Ic① 層 縄文 深鉢 0 (37)

3034 6B Ic① 層 縄 文 深鉢 (57)

3035 5B Ib層 縄文 深鉢 5未

3036 排土一括 縄文 深鉢 5ラR
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文様等 備考 剛
配

翻
配

撚糸か (ひ び害!れ ) 赤穴式

縄 文 LRヨ コ 線描 :隆線 (太 ) 大木7b～ 8a

撚糸 :LRヨ コ 後期 ?

撚糸 :LRヨ コ 後期 ?

縄文 :RLタ テ 線描 :隆線 大木8b?

縄文 :LRタ テ ?(ひび割れ)

頸部 :隆線 口縁 :原体圧痕 (LR)口 唇 :原体圧痕

糸電文 :LRヨ コ

縄文 :LRタ テ 顎部 :沈線 大木6? 46

縄文 :LRヨ コ?(ひび割れ)線描 :隆線 (太) 大木 7b～ 8a 46

縄文 :不明 (マ メツ)線描 :隆線 (太)口縁 :波状

縄文 :RLタ テ 線描 :隆線 大木9?

縄文 :RLタ テ ? 口縁 :隆帝 (押圧 ) 46

縄文 :LRタ テ

縄文 :RLタ テ 線描 :隆線 口縁 :波状 大木8b?

縄文 :RLタ テ 線描 :隆線 大木9?

口縁 :隆帯 (押圧) 大木 7b～ 8a?

糸電文 :LRタ テ

旅亀文 :L?(マ メツ)

撚糸 :LRヨ コ・タテ 後期 ?

撚糸 (ひび割れ) 後期 ?

撚糸 :LRヨ コ 後期 ?

縄文 :L(帯状) 後期 46

縄文 :LR 線描 :沈線 47

無文 口縁 :波状 47

無文 (マ メツ) 47

縄文 :R? 線描 :沈線 47

線描 :沈線 47

縄文 :LRヨ コ ロ端 :圧痕 47

貝殻条痕文 早期後半 47

縄文 :RLヨ コ

縄文 :RLヨ コ 繊維含む

縄文 :RLヨ コ 47

縄文 :L、 LR 単軸絡条体第 lA類 ?(マ メツ) 繊維含む 47

縄文 :RLヨ コP 頸部 :原体圧痕 (RL) 47

口縁 :隆帯 (押圧)

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第25表  石器観察表 (縄文時代～近世 )

触
恥

器種 位 置 出土層 石 質 糠
くｃｍ＞

綿
くｃｍ，

綽
ぐｃｍｊ

重量

(g)
備考 鴎

ｈ
芸
恥

3038 台 石 1号竪穴 床面直上 安山岩 235

3039 台石 1号竪穴 埋 土 安山岩 125 125000 片 面

3040 楔 形 1号集石 検出面 黒曜石 225

剥 片 1号集石 Pit l検 出面 珪 頁

剥 片 1号集石 1層 頁岩

3043 剥片 1号集石 1層 買 岩

3044 剥 片 1号集石 1層 頁岩 (20) (08)

剥 片 1号集石 1層 CH 125

3046 剥片 1号集石 1層 馬璃

剥 片 1号集石 検出面 珪 頁

3048 砕片 1号集石 Pit l埋 土 凝灰岩

3049 砕 片 1号集石 Pit l検出面 頁岩

3050 砕片 1号集石 1層 頁岩

砕片 1号集石 1層 頁岩

3052 砕片 1号集石 1層 頁岩

3053 砕片 1号集石 検出面 疑灰岩 11

石核 1号集石 1層 (配1158) 買岩

3055 石核 1号集石 1層 (No760) 馬 璃 10674

3056 石核 1号集石 1層 (No588) 馬 璃 1366

原石 1号集石 1層 (No618) CH 102 13698

3058 磨 石 1号集石 1層 (No701) 不 明 4079 特殊磨石か

3059 磨 石 1号集石 1層 (hlol156) 安山岩 3749

3060 磨石 1号集石 l層 (No845) 安山岩 1[面

3061 磨 石 1号集石 1層 (No902) GA 64

3062 磨石 1号集石 1層 安山岩 2758 片 面

磨石 l号集石 1層 (No957) 安山岩 163 2759 1面

3064 磨石 1号集石 1層 (No818) 安山岩 9980

3065 磨石 1号集石 1層  (No629) 閃緑岩 1面

磨石 1号集石 1)薯  (No1034) 安山岩 3634

3067 磨石 1号集石 1層 (恥1157) 安山岩

凹石 1号集石 1層 (No889) 安山岩 735 141

3069 凹石 1号集石 1層 (Nollll) 安山岩 3895 一部欠損、敲打痕も

凹石 1号集石 1層 (No932) 安山岩 4268 磨面 も

敲石 1号集石 1層 (hlo1035) 安山岩 4017 141

3072 敲石 1号集石 1層 (No940) 安山岩 12675

3073 敲石 1号集石 1層 (No861) 安山岩 (145) 12896

台石 1号集石 1層 (No579) 安山岩 685 141

台石 1号集石 1層 (blo966) 安山岩 182 2面

台石 1号集石 1層 (Nol164) 安山岩 225 50000 片面

石鏃 5BC 風倒木
(I bオロ)

頁岩 142

3078 石鏃 3Hg Ic① 頁岩

石鏃 4F Ib 頁 岩 04 142

3080 石鏃 5Dg Ic②～Ⅱ 頁岩 025 No621

3081 RF 3H Ib 頁岩 315
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爾
配

器種 位 置 出土層 石質 籐
ぐｃｍ＞

細
ぐｃｍヶ

糎
ぐｃｍ＞

重量

(g)
備考 脱

配
芸
恥

RF lI」
風倒木

(Ib相 当)

買岩 (42)

RF 4G 根22攪舌し 買岩 4.9 45

3084 UF 2号溝 南側底面 馬璃 42 264

剥 片 4Gj 根攪乱 鶏蒲

剥片 5Eu 根33攪乱 黒曜石

3087 剥 片 4E Ib 黒曜石

石核 11 Ic① 買岩 527 剥片素材

3089 石核 21u Ia② 珪頁 477 剥片素材

磨石 lJmn 根 3攪乱 安山岩 104 47 6235 両面

3091 石鏃 7F Ic② 買岩 34

3092 楔形 7F Ic② 買岩

剥片 7F Ic② 黒曜石

石匙 6B Ic① 頁岩 142

掻器 6B Ic② 頁岩 24 3.4 142

3096 RF 7Bb 根101攪乱 頁岩

3097 石核 5Cu 風倒木

(Ib相 )

頁岩 3034

台石 6B Ic② 安山岩 31830 片 面

3099 UF 不 明 りF土一括 CH

不明 lIJ 風倒木

(Ib相 当)

不 明 142

砥 石 1号溝 東側埋土 安山岩 61800 使用面1面 (荒砥)
刀
仕

3213 砥 石 盛土 粘板岩 13.5 41 1254 使用面4面 (面使用)

3214 砥 石 表採 頁岩 214.3
使用面表裏 (全面)

裏面剥落後も使用

3215 砥 石 5Es 根29攪乱 頁岩 使用面 3面 写
′

[位置]竪穴 :竪穴住居 集石 :集石遺構

[器種]楔形 :楔形石器 素材 :素材礫 不明 :不明石製品

[石質]珪買 :珪質買岩 CH:チ ャート GA!斑 レイ岩

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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第26表 土器観察表 (古代 )

掲載
No

出土地点・層位 種別 器種
残存率 (%) 法量 (cm)

口径 底 径 口径 底 径 器高

3 1号土坑 南側埋土 土師器 杯 5未 0

3 1号土坑 4層直上 土師器 奏 0 5未

3 ユ号溝 底面直上 土師器 釧ド? 0 0 (49

1 号溝 東側埋土 土師器 郭 0

3 1号溝 南東埋土 土師器 高台付郭 0 0

lI 根1攪乱 (Ic①層相当層) 土師器 郭 0 5未

3107 6C 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 郭

3108 5C 風倒木 (Ⅱ b②層相当層) 土師器 必 5未 40

3109 6B 風倒木 (Ib層 相当層 ) 土師器 琢 120

3110 1,2・ I」 Ib層 土師器 イ 5未

1 lI 根 1攪乱 土師器 不

3112 5BC 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 不

lI」 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 杯 5未

4 6B 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 不

5BC 風倒木 (Ib層 相当層) 土師器 鉢 0 5未

3 6 5BC 風倒木 (Ib層 相当層) 土師器 甕 120

7 5BC 風倒木 (Ib層 相当層) 土師器 甕 (39)

3 7F Ic② 層 土師器 甕 5ラ【

3119 5C 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 甕 0

3120
5C 風倒木
(Ib・ Ⅱb②層相当層)

土師器 甕 0

5C 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 甕 0

3122 5BC 風倒木 (Ib層相当層 ) 土師器 甕 0 0 (72)

3123 4G 根22攪舌L 土師器 甕 ? 0 5未

3124 41 根15攪乱 土師器 小 甕 5未 0

3125
5C 風倒木

(Ib・ Ⅱb②層相当層)

土師器 甑

3126 7DE Ic① 層相当層 土師器 甕 5未 0

3127 5・ 6B 表採 土師器 甕 0 0

3128 5BC 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 甕 0

3129 2・ 3・ I・ 」 Ia①層 土師器 甕 ? 0 5ラ〔

3130 5H Ic① 層上面 土師器 不 0

3」 根7攪乱 (Ia②層相当層) 土師器 杯 5未 0

3132 5BC 風倒木 (Ib層相当層 ) 土師器 高台付郭 0

3133 5C 風倒木 (Ib層相当層 ) 土師器 高台付郭 5

3134 51 1b層 土師器
)下 or

高台付杯
0 0 (29)

3135 1」 根2攪乱 土師器 甕 5ラに 0

3136 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 土師器 甕 (25)

3137 4D Ia① 層 土師器 奏 5未

3138 lI」 風倒木 (Ib層相当層) 土師器 甕 0
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調整
備考 醜

配
写図

No外面 内面 底面

回転ナデ ミガキ 144

ヘラナデ (マ メツ) ヘラナデ (マ メツ) 144

ヘラケズリ ミガキ 144

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り 48

回転ナデ ミガキ 回転糸切 り→指オサエ

ヘラナデ→ミガキ ミガキ ヘラケズリ→ヘラナデ 144

ミガキ
ヘ ラナデ・ナデ

(マ メッ)

144

ミガキ ?(マ メツ)

ヨコナデ
ミガキ (マ メツ) 47

ヘラナデーミガキ ミガキ ナデ ? 144

ミガキ ミガキ ヘラケズリ→ヘラナデ

ヘラケズリ ミガキ (酸化) ヘラナデ 144

ナデ (マ メツ) ミガキ ヘラナデ (マ メツ) 144

ミガキ ミガキ 144

ヘラナデ→ ミガキ ミガキ 144

ナデ ?(マ メツ) ミガキ

→ヨコナデ (マ メツ) ヘラナデ (マ メツ) スス付着

ハケメ→ヨコナデ ハケメ→ヨヨナデ 144

ヘラナデ (マ メツ) ヘラナデ (マ メツ) 144

ヘラケズリ (マ メツ)

→ナデ
ヘラナデ (マ メツ)

ヘラケズリ 長胴甕

ヘラナデ (マ メツ) ヘラナデ (マ メツ) ハケメ (マ メツ) 145

ナデ ?(マ メツ)
ヘラナデ (マ メッ) ナデ ?(マ メツ) 145

ヘラケズリ
→ナデ ?(マ メツ)

ハケメ→ヨコナデ

ヘラケズリ・ヨコナデ 高台貼付

ナデ→ヨコナデ ハケメー ヨコナデ 145

ヘラケズリ (マ メツ)

→ヨコナデ

ヘラナデ (マ メソ)

→ヨコナデ

ヘラケズリ→ヨコナデ ヨヨナデ 49

ハケメ ハケメ 145 49

ヘラナデ (マ メツ) ヘラナデ ヘラケズリ 145

ヘラナデ ヘラナデ 無調整 145

不明 (マ メツ) 不明 (マ メツ) 回転糸切 り

回転ナデ ミガキ 145

ミガキ
回転糸切り
→指オサエ 145

回転ナデ→ヘラケズリ
→ミガキ ?

ミガキ (酸化)
→指オサエ

回転ナデーヘラナデ ミガキ 146

回転ナデ 回転ナデ

ヘ ラナデ ヘラケズリ・ヘラナデ 無調整

ヘラナデ→ヘラケズリ ハケメ 剥落 146

回転ナデ ?(マ メツ) 回転ナデ ?(マ メツ) 146 49

Ⅳ 検出遺構と出土遺物
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臓
醜

出土地点・層位 種房U 器種
残存率 (%) 法量 (cm)

口径 底 径 口径 底径 器 高

3139
1～ 31」
Ia①層・Ib層 須恵器 郭

3140 5B 風倒木 (Ⅱ b②層相当層) 須恵器 杯 0 (32)

lI」 風倒木 須恵器 杯 5

31 根10攪乱 (Ia①層) 須恵器 杯

3143 1・ 21」 Ia①層 須恵器 甕 5未 0

3144 5H 蓉き171覺舌と 須恵器 甕 0

3145 5H Ⅱa層上面 須恵器 霊 5未 0

3146 7B Ib層 須恵器 宝 0

3147 5D Ic② 層 須恵器 甕or壷 0 0

第27表 陶磁器観察表

触
恥

出土地点・層位 種別 器種
残存率 (%) 法量 (cm)

口径 底径 口 径 底径 器 高

4G 根22攪舌し 陶器 皿

4F 攪乱 陶器 皿 5未

BT7(6B'7B)Ia① 層 陶器 皿

IJ Ia①層 陶器 霊 0

3205 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 陶器 鉢 402 (129)

3206 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 陶器 橋鉢 5未

BT7(6B'7B)Ia① 層 磁 器 皿 138

3208 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 磁 器 碗 0 (435)

3209 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 磁 器 碗

3210 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 磁器 硫 0

BT7(7B)Ia① 層 磁器 碗 0 (25)

3212 BT7(6B・ 7B)Ia① 層 磁器 瓶

第28表  土製品観察表 (弥生 )

第29表 鉄製品観察表

掲載
No

出土地点・層位 器種
法量 (cm)

器 長 器 幅 器厚 孔径

3H 根13攪乱 (Ib層相当層) 紡錘車

出土地点・層位

5BC 風倒木 (亘 b②層相当層)

P9 埋土下位
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調整
備考 剛

配
翻
ｈ外 面 内面 底 面

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切り

回転ナデ 回転ナデ 49

回転ナデ 回転ナデ 回転糸切 り 146 49

回転糸切り

タタキ→回転ナデ 回転ナデ

タタキ・ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ 49

回転ナデ 回転ナデ

回転ナデ 回転ナデ

Ⅳ 検出遺構と出土遺物

胎土 釉薬・絵付 製作地・製作年代 備考 酌
恥

翻
ｈ

灰白色 灰 釉 瀬戸・美濃 。17C初 丸皿 5

灰白色 灰釉 瀬戸・美濃 ,17C初 丸皿、 5と 同一個体 5

灰 色 灰釉・銅緑釉 (内面) 嬉野・17C末～ 18C前 内面 :蛇 ノロ釉剥 5

灰 色 青色の釉薬 在地・19C代 鍛冶町焼か 5

浅黄橙色 素焼 在地 ?・ 19C後半以降

青灰色 鉄釉 (内外) 在地 ?・ 19C後半以降

灰白色 染付・菊唐草文
波佐見・

18C第 4～ 19C初
平皿

内面 :蛇ノ目釉承」

灰色 染付・蝙蝠文 ? 切込 。19C前～中 丸碗

白色 染付・海浜風景文
瀬戸・美濃
1820～ 1860

端反碗、見込に舟

白色 染付・海浜風景文
瀬戸・美濃
1820～ 1860

端反碗、見込に舟
焼成不良

白色 染付・海浜風景文
瀬戸・美濃
1820～ 1860

端反碗、見込に舟

白色 染 付 不明・19C後半以降 徳利

文様等 備考 剛
配

翻
ｈ

後期 C4
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めとまV

1旧 石 器 時 代

(1)産 状 計 浪1

今回の発掘調査では、 3箇所のブロックが確認されたが、野外調査時の検出段階では、大きく1箇

所のブロックと判断した。このブロックは段丘の縁辺部に位置し、水などの二次的な自然の営力によ

る影響により1箇所に密集した状況も想定できたため、出土した石器の産状計測を菊池強一先生のご

指導のもと行った。本来であれば、出土石器全点の計測を行うのが理想であるが、時間的な余裕がな

いため、座標データを持つ資料の約250/Oに あたる297点 について行った。計測器にはクリノメータを

使用し、次の通りの箇所の計測を行った。①遺物の最大長の方向角、②最大長と最大幅の作る面が水

平面と接する線の方位角 (走向)、 ③最大傾斜角。これらを表にしたものが第30表で、整理し図化 し

たものが第152図である。

産状計測の結果から判断すると遺物はほとんど動いてないと考えられる。斜面下方のものは多少、

降雨後のスリップは見られるものの、大きな流れ込みがあるとは考えられない。段丘構成礫層は流路

上流に向かって傾斜する覆互構造を示すことが知られているが、旧石器の傾斜角が前述のような統一

性は見られず、少なくとも水の営力により移動した痕跡は確認できなかった。

(2)石 器 組 成

本石器群の主体となる器種は台形石器 (台形様石器)で、ナイフ形石器、彫器、掻器、削器、錐形

石器、決入石器、楔形石器などが組成する。台形石器は貝殻状剥片を素材とするものが多く、器部の

作出が行われていない。類似する資料は秋田県の米ヶ森遺跡で出土し、米ヶ森型台形石器として報告

されている。県内では奥州市胆沢区の上萩森遺跡をはじめとして、同市同区の二の台長根遺跡、北上

市の愛宕山遺跡等で出土している。ナイフ形石器は基部加工の形態のものを中心とする。単剥離面打

面を残置しつつ、急斜度な二次加工が施されている。素材剥片の主要剥離面側は無調整のものが多い。

ペン先形のナイフ形石器も1点ではあるが出上している。213の台形様石器とともに、平坦剥離によっ

て基部の作出が行われており、前述のナイフ形石器よりは古い様相を呈する。彫器は3点 と少なく、

素材剥片も石刃素材、縦長剥片素材、不定形剥片素材と様々である。掻器は台形石器の次に多く組成

する。不定形剥片や横長剥片を素材とし、素材剥片の一部に刃部を持つものが主体となる。石刃素材

のものは組成されない。削器、錐形石器は各 1点のみ組成し、詳細は不明であるが、不定形剥片もし

くは横長剥片を素材とする。快入石器は欠損しているものが多 く、詳細は不明である。楔形石器は3

点出上しているが、他の器種に明瞭なバイポーラー 。テクニックにより生産された剥片の利用が確認

できず、本石器群との関わりは不明である。

(3)石 器 製 作 技 術

本遺跡では、ナイフ形石器や彫器等の一部の石器に真正の石刃技法が確認できるが、主体となる台

形石器や基部加工の形態のナイフ形石器には素材剥片生産に強い関連性を持つ石器製作技術が存在す

る。この技術を中心に本調査区の製作技術を検討する。
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第152図 産状計測図
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1 旧石器時代

第30表 産状計測表 (旧石器 )

No 器種
最大長

方位

最大長と最

大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

1 石核 N38E N38W 18N E

縦長剥片 N22E N76E 16NW
3 石核 N70ヽAI N76ヽV 12NW
4 剥片 N48E N76W 16NヽV

5 石核 N44ヽV N86ヽV 22NWV

6 石核 N42ヽAI N40W 69N E

7 剥片 EヽV N61V 74NヽV

8 縦長剥片 N46E N16E 16NW
9 剥片 N24ヽV N34WV 28N E

剥片 N22E N12E 32NヽV

剥片 N12W N24E 24N E

貝殻状剥片 N12E N62E 42N E

UF N78ヽV N82W 56NWV

剥片 N16ヽAI N681V 12N E

剥片 N46E N42ヽAF 3NW
石核 N28W N60E 64NWV

17 狭入石器 N48ヽAI N26ⅢV 18N E

原石 N24ヽAI N26WV 5N E

剥片 N70E N58E 10N E

UF N8ヽAI N78E 70N E

石核 N26W N6E 12N E

剥片 N6E N54W 18N E

石核 N22ヽV N36E 64NW
縦長剥片 N66W N6E 78N E

剥片 N30ヽV N60E 68NヽV

剥片 N30ヽV N82E 26NW
石核 N36E N40ヽV 26NヽV

剥 片 卜T88WV N46E 44N E

剥片 N8W N48W 44NW
剥片 N68WV N50ヽV 38N E

UF N6W N78ヽV 72N E

縦長剥片 N12W N56W 14N E

石刃 N38WV N62E 78NヽV

縦長剥片 N18W N76ヽV 20N E

石核 N721V N2W 26N E

石核 N22ヽV N72ヽ A「 29N E

剥 片 N28W N36ヽV 50N E

剥片 N44ヽV N46E 76NヽAI

剥片 N58W N58E 42NW
剥片 N4E E ttr 28N E

石核 N10E N10E 78N E

袂入石器 N58W N26E 24N E

剥片 N26E N52W 58N E

剥 片 N50ヽV N50E 28NヽV

剥片 N18W N24E 40NW
剥片 N64E N12WV 26N E

剥片 N56ヽAr N76ヽV 12NヽV

剥片 N28E N50E 20N E

剥片 N44ヽV N48E 22N E

縦長剥片 N14E N86E 24N E

石核 N62WV N64E 20N E

No 器種
最大長
方位

最大長と最

大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

縦長剥片 N62W N8W 24N E

掻 器 N76E N78E 14N E

剥片 N30W N36E 12N E

石核 N12E N28E 44NヽV

剥片 N8W N48E 24N E

台形石器 N88E N12E 41N E

剥片 N 4ヽV N16W 48N E

剥片 N 4W N78E 56N E

石核 N 2ヽV N14E 2N E

UF N OE N68W 8N E

剥片 N46E N52E 4N E

剥片 N10E N12W 3NW
剥片 N54W NS 2NE
剥片 N6ヽAI N14E 48NヽAI

縦長剥片 N74W EヽV 84NヽV

砕片 N40E N34W lNE
RF N52E N76E 78NヽV

貝殻】犬剥片 N26W N40E 21N E

UF N40ヽV N38ヽV 58NヽV

縦長剥片 N60E N28W 48NヽV

剥片 N14耶「 N8E 41NW
貝殻状剥片 N24ヽ A「 N16E 21N E

台形石器 N45W N54WV 82NヽV

砕片 N46E N52E 34N E

石刃 N28ヽAI N50E 54N E

剥片 N18E N60W 28N E

石核 N26E N22ヽV 32N E

UF N54W N14E 8NE
貝殻状剥片 N32E N66E 42N E

剥 片 N62E N64ヽAI 18N E

縦長剥片 卜子44W N88E 10N E

剥片 N38E N78E 28N E

剥 片 N70ヽV N54ヽV 16N E

剥片 N18E N12E 6NW
台形石器 N34E N64ヽV 18N E

94 縦長剥片 N50ヽV EW 8NE
剥片 N66E N32W 16NW
砕片 N58E N18E 28NW
UF NS N76E 18NW

縦長剥片 N62WV N48W 20N E

縦長剥片 N30E N86W 21N E

RF N68E N54E 8NE
剥片 N68E N66E 20N E

剥 片 N62W N62耶「 34N E

剥片 N58ヽV N66W 28N E

RF N74W 卜T20ヽV 44NW

石核 N78ヽV N78E 30N E

剥 片 N22ヽA「 N12E 32NW
石核 N20E N80E 10NW
剥 片 N48E N22E 9NE

台形石器 EW N60E 33N E
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No 器種
最大長

方位

最大長 と最

大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

0 UF N8E N42E 21N E

l 貝殻状剥片 N22E N52E 28N E

4 縦長剥片 N44E N82E 28N E

5 UF N22E N28ヽヽr 10N E

6 剥 片 N12E N60E 19N E

7 剥 片 EヽV N18W 60N E

剥 片 N82ヽV N14E 18N E

9 剥片 N44E N8W 24N E

剥片 N24E Eヽ∇ 40N E

UF N16E N6E 19NヽV

縦長剥片 N18ヽV N78ヽ A「 8NE
剥片 N2E N4E 22N E

剥片 N46E N42E 28N E

剥片 N6E N82ヽハπ 12N E

剥片 N14E N56E 20N E

石核 N52M「 N78ヽV 20NヽV

石核 N18E N30E 24N E

縦長剥片 N28ヽV N48E 28N E

石核 N6E N32ヽV 40N E

石 刃 N18ヽ氏「 N64ヽV 14N E

剥 片 N78E N38ヽAI 24NヽV

RF N54W N30E 32N E

剥 片 N34ヽ /ヽ N8W 70N E

RF N64E N68ヽV 26N E

剥片 N20W N80E 36N E

縦長剥片 N22ヽV N18WV 50NWV

縦長剥片 N4E N10E 32N E

41 砕片 N66E N60E 88NヽV

42 砕 片 N4ヽV N30E 8NE
台形石器 NttW N88E 54NヽV

144 貝殻状剥片 N48E N60E 20N E

剥片 N20E N38E 44ふTW
RF N58E N6E 8NE

147 UF N66ヽV N18ヽ トヽ 2NW
148 UF N86E N52E 24N E

剥片 N84E N80E 14N E

剥片 N24ヽV N4ヽAr 24NヽV

砕片 N36E N76ヽ氏「 24NW

台形石器 N68E N42E 38N E

縦長剥片 N48E N70E 28N E

剥 片 N46WV N64ヽV 30N E

剥片 EヽV N64ヽV 2NW
158 砕片 N82ヽ Aπ N54ヽ「ヽ 30NヽV

剥 片 N4ヽV N75W 30NWV

石核 N88ヽ Ar NS 30N E

剥 片 N30W N68E 16NW
162 石核 N38E N46E 10NW

剥片 N56E N52E 30N E

剥片 N60W N12E 20NヽV

剥 片 N48E N20E 12N E

縦長剥片 N50WV N16E 18N E

No 器種
最大長

方位

最大長と最

大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

剥片 N76E N62E 62N E

貝殻状剥片 N22E N22ヽV 34NヽV

RF N24WV N12ヽ AI 34NヽV

横長承U片 N16ヽV N82E 48N E

剥片 N44WV N20E 40N E

剥片 N66E N48M' 10NヽV

剥片 N22WV 卜T20W 18N E

剥片 N82E N16E +

剥片 N58ヽV N22E 18N E

剥片 EW N32E 16N E

RF N88V「 EヽV 52N E

剥片 N22E N30E 68N E

剥片 N60E N48E 52NヽV

剥片 EW N78E 10N E

剥 片 N26E N32E 48N E

縦長剥片 N28E N46E 22NヽV

石核 N60ヽ A「 N50E 28Nヽ AI

剥片 N34ヽV N8E 26N E

石核 N8ヽ A「 N22E 20N E

石核 N12E N22ヽV 4NE
縦長剥片 N40E N20E 14N E

石核 N18E N2W 8NE

剥 片 N62ヽV N24ヽV 38N E

剥 片 N28E N82E 20N E

剥片 N56ヽV N30E 38N E

剥片 N16E N30E 38N E

石核 N15W N72WV 22NヽV

貝殻状剥片 N12E N40�V 14N E

石核 N40W〆 N281AI 32N E

剥 片 N48ヽ A「 N76E 34N E

石核 N44E N12E 20N E

剥 片 N24E N28E 84N E

縦長剥片 N6E N36E 14N E

剥 片 N12W N2E 74NヽV

剥 片 N58E N30E 68N E

202 石核 N55E N66E 34NヽV

203 石核 N58E N74W 16NヽV

204 剥片 N52W N72E 38N E

205 剥片 N56E N8W 52N E

剥片 N18E N2E 6NW
207 剥片 N40E N76E 18N E

208 砕 片 N6ヽV N28W 48N E

209 剥片 N4W N8W 24NヽV

210 石核 N12W N58WV 22N E

石核 N68E N40W 32ふ子ヽV

212 石核 N46W N72ヽ A/ 56NヽV

213 台形様石器 (N2E) (N78E) (28NW)

石核 (N38W) (N8E) (64N E)

剥片 (N28E) (N24E) (12N E)

石核 N52ヽAF N86E 50NW
217 石核 N8E N4W 28N E

V まとめ
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No 器種
最大長

方位

最大長と最
大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

横長剥片 N70ヽ A「 N12W 28N E

剥 片 N18W N8W 28N E

221 石核 N42ヽV N6W 18N E

223 剥 片 N46E N8E 32NW
彫 器 N52WV N32ヽV 54N E

225 剥片 N76WV N18E 12N E

226 剥 片 N76ヽV N8E 52N E

227 剥 片 N36E N40E 24N E

UF N66E N22E 12N E

229 剥 片 N44E N48E 34NヽV

230 貝殻状剥片 EW N22ヽ「ヽ 26N E

剥片 N60E N32E 32NヽV

剥片 N48E N8E 14N E

233 石核 N4E EヽV 26NW
剥片 N50E N46E 18N E

剥片 N56E N6ヽAr 10N E

236 剥片 N68E NS 28NヽV

237 石核 N32E N36E 48N�パ「

剥 片 N46ヽV N12WV 46N E

239 石核 N84E N6E 38N E

削器 N64E N86E 14N E

剥 片 N68W N40ヽV 50N E

石核 N52ヽV N22E 10N E

石 核 N30E N40E 8NE
剥 片 N46E N60ヽV 14N E

245 石核 EヽV N88E 68NヽV

UF N68ヽ A「 N42E 18N E

剥 片 NS N12ヽV 58N E

剥 片 N82E N20E 46N E

剥 片 N16E N68E 46ふ TヽAI

剥 片 N50W N20E 18NW
剥 片 E∬パI N40W 60N E

砕 片 EW N54ヽ A「 28N E

石核 ふf66W N70M「 18N E

254 石核 N26E N10W 22Nヽ「ヽ

剥 片 N6W N2WV 44N E

256 剥 片 N40E N46E 48N E

石核 N14E N18ヽV 30NW「

258 UF N18ヽAI N30ヽ A「 18NヽV

259 UF N50E N46E 6NE
剥片 N56E N32E 46NW
系り十 N78E N78ヽAF 10N E

262 UF N44ヽA「 N32W 44N E

剥片 N32ヽV N28ヽV 40N E

剥片 N18W N16W 44N W

石核 N8E N40W 261ヾ Vヽ

尿U片 N58E N26E 28NW

No 器種
最大長
方位

最大長と最

大幅の作る

面の走向

最大
傾斜角

横長剥片 N2E N10E 34N E

269 UF N8E N10W 28NW
石核 N68ヽV N48ヽV 40NヽV

石核 EヽV N12ヽV 40N E

272 剥片 N18E N8E 16NW
273 剥 片 N86E N8E 28N E

274 UF N88E N6E 28N E

275 石核 N26E N2E 8NE
276 UF N22ヽ Ar N58ヽV 28NヽV

277 UF NS N62W 22N E

石核 N34W N15E 10NヽV

石核 N26E N4W 20NW
石刃 N8E N36ヽV 8NE
剥片 N14E N2E 12NW
UF EW N40E 38N E

283 石核 N18W N66ヽV 22NヽV

UF N76E N62W 32ふJヽV

剥 片 N8E N64E 32N E

286 砕片 N76W N32E 16N E

287 剥片 N52E N68E 56NW
砕 片 N44W N60ヽAI 42N E

289 RF N28E N22ヽV 24N E

290 剥 片 N68�V N40W 30NW
RF N72E N52ヽV 20NWV

292 剥片 N46E N70E 20N E

293 剥 片 N88ヽ A「 N56E 16N E

294 楔形石器 N16E N40E 26N E

295 貝殻状剥片 N38WV N28E 10N E

剥 片 N56ヽV ふ子78W 24N E

297 剥片 N72E ふT28�V 22N E

298 RF ふJ20ヽ「ヽ N18E 8NW
299 石 刃 N26E N6ヽV 12NW

RF N34W N8W 28NヽV

縦長剥片 N20ヽAI N78ヽV 十

剥片 N36E N50E 26N E

UF N20W NS 50NヽV

剥片 N22ヽV N72W 8NE
剥 片 N72W N8ヽ AI 22N E

剥片 N12ヽA/ N64E 16N E

剥片 N86WV N88E 28N E

石核 N52W NS 12N E

RF N68ヽ「ヽ N50WV 18NW
剥片 N74WV N36E 20N E

剥 片 N48W N70ヽ A「 30N E

石核 N16ヽ「ヽ N18W 10NW
314 石核 N4W N50E 30N E
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原石 石器石材 として最 も出土点数の多いものは頁岩で、その種類 も豊富である。今回の発掘調査で

出上 した頁岩の多 くは石質鑑定の結果、新生代第三紀に生成された奥羽山脈系のものとされた。出土

資料をみると、18や 554が挙げられる。これらの角は摩減 してなくなってお り、河川で採取された礫

を持ちこんだものと考えられる。法量を重量の点からみると、 3 kg程のものを中心に利用 したものと

思われる。遺跡 と北上川の直線距離は約200mと 近いことや石質鑑定の結果を踏まえると、北上川本

流やその近燐の支流で採取されたものと考えられる。

剥片剥離技術 本石器群には大きく2種類の剥片剥離技術 (第 153図)が確認できる。一つは、接合

資料181に 代表されるような剥片剥離技術である。 1回 もしくは数回の剥離により幅広で平坦な打面

を作出し、この打面を更新することなく、素材の幅を減 じるように素材剥片を剥離するものである。

素材剥片剥離の時に頭部調整は行われることもあるが、打面調整が行われないため、生産された剥片

の打面は幅広な単剥離面打面を持つこととなる。最大幅は打面付近に位置することが多い。調整技術

の未発達な石刃技法 (い わゆる広義の石刃技法)と 呼ばれる技術であるが、今回はこれを剥片剥離技

術 Aと する。この技術はナイフ形石器と強い関連性が見られるが、接合資料として、ナイフ形石器製

作まで復元された資料は出土 しなかった。

もう一方は、接合資料38に代表されるような剥片剥離技術である。剥片剥離工程初期の厚手の剥片

を石核素材 とする。剥片の一側縁に打面を形成 し、主に、素材剥片の主要剥離面 (ポ ジ面)を作業面

として矩形 もしくは貝殻状の剥片を連続 して剥離するものである。同一作業面では基本的に打面は同

一面である。生産された素材剥片は石核素材剥片のポジ面が残置しており、その面の縁辺を刃部にす

るように隣接する縁辺に様々な二次加工を施 して台形石器としている。この一連の剥片剥離技術を今

回は剥片剥離技術 Bと 呼称する。剥片剥離技術 Bに はバラエテイーがあ り、接合資料120の ように作

業面を石核素材剥片のポジ面に限定 しながら打面を90度や180度等転移 しながら剥片剥離を行うもの

や接合資料117の ように作業面と打面を交互に替えながら剥片剥離を行うものがある。本石器群の剥

片類は圧倒的に技術 Bに より生産されたものが多 く、中心となる技術 と言えよう。

(4)石器群の編年的位置付 け

本石器群はナイフ形石器 (基部加工を中心とし、ペン先形を含む)、 台形石器、台形様石器、彫器、

掻器、削器、錐形石器、袂入石器、楔形石器、貝殻状剥片 (剥片Ⅲ類 )、 磨石、敲石、台石からなり、

剥片剥離技術Aと剥片剥離技術 Bが主体で真正の石刃技法を若干含むものである。剥片剥離技術Aは

打面を残置する基部加工の形態のナイフ形石器と強い関連性があり、剥片剥離技術 Bは台形石器と強

い関連性がある。類似する資料が出土 した遺跡 としては、奥州市胆沢区の上萩森遺跡、二の台長根遺

跡、北上市の愛宕山遺跡等が挙げられる。これらの石器群は食T降灰前後の石器群であり、本遺跡も

同様な時期に属するものと考えられる。なお、南関東地方武蔵野台地立川ローム層と比較すると、「第

Ⅶ層上部段階」から「第V層下部段階」に相当するものと考えられる。

また、理化学的な分析 も行っており、その結果の年代観は次の通 りである。今回の調査区は北上川

に面 した段丘の縁辺部に立地し、指標 となる広域テフラの検出を想定 して火山灰分析を行ったが、明

瞭な広域テフラの検出には至らなかった。また、同分析によると、本石器群が出土 した段丘面の離水

年代を姶良Tn火山灰 (AT)以降と想定 している (附編火山灰分析参照 )。 一方、ブロック内に残

留 したものと判断した炭化物の放射性炭素年代測定も行ったが、サンプルの取 り上げがあまり良 くな

かったためか、想定 していた結果には至らなかった (同放射性炭素年代測定参照)。

本石器群の年代は、理化学的手法によると、AT降灰以降の 2万年前前後に位置し、石器の編年研
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剥片剥離技術A

剥片剥離技術B

l 石核秦材の剥離

ワ ワ

2 石核の調整

枷　　〔＝【伸出中中】】Ｍ
ｏ一　　抄剥離の方向

―

台形石器等

中
剥離の方向

i↓il

―-266-―

第153図 剥片剥離技術模式図



V まとめ

究によると、AT降灰前後の2万 5千年前～ 3万年前前後に位置している。今回は、編年研究を重視

して、本石器群をAT降灰前後と考えたが、詳細な検討は資料の増加を待って行いたい。

(5)遺 跡 の 性 格

本遺跡の石器群の特徴は前述の通りである。このことから、原石から原石に近い形状まで復元され

た接合資料まで出上しており、石器製作を行っていたことは確かであるが、石器製作時に多量に産出

する砕片類が非常に少ないのも特徴的である。調整技術が未発達であることも一因と考えられるが、

本調査区以外の場所で細部調整を行っていたことや石器製作の道具とともに石核や素材剥片を一括し

て搬入し、ごくわずかな加工のみ行つていたことも可能性として考えられる。しかし、いずれにして

も、本遺跡は、多様な種類の在地の石材を利用して、剥片剥離技術Aと剥片剥離技術 Bに よる石器製

作活動の拠点的な場所であったといえる。

2 縄文時代・弥生時代

(1)遺 構

上部平坦面で、赤穴式期 と考えられる竪穴住居 1棟、竪穴住居と同時期の可能性が高い住居状遺構

1棟、集石遺構 1基が検出された。居住域として利用されていたことは確実であるが、竪穴住居 l棟

と少ない。このことから、拠点的な集落ではなく、一時期的なものもしくは一般的な集落ではなく、

特殊な場であった可能性が考えられる。当該期の竪穴住居の検出例は少なく、貴重な資料となること

が期待される。

(2)紡 錘 車

紡錘車が出現するのは弥生時代になってからである。円板の中央に軸棒を通 した形のもので、円板

を回転させ、その重量に生 じる力によって繊維に撚 りをかけ糸を紡 ぐためのはずみ車として、布作 り

の工程の一端を担う道具である。

本遺跡から出土した紡錘車は土製であるため、土製のものを対象として、県内から出土した弥生時

代に帰属すると考えられるものを集成したのが第154図 と第31表である。

これらの出土資料を一覧してみると、外径の法量を大中小の3つ に分けられる。小形は5 cm前半の

もので、台太郎遺跡 (盛 岡市)2例・豊岡V遺跡 (岩泉町)1例、谷起島遺跡 (一 関市)1例の計 4

例である。中形は6 cm代のもので、鵜ノ木遺跡 (奥州市)と ケよ、熊穴洞穴遺跡 (一 関市東山)1ケ J、

第31表 岩手県出土の弥生時代の紡錘車

番号 遺跡名
法量 (cm)

文様 時期
径 孔 径 器厚

1 鵜ノ木 沈線、刺突 (両面) 後期 赤穴)

豊岡V 沈線 (両面) 後期 赤穴)

豊岡V 沈線 (両面) 後期 赤穴)

4 豊岡V 沈線 (両面) 後期 赤穴)

5 湯舟沢 撚糸圧痕 (片面) 後期 湯舟沢)

6 台太郎第51次 刺突 (両面) 後期

7 台太郎第51次 無 文 後期 ?

8 谷起島 》〈50 ※05 ※09 沈線 ? 中期 (谷起島)

9 熊穴洞穴 沈線 (片面)、 刺突 (片面)

縄文時代晩期末様
～弥生時代前期初頭
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豊岡V遺跡 2例の計 4例である。大形は8 cm前半のもので、湯舟沢遺跡 (滝沢村)の 1例である。全

体的に出土事例が少ないため、これらの差がどのような要因によるものか判断することは困難である

が、現段階では小形・中形に関しては地域による差はみられないように思われる。

3 奈 良時代 。平安 時代

当該期の遺構は土坑 1基、溝 1条、柱穴 1個である。遺構の分布は上部平坦面の縁辺部に当たり、

中心部には見られない。竪穴住居等の居住域として利用した痕跡は確認されず、場の利用の詳細は不

明と言わざるをえない。しかし、風倒木痕からの出上ではあるが、土器が出土しており、隣接する場

所に居住域が存在する可能性が高い。

時期については、出上した土師器杯を概観すると、大きく8世紀末と9世紀後半の2時期に分かれ

るものと考えられる。

4 中 世  以 降

遺構・遺物とも少なく、詳細は不明であるが、17世紀～ 19世紀の陶磁器が出上しており、隣接す

る場所にこれらの道具を利用していた人々の居住域が存在するものと考えられる。

5総  括

今回の発掘調査で判明したことを列記して総括とする。

・旧石器時代には剥片剥離技術A(調整技術の未発達な石刃技法)と剥片剥離技術 Bに よる石器製作

活動が行われる拠点的な場所であった。前者はナイフ形石器、後者は台形石器の素材剥片として利用

された。

・真正の石刃技法による石器 (ナ イフ形石器や彫器の一部)も組成するが、遺跡内での製作は行われ

ておらず、搬入品と考えられる。

・旧石器の帰属する年代の詳細は断定できないが、石器の編年研究から判断すると、AT降灰前後に

位置すると考えられる。

・弥生時代後期には居住域として利用されていたが、小規模なものである。

・弥生時代後期の紡錘車が出上し、紡織に関わる生業が行われていたことが考えられる。

・奈良時代・平安時代の場の利用の詳細は不明であるが、大きく分けて8世紀末と9世紀後半を中心

とした2時期の遺物が出土しており、隣接する場所に居住域が存在する可能性が高い。

・17世紀～ 19世紀の陶磁器が出土し、周辺に居住域が存在する可能性が高い。
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附編 鵜ノ木遺跡の自然科学分析

黒曜石産地同定

パリノ・サーヴェイ株式会社

は  じ め に

岩手県奥州市前沢区に所在する鵜ノ木遺跡は、北上川中流域右岸に広がる胆沢扇状地の南東端付近

段丘上に立地する。発掘調査では、旧石器時代および縄文時代を中心とする遺構 。遺物が確認されて

いる。今回は、旧石器時代とされる遺物の中に認められた黒曜石製石器を対象とした成分分析を行い、

その産地に関する資料を作成する。

1試  料

試料は、鵜ノ木遺跡より出土した旧石器時代とされる黒曜石製石器 1点である。試料は、最大径26

mmほ どの不定形な剥片であり、「UK-07 783」 の注記が施されている。

2分 析 方 法

本分析では遺物保存の観′点から、非破壊分析を前提とする。したがって、調査はセイコーインスツ

ルメンッ製エネルギー分散型蛍光X線分析装置 (S E A2120L)を 用いた非破壊分析法により、半定

量的に化学組成を求める。

(1)処 理 手 順

試料は超音波洗浄を行い、表面に付着した土壌を落とした 測定条件

後、以下の条件で測定を実施する。得 られた蛍光X線スペク

トルからファンダメンタルパラメーター法 (FP法)に基づ

いたノンスタンダー ドによる定量演算を実施 し、化学組成を

算出する。

(2)Feと Rbに よる黒曜石産地判別

黒曜石は、流紋岩～デイサイ トに相当するガラス岩であ

る。流紋岩～デイサイ トの成因は多様であるが、その反面出

発物質としてのマグマの生成過程および分化過程で化学組成

の挙動が異なることが期待される。大沢 ら (1991)の黒曜石

の化学組成を岩系別に見ると、Rb(ル ビジウム)、 La(ラ
ンタン)、 Ce(セ リウム)、 Eu(ユ ウロピウム)、 Th(ト
リウム)、 Sc(ス カジウム)の変動が著 しく、地域的な特性を示す微量成分元素 として注目される。

測定装置 SEA2120L

管球ターゲット元素 Rh

対象元素 Na′―Ca Sc～ U

励起電圧 (kV)

管電流 (μ A) 自動設定 自動設定

測定時間 (秒 )

コリメー タ φ10 0mm

フイルター な し

マイラー OFF

雰囲気 真空
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そこで黒曜石の岩系に基づいた化学成分の変化を背景に、産地判定の指標成分としてコンパティブ

ル元素であるFeと インコンパティブル元素であるRbを選択 し、産地ごとの 2成分の領域を図示 し

た黒曜石の産地判定図 (附 図 1)を作成する。本判定図は、当社保有の原産地黒曜石110試料のほか、

これまでに当社で調査 を実施 した遺跡出土黒曜石 (産地未確定 も含む)な ど計500試料以上の黒曜石

を基に、破壊調査により得 られた化学組成を用いて作成 した。作成 した判定図は縦軸にRb(ppm)、

横軸にFe(O/o)を とると指数関数的な分布を示 し、産地間の分離が良好であることから、分析精度

が十分に高ければ産地の識別は可能であると考えられる(五十嵐ほか,2001)。 なお、この図はFe(0/O)

とRb(ppm)の 値を採用 しているため、酸化物の分析結果をそれぞれ換算 して用いている (附表 1

中の参考値 )。

(3)結   果

分析結果を附表 1に示す。また産地判別図を附図 1、 2に示す。図上における各産地の領域は、】ヒ

海道および東北地方の産地領域を濃 く示 し、関東 。中部地方の産地領域を薄 く示 してある。今回の試

料は、Fe― Rb判別図 (附図 1)お よびその補完法であるSr― Zr判別図 (附図2)においても、

遺跡所在地周辺の東北、北海道さらに新潟地域や関東地方も含めて、当社保有の原産地試料の領域に

は該当しない。

小田 (2001)は 、東北地方の黒曜石の産地として、脇本 と月山以外にも青森県の深浦、岩手県の雫

石、宮城県の湯倉などの産地をあげてお り、また東北地方南部から続 く地域 として、新潟県の板山の

ほかに佐渡島にも黒曜石の産地があることを紹介 している。 したがって、今回の試料がプロットされ

た周辺の領域には、新潟県大白川、栃木県高原山、長野県麦草峠などの原産地データ領域 も近接 して

いるが、上述 した東北地方各原産地の領域が位置する可能性 もあり、現時点では具体的な産地につい

て議論することは難 しい。今後は、東北地方の各原産地試料を当社データベースに付加 し、これら原

産地の可能性について改めて検証 したい。

引用文献

五十嵐俊雄

二宮 修治

小田静夫

・斉藤紀行・中根秀二 2001 Fe―Rb法による黒曜石の産地推定 PALYNO,No4,16-25
。綱干 守・菓科 実・友廣 秀尚・大沢 員澄 1991 微量成分元素存在量による原産地黒曜石の

識別・分類 と遺跡出土黒曜石石器の原産地推定への適用,黒曜石の化学 遺跡出土黒曜石石器

の原産地推定の基礎として 平成 2年度科学研究費補助金 (一般研究B)研究成果報告書,69p

2001 黒曜石石器の研究動向 PALYNO,No4,3-15

附表 1 黒曜石元素分析結果 (非破壊 EDX分 析法)

淑1定試料 ２ｉ Ｏ

％

Ｓ Ti02
%

A1203
%

Fe203
%

�ln O

%
MgO
%

CaO
%

Na20
%

K20
%No 試料名

1 UK-07783 7521 1521 067 274

測定試料 Rb
ppm

Sr
ppm

Zr
ppm

Ba
ppm 推定原産地

No 試料名

1 UK-07783 産地判定外

参考値

Fe
%

Rb
ppm

120 90
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附編 鵜ノ木遺跡の自然科学分析

火 山 灰 分 析

パリノ・サーヴェイ株式会社

は じ め に

岩手県奥州市前沢区鵜ノ木遺跡は、北上低地帯南部を流れる胆沢川周辺に広がる扇状地面群 (胆沢

台地)の東南端部付近に位置する。この扇状地面群は、渡辺 (1991)に より地形分類がなされており、

最高位のT面群、高位のH面群、中位のM面群、低位のL面群に分類されている。さらに各面群は 2

または3段の段丘面に細分されている。各段丘面の離水年代については、小池ほか編 (2005)に より、

T面群は酸素同位体比ステージ18～ 10(70数万年前～30数万年前)、 H面群は酸素同位体比ステー

ジ8～ 6前後 (30万年前～ 13万年前)、 M面群は酸素同位体比ステージ5(13万年前～ 7万年前 )、

Ll面は酸素同位体比ステージ2(2万年前前後)、 L2面は完新世 (1万年前以降)と されている。

本遺跡の位置を渡辺 (1991)の地形分類図上でみると、北上川西岸の沖積低地に分類されているが、

現地は明らかに沖積低地より1段高い段丘上にある。おそらく、地形分類図上では縮尺の関係により

狭小な段丘は描ききれなかったものと思われる。同地形分類図では、本遺跡の背後に広がる標高70m

ほどの段丘はHl面に対比されており、その段丘の北東縁に付随する狭小な低位段丘がLl面 として

描かれている。したがって、本遺跡の立地する段丘も同じくLl面に対比される段丘と考えられるが、

このことは後述するように今回の分析調査における中′とヽ課題にも関わることである。

今回の発掘調査では、旧石器時代とされる石器ブロックが検出され、弥生時代とされる竪穴住居跡

や集石などの遺構とそれらに伴う土器や石器などの遺物、さらには古代とされる土師器片や須恵器片

なども出土している。これらのうち、特に旧石器ブロックではナイフ形石器が出上しており、考古学

的所見からAT降灰以降の年代観が推定されている。また、旧石器ブロックには明らかに搬入された

と見られる礫が伴い、石核や剥片も出土することから、ほぼ原位置を保った状態であると考えられて

いる。したがって、旧石器ブロックの検出された層準の年代観に関わる試料を作成することは、出土

した旧石器の年代観そのものの検証ともなると期待された。

発掘調査によって作成された土層断面については、当社技師による現地調査所見より段丘離水後に

形成されたと考えられたこと、および年代の指標となるテフラの堆積が視認できなかったことから、

連続的な試料採取を行いその産状を確認することにより、層序を対比検討することが必要と判断し

た。したがって、今回は、基本土層断面採取試料を対象としたテフラの分析を行い、旧石器ブロック

が検出された層位の年代に関する資料を作成することとした。

1試 料

試料は、調査区西壁の2Hグ リッド (北側セクション)お よび同壁 4Eグ リッド (南側セクション)

の 2箇所で作成された断面より採取 した。便宜上、前者を第 1地点とし、後者を第 2地点とする。

第1地点では、発掘調査所見により、上位よりIa①、Ia②、Ib、 Ic①、Ic②、工a、 工b①、

工d、 Ⅱe①、Ⅲの各層に分層されている。Ia①層は杉植林地となっている現表土であり、 Ia②
層は植林以前の旧表土とされている。Ib層からIc②層までは土壌であり、これらのうち、 Ib層
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は古代遺物包含層となっている褐色土、 Ic①層とIc②層は縄文時代遺物包含層とされている黒褐

色～暗褐色上である。Ⅱa層からⅡe①層までは、細礫を含み砂混じりのシルトからなる層位である

が、灰褐色～責灰色を呈する色調や粘上分も含むことから、土壌化した層位と考えられた。その中で、

Ⅱe①層は上位に比べて砂分がやや多い。旧石器の包含層に相当する層位は、工a層からⅡb層上部

までとされている。Ⅲ層は、段丘を構成する砂礫層であり、最大径200mmに なる円礫も認められた。

試料は、Ⅱa層上面からⅡd層下底まで、厚さ5cmで連続に上位より試料番号 1～ 9ま での9点

を採取し、その下位の工e①からは試料番号10の 1′点を採取した。第 1地点の模式柱状図および各試

料の採取層位は、分析結果を示した附図3に併記する。

第2地点では、発掘調査所見により、上位よりIa①、 Ic①、 Ic②、工、Ⅱeの各層に分層さ

れている。 Ia①、 Ic①、 Ic②各層の層相は第 1地点の同名の各層とほぼ同様である。Ⅱ層は、

黄灰色を呈し、第 1地点のⅡb①層、Ⅱd層 とほぼ同様の層相である。第 2地点は旧石器ブロックが

検出された地点に近接 しており、旧石器出土層位はI層の下底付近であることが確認されている。

試料は、 Ic②層からI層下底まで厚さ約 6 cmで連続に上位より試料番号 1～ 6ま での 6′点を採取

した。第 2地点の模式柱状図および各試料の採取層位は、分析結果を呈示した附図4に併記する。

2分 析 方 法

発掘調査所見による層位の大分類ではⅡ層とされている層位は、前述したように、その層相から土

壌化が認められていることと、細礫を含むことや砂分の多いことなどから、胆沢川周辺の段丘構成層

(段丘礫層)直上に堆積するフラッドローム (小池ほか編,2005)に 相当すると考えられる。フラッ

ドロームは、段丘離水後に発生した洪水時の堆積物とされ、段丘面の上に溢流した浮流性のシルトを

主体とする細粒堆積物とされている。すなわち通常時は乾陸上にあり、洪水時においても冠水はする

ものの、掃流作用は非常に弱いかほとんどないような環境下で形成された層位であると推定される。

Ⅱ層中に検出された旧石器ブロックがほぼ原位置を保っているとされたこととも整合する。

Ⅱ層がフラッドロームであることから、工層形成時の地表にテフラが降下堆積すれば、その後に土

壌化作用による撹乱や風成および水成作用による再堆積をしながらも、テフラの降下した層準付近で

は、重鉱物組成の変化や火山ガラスの量比の濃集としてその痕跡を検出できる可能性は高い。したがっ

て、ここでは、土層中におけるテフラの産状を捉える方法として、各層の重鉱物組成と火山ガラス比

を明らかにする。また、テフラが検出された場合には、既知のテフラとの対比指標として重鉱物の斜

方輝石や火山ガラスの屈折率が有効となるので、これらが検出できた場合は屈折率測定も行う。

重鉱物組成および火山ガラス比分析の対象とした試料は、第 1地点の試料番号 1、 3、 5、 8の 4

点、第 2地点の試料番号 1、 2、 4、 6の 4点の合計 8点である。屈折率の測定は、後述する結果に

より、第 1地点の試料番号 1の斜方輝石と火山ガラスの合計 2点について行った。分析処理過程を以

下に述べる。

料約40gに水を加え、超音波洗浄装置を用いて粒子を分散 し、250メ ッシュの分析舗上にて水洗 し

て粒径が1/16mmよ り小 さい粒子を除去する。乾燥 させた後、舗別 して、得 られた粒径1/4mm 1/8mmの

砂分を、ポリタングステン酸ナ トリウム (比重約2.96に 調整)に より重液分離 し、得 られた重鉱物を

偏光顕微鏡下にて250粒 に達するまで同定する。同定の際、不透明な粒 については、斜め上方からの

落射光下で黒色金属光沢を呈するもののみを「不透明鉱物」とする。「不透明鉱物」以外の不透明粒

および変質等で同定の不可能な粒は「その他」とする。
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火山ガラス比分析は、重液分離により得られた軽鉱物中の火山ガラスとそれ以外の粒子を、偏光顕微

鏡下にて250粒 に達するまで計数 し、火山ガラスの量比を求める。火山ガラスは、その形態によリバ

ブル型、中間型、軽石型の 3つの型に分類する。各型の形態は、バブル型は薄手平板状あるいは泡の

つぎ目をなす部分であるY字状の高まりを持つもの、中間型は表面に気泡の少ない厚手平板状あるい

は塊状のもの、軽石型は表面に小気泡を非常に多 く持つ塊状および気泡の長 く延びた繊維束状のもの

とする。

屈折率の測定は、古澤 (1995)のMAIOTを使用した温度変化法を用いた。

3 結 果

(1)第  1 地 点

重鉱物・火山ガラス比分析結果を附表 2、 附図3に示す。重鉱物組成は、各試料ともにほぼ同様で

あり、不透明鉱物が最も多く、500/O程 を占め、次いで角閃石が約250/O、 斜方輝石が10～ 200/0含まれる。

また、試料によっては微量のカンラン石や緑レン石などの鉱物も含まれる。

火山ガラス比については、試料番号 1と 3に極めて微量のバブル型が認められたのみであり、他の

試料ではほとんど含まれていない。

(2)第  2 地 点

重鉱物・火山ガラス比分析結果を附表 2、 附図4に示す。重鉱物組成は、各試料ともにほぼ同様で

あり、不透明鉱物が最も多く、500/O程 を占め、次いで斜方輝石が20～ 30%、 角閃石が約10°/。 含まれる。

さらに、微量の単斜輝石および緑レン石などの鉱物も含まれる。

火山ガラス比については、各試料に極めて微量のバブル型、中間型、軽石型が認められた。

附表2 重鉱物・火山ガラス比分析結果

(3)屈 折 率 測 定

上述したように、第1地点および第2地点ともに、重鉱物組成においても火山ガラス比においても、

他の層位に比べて特徴的な組成を示す層位が認められないことから、各層形成中にテフラの降下堆積

があつた可能性は低い。したがって、重鉱物も火山ガラスも周囲の段丘や丘陵上の砕屑物に由来する

地点名

試
料
番
号

カ
ン
ラ
ン
石

斜
方
輝
石

単
斜
輝
石

角
閃
石

ザ
ク

ロ
石

紅
柱
石

緑
レ
ン
石

ジ

ル

コ

ン

不
透
明
鉱
物

そ
の
他

合
計

バ
ブ
ル
型
火
山
ガ
ラ
ス

中
間
型
火
山
ガ
ラ
ス

軽
石
型
火
山
ガ
ラ
ス

そ
の
他

合
計

第 1地点

1 1 1 0 0 0 0 1 0 249

3 1 0 0 3 0 1 0

5 1 0 1 1 0 250

8 0 1 2 0 0 250

第 2地点

1 5 0 0 0 0 250 1 1 248

2 45 2 0 0 4 1 250 1 0 250

4 0 2 0 0 2 0 250

6 2 1 0 3 250 2 0 250
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試
料
採
取
位
置

31.0

30.Б     II

匪電現表土

ロコ黒褐色土

匝コ褐色土

囲 土壊化 (灰褐色 )

匠ヨ上壌化 (黄褐色 )

固 シル ト

□ 砂

□ 礫

ロ カンラン石

厖吻斜方輝石

藤翻単斜輝石

匡ヨ角閃石

国回 緑レン石

■■不透明鉱物

踵園その他

ロ バブル型火山ガラス

匡ヨ 中間型火山ガラス

喜 軽石型火山ガラス

鰯 その他

附図3 第 1地点 (調査区西壁 2Hグ リッド) の重鉱物組成および火山ガラス比

31 0

試
料
採
取
位
置

区廻現表土

EEEE黒褐色土

Eコ 褐色土

囲 土壊化 (黄褐色 )

固 シル ト

□ 砂

困 礫

0                 50

ロ カンラン石

厖吻斜方輝石

(熙 単斜輝石

匡ヨ角閃石

圏 緑レン石

■■不透明鉱物

趨 その他

ロ バブル型火山ガラス

匡当 中間型火山ガラス

霞曇軽石型火山ガラス

鰯 その他

Ic

Ic

II

火山ガラス比

重鉱物組成 火山ガラス比
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ものと考えられる。ここではその由来の確認の意味で、第 1地点試料番号 1を代表として選択 し、

の斜方輝石 と火山ガラスの屈折率測定を行った。

測定結果を附図 5に示す。斜方輝石の屈折率はノ1.707-1.713(model,708-1.711)、 火山ガラスにつ

いては、屈折率を確定するまでの十分な量は得られなかったが、検出された火山ガラスからはnl.497

1.499と いう値とnl.510と いう値が得られた。

1 705      1 710      1 715     1 720

第 1地点試料番号 1 斜方輝石

屈折率 屈折率

附図5 斜方輝石および火山ガラスの屈折率

4考 察

(1)テ フラの産状による段丘対比

冒頭で述べたように、鵜ノ木遺跡の立地する段丘は、渡辺 (1991)に よる地形分類図から類推する

と、Ll面に対比される可能性がある。渡辺 (1991)は、段丘の対比に指標テフラを用いており、胆

沢台地におけるLl面より1段高いM2面については、焼石山形テフラ (Yk―YP)が段丘の地形面を

構成する砂礫層直上に堆積するとしている。Yk―YPは軽石を主体とするテフラであり、斜方輝石の多

い重鉱物組成が特徴である (大上 。吉田,1984)。 また、町田・新井 (2003)に よれば、本遺跡付近は

Yk―YPの分布域のほぼ南限付近に相当する。今回の分析では、第 1地点と第 2地点ともに、軽石型火

山ガラスが濃集するような層準が認められなかったことと斜方輝石が突出するような層位も認められ

なかったことから、Ⅱe層以上の層位の形成時にYk YPの 降下堆積はなかったと考えられる。したがっ

て、本遺跡の立地する段丘はYk―YPの 降灰以降に形成された段丘、すなわちM2面よりも下位のL面

群に対比されることはほぼ確実である。

渡辺 (1991)は、胆沢台地ではYk―YPよ り上位には指標テフラを認めていない。しかし、町田・新

井 (2003)な どを参照すれば、Yk‐YP降灰以降でも、胆沢台地には広域テフラの姶良Tn火山灰 (AT:

町田・新井,1976)は確実に降灰していると考えられる。渡辺 (1991)で記載されなかった理由とし

ては、おそらくATを構成するバブル型火山ガラスが糸H粒であることと降灰量がそれほど多くないこ

とから、段丘上のフラッドロームや土壌の層位では撹乱 。再堆積により拡散し、露頭断面では確認で

きなかったことによると考えられる。前述したように、今回のような分析方法を用いれば、降灰して

いる場合には検出できる可能性は高い。

第 1地点試料番号 1 火山ガラス
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今回の火山ガラス比分析では、両地点におけるⅡ層中のいずれの層準においてもバブル型火山ガラ

スの濃集する傾向を認めることができなかった。 したがって、本遺跡における工層形成時には、AT
の降灰はなかった可能性が高い。なお、ATの噴出年代については、80年代後半から90年代にかけて

行われた放射性炭素年代測定 (例 えば松本ほか (1987)、 村山ほか (1993)、 池田ほか (1995)、 宮入

ほか (2001)な ど)か ら、放射性炭素年代ではおよそ2.5万 年前頃にまとまる傾向にある。一方、最

近の海底コアにおけるATの発見から、その酸素同位体ステージ上における層準は、酸素同位体ステー

ジ 2と 3と の境界付近またはその直前にあるとされ、その年代観は2.5～ 3.2万年前におよぶとされて

いる (町 田 。新井,2003)。 町田 。新井 (2003)は、ATの放射性炭素年代を暦年に換算することがま

だ困難であると述べているが、上述の海底コアの年代観 も考慮すれば、暦年ではおそらく2.6～ 2.9万

年前頃になるであろうとしている。この年代を考慮すると、鵜ノ木遺跡においてⅡ層より上位の I層

中にATの 降灰層準があるとは考えられない。 したがって、ATの降灰はI層 より下位のШ層形成時

あるいはそれより以前にあった可能性が高い。このことから、本遺跡の立地する段丘の離水年代は、

AT降灰以降であると考えられる。前述 したように、Ll面の離水年代は 2万年前前後 と推定されて

いるから、今回の分析結果から見る限り、本遺跡の立地する段丘がLl面である可能性が補強された

と言えそうである。

ただし、今回の分析結果のみでは、本遺跡の立地する段丘がLl面 より下位のL2面に対比される

可能性を確実に否定することはできない。今後 L2面における土層断面の厚さや層相を把握 し、Ll
面におけるそれらとの相違点を確認する必要があると考える。

ところでL2面の離水 した年代は、前述 したように完新世と考えられているが、渡辺 (1991)では

L2面段丘礫層直上の腐植上の放射性炭素年代から、3000年前前後という年代観 も示されている。こ

の年代観に従った場合、今回の発掘調査成果、特に旧石器時代や縄文時代の遺構・遺物から示唆され

る年代観との矛盾は大きい。すなわち、遺構 。遺物等の考古学的所見からみても、本遺跡の立地する

段丘がLl面に相当することが支持されることを指摘 しておきたい。

(2)鵜 ノ木遺跡 における層序対比

鵜ノ木遺跡における旧石器時代遺物包含層を含むⅡ層がフラッドロームであることは、前述 した通

りである。すなわち、工層を構成する砕屑物は、通常時は風成塵として、洪水時には北上川や白鳥川

などの氾濫堆積物として供給されたものである。 したがってその由来は、周辺の段丘や沖積低地の表

層を覆う土壌や堆積物であり、今回の分析で検出した重鉱物や火山ガラスは、それらの中に含まれて

いたものである。重鉱物のうち、斜方輝石については、最も表層の供給源としてM面群以上の段丘

上に堆積するYk―YPや胆沢台地より上流の北上川流域に分布する焼石村崎野テフラ (Yk―MP)が想

定されるが、今回測定された屈折率は、Yk―YPや Yk―MPの斜方輝石の屈折率 71.720前後 (町田 。新

井,2003)と はレンジが異なっていた。したがって、本遺跡の位置するL面上のフラッドロームには、

Yk―YPや Yk―MPな どの焼石岳噴出物に由来する砕屑物は非常に少ないのかも知れない。北上川の沖

積低地に面しているというこの段丘の立地を考慮すれば、この段丘上に堆積するフラッドロームに

は、背後の段丘や丘陵表層から供給される砕屑物よりも、北上川の沖積低地より供給される砕屑物の

方が圧倒的に多い可能性がある。一方、極めて微量検出された火山ガラスは、その屈折率と形態から、

低屈折率のバブル型はATに 由来する可能性があり、高屈折率のバブル型は、渡辺 (1991)に記載さ

れた胆沢台地のテフラの中では阿蘇 4テ フラ (Aso-4)に由来する可能性がある。すなわち、本遺跡

の位置するL面上のフラッドロームには、M面群以上の段丘上に堆積するテフラに由来する砕屑物も
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1 重鉱物 第 1地点 ;1

6 軽鉱物中の火山ガラス 第 2地点 ;1

Ho:角 閃石 Zr:ジルコン
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微量ではあるが混在 していることも確認 された。

次に、本遺跡における第 1地点と第 2地点との間で、大分類では同じⅡ層とされた層位の重鉱物組

成に違いが認められたことについて述べる。結果の項で記載したように、第 1地点のI層は斜方輝石

よりも角閃石の方が多く、第 2地点では斜方輝石の方が角閃石よりも多い。これらと同様の重鉱物組

成は、当社分析例において、本遺跡とは北上川を挟んで対岸に位置する生母宿遺跡の土層断面でも認

められている。生母宿遺跡は北上川の沖積低地に面した段丘上にあり、その段丘は渡辺 (1991)に よ

りLl面に分類されている。同遺跡の上層断面では、段丘礫層の上位に細礫と砂を含むシルト層すな

わちフラッドロームの上層があり、その上位に責褐色を呈するより上壌化した層位、さらに上位に黒

色土という層序が認められている。その重鉱物分析結果ではフラッドロームの層位に鵜ノ木遺跡の第

1地点と同様の重鉱物組成が認められ、その上位の黄褐色の層位に第 2地点と同様の重鉱物組成が認

められている。本遺跡と同様の立地であることから、その上層を構成する砕屑物の供給源の主体は北

上川の沖積低地であると考えられ、層位による重鉱物組成の変化は砕屑物の供給事情の変化が反映さ

れたと考えられる。

したがって、対岸の鵜ノ木遺跡でも同様の変化が反映されたとすれば、第 1地点のI層は生母宿遺

跡のフラッドローム層に対比され、第 2地点の工層は生母宿遺跡のフラッドローム層より上位の黄褐

色の層位に対比される可能性がある。したがって、鵜ノ木遺跡において、第 2地点における細分類の

工層は第 1地点のIa層 よりも上位の層位に対比される可能性もある。今後さらに周辺の段丘の発掘

調査が展開された際には、この点を確認する絶好の機会となるものと期待されるので、深掘り断面が

作成され同様の分析調査が行われることが望まれる。
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附編 鵜ノ木遺跡の自然科学分析

放射性炭素年代測定

(株)加速器分析研究所

1 遺跡の位置

鵜ノ木遺跡は、岩手県奥州市前沢区鵜ノ木102-1ほ か (北緯39° 01′ 18″ 、東経141° 07′ 54〃 )に所在

する。北上川西岸の水沢段丘上に位置する (標高24～ 34m)。

2 測定対象試料

測定対象試料は、ブロック 1(5Db)の I層から出上 した戊化物 2点 (hl:IAAA-72003、 配

② :IAAA-72004)、 ブロック 1(5Di)の 工層か ら出土 したえ化物 (陥③ :IAAA-72005)、 遺構

外 (5Dk)の Ie層直上から出上 した炭化物 (h新 4:IAAA-72006)、 ブロック 1(4Dy)の
工層直上から出土 した炭化物 (No 5:IAAA-72007)、 1号竪穴住居の床直から出上 した炭化物 (h6:

IAAA-72008)、 1号竪穴住居の炉埋土から出上 した炭化物 (h7:IAAA-72009)、 1号配石遺構Pit

lか ら出土した炭化物 (血 8:IAAA-72010)、 合計 8点である。なお、配②とh③は、炭素量不足

のため測定ができなかった。

3 化学処理工程

1)メ ス・ピンセットを使い、根 。土等の表面的な不純物を取り除く。

2)AAA(Acid Alkali Acid)処 理。酸処理、アルカリ処理、酸処理により内面的な不純物を取り除

く。最初の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )を用いて数時間処理する。その後、超純水で中性にな

るまで希釈する。アルカリ処理では0.001～ lNの水酸化ナトリウム水溶液 (80℃ )を用いて数

時間処理する。その後、超純水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理ではlNの塩酸 (80℃ )

を用いて数時間処理した後、超純水で中性になるまで希釈し、90℃ で乾燥する。希釈の際には、

遠心分離機を使用する。

3)試料を酸化銅 lgと 共に石英管に詰め、真空下で封じ切り、500℃ で30分、850℃ で2時間加熱する。

4)液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利用し、真空ラインで二酸化炭素 (C02)を精

製する。

5)精製した二酸化戊素から鉄を触媒として炭素のみを抽出 (水素で還元)し、グラフアイ トを作製

する。

6)グラフアイトを内径 l mmの カソードにハンドプレス機で詰め、それをホイールにはめ込み、加速

器に装着し測定する。

4 測定方法

測定機器は、3MVタ ンデム加速器をベースとしたHc_AMS専
用装置 (NEC Pelletron 9SDH-2)を
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使用する。測定では、米国国立標準局 (NIST)か ら提供されたシュウ酸 (HOxⅡ )を標準試料とする。

この標準試料 とバ ックグラウンド試料の測定 も同時に実施する。また、加速器により
EC/姥

Cの測定 も

同時に行う。

5 算出方法

1)年代値の算出には、Libbyの 半減期5568年 を使用 した。

2)望C年代 (Libby Age:yrBP)イよ、過去の大気中
14c濃

度が一定であったと仮定 して測定 され、

1950年 を基準年 (O yrBP)と して遡る年代である。この値は、δ
13cに

よって補正された値である。

3)付記 した誤差は、複数回の測定値についてχ
2検

定が行われ、測定値が 1つ の母集団とみなせる

場合には測定値の統計誤差から求めた値、みなせない場合には標準誤差から求めた値が用いられ

る。

4)δ 13cの
値は、通常は質量分析計を用いて測定されるが、AMS測 定の場合に同時に測定される

δ
13cの

値を用いることもある。 δ HC補 正をしない場合の同位体比および年代値 も参考に掲載す

る。

同位体比は、いずれも基準値からのずれを千分偏差 (%。 ,パーミル)で表した。

δ
14c=[(14As-14AR)/14AR]× 1000   (1)

δ
13c=[(13As-13APDB)/13APDB]×

1000 (2)

ここで、
14As i試

料炭素の14c濃
度 :(ИC/12c)sま たは (HC/13c)s

14AR:標
準現代戊素の“C濃度 :(ИC/12c)Rま たは (HC/13c)R

δ ttCは 、質量分析計を用いて試料戊素の略C濃度 (憾As=略C/12c)を 測定 し、PBD(白 亜

紀のベレムナイ ト類の化石)の値を基準 として、それからのずれを計算 した。但 し、加速器によ

り測定中に同時に
13c/レ

cを測定 し、標準試料の測定値 との比較から算出したδ ttCを 用いること

もある。この場合には表中に (加速器)と 注記する。

5)△ 14cは
、試料炭素が δ

13c=_25.0(%。 )であるとしたときのHC濃
度 (14AN)に 換算 した上で計

算した値である。(1)式のHC濃
度を、δ13cの

測定値をもとに次式のように換算する。
14AN=14As× (0.975/(1+づ 13c/1000))2(14Asと

して14c/12cを
使用するとき)

または

三14As× (0,975/(1+δ 13c/1000))(14Asと
して14c/13cを

使用するとき)

△
14c=[(14AN-14AR)/14AR]×

1000(%。 )

6)pMC(percent Modern Carbon)イ よ、現代炭素 に対す る試料災素の
14c濃

度の割合 を示す表記で

あり、△14cと の関係は次のようになる。

△
14c= (pK/1C//100-1) ×1000(%。 )

pMC=Δ HC/10+100(°/0)

国際的な取 り決めにより、この△
HCあ

るいはpMCに より、
14c年

代が次のように計算される。

T= -8033 × in [(△ 14c//1000)+1]

= -8033 × in (p�IC//100)

7)14c年代値 と誤差は、 1桁目を四捨五入 して10年単位で表示 される。

8)暦年較正年代 とは、年代が既知の試料の14c濃
度を元に描かれた較正曲線 と照らし合わせ、過去

の
14c濃

度変化などを補正 し、実年代に近づけた値である。暦年較正年代の計算では、IntCa104
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データベース (Reimer et a1 2004)を 用い、OxCalv3 10較 正プログラム (Bronk Ransey1995

Bronk Ransey 2001 Bronk Ramsey,van der Plicht and Weninger2001)を 使用 した。暦年較正

年代は、
望C年代に対応する較正曲線上の暦年代範囲であ り、 1標準偏差 (lσ 三68.20/0)あ るい

は 2標準偏差 (2σ =95.40/0)で表示 される。暦年較正プログラムに入力される値は、下一桁 を

四捨五入 しないHC年
代値である。

6測 定 結 果

14c年
代は、ブロツク 1(5Db)の 工層から出上 した炭化物が5450± 40yrBP(比 1)、 遺構外 (5

Dk)の 工e層直上から出土 した炭化物 (陥新 4)が 1990± 30yrBP、 ブロツク 1(4Dy)の Ⅱ層

直上から出土 した炭化物 (h5)が 1280± 30yrBPである。検出された後期旧石器時代の石器ブロッ

クの予想年代とかけ離れてお り、別時期の炭化物が混入 したものと予想 される。

1号竪穴住居の床直から出土 した炭化物 (比 6)は 1290± 30yrBP、 1号竪穴住居の炉埋土から出

土した炭化物 (陥 7)が 1440± 30yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ )は、配 6が670～ 720A D(43.40/0)。

740～ 770A D(24.80/0)、 配 7が595～ 645A D(68.2%)で ある。同一遺構であるが、 2点には時期

差がある。 1号竪穴住居の壁や埋土がほとんど残存 していない状況から、No 6は住居埋没時以降の炭

化物である可能性がある。一方、炉内の堆積土は良好な残存状況であることから、陥 7の年代が遺構

の機能時期を反映していると解釈できる。

1号配石遺構Pit lか ら出土 した戊化物 (h8)は 3090± 40yrBPで ある。暦年較正年代 (lσ )は、

1415～ 1865B C(36.7%)。 1360～ 1315B C(3150/0)で ある。

全試料の炭素含有率は50～ 750/Oの 間で十分であり、化学処理および測定内容にも問題が無いこと

から、妥当な年代 と考えられる。
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附表3 放射性炭素年代測定結果 (1)

IAA Code No 試  料 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-72003

#2033-1

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 1021

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):N01

Libby Age (yrBP)    :   5,450 ±  40

づ
BC(%。

)、 (加速器)= -2633±  0,77

△
14c(%。 )       = ■925±  23

pMC(%)      = 5075■  023

(参考)   δ BCの補正無し

δ 14c (%。 )          =  -4939 ±  21

pMC(%)       = 5061±  021

Age(yrBP)       :  5,470 ±  30

IAAA 72004

#2033-2

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 2

Libby Age(yrBP)  : 測定不可

δ 13c (%。 )、  (カロ速器) =

△
14c (%。 )         =

pMC(%)      =

(参考)   δ BCの補正無し

δ 14c (%。 )          =

pMC(%)      =

Age(yrBP)       :

IAAA-72005

#2033-3

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 3

Libby Age(yIBP)  : 測定不可

δ
13c (%。

)、  働日速器) =

△
14c (%。 )          =

pMC(%)      =

(参考)   δ
おCの補正無し

δ 14c (%。 )

pMC(%)

Age(yrBP)

IAAA-72006

#2033-4代替

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No新 4

Libby Age(yrBP)    1   1,990 ±   30

δ 13c (%。 )、  (力口速器) =  -3177 ± 068

△
14c(%。 )       = 2197±  32

pふ71C (%)         =  7803 ■ 032

(参考)   ∂BCの
補正無し

∂ 14c (%。 )          =  -2305 ±  30

pMC(%)      = 7695±  030

Age(yrBP)      :  2,110±   30

IAAA-72007

#2033-5

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 5

Libby Age(yrBP)    :   1,280 ■   30

づ 19C (%。 )、 (力日速器∋  =  -2415 ± 0.61

△
14c (%。

)         =  -1471 ±  33

pMC(%)      = 8529±  0,33

(参考)   δ
13cの

補正無し

δ 14c (%。 )          =  -1456 ±  31

pMC(O/o)      = 8544±  031

Age(yrBP)        :  1,260 ±  30
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IAA Code No 試  料 BP年代および炭素の同位体比

IAAA-72008

#2033-6

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 6

Libby Age(yrBP)   :  1,290 ±  30

づ
13c (%。

)、 (方日速器∋  =  -27.33 ± 063

△
14c (%。

)         =  -148.5 ±  33

pMC(%)      = 8515■  033

(参考)   δ
13cの

補正無し

δ
14c (%。 )         =  -1526 ±  31

pMC(%)     = 8474± 031

Age(yrBP)       :  1,330±   30

IAAA72009

#2033-7

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 7

Libby Age(yrBP)  : 1,440±  30

δ
13c tt。

)、 (方日速器) =  -2595 ± 082

△
14c (%。 )         =  -1644 ±  31

pMC(%)      = 8356■  031

(参考)   δ BCの補正無し

δ
14c (%。 )         =  -1660 ±  27

pMC(%)      = 8340±  027

Age(yrBP)        :  1,460 ■  30

IAAA-72010

#2033-8

試料採取場所 :岩手県奥州市前沢区鵜ノ木 102-1

ほか 鵜ノ木遺跡

試料形態 :  炭化物

試料名 (番号):No 8

Libby Age(yrBP)    :  3,090 ±  40

δ
13c (%。

)、 (力H速器) =  -2643 ± 079

△14c (%。
)          =  -3192 ±  30

pMC(%)      = 6808±  030

(参考)   δ
13cの

補正無し

δ
14c (%。

)         =  -3212 ±  28

pMC(%)      = 6788±  028

Age(yrBP)       :  3,110±   30

参考

IAAA-72004、 72005に 関しましては、炭素重量不足のため、測定不可。

IAAA 72006に 関しましては、代替試料を処理し測定した結果になります。

参考資料 :暦年較正用年代

IAA Code No 試料番号 Libby Age(yrBP)

IFkAA-72003 No l 5448 ± 35

IAAA72004 No 2 誤1定不可

IAAA-72005 No 3 測定不可

IAAA-72006 No新 4 1993 ± 33

IAAA 72007 No 5 1278

IAAA-72008 No 6 1291

IAAA-72009 No 7 1442 ± 29

IAAA 72010 No 8 3088 ± 35

附編 鵜ノ木遺跡の自然科学分析

ここに記載するLibby Age(年代値)と 誤差は下 1桁を丸めない値です。
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【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】
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附編 鵜ノ木遺跡の自然科学分析

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】

Amosphettc data tom Relmcr ct al 12004jiOxCal v3 10 BIOnkRanstt 12005光 cub r5 S■ 12 prob usp[chOn〕
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放射性炭素年代測定

【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determinatiOn】
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【参考値 :暦年較正 Radiocarbon determination】
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遺跡南東側上空から胆沢扇状地を望む

遺跡南から調査区を望む

カラー写真図版 1 空撮

―-293-
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ナイフ形石器・台形様石器・台形石器

カラー写真図版 2 遺物 (1)
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掻  器

カラー写真図版e 遺物 (2)
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弥生時代の紡錘車

出土陶磁器

カラー写真図版 4 遺物 (3)
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遺跡違景 (下が南東)
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調査区全景 (下が南東)
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写真図版 1 空撮



北上川東岸から遺跡を望む

調査区現況

チ |:=:r・ ■ 基本層序

・     }k= |
■■デi ■  i

黛
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写真図版 2 遠景 。現況・層序



旧石器出土状況 (S→ )

旧石器出土状況 (4D～ 5E)

(SE→ )

旧石器出土状況 (4Dy～ 5Ea周 辺 )

(E→ )

写真図版 3 旧石器 (1)
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写真図版 4 旧石器 (2)



写真図版 5 1号 竪穴住居
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Pl12 断面

作業風景
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Pl16 断面

写真図版6 1号 住居状遺構
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北東側断面

写真図版 7 1号 集石遺構 (1)
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断面 東西方向

1号集石遺構 Pl l 完掘

1号土坑 完掘
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写真図版 8 1号 集石遺構 (2)。 1号土坑 (1)
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2号溝 北側断面
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写真図版10 2号溝・柱穴

―-306-―



1189

ナイフ形石器 (S■ %)

2356

台形様石器 (S■ %)

紳

７６３

一蘇

域

域 に
２。

雛 9 け 3

一』
(s■

2/3)

台形石器

―-307-―

写真図版11 旧石器時代の遺物 (1)



錐形石器 (S■ 2/3)
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写真図版12 旧石器時代の遺物 (2)
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写真図版13 旧石器時代の遺物 (3)
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写真図版14 +日石器時代の遺物 (4)
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写真図版15 +日石器時代の遺物 (5)
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写真図版16
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石核① (S■
2/3)

写真図版17 +日石器時代の遺物 (7)
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写真図版18 1日石器時代の遺物 (8)

石核② (S■
2/3)



原石 (S■ 1/2)

写真図版19 +日石器時代の遺物 (9)
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石製―品 (S■ 2/3)
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写真図版20 +日石器時代の遺物 (10)
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写真図版21 旧石器時代の遺物 (11)

接合辞 斗197

-317-―



接合資料23
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写真図版22 +日 石器時代の遺物 (12)
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写真図版23 +日石器時代の遺物 (13)
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接合資料33

接合資料116

写真図版24 旧石器時代の遺物 (14)
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写真図版25 +日 石器時代の遺物 (15)
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写真図版26 +日石器時代の遺物 (16)
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写真図版27 旧石器時代の遺物 (17)
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写真図版29 +日 石器時代の遺物 (19)
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写真図版30 +日 石器時代の遺物 (20)
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写真図版38 +日 石器時代の遺物 (28)
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写真図版40 +日石器時代の遺物 (30)
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写真図版41 旧石器時代の遺物 (31)
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写真図版43 +日 石器時代の遺物 (33)

(s■
2/3)

―-339-―



接合資料124

1108 (S■ %)

写真図版44 +日 石器時代の遺物 (34)
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写真図版45 +日 石器時代の遺物 (35)
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東斜面出土縄文土器
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写真図版50 陶磁器 (1)
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写真図版51 陶磁器 (2)
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写真図版52 縄文時代・弥生時代の石器 (1)
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写真図版53 縄文時代・弥生時代の石器 (2)
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写真図版54 縄文時代・弥生時代の石器 (3)
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写真図版55 縄文時代・弥生時代の石器 (4)
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写真図版56 縄文時代・弥生時代の石器 (5)・ 古代の石器・金属製品
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写真図版57 中世以降の石器 。金属製品
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ふ り が な

所 収 遺 跡 名

ふ りが な

所 在 地

コー ド 北緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

う の き い せき

鵜 ノ木 遺 跡
岩手県奥州市前沢区

鵜ノ木 102‐ 1ほか
03215 NE76 0051

39B霊

01分

18秒

141度

07ケ}

54万少

20070409

20070531

珍ｍ

一関遊水地衣

川本川築堤工

事

所 収 遺 跡 箔 種 別 主な時代 主 な遺構 主 な遺 物 特記事項

鵜 ノ木 遺 跡

石器製作跡 後期旧石器時代 ブロック3箇所

ナイフ形石器 6点、台形様石器

2点、台形石器36点、彫器 3点、

掻器 7点、削器・錐形石器各 1

点、狭入石器 2点、楔形石器 3

点、磨石 4点、敲石 1点、台石

2点、石核、剥片類、石製品

北上川に面した胆沢扇状

地の縁辺部での出土

貝殻状の剥片を剥離する

技法と打面調整のない石

刃技法の共存が確認され

た

散布地 ? 縄文時代

縄文土器小コンテナ 1箱

石鏃 5点、石匙 1点、掻器 1点、

楔形石器 2点、磨石20点、敲石

5点、凹石 3点、台石 7点、石

核、剥片類、石製品 1点

縄文時代～弥生時代 住居状遺構1棟、柱穴3個

集落跡 弥生時代 竪穴住居1棟、集石遺構1基
弥生土器小 コンテナ05箱、紡

錘車 1点
赤穴式期

散布地 奈良時代 溝跡 1条 土師器・須恵器大コンテナ 1箱

砥石 1点、鉄製品 1点

8世紀後半～末中心

集落跡 ? 平安時代 土坑 1基、柱穴 1個

散布地 近 世 陶磁器小コンテナ04箱、砥石3点

時期不明 溝跡 1条、柱穴12個 鉄製品 1点

要 約

奥州市役所前沢支所の南東約 4にmに位置し、北上川西岸の水沢段丘面上に立地する。一関遊水地衣川本川

築堤工事に伴うもので、北端にあたる。本調査区は段丘の縁辺部にあたり、北上川との直線距離は約200m、

比高差は約18mで ある。

調査区は段丘縁辺部にあたる平坦面と東側と南側に面した斜面部とに分かれ、遺構・遺物は平坦面で検出

した。

後期旧石器時代のブロックは3箇所検出されたが、中心は1000点 にも及ぶ遺物で構成されるブロック 1で

ある。縄文時代に属する明確な遺構は検出されなかつたが、早期後半から晩期前葉の上器が出上しており、

隣接する未調査部分に集落が存在するものと思われる。弥生時代後期の赤穴式期には規模は小さいと考えら

れるが、集落が形成されており、同時期のものと考えられる土器片と紡錘車が出上している。奈良時代・平

安時代の竪穴住居は検出されなかったが、全体形状が復元できる土師器や須恵器が出上しており、隣接する

未調査部分に集落が存在するものと思われる。近世に関しては、明確な遺構は検出されなかったが、肥前産

や瀬戸産の磁器などが出上しており、場の用途は不明であるが、利用はされていたものと思われる。後期旧

石器時代から現代まで、断続的に利用されていた場所であることが判明した。

―-355-一
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